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揖斐川の最上流域に葉脈状にひろかるこの谷筋に、 数多くの遺跡が点在する

ことは、数年にわたる発掘調査の成果によって広く知られるようになりました。

とりわけ、 縄文時代の遺跡数は他の時代のそれをはるかに凌篤することも周知

のこととなりつつあります。

ここ上原遺跡も揖斐谷の恵まれた自然を背景に、 早くから縄文文化が花開き

ました。 縄文時代前期にピ ー クに達した気温は、 この土地に森を舞台とした豊

穣な狩猟・採集文化をもたらしたのです。 この時期の遺跡は、 県内でも発掘例

は限られており、 今回の発掘調在によって出土した北白川下層式土器を中心と

する土器群とこれに伴う石器類は、 この時代の生活復元に益するところが多い

と思います。 今後、 この報告が、 これまでの成果と併せて縄文前期の研究を一

層深めるための礎となることを頓ってやみません。

さて、 美濃地方最大級とされる縄文の遺跡群は、 徳山ダム完成の折りには水

面下でひっそりと息づくこととなります。 しかし、 徳山の先人たちは、 縄文人

が狩猟と採集の場とした森林を開発し、 後の時代には水田耕作を始めたり、 城

館や家屋を築いたりしてムラを存続させてきました。 開発や再開発を繰り返し

ながらも、 あるときは自然との共存を図り、 またあるときはそれを積極的に活

用してきたのです。 開発とは、 その時々において、 より快適な生活を求めて自

然を最も有効に活用するための必要不可欠な手段と考えます。

最後になりましたが、 発掘調査や遺物整理、 さらに報告書作成に際して終始

温かいご指導、 ご助言をいただいた関係諸機関ならびに関係各位に深く感謝申

し上げます。

平成12年3月

財団法人 岐阜県文化財保護センタ ー

理事長 村 木 光 男
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1. 本書は岐阜県 揖斐郡藤橋村大字徳山字上原に所在する「上原遺跡」（遺跡番号 21407-06380) 第1 . 

3 · 4 · 5 · 6 地点の発掘調査報告書である。
2. 本調査は徳山ダム建設事業に伴うもので、 水資源開発公団から岐阜県 が委託を受け、 発掘調査は

財団法人岐阜県文化財保護センターが実施した。
3. 発掘調査は平成6 - 8 年度に実施し、 故大参義一愛知学院大学教授の指導のもとに、 平成6 年度

は 中島康夫•小谷和彦 （ 第3 · 5地点）、 加藤栄ニ ・ 鈴木昇（ 第4 地点）が、 平成7 年度は小谷•堀

田一浩（ 第1地点）、 中島 ・ 竹中一秋（ 第3 · 6地点） が、 平成8 年度は稲川威•堀田（ 第1地点）

が担当し、 小坂宗和（平成6 年度 第5地点•平成7 年度 第3地点•平成8 年度 第1地点補助調査員）

が補助した。
4. 報告書の作成は平成9 -10年度に実施し、 泉拓良奈良大学教授の指導のもとに、 堀田（平成9 . 

10年度）、 鈴木隆雄 （平成10年度） が担当した。
5. 本書に掲載した遺物の実測 ・ 拓本等は次の者 が行った。

浅野紀美代 ・ 伊藤 節子 ・ 江間香代子 ・ 加納加代子 ・ 川尻美和子 ・ 酒衛 成功•酒向 邦子
白垣 若代·長坂 薫 ・ 進藤有美子 ・ 高島 俊美•田口 恵美子 ・ 棚橋 絹代 ・ 豊田 圭子
服部みどり •和田恵利子 ・ 青木健太郎 ・ 小野木 学 ・ 春日井 恒•小谷 和彦 ・ 近藤 大典
千藤 克彦•藤田 英博•増子 誠•鈴木 隆雄•堀田

6. 実測図等のトレー スは次の者 が行った。
加納加 代子 ・ 加納恭子 ・ 長坂•高島 ・ 國井悦子•鈴木 •堀田

7. 本書の執筆 ・ 編集は、 小野木 ・ 近藤 ・ 鈴木隆雄 ・ 竹中 ・ 堀田・ 藁科哲男 が分担して行った。
8. 遺物の写真撮影は、 フォトスタジオサトウに委託して行った。
9. 地形測量及ぴ空中写真撮影と空中写真測量は、 株式会社イビソクに委託して行った。
10. 自然科学分析は、 株式会社パレオ・ ラボ、 京都大学原子炉実験所に委託して行った。 それぞれの

結果の一部を 第8章に掲載した。 なお、 石材鑑定は藤岡比呂志 ・ 鈴木 が行った。
11. 発掘調査及ぴ報告書の作成にあたっては、 次の方々や諸機関から御助言•御指導•御協力をいた

だいた。 記して感謝の意を表する次 第である （敬称略•五十音順）。
麻生 優 ・ 網谷 克彦•安藤 弘道 ・ 伊藤 正人 ・ 上田 典男 ・ 内堀 信雄 ・ 梶田 澄雄
加藤 芳朗•上守 秀明 ・ 川崎 保•河村 一彦 ・ 小杉 康•小山 雅人 ・ 佐野 康雄
清水 宣洋•高橋 順之•田代 孝·田中 彰 ・ 中井 均•長屋 幸二•西部 良治
野口 哲也•八賀 晋•林 直樹•藤田富士夫•松井 忠春•森下 章司•谷藤 保彦
山岸 洋一・ 脇田 雅彦 ・ 渡辺 誠
藤橋村 ・ 久瀬村 ・ 揖斐川町 ・ 揖斐川町歴史民俗資料館

12. 発掘調査作業ならびに調査記録及ぴ出土品の整理等は、 次の者 が行った。
＜補助調査員＞
小坂 宗和•高島 俊美•長坂 薫•牧村美和子

く発掘作業員〉
池田 満子 ・ 石 原 敏枝 ・ 泉 武光 ・ 泉 利子 ・ 伊丹 敏夫•市田 岱子 ・ 今村 昭夫
岩井 弘子·臼井 廣子 ・ 梅本 宗七•梅本みつゑ•江口はる子 ・ 江口 もと•江崎 利夫



小倉 富恵•小倉ふみ子 ・ 小澤 治良•小澤やゑ子 ・ 加藤あさゑ•加藤きよ子 ・ 加藤 淳

金指とめの•河合ふみゑ•川口ふじゑ•木本 梅雄 ・ 湖海 道子 ・ 小玉 春子 ・ 小寺 消子

小寺ひさゑ•小西 かの•小西きよ子 ・ 小西 匝政 ・ 小西政治郎 ・ 小林さずゑ•佐島 岩吉

佐島みさを•清水おぎの•清水 勝三•清水 久雄 ・ 清水美智子 ・ 杉里 健三•杉島 利秋

杉島 寛之•杉山 利子 ・ 杉山 はる ・ 清生スミ子· 扇間 重男 ・ 高橋あきゑ•高橋いちの

高橋 勝美 ・ 高橋 静•高橋 鈴子・高橋 つや ・ 高橋戸佐男 ・ 高橋 花子 ・ 高橋 春枝

高橋 文子 ・ 高橋 政雄 ・ 高橋 みね•高橋 実•竹中 卓也•竹中

竹中ももゑ•竹中よしの ・ 丹度 芳子•土屋 重義· 中石 たけ•中川

中川 操•中村たみゑ•中山 清子 ・ 成瀬 又勇•野田タツ子 ・ 野原

花木 秀範 ・ 林 典男 ・ 樋口 聡•久野 清秋 ・ 堀田 勉•堀田

前田 品・増田 昭治 ・ 増元 一 夫 ・ 増元 清子 ・ 増元なつゑ•増元

増元 やゑ•松田知恵子 ・ 村山みつ子•森 たかゑ•山岸 孝枝· 山北

山本きみの ・ 渡辺あきゑ

〈整理作業貝〉

直太· 竹中 三博

逸枝 ・ 中川 つる

明・橋本 義治

侶子•本多 博道

文子 ・ 増元 みち

満•山下ふみゑ

浅野紀美代•伊藤 節子 ・ 江間香代子 ・ 加納加代子 ・ 川尻美和子 ・ 酒衛 成功· 酒向 邦子

進藤有美子•田口恵美子 ・ 棚橋絹代 ・ 豊田 圭子 ・ 服部みどり •和田恵利子

なお一 次整理は、安江祥司（平成6年度） ・ 早野壽人（平成7年度） ・ 篠田通弘（平成8年度）

が担当し、 揖斐川一 次整理所において、 粟野由美子•江口陽子 ・ 木本千春 ・ 小西清美 ・ 小西真由

美 ・ 末松ますゑ•関晶子 ・ 竹中栄子 ・ 林睦で行った。

13. 調査記録および出土品は、 財団法人岐阜県文化財保護センター で保管している。



凡 例

1 . 挿図の遺構・ 遺物の縮尺 は次の通り である。

2. 

遺構 1/ 4 1/10 1/20 1/ 40 1/50 1/80 1/100 1/400 

石器 1/2 1/3 2/3 1/ 4 
土器 1/2 1/3 (原則として1/2であり 、 それ以外 はその都度明 記した）

遺物番号 は各地点ごとに 1 -とした。 それぞれの地点における種別の遺物番号 は以下に 示す。
第1地点
第2 地点
第3地点
第4 地点
第5地点
第6地点

石器
土器
石器
石器
石器
石器

1 -503 
2255 
1 -29 
1 -23 
1 · 2 

1 -11 

土器

士器
土器

土器
土器

1001-2254 

101-110 
101-175 

3 - 9 
12-21 

その他の遺物

その他の遺物

3001-3012 

201-214 

3. 本書で使用した土色名 は、 「新版
日本色彩研究所監修） に 基づいた。

標準土色帖』（農林水産省農林水産技術会議事務局・財団法人

4. 

5. 

遺構の略号 は次の通り である。
竪穴住居跡=SB 大型土坑=SK 小型土坑=P
遺物集積=SU その他の遺構・不明遺構=SX

集石遺構・焼礫集積遺構=SI

略号 は本書掲載の全 地点で共通するが、 上記以外 のものはその都度明 記した。

図中で使用したスクリ ーントーン等については、 その都度説明を加えた。
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2 第 1章 遺跡の概要

本報告書『上原遺跡II』は、 既刊の報告書『上原遺跡I』の続編である。『上原遺跡I』で報告した

第2 地点は、 上原遺跡の 中位段丘下流部にあたり 、 本書で報告する 第1 · 3 · 4 · 5 · 6地点とは同

ー遺跡内の 1地点である。 地点あたり の調査面梢が広く、 遺物量か大量であったために先行して報告

することとなった。 従って『上原遺跡I』で記載した 「周辺の地形 ・ 地質」「歴史的環境」「発掘調在

に至るまでの経緯」等の 内容については本書の記述と重複する。 本書ではそれらに関わる詳細な記述

は避け、 概要のみをまとめて以下に記すことにする。 なお重複する内容の詳細については『上原遺跡

I』を参照されたい。

上原遺跡は旧徳山村本郷集落より 約1 km上流の揖斐川本流右岸段丘上に位置している。 段丘面積は

約75 ,000 面と徳山地区でも最も広い面積を有しており 、 標高は約307-340 mで、 段丘全体を崖錐性堆

積物が覆っている。 そして その上に後世の堆積物か広がる形で、 高• 中 ・ 低位の三段階の段丘を形成

しており 、 それぞれに 第3地点、 第1 · 2 · 4 · 5地点、 第6地点がある。 この段丘は揖斐川に沿っ

て長くのびており 、 北西から南東にかけて約450 mにも達する。 しかし、 一方背後に迫る山の斜面から

揖斐川までの距離は約200 mほどしか なく、 中位段丘上では南西から北東にかけて約160 mと比較的短

い。 第3地点がある高位段丘は山裾に広かる位躍関係上、 比高差約10 mほど （束西） あるが、 最も広

い 中位段丘は上流から下流にかけて約3 mほど （標高約307-310 m) しか比高差かなく、 比較的なだ

らかな台地状となっている。 第6地点かある低位段丘も 中位段丘と同じように平坦な地形を形成して

いる。 この広大 な段丘のうち遺跡面積は約43 ,000 面あり 、 平成2 年から平成8 年の足かけ 7 年 間で約
25 ,000 面を調査した。

本遺跡の広がる段丘は、「あげやら」とか「あんぎゃら」と呼ばれ、 近現 代における土地利用は主に

農地であった。 中位段丘上下流側の 第2 地点から 第4地点にかけては水田地帯で、 上流側の 第1地点

はその大半が畑地であった。 徳山地区で最大の面積を誇り ながら、 ここには集落が営まれていない。

旧徳山村の地区内には現 代に至るまで 8 カ所の集落か存在したが、 そのうちのどの集落がある段丘よ

り も上原は広く日当たり もよい。 近現 代において集落が営まれなかったのには様々な要因が考えられ

るが、 最も大きいものは水の便が悪かったことである。 第3地点の東側に谷筋かみられるか、 上原遺

跡全体に供給できるだけの水量はない。 第2 地点を 中心に水田が営まれていたのも、 近世につくられ

た潅漑施設である 「殿様用水」 によるものであった。 しかし縄文時 代においては、 徳山地区最大級の

集落が営まれており 、 時期的にも早期から晩期に至るまで長期的にわたる。

旧徳山村内には平成8 年11 月現在で、 38 カ所の遺跡か知られている。 そのうち29遺跡が調査対象で

ある。 戦前からいくつかの遺跡については報告がなされているか、 本格的な発掘調査は昭和62年より

行われ現在に至っている。 以下簡単にその概要を記す。

現在確認されている徳山地区の歴史は、 2 万年以上前の旧石器時 代から始まる。 「寺屋敷遺跡」から

出土 したナイフ形石器が、 姶良火山灰が堆積した層より 下層で確認されていることによる。 上原遺跡

でもl点ナイフ形石器が出土 しているが、 寺屋敷出土 のものより やや時期か新しい。 縄文時代になる

と多くの遺跡で遺物や遺構が確認されるようになる。 そのうち最も古いものは「小の原遺跡」 出土 の
表裏縄文土器と有舌尖頭器で、 草創期に属する。 早期以降では、 各地に遺跡が点在してくる。 遺物し

か確認でぎなかった遺跡も含め主なものを以下に羅列する。 詳細は『上原遺跡I』に記載している。
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早期 「塚奥 山 遺跡」 「長吉 遺跡」 「寺屋敷遺跡」 「 山手宮前遺跡」 「 尾 元 遺跡 」 「上原遺跡」

「上開 田 村平遺跡」 「下開 田 村平遺跡」 他

前期 「塚奥 山 遺跡」 「櫨原村平遺跡」 「 尾 元遺跡」 「上原遺跡」 「 山 手 宮前 遺跡」 「 小 の 原 遺跡」

「 い ん べ 遺跡」 他

中 期 「塚奥 山 遺跡」 「上原遺跡」 「 山 手 宮前遺跡」 「下開 田 村平遺跡」 「磯 谷 口 遺跡」 「 下 開 田 村平遺跡」

「塚遺跡」 「 戸 入村平遺跡」 「 い ん べ遺跡」 「櫨 原村平遺跡」 「小屋 ど こ 遺跡」 他

後期 「塚奥 山 遺跡」 「塚遺跡」 「 山 手宮前遺跡」 「上原遺跡」 「上開 田 村平遺跡 」 「 下 開 田 村平遺跡」

「 い ん べ遺跡」 「 戸 入村平遺跡」 他

晩期 「塚奥 山 遺跡」 「櫨原村平遺跡」 「小屋 ど こ 遺跡」 「長吉 遺跡」 「下開 田 村平遺跡 」 「 山 手 宮前 遺跡」

「上原遺跡」 「 い ん べ 遺跡」 「 戸 入村平遺跡」 他

弥生 時代時代 に な る と 、 縄文時代 に 比べ極端 に 資料が乏 し く な る 。 現在確認 し て い る も の で は 「 は

いづめ 遺跡」 「上原遺跡」 で前期 遠 賀 川 系土器が出土 し て い る だ け で あ る 。 最 も 新 し い 資料 と し て は 「上

原遺跡」 で 中 期 朝 日 式 ～ 貝 田 町 式土器が確認 さ れ て い る 。

古代以 降 で特筆 に 値す る の は 、 「寺屋敷遺跡」 で平安時代 の 遺構 と そ の 時期 の 灰釉 陶 器が確認 さ れ て

い る こ と で あ る 。 中 世以 降 は 各遺跡 で 山茶碗や古瀬戸 、 瀬戸 美濃 系 陶 器 が 出 土 し て い る が、 現時点 で

は 詳細 不 明 な 点 が 多 い 。
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第 2 章 発掘調査の 方法 と 経過

グ リ ッ ド の設定

本調査 に あ た っ て は 、 上 原 遺跡 の 地 形 に 合わ せ て 基 準 線 を 設定 し た 。 本 逍跡 で は 、 本 書 で報告す る

第 1 · 3 · 4 · 5 · 6 地 点 の 調 査 に 先立 ち 、 同 一 逍跡 内 に あ る 第 2 地 点 （ 『 上 原遺跡 I 』 で報告 ） の 調

査 が 行 わ れ て い る 。 第 2 地 点 の 調 査 で は そ の 地 形 に 合 わ せ て グ リ ッ ド を 設定 し て い る 。 発掘調査年 次

や 報告書刊 行年 は 異 な る も の の 、 同 一 遺跡 で あ る と い う 性格上 、 第 2 地 点 で設定 し た グ リ ッ ド を 延長 ・

拡 大 し 、 他 5 地 点 の 基 準 線 を 設定す る こ と に し た 。 第 2 地 点 で 設定 し た 基 準 線 は 、 グ リ ッ ド の 1 辺 が

4 m で南 東 か ら 北 西 に 向 か っ て ア ラ ビ ア 数字 を 付 し 、 北 東 か ら 南 西 に 向 か っ て ア ル フ ァ ベ ッ ト 記号 を

与 え る と い う も の で あ っ た 。 他 5 地 点 も 基 本 的 に は そ の 延長 と い う こ と で 設定 を 試 み た か 、 ア ル フ ァ

ベ ッ ト 記号 に つ い て は そ の 表示 限 界 を 超 え た た め 、 さ ら に A ' - Z ' 、 z - a を 追加 し た 。 追加 に あ た っ

て は で き る だ け 混 乱 を 招 か ぬ よ う に 、 第 2 地点 の A お よ び Z を 基 準 と し 、 対称 と な る よ う に し た 。 A

よ り 北 東 へ延 び る 部分 に つ い て は A ' か ら 順 に Z ' を 、 ま た Z よ り 南 西 へ延 び る 部分 に つ い て は 小文字

の z - a を 付 し た 。 な お ア ラ ビ ア 数 字 基 準 線 と ア ル フ ァ ベ ッ ト 甚 準 線 に よ っ て 区 画 さ れ る グ リ ッ ド の

呼称 は 、 基 準 線 の 交 点 で あ る 基準杭の う ち 、 山 側 • 上流側 の も の を 採 用 し た 。 ま た 第 1 · 3 · 4 地 点

は 第 2 地 点 同 様 に 、 図 上 で の 表 示 は グ リ ッ ド の 1 辺 が 4 m で あ る か 、 第 5 · 6 地 点 は 調 査 方 法 の 違 い

第 3 図 遺跡周 辺地形図
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第1 · 3 · 4 · 5 · 6地点の発掘調査は、 第2 地点の調査が終 了 した翌年の平成6 年度から開始し、

平成8 年度まで 3 年 間行われた。 各地点の調査年次と調査面積は以下に 示すようである。

第1地点 平成7 年度 3 ,  200rrf 

平成8 年度 3 ,  400rrf 計6 ,600 面

第3地点 平成6 年度 1 ,  388rrf 

平成7 年度 2 ,016rrf 計3 ,404rrf 

第4 地点 平成6 年度 2 , 827rrf 

第5地点 平成6 年度 958rrf 

第6 地点 平成7 年度 1 ,190 面 合計 14 ,979rrf

調企 の方法と経過については各地点で異 なるため、 個々に記述することにする。

第 1 地点

平成7 - 8 年度の 2 年 間調査した。 調査は本地点内の J ' -K ' 列を境界とし、 山側部分と川側部分

に分け、 それ ぞれ約7 ケ 月 間ず つ費やして行った。 掘削はすべて人力で実施し、 遺物の取り 上げは、

第I層は グリ ッ ド ごとに、 また 第 I I層以下についてはサイトシ ステ ムによって、 その 出土位置・ 遺物

に種類などを記録しながら行った。 士 層セク シ ョ ン 図 のほか 、 遺構平面図・ 断面図 などの作成は必要

に応 じ て実施し、 写真による記録を行った。 発掘調査区全体の遺構プ ラ ン 図作成および写真の撮影は、

実機のヘリ コ プターを使用しての空中写真測量によって実施した。 平成7 年 5 月より 、 第1地点のほ

ぼ半分にあ たる山側部分の調査を開始した。 同年11 月まで調査を行い、 遺構数十 基を検 出し、 土器・

石器類を約1 万6 ,000点確認した。 検 出した遺構は縄文時 代のものがほとん どで、 竪穴住居跡8 軒をは

じ め、 土坑 5 基 、 ピ ッ ト18 基 、 集石遺構 5 基 、 その他の遺構 7 基である。 山側部分での遺構検 出は困
難を極めた。 また掘削でも土量が多く、 か なり 多くの時 間か費やされた。 翌平成8 年度は川側部分の

調査を平成8 年 5 月より 開 始した。 その結果、 士坑 4 基 、 ピ ッ ト13 基 、 集石遺構 2 甚 、 その他の遺構

4 基を確認した。 川側部分は試掘の結果から予測したとおり 、 遺物包含層の堆積は浅く、 検 出できた

遺構は少 なかった。 それに 伴い、 遺物の 出土量も少 なく約6 ,000点ほどであ った。 1 4 ヶ 月の調査期 間

で実際に調査を行えた日数は約210日ほどしか なかったか、足かけ 2 年と延べ調壺貝 4 人を要した 第1

地点の現場での調査は平成8 年11 月末日で終 了 した。

第 3 地点

平成6 - 7 年度の 2 年 間調査した。 初年度の平成6 年度は 第5地点終 了 後の 7 月から調査に人った。

調在は南北方向にw 列 . 0 列 、 東西方向に99列 · 89列 の 4 本のトレ ン チを井桁状に設定し、 土層の確

認を行 う とともに、 遺物確認および遺構検 出をはかることを 目 的と し た。 掘削はす べて人力 で実施 し 、
遺物の取り 上げは 出土した グリ ソ ド と層位を記録しなから行った。 士 層セク シ ョ ン 図 の は か 、 遺構平

面図・ 断面図 などの作成は必要に応 じ て実施し、 写真による記録を行った。 発掘調在区全体の遺構プ

ラ ン 図作成は人力で、 地点全体の写真の撮影は、 模型 ラジ コ ン ヘリ コ プターを使用して実施した。 そ

の結果、 約1 ,100点の遺物か 出土し、 ピ ッ ト群を 1 カ所、 士坑を 2 基 、焼士 をはじめとするその他の遺
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構 を 数 基 検 出 し た 。 翌 平 成 7 年 度 は 、 前年 に 調 査 し た 4 列 の 範 囲 の う ち 、 さ ら な る 遺物 の 出 土 お よ び

遺構検 出 が期 待 さ れ る 箇 所 を 拡 大 し 、 北 東 部 を 集 中 的 に 掘 削 し た 。 そ の 結 果 、 1 基 の 土城 を 検 出 し 、

約 600 点 の 遺 物 を 確認 し た 。 平 成 7 年 9 月 か ら は 第 6 地 点 の 調 査 か 開 始 し た た め 、 作業員 数 を 縮 小 し て

調査 を 続 け た 。 1 1 月 に は 璽 機 に よ る 確 認 の た め の 掘 削 を 行 い 、 平 成 7 年 1 1 月 末 日 を も っ て 第 3 地 点 の

調 査 を 終 了 し た 。

第 4 地点

平 成 6 年度 に 調 査 し た 。 調 査 は 第 1 地点 へ と つ な か る 通路 を 挟 み 山 側 部分 と 川 側 部分 に 分 け て 開 始

し た 。 両 部分 と も 第 I 層 表 土 の み を 重 機 で 除去 し 、 第 II 層 以 下 を 人 力 に よ っ て 掘 削 し た 。 両 部 分 と も

に 慎重 な 調査 を 行 っ た か 、 山 側 部 分か ら は 遺物は 出 土せ ず 、 ま た 遺構 も 検 出 で き な か っ た 。 一 方 川 側

部 分 か ら は 少量 で は あ っ た が比較 的 良 好 な 状 態 で逍物か 出 土 し て い た の で 、 集 中 し て 調 査 を 進 め た 。

遺 物 の 取 り 上 げ は す べ て 出 土 し た グ リ ッ ド と 層 位 を 記録 し な か ら 行 っ た 。 土 層 セ ク シ ョ ン 図 の は か 、

遺構平 面 図 ・ 断 面 図 な ど の 作成 は 必要 に 応 じ て 実施 し 、 写 真 に よ る 記録 を 行 っ た 。 発 掘 調 査 区 全 体 の

遺構 プ ラ ン 図 作 成 お よ び 写 真 の 撮 影 は 、 模型 ラ ジ コ ン ヘ リ コ プ タ ー を 使 用 し て の 空 中 写 真測 量 に よ っ

て 実施 し た 。 そ う し た 調 査 の 結 果 、 約 1 , 000 点 の 遺物か 出 土 し 、 竪 穴 住 居 跡 1 軒 、 土坑 6 基 、 ピ ッ ト 22

基 、 焼礫集積遺構 1 基 等 を 検 出 し た 。 川 側 部分 を 段 丘礫層 ま で掘 削 し た 後 、 最後 に 土 層 観察 用 の 畦 を

取 り 除 き 、 平 成 6 年 1 1 月 に 調 査 を 終 了 し た 。

第 5 地点

平 成 6 年 5 月 か ら 7 月 の 2 ヶ 月 間 調査 し た 。 詢

査 で は 崖 錘 お よ び ア カ ホ ヤ 火 山 灰 を 含 む 黒 色 土 の

残 る 範 囲 の 確 認 と 、 そ の 黒 色 土 中 に 含 ま れ る 逍物

の 確 認 と 遺構検 出 を 目 的 と し た 。 崖錘 ま で を 重 機

で除去 し 、 黒 色土 以 下 を 人 力 に よ っ て 掘 削 し た 。

遺 物 の 取 り 上 げ は すべ て 出 土 地 点 と 層 位 を 記録 し

な が ら 行 っ た 。 土 層 セ ク シ ョ ン 図 の ほ か 、 遺構平

面 図 • 断 面 図 な ど の 作成 は 必要 に 応 じ て 実施 し 、

写 真 に よ る 記録 を 行 っ た 。 そ の 結 果 、 土 器 • 石 器

類 を 53点確認 し 、 焼礫集積遺構 2 基 を 検 出 し た 。

第 6 地点

第 5 地点 土層 は ぎ取 り の様子

・ 平 成 7 年 9 月 か ら 2 ヶ 月 間 調査 し た 。 基 準 線 に 沿 い 9 本 の ト レ ン チ を 設定 し た 。 調査 で は 土 層 を 観

察 し な が ら 、 黒 色 土 層 ま で重 機 で掘 削 し た 。 そ の 後 、 慎重 に 人 力 で掘 削 を 続 け な が ら 、 土 層 セ ク シ ョ

ン を 記録 し た 。 重 機 で掘 削 し た 排 土 等 も 調べ た 結 果 、 1 20点 の 土 器 • 石器類 を 確 認 し た 。 し か し 遺構 は

検 出 で き な か っ た 。 複雑 な 堆積 状 況下 に あ っ た た め 、 土 層 の 記録 は 手 間 取 っ た か 、 平 成 7 年 1 1 月 で調

査 を 終 え た 。
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1 2  第 3 章 第 1 地点

第 3 章 第 1 地点

第1地点 は 上 原遺跡の 中 で最 も 広 い 中 位段 丘の 最上流部 に 位 置 する 。 さ ら に 上 流部 に は 低 位段 丘の

第 6地点と 高位段 丘の 第 3地点 が ある 。

本地点の 近現代 にお ける 土地 利 用の 大半が畑 作 で あ り 、 下 流部の 第 4地点 に 近 い あ た り に 少 し 1 日 水

田 が残る だ け で ある 。 調 査 前の表土 面 に は 境 界 線と なる 石 列 が縦横 に 作 ら れ て い たの が確 認 で き た 。

同 じ く 中 位段 丘上 に ある 下 流側の 第 2地点 や 第 4地点の 土地 利 用 は 水田 で あ っ たの に 比べ て 、 本地 点

の 大半 が畑地 と し て 利 用 さ れ て い たの は 、 最上流部 に 位 置 する 関 係 上 、 水の 便 か悪かっ た た め で ある 。

前述 し た が 、 上 原遺跡 は 徳山地 区 最大の 揖斐 川 本 流沿 いの 段 丘 で あ り な か ら 、 近現代 にお い て 集 落 が

営 ま れ て い な い 理 由の 一 つ に も その 利 水 が挙 げ ら れる 。

本地点 は 中 位段 丘か揖斐 川 に 向か っ て 突 き出 し た 形 に な っ て いる 三 角 形状の 台地 を 含 む 地 点 で 、 最

も 現揖 斐 川 に 接近 し て いる 。 他の 2 · 3 · 5 · 6地点と は 異 な り 、 南 西 に 控 える 山 か ら も やや 離 れ て

お り 、 崩 積性堆積 物の 影脚 も あ ま り み ら れ な い 。 本地点の 標 高 はお よ そ30 9 .5 m -310 .4 m で ある 。 上

流 に 行 く ほ ど 微妙 に 高 〈 な っ て いる が 、 表土 面 は 本地点 全体 を 通 し て は ぼ平 坦と い える 。 上 原 遺 跡の

中 で は 最 も 風の 通 り か よ く 、 ま た 日 当 た り も よ い地点 で ある 。

第 1 節 層 序

前述の よ う に 本地点 は 東西 方 向 に も 南北 方 向 に も ほ ぱ平 坦 な地 形 で ある 。 し か し表土 面 以 下の 堆積

状 況 は 一 様 で は な く 、 厚 く 堆積 し て いると こ ろ も あ れ ば 、 表土か ら 数cm で段 丘 礫層 に 達 し て し ま う 箇

所 も ある 。 H ' 列か らL' 列 に かけ ての 中 央部 付近の 堆積 が最 も 厚 く 、 第 6地点 に 近 い 上流側と 段 丘の

縁 に あ たる 川 側 が浅 い 。

本地点の 層 序 は 、 第 I 層 ～ 第 N 層 で構成 さ れ て いる 。 既刊の 報告書 『上原遺跡 I 』 に 記載 さ れ て い

る 上 原遺跡 全体 を 貰 く 甚 本 的 層 序 に 該 当 する 。 第 I 層 は 暗 褐 色の表土 で ある 。 やや砂質 で 、 細 かい 植

物の 根等 か多 く 入 り 込 ん で いる 。 第 4地点 に 近 い 下 流側 で 旧 水田 に 伴 う 敷土 ( I , )か確 認 で き る 部 分

が ある 。 この 第 I 層 は 、 水 田 耕 作や 畑 作 に よ り 常 に 撹 乱 を 受 け て い たと 思 わ れる 。 第 II 層 は 黒 褐 色 土

で ある 。 本地点の 山 側 部分 で は 比較 的安定 し た 堆積状 況 で 、 川 側 へ 向 か う に つ れ て 薄 く な り や かて 消

滅する 。 第 II層の 下部 で は ア カ ホ ヤ 火 山 灰 ( K-Ah ) を 検出 し て いる 。 第 III 層 は 暗 褐 色 土 で ある 。 第 II、一 - • •• ,.� .. 層 同 様 に 比較 的安定 し た 堆積 を 示 し て いる 。 こ れ

第 1 地点堆積状況 ( L , 列土層 ）

ら 第 II · III 層 は遺物 包 含 層 で ある 。 前者か ら は 縄

文 時 代前期 後葉の 逍 物 か 多 く 出 土 し てお り 、 この

時期の 生 活 面 を 含 む 層 と 思 わ れ る 。 後者か ら は 早

期の遺物 を 中 心 に 出 土 し て いる か 、 第 II層 か ら 第

w 層 に かけ ての 漸移 層と し ての 性格 か強 い 。 第 W

層 は 黄 褐 色 シ ル ト 層 で ある 。 下 方 へ 向 か う ほ ど 砂

質 に な り 、 確 認 で き た 最下部 で は 段 丘礫と 思 わ れ

る 円 礫 を 含 ん で いる 。 無遺物 層 で ある 。
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第 2 節 遺構

今 回調査した 第1 地 点 で は 、 近現代 に お いて 畑 作が行 わ れ て い た 。 本 地 点 内を縦横 に 走る境界 線の
石列 かあ り 、 表土 だけ で な く 第II 層 も 上方 は全 体 的 に 軽い撹乱を受けて いた 。 さ らに 下方 の遺構面に

至って も 多くの 風倒 木痕 （ 第9 図 参照） かあ り 、 第 N 層 に ま で到達する深い撹 乱 も 少 なく な かった 。

また 縄文時代 前期後葉 ～ 末葉 の遺物 包 含 層 に あたる 第II 層 は 、 遺構が集 中 する箇 所 で は 比較 的厚く堆
積し て いるの で 、 黒 褐 色 土 中 に 黒 褐 色埋土 ・ 覆土を持つ遺構が存 在する こ とに な り 、 遺構検出 は 困 難

を極め た 。 竪穴 住居跡の よ う な 比較 的 大 き な遺構は 風倒 木痕 な どを破壊 する形 で掘 り 込まれ て い た し 、

埋土 ・ 覆土 の堆積状 況 も 一 様 で な いの で 、 比較的検出しや す かったが、 わ り と大 き な 撹乱 に よ って 埋

没してしま う よ う な 小型 の遺構の検出 は 大変 困 難であっ た 。 しかし 、 そ う し た 中 で も 何とか 数 十 の遺

構を検 出し た 。 は とん ど の遺構か その検出状況からみて 縄文 時 代 の も のと考えられるが、 中 に は 時 期
が不 明 であっ た り 、 近現代の土地 利 用 の際の も の であ ろ う と考えられる も の も あっ た り する。 検出し

た遺構 は 竪穴住居跡 8 軒 、 土坑40甚 、 集 石遺構 7 基 、 遺物集積 5 件 、 その他の遺構11 基 である。

本地点 に お ける竪穴 住居跡 は 、 検 出 時 の プ ラ ンが明 確 である も の 、 その埋 土 ・ 覆土から出土し た遺

物に 比較 的まとま り のある も の 、 プ ラ ン の 内外 に 柱 穴 の 可能性 のある小型 土坑を持つ も の 、 の 3 点を

基 準とし て 判 断し た 。 形状等 から住居 跡 に 近い も の も 数基検出し た か 、 基準を満 た さ な い も の は あえ

て 竪穴 状逍構とし 、 その他の遺構 ( S X ) に 分類し た 。 検出した 住居跡 は その出土した遺物から判 断

して 、 すべ て 縄文 時 代 前 期 後葉 に 帰属 すると考えられる。 住居跡 の規模 は 径か約 4 m 前後と標準的 で

ある。 形状 は 皿状を呈し 、 掘 り 込みは 浅い も のが 多い。 床面近くに は 数基 の小型 土坑か検出 で き た か 、

柱 穴 であるか ど う か 明 確 で な い も の も ある。 地床炉や 石組炉を持つ も の も あるか 、 基 本 的 に は 屋 内施

設を持 た な い構造 である。 床面に 張 り 付く形 で石皿が備え付けられ て いる も の も ある。
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第 9 図 第 1 地点で検出 し た 風倒木痕

① 黒褐色土 ( I OYR2/3 )
し ま り ・ 粘 質 と も に あ り
小礫の混入 あ り

② 暗褐色土 ( I OYR3/3)
し ま り ・ 粘質 と も に あ り

③ 明黄褐色士 ( I OYR6/8 )
し ま り ・ 粘質 と も に あ り

゜ l m  

( s = 1"'4。）
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土坑は全 部で40 基 検出したか、 そのうち大型のものを土坑 (SK)、 小型のものを ピ ソ ト ( p)とし

た。 SK は 9 基 、 P は31 基 検出した。 SK 9 基 のうち 3 基には遺物の埋納かあ り 、 土 壊 （墓） の可能

性がある。 その他 6 甚はほとんど遺物を包含していなかった。 規模はすべ て l m前後で、 中には礫が

混 入し て いた り 、 第N 層に至るまで比較的深く掘られていた り するものもある。 P はその は とんどが

遺物を包含して い ない。 従って 厳格な意味においては、 その帰属時期は決定できない。 しかし、 表土

よ り 手掘 り で慎重に掘削を進めていった過程の 中で、 どのP も上層よ り の掘 り 込 みは認められず 、 遺

構面付近 でやっと検出 できた。 こうした状況を鑑 みると、 後世のものと考えるよ り 住居跡が構築され

た時期の所産 であると判 断することかよ り 妥当であ ろ うという結論に達し、 縄 文時 代の遺構として 報

告することにした。 詳細は不明 であるというのか、 正直 な見解 である。

ここで報告する集石遺構は、 縄 文時 代早期にみられるような、 屋外 調理施設である焼礫集積遺構と

いうよ り は、 むしろ 「意図的に礫を集中させ ているもの」 という包括的な概念 で規定して いる。 本地

点では、集石遺構のように見える礫集中区を数箇所検出した。 しかし、その多くかプ ランを持たなかっ

た り 、 表面的に小礫が 自 然に集中したに過ぎなかった り したもの であった。 ここで集石遺構として 取

り 上げた 7 基は、 礫の大小はあるもの の、 意図的に配したとまではいか なくとも集中させたと考えら

れるもの、 遺跡全体を見渡した上で不 自 然と思われたもの であ る 。 遺物ははとんど包 含して おらず 、

時期の決定は 困 難 であったが、 P と同様の根拠によ り 縄 文時 代のものとした。 礫が一目 で被熱し て い

ると判別 できるものはないか、 その可能性のあるものや集中箇所の 中に焼土を持つもの などがある。

規模は様々である。 7 基 のうち 5 基は住居跡が混在する箇所にある。

遺物梨積は、他の遺構のような当時の地表面への掘 り 込み 等を持たず 、 包 含層 中に遺物か集積して

いる状況を報告するもの である。 包含層からはこれらの他にも多くの遺物か出土 して いるか、 ここに

取 り 上げた 5 件は、 特にその出土 状況に意味を持つもの であると判 断し、 掲載することにした。 その

内訳は、 土器関連が 3 件 、 石器関連が 2 件 である。 それぞれの意義については個々に説明を後述する。

その他の遺構は、 上記の範疇に 入ら ないもの 、 また、 詳細が不明 なものを包 括した。 11 基 の 内、 3

基は住居跡 の規定を満たさなかった竪穴状遺構であ り 、 はか 7 基は土坑状遺構、 集石 状遺構、 自 然流

路等 である。 不明遺構であるか故に当然 その帰属時期はは とんどか決め手に欠けるが、 9 基を縄 文時

代の遺構、 残 り 2 基は近現代の遺構と判 断した。

1. 縄 文時 代の遺構と遺物の分布

前述のように縄 文時 代の遺構は、 竪穴住居跡 8 軒 、 土坑40 基 、 集石遺構 7 甚 、 遺物集積 5 件、 その

他の遺構 9 基 である。 順次個々に説明を加える。

竪穴住居跡 ( S B )  

第 1 号住居跡 ( S B 0 1 ) 〈 第12-14図 図版l〉

C ' 70- C ' 71 グリ ッ ド 第II層 中で検出した。 表土 よ り 20cmほど掘削したとこ ろ で、 黒 褐色土 プ ラン

がおぼ ろ げ ながら確認できた。 検出レベ ルは 第II層最上部である。 検出面上部では、 薄手 の士器片や

炭化 物が集中 する箇所を確認した。 精在を繰 り 返す 中で次 第にプ ランが明 確になって きたの で、 四 分
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3 1  a . om I OYRZ/2 黒褐色 し ま り ・ 粘 質 な し q, 1 0 - Z Ocm大の円礫を含む
I OYR3/3 暗褐色 し ま り ・ 粘 質 と も に あ り

3 I OYR4/4 褐 色 し まり ・ 粘 質 と も に あ り
4 1 0YR5/4 にぷい黄褐色 し ま り ・ 粘 質 と も に あ り
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第 1 2 図 SBO l · 0 8実測図 ( 1 )
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SBO l ピッ ト断面図 （基準となる標高はすべ

a a
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w .. I I OYR3/3 暗褐色 しま り ・ 粘 質 と も に あ り
2 I OYR4/4 褐 色 しま り ・ 粘 質 と も に あ り
3 I OYR4/3 にぶい黄褐色 し ま り ・ 粘 質 と も に あ り

0 5 0  cm 
ト― 寸―- ' ' ' __J

( s = 冷）

SB0 8 ピ；； ト断面 ・ エレベー ション図 （基準となる標高はすべて309.6m)
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第 1 3 図 S80 1 • 0 8実測図 (2)
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法 に よ り 調 在 を 進 め た と こ ろ 、 径約 3 . 2 - 3 . 5 m の 不 整 円 形 の プ ラ ン を 持 つ 住 居 跡 を 検 出 し た 。 上場

は 比較 的 は っ き り し て い る が 、 明 確 で な い 部分 も あ る 。 断 面 形 は 上場か ら な だ ら か に 床面 へ 向 か う 皿

状 を 呈 し て お り 、 深 さ は 中 央部 で約 20cm と か な り 浅 い 。 床面付近か ら は 10個 の ピ ッ ト を 検 出 し た 。 硬

化 面 及 ぴ若干 の 凹地 ら し き 箇 所 は 見 ら れ た も の の 、 炉跡 ・ 焼 土 は 確 認 で き な か っ た 。 ピ ッ ト は 径1 5 -

30cm 、 深 さ 10cm程度 の浅 い も の で 、 半割 し た 断面か ら 褐 色 の 一 次埋土 と 暗 褐 色 の 二次埋士 （ 覆上 ） か

確認 で き た 。 遺物は 北側 半分 よ り 集 中 的 に 出 上 し て い る 。 168点出 土 し た 遺物 の う ち 、 土 器 は 1 14点、

石 器 は 54点で あ る 。 上 器 を 大別 す る と 、 薄 手 の 北 白 川 下 層 III 式 土 器 と やや原手 の 十三菩提式 土器が確

認 で き る 。 両 者 は 埋土 中 よ り 渾 然一体 と な っ て 出 土 し た 。 住居跡の埋土 は 上下二層 に 分 け ら れ る か 、

同 一個体が両 層 よ り 出 土 し て い る た め 、 両 層 に 時期 差 を 設定す る こ と は で き な か っ た 。 接合後 、 分類

し 18点 を 図 示 し た 。 石 器 は 、 凹 ． 敲 ． 叩 ・ 磨石類か 4 点、 石皿 2 点、 打 欠 石錘 4 点、 切 目 石錘 3 点、

微細 な 剥 離痕 を 有す る 剥 片 ( U F )  1 点 、 剥 片 類40点の合計54点が 出 土 し た 。 凹 ． 敲 ． 叩 ・ 磨石類の

内 訳 は 、 表 面 に 敲打痕 の み 認め ら れ る も の ( 8 ) 、 表裏に 凹 み ・ 表 面 と 側 面 に 敲打痕 ・ 表 面 に 磨痕か認

め ら れ る も の ( 9 ) 、 表 面 と 側 面 に 敲打痕 ・ 表面 に 麿痕 ・ 長 軸 の 下端部 に 叩 き を 有す る も の ( 10 ) 、 表

面 に 凹 み と 磨痕 ・ 表裏両 面 と 側 面 に 敲打痕 · 長軸 の両端部に 叩 き を 有す る も の ( 1 1 ) か 各 1 点ず つ で

あ っ た 。 2 点 の 石 皿 は 、 い ず れ も 平板状 を 呈す る か 、 全体 に 磨滅 す る も の と 、 磨 面 お よ び敲打痕 が

不 明 瞭 な も の で あ る 。 こ の う ち 1 点は 、 覆土上層 中 の 最上部か ら の 出 土 で あ る 。 ま た 、 本 来 な ら 石 皿

と セ ッ ト で と ら え ら れ る べ き 9 は 、 使 用 に よ る 磨痕が側 面 ま で 回 っ て お り 、 平板状 の 石 皿 と の セ ッ ト

関係 を う か か う こ と は で き な い 。 む し ろ 断面か凹状の石 皿 と の セ ッ ト を 考 え る べ き で あ ろ う 。 10 · 1 1

も 磨 面 を 有す る が 、 ど れ も わ ず か な 痕跡 を 留 め る の み で あ り 、 頻繁 な 使用 の痕跡 は み ら れ な い 。 打 欠

石錘 は 、 砂岩製 ( 1 · 2 ) と 泥岩 製 ( 3 · 4 ) で あ り 、 サ イ ズや 質贔 に お い て 数値 的 に 規格性 は み ら

れ な い こ と か ら 、 関 連 を 見 出 す こ と は で き な い 。 切 目 石錘 ( 5 - 7 ) は 、 3 点と も 泥岩 製 で あ る が 、

完 形 品 は 1 点の み で他 の 2 点は 半折 し て い る 。 S B 0 1 に つ い て は 、 採取 し た 球根 ・ 根 茎 類 や 堅 果 類

な ど の 加 工 ・ 調理工程 に 使用 す る も の か 中 心 で 、 狩猟具の 出 土 がみ ら れ な い こ と が こ の 遺構 の 特徴 と

い え る 。 な お 、 出 土 し た 遺物か ら 判 断す る と 、 本住居 跡 は 縄文時代前期 後葉 ～ 末葉 に 帰属 す る と 考 え

ら れ る 。

第 2 号住居跡 ( S B 02) く 第 1 5 - 1 6 図 図 版 1 〉

I ' 67 - J ' 67 グ リ ッ ド 第 II 層 中 で検 出 し た 。 S B 0 1 同 様 、 表上 よ り 20 - 30cm は ど 掘 削 し た 第 II 層 最

上部 で黒 褐 色 土 プ ラ ン を 確認 し た 。 完掘 し た 住居跡 の 平 面 形 は 一 辺約3 . 5 m の 隣丸方 形 で あ る 。 断 面 は

浅 い 皿状 を 呈 し て い る 。 ピ ッ ト は 径20 - 30cm の も の か1 6基確認 で き た 。 P O l に は 床 面 レ ベ ル の 焼 土 が

あ り 、 地床炉 で あ っ た 可能性 か あ る 。 竪 穴 の 南 西 の 法 面 に あ る p 1 1 は 、 斜め に 掘 ら れ て い る 。 こ の ピ ッ

ト を 柱 穴 で あ る と 仮定 す れ ば 、 柱 が 内 側 に 向 い て 立 て ら れ て い た こ と に な る 。 ま た P 09 - 1 2 付近 の 床

面 は 、 凹地 に な っ て お り 硬化 し て い た 。 焼土か北側 に あ る 位置 関係 か ら 類推 す る と 、 こ の 凹 ん だ硬化

面が竪穴住居 の 入 り 口 に あ た る 可能性が あ る 。 本住居跡 よ り 出 土 し た 遺物 は 全部 で1 64点で あ り 、 そ の

う ち 土 器 は 1 24点で あ る 。 埋士 は 上下二層 に 分け ら れ る か 、 やや 大 き め な 破 片 で あ る 1028 を 初 め と し て 、

多 く の 遺物か上層 に 含 ま れ る 。 特徴の あ る 文様 を 持つ土器 と し て は 、 縄文 突 帯 を 有す る も の や 北 白 川

下 層 式 固 有 の 特殊突 帯 を 有す る も の が あ る 。 接合後 、 分類 し 36点を 図 示 し た 。 石 器 は 、 石鏃 1 点、 ヘ
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ラ 形石器 l 点 、 凹 ． 敲 ・ 叩 ・ 磨 石 類 5 点 、 打欠石錘 4 点 、 切 目 石錘 7 点 、 U F l 点 、 剥 片 類 1 8 点 の 合

叶37 点 か 出 土 し た 。 こ の 遺構 に お い て も 狩猟具 の 点数 は わ ず か で あ り 、 S B 0 1 と よ く 似 た 性 格 を も っ

て い る 。 製粉具 と 考 え ら れ る 5 点 の う ち 3 点 が磨石 、 1 点 は 磨痕 に 加 え 凹 み と 表裏 に 敲打痕 を 有す る

も の 、 残 り 1 点 は 長軸 の 両 端 に 叩 き を 有 す る 丸石 で あ る 。 し か し 、 こ れ ら に 対応 す る 石 皿 は 出 土 し て

い な い 。 打欠石錘お よ び切 目 石錘 は 、 両者 と も サ イ ズお よ び質量 に 規格性 は み ら れ な い た め 詳細 は 不

明 で あ る 。 な お 、 出 土 し た 遺物か ら 判 断 し て 、 本住居跡 は 縄文時代前期後葉 に 帰属 す る と 考 え ら れ る 。

第 3 号住居跡 ( S B 03) く 第 17 - 1 8 図 図 版 1 〉

D ' 68 - E ' 67 グ リ ッ ド 第 II 層 中 で検 出 し た 。 包 含層 の 掘 削 を 進め て い く 中 で 、 大 き な 礫数個 を 検 出

し た 。 周 辺 を 慎重 に 精杏 し た と こ ろ 、 長 円 形 の 黒 褐 色土 プ ラ ン を 確認 し た 。 初 め て 検 出 し た 上層 の レ

ベ ル で は 、 後冊の 開墾 に 伴 う と 考 え ら れ る 撹乱 を 受け て お り 、 明 確 に プ ラ ン を 決定す る こ と は 困 難 で

あ っ た 。 し か し 、 四 分 法 に よ り 完掘 し た 結果 、 長径約4 . 8 m 短径約 4 m の 長 円 形 も し く は 限丸 方 形 の プ

ラ ン を 持つ住居跡が確 認 で き た 。 上部が撹乱 を 受 け て い た た め に 明 確 な 掘 形 は 検 出 で き て い な い が 、

最終的 に 確 認 で き た 断 面 は 、 他の住居跡 同 様浅 い 皿状 を 呈す る も の で あ っ た 。 ピ ッ ト は 最終 的 に 1 2基

検 出 し た 。 径 及 び深 さ は 大小 さ ま ざ ま で あ り 、 一様 で な い 。 埋 上 中 に 多 く 検 出 し た 礫 を 、 1 つ 1 つ確

認 し な が ら 除去 し て い っ た と こ ろ 、 石 皿 ( 30 ) が 1 点混 入 し て い た 。 磨 面 か下 に な っ て い た こ と か ら

類推す る と 、 住居 か廃絶 さ れ た 後 、 意 図 的 に 投棄 さ れ た 可能性が あ る 。 な お 、 プ ラ ン 南 西端 に 整然 と

並べ ら れ て い る 礫 は 、 後世の 開 墾 に 伴 う 石 列 （ 境 界線 ） の 一部 で あ る 。 出 土 し た 遺物 は 全部 で196点 あ

り 、 そ の う ち 土器 は 1 70 点 で あ る 。 確 認 で き た 埋土 は か な り 浅 く 、 か ろ う じ て 上下二層 に 分層 で き た が、

微妙 な 堆積 状 況 で あ る た め 、 遺物の分別 は で き な か っ た 。 特殊突 帯 を 有す る も の も 見 ら れ る が 、 縄文

突帯 を 有す る 比較 的古 相 と 思 わ れ る も の か主体 で あ る 。 石 器 は 、 石鏃 l 点 、 削 器 1 点 、 敲 ． 叩 ． 磨石

類 3 点 、 打 欠 石錘 1 点 、 切 目 石錘 2 点 、 調 整剥離 を 施 さ れ た 剥 片 ( R F ) 1 点 、 U F l 点 、 石 皿 l 点 、

剥 片 類2 1 点 の 合計32 点 が 出 土 し た 。 石 皿 を 除 き 、 ど れ も 製 品 と し て は 粗雑 な も の ばか り で あ り 、 数量

的 に も ま ば ら な た め 、 こ の 遺構の性格 を 明 ら か に す る こ と は で き な い 。 製粉具 に み ら れ る 敲打痕や 叩

ぎ 、 磨痕 も 不 明 瞭 で あ る 。 な お 、 出 土 し た 遺物か ら 判 断す る と 、 本 住居 跡 は 縄文時代 前 期 後業 に 帰属

す る と 考 え ら れ る 。

第 4 号住居跡 ( S B 04) 〈 第 19 - 2 1 図 図 版 1 · 2 〉

F ' 7 2 - F ' 73 グ リ ッ ド 第 II 層 中 で検 出 し た 。 表土面 よ り あ ま り 深 く な い レ ベ ル で黒 褐 色 土 プ ラ ン を

確認 し た 。 そ の段 階 で は は と ん ど 遺物は 出 土 し て お ら ず 、 他の 住居跡 と は 様相 を 異 に し て い た 。 暫定

的 に プ ラ ン を 決定 し 、 四 分法 で掘 削 を 開 始 し た 。 掘 削 を 進め る 中 で、 他 の 住居 跡 に 匹敵す る 点数 の 遺

物か 出 土 し た が 、 質 的 に は 良 好 で な く 、 土器 は か な り 摩耗 か進 み 、 そ の 多 く は 判 別 が不 可能 で あ っ た 。
一 方 、 埋 土 中 に 混 入 し て い る 珪 は 非常 に 多か っ た が 、 そ の 大 き さ は 一 様 で な く 、 大小 さ ま ざ ま で あ っ

た 。 そ の た め か埋土 の堆積 状 況 は 安定 し て お ら す 、 断面 を 見 る と 一 次埋土 の 上 に 二次埋土か波 を う っ

た よ う に 堆積 し て い た 。 平 面 的 に も プ ラ ン 南西側 は 風倒 木痕 に よ る 撹 乱 を 受 け て い た 。 混 人 し て い た

蝶 を そ の 位置 を 確認 し な か ら 取 り 除 く 作業 を 進め て い く 中 で、 プ ラ ン 内 の 北 よ り の 位置 で 1 基 の 石 囲

炉 を 検 出 し た 。 当 初 、 北側 に 尉 中 す る 大礫 周 辺 に 土 色 の 微妙 な 差 異が確認 で き た の で 、 凹 地 の 可能性
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を想定し精査し始めた。 慎重に 精査を繰り 返していく 中で、「 コ 」の字形 に 3 個 の硬が配されているの

を検出した。 さらに 「 コ 」 の字形の開いた部分に あたる箇所には、 一段低い位置に やや小さめの 礫か

置かれていた。 この石囲炉は長径約90cm短径約80cmあり 、 長軸か住居跡の長軸 方向 に 位置している。

住居跡内の位置 と しては、 やや北側に より 過ぎている感かある。 炉 と しての機能を鑑みる と 、 上部構

造 と の関係が懸念されるか、 住居の頂部が必ずしも竪穴の 中央部に 位置する と は限らない と の指摘も

ある。 現時点では石 囲炉として認定していきたい。 炉 内埋土 からの遺物の出土 はは と んど なく、 微細

な土器 片 と少量の炭化物のみであった。 炉を検出したレベ ルで若干硬化した面が確認できたので、 床

面 と 判 断した。 その時点で確認できた ピ ッ ト は 3 基しかなく、 しかも 中央部では検出でき なかった。

ピ ッ ト の有無を確認するために さらに 下方へ掘削した と こ ろ 、下 層 に もう l 軒 の住居跡が検出できた。

平面形は不整円形で、 北側はSX 06に 、 南側は風倒 木 痕 に よる撹乱で明 確でない部分もある。 床面は

は ぼ平らで部分的に 貼り 床が確認できた。 貼り 床部分は特 に 北側 に 広がり 、 原さ約2 - 3 cmで非常 に

固く締 ま っており 、 炭化物も混 入していた。 貼り 床面ははかれるよ う に めくれ、 その下 に は別のたた

きしめた硬化面があった。 貼り 床 の下部か らは遺物の出土 はなかったし、 ピ ッ ト も確認でき なかった。

検出した硬化面は平らで貼り 床がされていない床面に 連続している。 住居跡内の南半分は撹乱等 のた

めに 明 瞭ではないが、 同様に 固 くたたきしめられていた と 考えられる。 貼り 床 ならびに 明 確 な硬化部

分に ついては図 示した。 炉石 の一部には、焼化 に よる変色（赤色化 ） 、 ひ び割れが認められた。 ま た、

西側から北側にかけて炉石 の下 に 詰石 状の 礫か見られたり 、 石 囲炉の南側に焼土が確認できたり する

ことから、 炉の 改築を行っている可能性が考えられる。 住居跡内の北側から西側に かけて周 溝か認め

られた。 幅 5 - 20cm 、 深さ 3 - 16cmで特 に 西側の周 溝は浅くはっきり し ない。 住居跡拡 張以前の旧住

居跡に 伴うものである可能性もある。 ピ ッ ト は全 部で 8 基 検出した。 規則的な配列で 4 本柱 と 考えら

れる。 2 個 l 対と なり 、 建て替えた可能性が高い。 ピ ッ ト の 内部には多くの 礫が認められた。 特 に P

01·04·06では、 柱 の 周 り に 入れられたと考えられる礫を検出した。 詰石 の可能性もあるか、 もとも

と 多くの礫を含むとこ ろ でもある。 ピ ッ ト の新旧関係は切り 合いや礫の混 入状況から判 断して、P 05-

08が旧く、 P Ol- 04か新しい。 遺物は撹乱部のものも含め全 部で167点出土 しており 、 そのうち土器は

113点である。 前述したように は とんどかか なり 摩耗し、 判別か困 難であるため、 図 示するのは最小限

の20点に 留めた。 なお、 1122は炉 内下 層 より 出土 している。 石器は、 石 鏃 4 点、 掻器I 1 点、 敲 ． 磨

石類3 点、 打 欠 石錘 l 点、 切 目 石 錘 2 点、 R F 2 点、 U F 5 点、 剥 片類23点の合計41点が出土 した。

剥 片類などを除く と 、 狩猟具や漁労具、 製粉具 と 思われる定形石器か少量ず つ出土 するのみ である。

石 鏃も 4 点中 3 点か折損 品であり 、 製粉具 に も敲打痕や磨痕はわず かに 残る程度である。

炉 内より 出土 した炭化物は少量であったが、 科学分析か可能であったので依頼したとこ ろ 、 炉 内上

層より 採取した炭化 物の放射性炭素年 代測定結果は 1 4 c 年 代値で3 ,200 + l 40yr B P ( B  C 1 , 250年）で

あった。 ま た、 炉 内下 層 より 採取した炭化物は、同じく 1 4 c 年 代値で5 , 090 + l 80yr B P (B C 3 , 140年）

であった。 これらの測定結果からこの住居跡の帰属時期を確定するのは困 難である。 従って帰属時期

不明 とするのが本来 なのかもしれない。 なお、 出土 した土器の 中には、 本地点の核となる生活時期に

使用されていたと思われる北 白 川 下層 III 式土器が認められる。
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SB05内縄文土器低部 出土状況 (P02 -P03 の 中 間 地点あたりで検 出 ）
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4 1 0YR3/l  黒褐色

し ま り ・ 粘 質ともにややあり
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5 1 0YR4/ l 褐灰色
しまりあり 粘 質ややあり
ほとんど礫を含まず
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I OYR3/4 暗褐色土50 cm ’ ’  
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S805実測図 ( 1 )第 2 2 図



床面付近 中央部遺物出 土状況

CTJd ぃ
S

笞 0

Sは石器 Jは縄文土器を
数字は遺物 番 —りを 表す S99 

4 1 0YR3/ I 黒褐色
しまり ・ 粘質ともにあり
ほとんど礫を含まず

5 J OYR4/ l 灰褐色
し ま り あ り 粘質ややあり
ほとんど礫を含まず

6 J OYR4/6 褐色
し ま り ・ 粘質ともにあり゜

( S = 冷） ゜
SB0 5遺物出土状況 ( · は原則 として逍物 1 点を表す）
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第 5 号住居跡 ( S B 05) 〈 第 22 · 23 図 図 版 2 〉

E ' 69 - F ' 69 グ リ ッ ド 第 II 層 中 で検 出 し た 。 平面形 は 径約 4 - 4 . 5 m の 円 形 で あ る 。 北東部 に あ っ た

風倒 木痕 を 破壊 す る 形 で構築 さ れ て い る た め 、 北東側 の プ ラ ン を 検 出 す る 際 に は 困 難 を 極 め た 。 断 面

形 は 播 り 鉢状 で、 中 央部 の 最 も 深 い と こ ろ で45cm は ど あ る 。 第 1 地 点 で検 出 し た 他 の 7 軒 の 住居跡 は 、

ど れ も さ ほ ど 深 く 掘 ら れ て い な い の に 対 し て 、 こ の S B 05 は 突 出 し て 深 く 掘 ら れ て お り 、 他 と 様相 を

異 に す る 。 ま た 、 そ れ に 伴 っ て 遺物量 も 多 く 、 全部で2 , 025 点 と 、 第 1 地点 出 土総遺物量 の 約 10 % に も

な る 。 こ の 住居跡 内 で確認 で き た ピ ッ ト は 7 基 あ る か 、 そ の う ち 2 基 は 長径70 - 80cm 、 短径40 - 50cm

と 比較 的 大 き さ が あ る が 、 他の 5 基 は 長径 で30cm前後 と 小 さ く ま た 深 さ も 浅 い 。 こ れ ら か本住居跡の

柱 穴 で あ る か ど う か は 判 別 か 困 難 で あ る 。 床面の 中 央部 に わ ず か な 硬化面が認め ら れ た か 、 貼 り 床 で

あ る 可能性 は 低 い 。 ま た 、 同 じ く 中 央部 に は 床面 に 備 え 付け ら れ る よ う に し て 石 皿 ( 99 ) が 1 点 置 か

れ て い た 。 そ の 周 辺 で は 比較 的 良 好 な 形 で土器か 出土 し て い る 。 土 器 は 全部 で1 , 674点 出 土 し て い る 。

接合 • 分類後に そ の う ち の 177 点 を 図 示 し た 。 縄文突帯や特殊突帯 を 有す る 薄 手 の 土器が主体 を 占 め て

い る 。 出 士 し た 土器の 中 に は 中 期 に 属す る も の も あ る か 、 出 土 し た 位置 は 埋土 の最上部 に あ た る の で 、

本住居跡が埋 没 し た 最終段 階 で の 混 入 で あ る と 考 え ら れ る 。 そ の 他 で特筆 に 値す る の は 、 床 面か ら 出

土 し た 切 目 石錘 で あ る 。 本住居跡 出 土 の 縄文土 器で最 も 新 し い と 考 え ら れ る も の は 、 特殊 突 帯 を 有す

る 北 白 川 下層 III 式土器で あ る 。 従 っ て 本遺跡 に お け る 切 目 石錘 の 初 現は 北 白 川 下層 III 式併行期 以 前 と

がる 。 石 器 は 、 石鏃 9 点 （ 未 製 品 2 点 ） 、 石錐 4 点 、 つ ま み部付 き ス ク レ イ パー l 点 、 削 器 7 点 、 掻器

I 2 点 、 複合 ス ク レ イ パー 2 点 、 石箆 1 点 、 両側 縁調整剥片石器 1 点 、 打 製 石 斧 2 点 、 磨製 石 斧 2 点 、

R F 9 点 、 U F l 3 点 、 剥 片 類23 1 点 、 打欠石錘2 1 点 、 切 目 石錘 14点 、 凹 ・ 敲 ． 叩 ・ 磨石類 4 点 、 石皿 2

点 の 合計327 点 が 出 士 し た 。 質量 と も に 特筆 さ れ る 遺構であ る 。 漁 労 お よ び狩猟 に 使用 さ れ た と 思 わ れ

る 石器か 多 く 、 採集具や 製粉具が少 な い こ と か ら 狩猟 • 漁労型 の 生業活動 を 想定す る こ と か で き る 。

ま た 、 ス ク レ イ パー 類や石錐 、 石箆 、 R F 、 U F 、 磨製石 斧 な ど 多様 な 用 途 を も つ工具類 も ま と ま っ

て 出 土 し て い る 。 未 製 品 や 剥 片 類 な ど 、 石器の 製作過程 に 生 じ た も の も 233点 に も の ぼ る か 、 製作用具

の 叩石 は 認め ら れ な い 。 な お 、 出 土 し た 遺物か ら 判 断 し て 、 本住居 跡 は 縄文時代前期 後葉 に 帰属す る

と 考 え ら れ る 。

第 6 号住居跡 ( S B 06) < 第 24 - 26 図 図版 2 〉

K ' 76 グ リ ッ ド の杭 を 中 心 に 黒 褐色土 プ ラ ン を 第 II 層 中 で検 出 し た 。 プ ラ ン を 検 出 す る 以 前 か ら 遺物

が 多 く 出 土 し て お り 、 遺構が存在す る 可能性か想定 さ れ て い た 。 検 出 し た 住居跡 の 平 面 形 は 不整 円 形

で、 長 径約 5 m 短径4 . 3 m と 第 1 地 点 で検 出 し た 住居跡の 中 で は 大 き い 方 で あ る 。 断面形 は か な り 浅 い

皿状 を 呈 し て お り 、 深 さ 15cm は ど し か な い 。 掘 り 込 み は 切 り 立 た ず 、 な だ ら か に 床 面 に 向 か っ て い る 。

床面 は は ぼ平 ら だ が 、 意 図 的 に た た き し め ら れ た 感 じ は 認め ら れ な か っ た 。 黄褐色土匝上で検 出 し た 。

竪 穴 の 埋土 に は 大小の礫が 多 く 混 入 し て い た 。 南 束 隅 に は 長径約 1 . 6 m 短径約 I m 深 さ 約 1 . 3 m の 長 円

形土坑が、 竪 穴 を 構築 後 に 掘 り 込 ま れ て い る 。 埋上 中 に は 多 く 礫か混 入 し て い た が 、 堆積状況 を 見 る

と 比較 的 短 時 間 に 埋 ま っ た 感 じ かみ う け ら れ た 。 埋上 の 最上部 の 土 層 は 若干 明 る い 色 を 呈 し て い る か 、

焼土 と 明 言 す る ま でに は 至 ら な い 。 土城 と 考 え た い か根拠か希薄 で あ る し 、 S B 06 と の 関 係 も 不 明 で

あ る 。 特 に 埋 設 さ れ た と 考 え ら れ る よ う な 遺物 も 確認 で き な か っ た 。
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S806 内 ピ介断面図 （基準となる標高はP0 1 -P2 1 が309 .7cm P22 ·P23は309.8cm)
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a 7 .5YR3/I  焦褐色 し ま り • 粘 質ともややあり </>5mm- 1 0cm大の礫や炭化物を少量含む
若干赤みを栢ぴている

b I OYR2/3 黒褐 色 し ま り な し 粘 質 と も や や あ り </>5mm- 1 0cm大の礫を少量含む
炭化物はやや多 い

C I OYRZ/2 黒褐色 しまり ・ 粘質ともにあまりない 礫はほとんど含まず 炭化物を若干～少
只含む

d I OYRZ/2 黒褐色 しまり ・ 粘質ともにない 黄 褐色粒が混入 炭化物を少は含む
e I OYR3/2 馬褐色 し ま り ・ 粘質ともにない 黄 褐色粒が部分的にプロッ ク状で況入 </>5mm

- 1 0cm大の礫を含む
f I OYR2/2 黒褐 色 し ま り ・ 粘質ともにあまりない 炭化物も含まず
'J I OYR3/I  馬褐 色 しまりあまりない 粘質なし 礫をほとんど含んでいない
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他 に は ピ ッ ト を 全部 で 2 1 基 検 出 し た 。 他の住居跡 と 同 様 な 比較 的 浅 い も の も あ る か 、 深 く 掘 り 込 ま れ

た し っ か り と し た も の も 多 く 認め ら れ た 。 こ れ ら すべ て が こ の住居跡 に 伴 う も の で あ る と す る な ら ば 、

こ の う ち の 大部分が柱穴 で あ る 可能性 も 否 定 で ぎ な い 。 特に P 8 · P 9 の 内 側 に は 、 詰 石 状 の 礫か見

ら れ た 。 柱 を 支 え る た め に 使用 し た と も 考 え ら れ る 。 い ず れ に し て も 他 の住居跡 に 比べ 、 ピ ッ ト の数

か 多 い の で 、 建 て 替 え が行 わ れ た 可能性 が あ る 。 出土 し た 遺物は 全部 で3 18点で、 そ の う ち 土 器 は 2 18

点で あ る 。 接合 • 分類 後 に そ れ ら の 中 か ら40点を 図 示 し た 。 埋土掘 削 中 に お け る 出 土 状況 は 、 上方 に

石 器類 が 多 く 、 下 方 に 向 か う に 従 っ て 士器片 が 多 く な っ て い っ た 。 出 土 し た 土器 は 小 片 か 多 い か 、 他

の住居跡 と 似 た 傾 向 の 特殊 突 帯 を 有す る も の が主体 と な っ て い る 。 石 器 は 、 石錐 1 点、 つ ま み部付 き

ス ク レ イ パー 3 点、 削 器 1 点、 両 側 縁調整剥 片石器 l 点、 R F 3 点、 U F 3 点、 剥 片 類79点、 凹 · 敲 ・

叩 ． 磨石 類 4 点、 打 欠 石錘 8 点、 切 目 石錘 6 点の合計 109点が 出 土 し た 。 工具類 が 多 く 、 狩猟具 は 認め

ら れ な い 。 採集具 と し て 、 根 茎 類 ・ 堅 果類 な ど の 製粉具 も 認め ら れ る が 、 製 粉 の 痕跡 は 不 明 瞭 で あ る 。

な お 、 出 土 し た 遺物か ら 判 断す る と 、 本住居 跡 は 縄文時代前期後葉 に 帰属 す る と 考 え ら れ る 。

第 7 号住居跡 ( S B 07) 〈 第 27 · 28 図 図 版 2 〉

H ' 73 グ リ ッ ド 第 II 層 中 で検 出 し た 。 S 8 06 同 様 に プ ラ ン 検 出 以 前 よ り 遺物が集 中 し て 出 土 す る こ と

か ら 、 遺構 の 存 在 が予 想 さ れ た た め 、 慎重 に 精在 を 繰 り 返 し た 。 プ ラ ン の 平 面形 は 卵 形 で、 規模 は 長

径約4. 5 m 短径約3 .4m で あ る 。 断 面 形 は 当 初浅 い 皿状 を 呈す る と 考 え ら れ て い た 。 し か し 、 中 央部 に

は ブ ロ ッ ク 状 の 砂礫質黄褐 色 士 が混 入 し て お り 、 そ の 下 に 埋上 と な る 黒 褐 色 土 か堆積 し て い た 。 ま た 、

そ の 黒 褐 色士 よ り 縄文土 器 片 や切 目 石錘 な ど か 出土 し て い る 。 最終 的 に は 床面 は 確認 で き ず 、 中 央部

付近 に やや 深 め の 凹 み を 検 出 し た に と ど ま っ た 。 中 央部 に あ る 砂礫質黄褐色土 内 の 北側 に 大 き な 亜 円

礫か 「 コ 」 の 字状 に あ っ た 。 同 時並行で調査 を 進め て い た S 8 04の よ う に 、 石 囲炉 の 可能性 が あ る と

考 え 、 断 ち 割 り を 行 っ た 。 し か し 、 そ れ ら の 礫の下 に 埋土 で あ る 黒 褐 色 土 か堆積 し て い る こ と や 、 そ

の 黒 褐 色土 よ り 遺物 か 出 土 す る こ と 、 礫群 内部の堆積状況か外部 と 同 じ で あ る こ と 等 か ら 、 石 囲 炉 で

は な く 、 砂礫質黄褐 色 土 混 入 の 際 に 形成 さ れ た 所産 で あ る と 判 断 し た 。 な お 、 竪穴 外部南側 で 、 径50

cm厚 さ 2 cm は ど の 焼土 を 検 出 し て い る 。 ピ ッ ト は 全部 で1 1 甚検 出 し た 。 竪 穴 の 内 部 に 5 基 、 外部周 辺

に 6 基 で あ る 。 前述の 6 軒 に は 外部 に ピ ッ ト を 伴 う も の は な か っ た の で、 若干特異 な 様相 で は あ る 。

内 部 が広範 に わ た る 撹乱 を 受 け て い た た め に 、 内部での ピ ッ ト 検 出 は 固 難 で は あ っ た か 、 そ の こ と と

は 別 に 、 そ れ ら の位置 関係や規模か ら 外部周 辺 に 存在す る ピ ッ ト も 本住居跡 に 伴 う も の で あ る 可能性

が あ る の で含め て 図 示 し た 。 遺物は 比較 的 多 く 433点出 土 し た 。 本 来混 入 し て い る 砂礫質黄褐 色 土 の 上

下 で分 け な け れ ば な ら な い が 、 堆積状況か一様 で な い た め 、 そ の 分けIJ は 困 難 であ っ た 。 従 っ て 遺物 は
一 括 し て 掲載 し た 。 出 土 し た 土器 の 様相 は 、 古相 を 呈す る 縄文 突 帯 を 有す る も の と 新 し い 様相 を 呈す

る 特殊 突 帯 を 有す る も の が共伴 し て い る 。 石器は 、 石鏃 2 点 （ 未製 品 2 点） 、 削 器 5 点、 1蚤器 III 1 点、

複合 ス ク レ イ パー 2 点、 磨 製石 斧 1 点、 R F 3 点、 U F 2 点、 剥 片 類65点、 打欠石錘 7 点、 切 目 石錘

6 点、 敲 ・ 磨石類 1 点の 合計97点か 出 土 し た 。 多様な工具類かみ ら れ 、 採集具 の 出 士 は 敲打痕 と 磨痕

が認め ら れ る 1 点の み で あ る 。 な お 、 出 上 し た 遺物か ら 判 断す る と 、 本住居跡 は 縄文時代前期後葉 に

帰属 す る と 考 え ら れ る 。
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C ' 69グリッド杭 を 中 心とした 辺 り、 S B01 南西隣の 第 W層 直上で検出した 。 黄 褐 色土である 第 w層

の 精査に 入 っ た段 階で、 径約4 .5 mの 隅丸 方 形の プ ラ ン を 確認した 。 プ ラ ン 北側の 一部 を S B01に 切 ら

れ て いる 。 従 っ て S B01 構築 以 前の 所産 である 。 埋土の 断面 を 観察 すると、 約10 cm前 後と 非常に 浅 い 。

側 壁と 床面 の 境が は っ き りしな い部分 も あ り、 緩やかに 中 央へ傾斜して い く 。 床面 に は ま っ た ＜ 礫の

混入が認め ら れ な か っ た 。 中 央部 付近で一部 硬化して いる 箇 所 を 確認した 。 本住居 跡 は 第 N層で検出

したが、 竪 穴 を 構築 する 際の 掘 り込み は も う 少し高 い レ ベルであ っ たと 考 え ら れる 。 S B01 を 検出 する

際に も、 その周辺 は遺構存 在の 可能性 を 想定して 精査 を 繰り返した箇 所であ っ た 。 結局 S B01調査 時

に は プ ラ ン を 確定し 検出 する こと はでき な かっ た。お そ ら く 第 I 層 が浅 く 、耕作に 伴 う 撹乱が 多 く 入っ

て い た た めに、 この面 に 到達する まで検出でき なかっ たのであ ろ う と 思 わ れる 。 従 っ て 本 来の 竪穴 は

も う 少し深か っ たであ ろ う と 想定 さ れる 。 ピット は 全部で14 基 検出した 。 S B07 同 様、 プ ラ ン 外側 南

西部に 4 甚の ピット が確認でき た 。 若 干規模 ・ 配置と い う点で、 S B07と は 様相 を 異に する 感 じ が あ

る が、 本住居 跡との 関連 が否定し き れ な いので、内 部の ピットと 一 括して 報告する ことにした 。 なお、

P29 は 半割した 断面 を 見ると、 3 基の ピットの 複合体である 可能性 が ある 。 埋土の 上 部に は 炭化 物 が

混入して いる 。 検出した面 がかな り レ ベル的に 低かっ たので、 埋土 中で確認でき た遺物 も 少 な か っ た。

全部で40点 あ り、 その う ち土器は24点である 。 残存度の 高 い もの を 取り上 げ8 点図示した 。 なお、 22

は S BOIの 4 · 5 と、 24·25 は S B01の14 -18と 同 一個体である 。 そ うした点 を加味 すると、 S B08 

か ら S B01 への 建 て 替 え も 考 え ら れる 。 石器は、 掻器III1 点、 剥片類10点、 磨石1 点の 合計12点 が出

土した 。 遺物 量 が 少 な く 、 詳細 は 不 明である 。 なお、 出土した遺物 か ら 判 断 すると、 本 住居 跡 は 縄文

時代前期 後葉 ～ 末葉に 帰属 すると 考 え ら れる 。 切り合 い関係の ある S B01と は ほと ん ど 時 期 差が な い

可能性が高 い 。

土坑 ( S K )  

こ こで1 基ず つ具体的に 記 述するの は、 大型の土 坑 ( S K)に つ い てであ り、 小 型の ものに つ い て

は 「 ピット 」 ( p)として 後に まと め て 記述する 。

第 1 号土坑 ( S K 0 1 )  < 第29図〉

J '64グリッド第 II層 中で検出した 。 径約 l mの 不整 円 形の プ ラ ン を 持つ 。 掘 り込み は 第 II層 黒褐 色

土 中より始 ま り、 第 N層 黄 褐 色砂礫層 まで到達する 。 断面 は 半 円 形 を 呈し、 深 さ は 約25 cmである 。 埋

土 は 三層である こと が確認でき た 。 埋土 中に は 少量の 炭化 物 以 外に遺物 は 包 含してお ら ず、 帰属時期

や 本土 坑の 性格 を 示唆する 手 がかりは な い 。 しかし、 上層 か らの 掘 り込み は 確 認でき ず、 第 II層で検

出でき た状況 を 考 えると、 第 II層 が 包 含して いる 遺物の 帰属 時 期 及ぴ 同 様に 検出した 7 軒の 住 居 跡と

時期 を 同 じ く する 可能性 が高 いと 思 わ れる 。 従 っ て 本土 坑 も 縄文時 代 前 期 後葉に 帰属 すると 考 え ら れ

る 。 なお、 本土 坑の 中 央や や 下で14 個の 被熱して い な い 円 礫 を 検出した 。 円 礫 は 径5 -15 cmの 大 き さ

の 砂岩である 。
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第 2 号土坑 ( S K 02) < 第29図〉

D ' 70- E ' 70 グ リ ッ ド 第II層 中で検出 し た。 径約l mのほぼ円形の プ ランを持つ。 断面はやや西側

が深くはなっているが、 皿状を呈 し ている。 あまり 深い掘り 込みはなく、 最も深いとこ ろ で20cmほど

である。 埋土 は上下二層に分けられるが、 堆積状況はあまり 安定 し ているとは言えない。 遺物の出土

は剥 片が 6 点あるのみで、 礫もほとんど含んでいない。 従って帰属時期その他を決定することは 困 難

であるが、 SK Olと同様の理由で、 縄文時 代前期後葉の所産 である可能性が高い。 なお、 本土 坑を検

出 し た位置は、 SB 01·S B 04·S B 05の三住居跡からほぽ等距離にある、 本地点内では 中核的な位

置である。

第 3 号土坑 ( S K 03) < 第29図 図版 3 〉

N ' 73 グ リ ッ ド 第N 層直上で検出 し た。 本土 坑は当初 、SK 04とともに風倒 木 痕であ ろ うと判 断 し て

いた。 前述のように本遺跡の 中位段丘上には数多くの風倒 木 痕があり 、 第1地点でも数多く検出 し た。

原則と し て遺構とは関係の ない明らか な風倒 木 痕は掘削 し ない方針で調査 し ていた。 し か し 、 数箇所

の風倒 木 痕を掘削 し てみたとこ ろ 、 以外 にも埋没 し ている遺物が多いことがわかり 、 その後は時 間の

許す限り 掘削 し た。 第1地点で検出 し た風倒 木 痕の平面形は、 楕 円形の土 坑が二つU 字形に連 なるよ

うに見える（ 第9 図参照）。 今回 の調査で検出 し たSK 03·S K 04もち ょ うど二つ並んでいたことから、

それぞれを土 坑とは認識せず に、 風倒 木 痕と し て掘削を始めた。 本土 坑SK 03からまとまった土器片

が出土 し た時点でも、 まだ土 坑と し て認識 し ていなかったが、 隣接する黒褐色の楕円形プ ランを持つ

現SK 04より 遺物が出土 し たので、「二つ並んだ土 坑」と し て認識するに至った。 本土 坑SK 03は、 長

径約1 . 5 m 短径約I . I m と 第1 地点では標準的な大き さ で、 長軸はほぼ南北方向である。 断面は浅い皿

状を呈 し ており 、 南東隅 の傾斜は緩やかであるが南西隅はやや急である。 深 さ は 中央部の最も深いと

こ ろ で20cm程度と比較的浅い。 検出できたレベ ルが 第W層直上とか なり 掘削が進んで し まった後であっ

たので 、 本来 の上場が確認でき なか った可能性がある。 お そらくもっと上方の 第II層黒褐 色土 中か

ら掘り 込まれていたと考えられる。 遺構検出面と埋土 の土 色•土 質が酷似 し ているため検出が困 難で

あった。 遺物は比較的良好 な状況で出土 し ている。 本土 坑を検出 し た面から数cmほ ど掘削 し たとこ ろ

で、 南東隅より 大型土器片が出土 し た（ 第一次出土 ）。 土器は外 側を上に し て出土 し た。 数 片 に割れて

いたが、 まとまって出土 し ている様子から全体の約1/3ほどの残存度であ ろ うと推測できた。 記録 し た

後に慎重に取り 上げた。 土器が外 側を上に し て出土 し ていることから、 さ ら に下方に残り が存在する

可能性を念頭に置きながら掘削を続けた。 し ばらく掘ったとこ ろ で予 想 し た位置とは違った北西隅か

ら、 今度は内側を上に し て割と大きめの土器片が出土 し た（ 第二次出土 ）。 表面の感じつ かめないので

同一個体か どうか即 断はできなかったが、 一次整理の後、同一個体で接合可能であることが判明 し た。

最終的に土器 (1399) は全 体の半周ほ ど に な り 、 部位も 口縁端部から胴部下半 ま で残存して いた。 そ

の他の遺物は、 土器小片が数点と打 欠石 錘 1 点 (148) 、 剥 片 2 点が出土 し ているのみである。 本土坑

は、 出土 し た土器から縄文時 代前期後葉に帰属すると考えられる。

第 4 号土坑 ( S K 04) < 第29図 図版 3 〉

S K 03同様に N ' 73 グ リ ッ ド 第W 層直上で検出 し た。 検出に至る過程についてはSK 03のとこ ろ で記
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した 通りである 。 長径約 L5 m 短径約 l mの 楕 円形 プ ラ ン を 持つ 。 断面 は 皿状 を 呈してお り、 中 央部の

最 も 深 いと こ ろで約20 cmである 。 南西部分 は 緩やかな 掘 り込みで棚状に は ぼ平 らに な り な が ら 中 央部

へ 向 か う 。 中 央部か ら遺物出土地点に かけ て やや深 く な り、 北 東部に 向け て 緩やかに 立 ち 上 か っ て い

く 。 検出した 断面 か浅 いの は S K03 同 様、 低 い レ ベルでしか 検出でき な か っ た た めと 考 え ら れる 。 本

来 も う 少し深 さ が あ っ た土 坑であ っ た 可能性 が高 い 。 本土 坑か ら は 完形の垂飾 (149)が出土して いる 。

この垂飾 も S K03出土土器と 同 様に、 検出面 の数cm下か ら出土した 。 出土位置 は 本土 坑内の 中 央か ら

北 東よりの地点、 つ ま り長軸 方 向に 中 心部より10数cm端へよ っ た地点である 。 垂飾 は 糸 擦れによ っ て

生 じ た 中 央孔の 開 い た 部分 を 下にし、 孔がほ ぼ長軸 方 向に な っ た状態で出土した 。 共伴した遺物 は 判

別 不能に 近 い土器小 片 が2 点 ある だけで、 時期 を 明 確に 示す もの は な い 。 S K03との 関係 は 明 確では

な い か、 検出状況 か ら み て、 は ぼ 同 時期に 構築 さ れ た 可能性 か高 いと 考 え ら れる 。 垂飾出土 以 降 は、

その他の 装飾 品 等 が一 緒に 埋納 さ れ て いる 可能性かあ っ た た め、 小 礫に 至る まですべ て 洗浄して調べ

た が、 人工遺物と 考 え ら れるよ う な もの は こ れ ら 以 外に は出土しな かっ た 。 S K03と S K04 は 最終的

に 風倒木痕では な く S Kとして 報告した が、 その 理由 は 2 点 ある 。 1 点 は遺構の 検出状況 か らで、 ニ

つの土 坑の 埋土である 黒 褐 色土 が連 続せず、 そ れ ぞれが独 立した プ ラ ン を 持つ ことである 。 も う l 点

は遺物の出 士状況 か らで、 投棄 及び流れ込みでは な く 埋設に 近 い状況であ っ た ことである 。 この 二つ

の遺構 を土 坑であると すると、 その 性格が問 わ れると こ ろである が、 現状では土 壊（墓） として 考 え

て い き た い 。 そ れ は こ れ らの土 壊の 検出位置 が、 住居跡の 集 中 する地域 か ら やや は ず れ、 少 な い な が

ら ピ ッ ト が散在する地域である（第10図参照） こと や、 前述した遺物の出土状況 か ら 判 断しての こと

である 。 縄文 時代前期の 段 階で居住区域と 墓域（広場） の 設定 か あ っ たと する遺跡の類 例 も 聞 き 及 ぶ

と こ ろである 。 この 二つの土 壌か ら 本地点でも 居住 区域と 墓域の 設定 が あ っ たと は 断 言でき な い が、

そ うした 概 念 を 持つ 集 落遺跡であ っ た 可能性 も 指摘でき る 。

第 5 号土坑 ( S K 05)  < 第30図〉

H ' 63 グ リ ッ ド第 III層 中で検出した 。 検出した位置 は 第 1地点の 中でも 第 4地点 寄りで、 第 II層 ～ 第

III層 が最 も 厚 く 堆積して いる 箇所である 。 遺物の出土 は比較 的 多 い ほ う である か、 遺構は はと ん ど 検

出でき な かっ た 。 長径約1 . l m 短径約0 .7 m 深 さ 約0 .3 mと 本地点における土 坑として は 標 準 的 な 大 き さ

である 。 た だ深 さに つ い て は他の土 坑と 同 様に 本 来の 深 さより浅 い レ ベルでしか 検出でき な か っ たお

そ れ が ある 。 本士坑の 底面 か ら は 約1 /2 個体分の 深鉢土器(1400)か出土して いる 。 中 央部に内面 を 上

にした状態に あ り、 少し離れ て も う ひと かた ま りがや は り内面 を 上にして出土した 。 中 央部の もの と

同 一 個体である 。 土器が底面 に 沿 う よ うに 置 かれ て いる出土状況 か ら み て、 埋納 さ れ た ものである 可

能性が高 い 。 埋土 中の やや 高 い位罹か ら 打欠石錘 か l 点 出土して いる 。 出土した土器は 縄文 時代 前期

後葉 の も の と 考 え ら れ る 。

第 6 号土坑 ( S K 06) < 第30図〉

B ' 65 グ リ ッ ド第 II層 中で検出した 。 調査区域の 最 も 山 側で第 II層 ～ 第 III層の 堆積 は 原 い 。平面形 は

径約 l mでいびつ な 円形である 。 プ ラ ン 南側に は 長径約60 cm は どの 亜 円 礫か ある か、 本土 坑と 関係 は

不明である 。 断面 は ほ ぼ逆 台 形状 を 呈してお り、 最 も 深 いと こ ろで約55 cm ほ ど ある 。 埋 士 中に は 多 く
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の礫が混 入 し て お り 、 上層 は 径1 0 - ZOcm の亜円礫が、 下層 で は 3 - 5 cm の 円 礫か確認 で き た 。 遺物は

土器片 が 1 点 ( 140 1 ) だ け が埋土上層 よ り 出 上 し て い る 。 縄文時代前期 後葉 と 考 え ら れ る 口 縁部 の 破

片 で あ る が、 10数 m 離れ た F ' 64 グ リ ッ ド 杭 を 中 心 と し た 箇 所で同 一個体 と 思 わ れ る 破片 が数 点 出 土 し

て い る 。 本土坑の性格 は 不 明 で あ る 。 帰属時期 は 検 出状況か ら 縄文時代前期後葉 の 可能性 か あ る 。

第 7 号土坑 ( S K 07)  < 第30 図 〉

P ' 70 グ リ ッ ド 第 II 層 で検 出 し た 。 長径約 l m 短径約0 . 7 m と 楕 円 形 プ ラ ン を 持つ。 断 面 は 襦 り 鉢状

で深 さ は 約40cm は ど で あ る 。 堆積状況は安定 し て い る は う で あ る か 、 上層 部 に 焼 土 の よ う な 2 . 5 Y R 4/6 

赤褐色土 を 含 む 箇 所 が あ る 。 遺物の 出 士 は み ら れ な か っ た が 、 下 部 で は 中 小 の 円 礫が 多 く 含 ま れ て い

た 。 以 下 に 示す S K OS · S K 09 も 同 様 で あ る が 、 埋土お よ び底 面 か ら の 遺物の 出 土 は な く 、 時期 ・ 性

格 そ の 他 を 決定す る の に 困 難 を 極め る が 、 現時 点 では そ れ ぞれ の 検 出状況か ら 縄文時代前期 後葉の所

産 で あ る 可能性 が あ る と 判 断 し て こ こ に 掲載 し た 。

第 8 号土坑 ( S K 08)  < 第30 図 〉

R ' 70 グ リ ッ ド 第 II 層 で検 出 し た 。 長径約 1 . 5 m 短径約0 . 7 m の 長楕円 形 プ ラ ン を 持 つ 。 断 面 は 洗面器

状 を 呈 し て お り 、 深 さ は 30cm程度 で あ る 。 一部撹乱 を 受 け て は い る も の の 全体 に 安定 し た 堆積状況で

あ る 。 上部 に は ほ と ん ど 礫 は 含 ま れ て い な い か 、 下部 に は 中 小 の 礫が若干含 ま れ て い る 。

第 9 号土坑 ( S K 09)  < 第 30 図 〉

E ' 62 グ リ ッ ド 第 II 層 で検 出 し た 。 長径約 l l m 短径約0 . 6 m のやや い びつ な 楕 円 形 プ ラ ン を 持つ 。 断

面 は 洗 面 器状 を 呈 し て お り 、 深 さ は 最 も 深 い と こ ろ で も 30cm に 満 た な い 。 比較 的安定 し た 堆積状況で

あ る 。 遺物の 出 土 は 確認 で き な か っ た 。

ピ ッ ト ( p )

第 1 地点 で確認 で き た 小型 の 土坑 で あ る ピ ッ ト は 比較 的 少 な い 。 理由 は 定か で は な い が 、 強 い て 言

う と 前述 し た よ う に 風倒 木痕 に よ る 撹乱が広範 に わ た っ て い た こ と か挙 げ ら れ る 。 遺構配置 図 （ 第 1 0

図 ） に 図 示 し た の は 全部 で3 1 駐 で あ る 。 特別 に 遺物の埋納 が あ る な ど し て 、 そ の ピ ッ ト 帰属 時期や性

格 を 決定 で き る も の は な か っ た 。 ま た 、 上部構造 を 持つ 遺構が想 定 で き る よ う な 配列 も 確 認 で き な い 。

従 っ て 個 々 の 記述 は 割 愛 し 、 サ イ ズ を 中 心 に 表 に ま と め て お く （ 第 二分冊 第 1 表 ） 。 た だ 第 1 地点 か ら

第 4 地 点 に 点在す る ほ ぼ同 時期 と 推定 さ れ る 住居跡等 と の 位置 関 係 に つ い て は 、 S K 04 の 記 述 で指摘

し た よ う な 仮 説 も 検討 の余地 を 残 し て い る と 思 わ れ る 。
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第 1 号集石遺構 ( S I 0 1 )  < 第31図 図版3 〉
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K ' 70グリッド第 II層 中で検出した 。 扁平 な 円 礫 を そ れ ぞれの 長軸 が放 射状に なるよ う に 3 個 集 中 さ

せ て い た 。 検出した段 階では石 JIIlの 可能性 が あると い う ことで持 ち 帰り一 次 整理 を 行 っ た 。 しかし二

次 整理の 段階で他の石 皿類と 比較検討した結果、 明 確 な 使 用 痕か確認でき な いと い う 理 由で遺物と は

認定 せ ず、 図化しな か っ た。 礫の周りに は 径約 l m 前後の 不整 円形 プ ラ ン が 検出でき た 。 断面 は 皿状

で非常に 浅 く 10 cm程度である 。 この プ ラ ン を 人為的 な 掘り込みであると 仮定して も、 礫との 関係 は 明

確では な い 。 ま た、 本遺構東側に は 焼土 らし き 赤褐色上 が確認 さ れ て いる か、 詳細 は 明 ら かでは な い 。

遺物の 混入 も 認 め ら れ ず 性格 も 不 明である か、 検出状況 か ら 判 断すると 縄文 時 代の 所産 である 可能性

が ある 。

第 2 号集石遺構 ( S I 02) < 第31図 図版4 〉

F ' 71グリッド第 II層 中で検出した 。 検出した位置 は S B04と S B05 か ら 等 距 離に ある 中 核 的 な 箇 所

である 。 礫集 中 箇 所の周り を 取り囲 むよ う にして 二角 形状の 黒 褐 色土 プ ラ ン を 検出した 。 プ ラ ン は 径

約1 .2 m 前 後の 大 き さである 。 断面 は 洗面 器状 を 呈してお り、 深 いと こ ろでも25 cm程度である 。 プ ラ ン

内の 検出面 では42 個の 礫が確認でき たか、 下方では 少 な く 垂直 方 向に 何層に も わ た っ て 積み 重 ね ら れ

て いる 様子 は な か っ た 。 礫 は 亜 円 礫 を 主体としてお り、 大 き さ は 大小 さ ま ざ まである 。 微量の 炭化 物

は 検出した か、 礫 自 体に 顕著 な 被熱 し た 箇 所 は 認め ら れ な かっ た。 遺物の 混 入 は 確 認でき な かっ たが、

近 く に ある 住居 跡と 同 じ レ ベルで検出して いる こと を 考 えると、縄文 時 代の 所産 である 可能性 が高 い 。

第 3 号集石遺構 ( S I 03) < 第31図 図版4 〉

G ' 72グリッド第 II層 中で検出した 。 検出位慣 は S B07の 近 く で、 住 居 跡 が集 中 する 箇 所である 。 礫

集 中 箇 所 を 取り囲 むよ う にして、 長楕 円形の 黒 褐 色土の プ ラ ン を 持つ 。 プ ラ ンの 大 き さ は 長 径約1 .8 m

短径約0 .9 mで、 断面形 は 洗面 器状 を 呈してお り深 さ 約0 .9 mである 。 検出面 で確認でき た 礫 は小 さ な

もの か多かっ たが、 下部に は 比較 的 大 き い もの も 混入して い た 。 礫 は 亜角 礫が 主体と な っ て いる 。 埋

土 中に 炭化 物 は 検出でき な か っ たし、 礫に 被熱 も 認め ら れ な かっ た。 従 っ て その 性格 は 不 明である 。

検出状況 か ら すると、 縄文 時代の 所産 である 可能性か高 い 。

第 4 号集石遺構 ( S I 04) < 第32図 図版4 〉

G ' 72 - F ' 72グリッド第 II層 中で検出した 。 その位置 は S I 03の 山 側で、 S B04に 連 なる 箇 所であ

る 。 礫集 中 箇 所に は はと ん どの 礫 を 包 括 するよ う に 黒 褐 色土 プ ラ ン か ある 。 断面 は 比較 的 浅 く 、 S I 

03に 連 なる 側 は 若干深 く な っ て いる 。 最 も 深 いと こ ろで20 cm は どである 。 確認でき た 礫 は 亜 円 礫や亜

角 礫が主体である が、他と 同 様に 被熱した形 跡 は 認め ら れ な か っ た 。 平面 的に は S I 03と 同 じよ う に

考 え ら れ た が、 下部に あ ま り燦 は な く 浅 く 薄 い 礫の 堆積であ っ た 。 遺物 は 近現代 陶器の小 破片が 1点

だけ礫上部で出土した が、 本遺構に 伴 う もと は 考 え ら れ な い 。 従 っ て 検出状況 か ら 帰属 時 期の 判 断 を

下した い 。
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第 5 号集石遺構 ( S I 05) • 第 6 号集石遺構 ( S I 06) < 第33図〉

S I 05·S I 06はS 804北側で検 出 し た集石遺構であるか、 礫の点在範 囲が近接 し ている上に、 前

述のS I 01-03のようにそれぞれ独 立 し たプ ランを持たないので、 一連のものである可能性がある。

ま た検 出状況も似ているので ま とめて 2 基を記述することに し た。 F ' 72- F ' 73 グリ ッ ド 第 I I層 中で

検 出 し た。 中小の亜角 礫·亜円 礫を主体と し ている。 平面的には礫か集中 し ているのか確認できるが、

下部にはほとん ど なく、 原さ10cm程度の範囲に点在 し ているだけである。 上層からの掘り 込みは確認

でぎず 、 S 804検 出時にはじめて確認できた。 当初 、 後世の土地利用の際に不必要であった礫を埋め

たのではなか ろ うかとも考えたか、 そうであるならば平面的に広がるのは不 自然であるとの指摘を受

け、 縄文時 代の所産 の可能性が高いと判 断 し た。 詳細は不明である。

第 7 号集石遺構 ( S I 07) < 第34図〉

O ' 72-P ' 72 グリ ッ ド 第 I I層 中で検 出 し た。 検 出位憤はSK 03·S K 04や 自然流路 s x osの近くで、

住居跡が集中する地区からやや離れた場所である。 S I 05·S I 06同様にプ ランは確認でき なかった。

北束側を大ぎな 木 の根による撹乱を受け、 礫の広かり の全 容を確認することはでき なかったか、 北西

から南東にかけて長く広がる。 検 出 し た面では礫かかなり 密集 し ているか、 下部にはあ ま り なく平面

的な広がり があるのみである。 ただ礫集中区の 中央部には一辺約15cm厚さ 4 cm は どの焼土が確認でき

た。 焼上 の周辺にはあ ま り 礫はない。 礫集中箇所からの遺物の 出土 はなく、 炭化物 も 確認でき なかっ

た。 詳細は不明であるか、 その検 出状況から縄文時 代の所産 である可能性かある。

遺物集積 ( s u ) 

第 1 号遺物集積 ( S U 0 1 ) 〈 第35図〉

K ' 77 グリ ッ ド 第 I I層 中で検 出 し た。 検 出レベルは 第 I I層 中だか、 厳密に言うと風倒 木 痕 の黒褐色土

中である。 その埋土 である黒褐色士 の上層から東日本系土器 (1407)が 出土 し た。 上下に何層も重なっ

ている様子はなく、 個体の一部が潰れるように し て埋没 し たと考えられる。 1407の破片がそのほとん
どを 占 めているが、 中に数点は特殊突帯を有するものもあったので、 そのうちの 3 点 (1404-1406)

を図 示 し た。 本遺物集積 の場合、 東日本的な要素を持つものと西日本的な要素を持つものが共 伴する

形で 出土 し ているか、 その 出土 状況から判 断する限り では同時性・ 一括性か高いと考えられる。

第 2 号遺物集積 ( S U 02) < 第35図〉

K ' 79 グ リ ッ ド 第 II 層 中 で検 出 し た。 S U Ol 同 様 、 風倒 木痕 の黒褐色埋土中での検 出であ る 。 出土状

況はほぼ 1 個体分の上器が潰れた形で埋 ま っているだけで、 特別な状況ではない。 ただ 出士 し た上器

が他にあ ま り 例を見 ないもの なので、 あえて 出土 状況を図 示 し た。

第 3 号遺物集積 ( S U 03) < 第36図 図版 4 〉
D ' 63- D ' 64 グリ ッ ド 第III 層 中で検 出 し た。 SU 03は早期高山寺式土器の集中 出上箇所である。 同一
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個体と思われる土器 片 か D ' 64 グ リ ソ ド の T P 第III 層よ り 出土していたので、その 出 土 は 本調査以前に

予 想できた。 ただ遺物の存在は 確認していたが、 遺構は 確認できてい なかったので、 その検 出 の努め

たか、 結局検 出でき なかった。 本地点における高山寺式土器の分布 は 、 D ' 63- D ' 64 グ リ ッ ド 周辺以

外 で も 数点あるか、 どれ も まとま り の ない小片 か単 発的に 出土 しているに過ぎない。 よって本箇所の

出土状況を図 示する こ とにした。

第 4 号遺物集積 ( S U 04) < 第35図 図版 4 〉

M ' 65 グ リ ッ ド 第II 層で検 出した。 泥岩 製石材の集積である。 出上した周辺には 同様の泥 岩 製 の石 錘

か比較的多く 出土 し ている。 それ ら の石錘と こ こ で 出土した石材 の関係は 、 億測の域を脱し ない部分

も あるか、 こ の石材を使用して石錘を作成した可能性 も 指摘できる。 なお 、 こ の数点 の石材 は 一 括性

の高い も のであると考え ら れる。

第 5 号遺物集積 ( S U OS)  < 第35図 図版 4 〉

M ' 69 グ リ ッ ド 第II 層 中で検 出した。 M ' 69 グ リ ッ ド 杭下の一辺20cm 四 方の 範 囲に集中していた。 出

土した 9 点 の石錘 は 重 なるように密集してお り 、 包含層であるとは いえ、 か な り その 同時性・ 一 括性

は 高いと考え ら れる。 どれも泥岩製であ り 、他にない 出土状況か ら 判 断すると、 同 一 の網に使用され

ていた も のが網の一部とと も に投棄された可能性 も 指摘できる。

そ の他の遺構 ( S X ) 〈 第37-41図 図版 3 · 4 〉

前述したように縄文時 代の所産であると考え ら れる s x は 9 基 である。 その どれ も か詳細か明 ら か

でない不明遺構である。 従って個々の詳細な記述は避け、 全 体をまとめて記述する こ とにした。 s x
9 基 のうち竪穴状遺構と考え ら れる 3 基 は 、 SX Ol · S  X 02 · S  X 03である。 SX Ol は I ' 80- J ' 81 

グ リ ッ ド 第II 層 中で検 出した。 平面形 は 径約 5 mのややいびつな円 形 の プ ランを有する （ 第37図）。 断

面は 浅く皿状を呈している。 遺物は石核力 、 1 点 (165 ) 出土しているのみである。 自然の 凹地という よ

り 人為的な掘削による も のと考え ら れるが、 詳細は 不明である。 SX 02は M ' 60- O ' 61 グ リ ッ ド 第II

層中で検出した。 平 面 形は径5 . 5 mのかな り 大きなほ ぱ円 形 の プ ランを有する （ 第38 · 39 図）。 第4地

点掘削時にその一部を検 出しているか、 はんの一部であったために風倒 木 痕と考え ら れていた。 平面

形 プ ラン全 体 は 風倒 木 痕による撹乱のために明 ら かでは ない。 断面は 浅いllll状を呈している。 埋士 中

だけでなく床面でも礫の混 入が多く、 そのためか ピ ッ ト 等の検 出 は でき なかった。 しかし、 遺物の 出

土 は 割と多く、特に断面を三角 形状に成形した突帯を有する土器か比較的良好 な状況で 出土している。

他に も 特殊突帯を有す る 土 器 も 出土 してお り 、 帰属時期は縄文時 代前期後葉であると判 断できる。 他

の様相と比較しても住居跡であった可能性 は 極 めて高いが、 撹乱の状況 なども加 味しあえて s x とし

た。 SX 03 は 多くの 礫か混 人していた竪穴状遺構である （ 第37図）。 R ' 65-S' 65 グ リ ッ ド 第II 層 中で

検 出した。 平面形 は 径約 3 mと小さめの円 形 プ ランを有する。 断面は 洗面器状を呈してお り 、 深いと

こ ろ で60cm程度である。 遺物は 縄文突帯や特殊突帯を有する土器片が 3 点 は ど その埋上よ り 出土して

いる。 検 出面では 、 黒 褐色土 の プ ランが確認できたので掘削を開始したと こ ろ 、 掘削 直後よ り 多くの
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礫か出土 し調在は難航した。 詳細は不明 である。 S X 04 · S X 05はともに S B 01付近で検出した礫混

入上坑である （ 第40図）。 S X 04の掘 り 込みは浅く、 混 人していた礫も小さいものであった。 一方、 S

X 05はか な り 深い掘 り 込みかあ り 、 礫も比較的大 き いものであった。 個々の詳細やす ぐ 近くにある S

B 01との関係は現在のとこ ろ不詳である。 たた両者 は S B 01検出面よ り やや下 の レ ベ ルで検出で き た。

S X 06は S B 04付近で検出した。 S B 04の上層面を検出している際に確認されたものであるが、 当初

は S B 04に連 な ら ず 独 立したプ ラ ンを有するように見えた。 しかし、 最終的に連 なっていったので、

S B 04に付随するものである可能性かある。 遺物は出士 していない。 S X 07は長径約60cm短径約30cm

の楕 円 形状黒掲色土 プ ラ ンに数個 の 礫を伴う遺構である。 礫の 中に打製石斧 の破片 と 思 われるものか

ある。他の 礫がその打製石斧を囲うように罹かれている状況か ら 埋納施設であるという指摘もあるか、

詳細は不明 である。 S X 08は、 平面的に大小の 礫か環状に配置されているように見える （ 第41図）。 K

' 63 グリ ソ ド 第II層 中で検出している。 遺物の出土はなく、 プ ラ ン も確認で き てい ない。 人為的な所産

である遺構ではなく、 自 然発生的なものである可能性もある。 ただやや南東方向に数個の大礫かある

もの の 、周辺には集中 する礫群は見あた ら す 、現地で確認した際にはやや不 自 然な感じを受けた。 従っ

てわ ずかな可能性を含みつ つここに報告することにした。 詳細は不明 である。 S X 09は幅約1 -1 . S m、
長さ約18 . 5 mにわたる溝状遺構である（ 第40図）。 断面は浅く20-30cm程度である。 遺物はは とんど出

土 してお ら ず 、 自 然流路である可能性か高い。

2 . その他の遺構と遺物の分布 〈 第42図〉

ここで報告する遺構は、 S X lO と S X ll の 2 基である。 両者 はともに大 き な礫か混 人している大上

坑である。 検出箇所は隔たっているが共通する点は 多々ある。 S X lOは J ' 65 グリ ッ ド 第II層 最上部で

検出した。 南北方向に主軸を持つ 風倒 木 痕の北端部を破壊する形で掘 り 込まれている。 長径約1 . 8 m短

径約l mの 楕 円 形 プ ラ ン を有する（ 第42図）。 内部には径約70cmほどの大礫が 2 個 、 やや小さめの 中礫

が 4 個混 入していた。 検出面よ り 20cmほど掘削したとこ ろ で大礫に突 き 当たったので掘削を断 念せ ざ

るを得 なくなった。 喫はさらに下方へと続いてお り 、 底面までは確認で き なかったか、 か な り な大 き

さであると推定される。 ただ下方の隙 間にも埋土 である黒褐色土が確認で き るので、 土坑を掘削後に

礫を投 入したと考えられる。 S X llはW' 66-67 グリ ッ ド 第II層 中 で検出した。 検出 し た箇 所は段丘縁

の最も川に近い位筐で、 第II層 の黒褐色土 かやや厚くな り 段丘礫層が川に向かうにつれて下方へ潜 り

込んでいくようになっている。 そうした状況から考えると、 憶測の域をでないとこ ろ もあるが、 この

範囲は本来の段丘上にあるのではなく、 土 砂の堆梢によって川側へ 突 き 出 し た部分に相当するのでは

ないか と 考え ら れる。 そうした位置に構築されているこ と も加味して考える と 、 構築年 代をさかの ぼ

ら せるのに抵抗を感じ ざるを得 ない。 S Xll 自体は長径約4 m短径約2 mとか な り 大 き めの プ ラ ンを

有して お り 、 掘形はは ぼ垂直 に 切 り 立 っ てい る （ 第42図） 。 内 部には大 中 の礫か 多 く 混 入して お り 、 そ

の礫群は西側に集中している。 まず大 き めの土坑を掘 り 、 その後西側か ら 礫を投 入したように見える。

礫は大 き いもので径約70cm は どあるものもある。 S X lO · S X l lはともに遺物は包含 し てお ら ず 、 帰

属時期 ・ 性格等については不詳である。 明確なプ ラ ンを検出したのは と もに 第II層の上部であるが、
掘削以前の 第I層表土面の段階から上層の土か安定していなかった り 、 検出した レ ベ ル が 同 じ 第II層
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中 で も 他 の 縄文時代 の 追構面 よ り 上方 で あ っ た り し た 。 従 っ て あ え て 時期 を 設定 す る な ら ば 縄文時代

以 降 と い う こ と に な る 。 現地 で こ れ ら を 実 見 し た 所 見 と し て は 、 近現代 の 土 地 利 用 の 際 に 構築 さ れ た

土坑 で あ る 可能性 が高 い と 思 わ れ る 。 本 逍跡 に お け る 現代 の 土 地 利 用 状 況 を よ く 知 る 人 た ち に よ る と 、

耕 作 の 際 に 不 必要 で あ る 大 き な 礫 は 穴 を 掘 っ て 埋 め て い た こ と か よ く あ っ た と 言 わ れ る 。 S X 1 0 · S  

X l l が そ れ に 相 当 す る か ど う か は 確証 に か け る か 、 そ の 可能性 は 高 い 。

ま た 、 本 地 点 か ら は 約500 点 は ど の 縄文 時 代 以 降 の 追物か 出 土 し て い る 。 個 々 の 遺 物 に つ い て は 後 に

記す る か 、 ど れ も 逍構 に 伴 う も の で は な く 、 出 土 状況は 明 確 で は な い 。 ま た 、 は と ん ど の 遺物か 第 I

層 表 土 （ 耕 作土 ） も し く は 第 II 層 最上部 よ り 出 土 し て い る 。 平 面 的 な 分布 状 況 は 、 川 側 に 近 い 段 丘縁

では 少 な く 山 側 で は 比較 的 多 い 。 後世 の 土 地 利 用 状 況や 他地点 と の 関 係 が 注 目 さ れ る 。 遺物の 出 土 に

関 し て 特 記す べ き こ と は 、 徳 山 地 区 の 発掘 調 査 で初 め て 弥 生 時 代 中 期 の 土 器が 出 土 し た こ と で あ る 。

出 土 し た の は 破 片 か 3 点 の み で あ る か 、 そ の う ち 2 点 は 口 縁部 で あ り 、 そ の 土 器 の 特 徴 を よ く 示 し て

い る 。 U ' 67 グ リ ッ ド 第 II 層 中 よ り 出 土 し た 。 徳 山 地 区 の 歴 史 の 中 で は 未 解 明 な 時 代 の 遺物 で あ る た め 、

特に そ の 出 土 箇 所 周 辺 を 念 入 り に 精査 し 、 逍構 の 有 無 の 確 認 に 集 中 し た 。 出 土 箇 所 は 川 側 に 突 き 出 し

た 中 位段 丘 の 縁 に 近 い と こ ろ で あ っ た 。 第 4 地点 へ と 連 な る 段丘礫層 の 最上流部分 に 位置 す る こ と か

ら 、 そ の 周 辺 で は 大 小 の 礫か無数 に 密 集 し て い た 。 出 土 地 点 で も こ の 弥 生 土 器 を 囲 む よ う に し て 礫か

点 在 し て い た た め 、 遺構か存 在 す る 可能性 を 想 定 し て 慎 重 に 調壺 を 進 め た 。 し か し 、 人 為 的 な 礫 の 配

置や掘 り 込 み は 認 め ら れ ず 、 最終 的 に は 逍物 の み の 確 認 と な っ た （ 第 42 図 ） 。

弥生土器出土状況
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第 1 地点 か ら は 22 , 5 1 3 点 の 遺物か 出 土 し た 。 そ の 内 訳 は 縄文土 器 片 か 1 1 , 804点 、 石器類が 1 0 , 1 8 3点 、

弥生土器や 陶 器類 を 含む そ の他が526点 であ る 。 そ れ ぞれ の 数値 は 接合前 の 出 土 点数 で あ り 、 特 に 上器

に つ い て は そ の数値が実際の 出 土個体数 を 反 映 し て い る と は 言 い 難 い 。 し か し 他 に 出 土量 を 示す指標

が な く 、 便宜 的 に 発掘現場 で取 り 上げ た 点数 を 記 し た 。

縄文土器 は 小片 が 多 く 、 器種 ・ 器形が判 明 す る も の は わ ず か 数点 で あ る 。 有文土器の特徴に よ っ て

分類す る と 、 突帯 を 有す る も の が 多 く 、 突帯上の施文に は 縄文 ・ 押 し 引 き ・ 指頭 に よ る 成形 な ど 多種

多 様 で あ る 。 そ う し た 特徴か ら 帰属 す る 時期 を 探 る と 、 は と ん ど の も の か縄文時代前期 後 葉 で あ る 。

そ の 他 の 時期 の も の と し て は 、 早期 ・ 中 期 ～ 晩期 の 土器が若干見 ら れ る 。 早期 の 士 器 は 、 山 形 の 押 し

型 文 を 有す る 士器が 3 片 と 数個体分 の 高 山寺式土器があ る 。 ほ と ん ど が包含層 か ら の 出 士 で、 明 確 に

遺構に 伴 う も の では な い 。 中 期 ～ 晩期 の 土器は 、 上原遺跡の他の地点 で も 出 土例 が あ り 、 第 1 地点 固

有 の も の では な く 、 第 2 地点 （ 『上原遺跡 I 』 で報告済 み ） か ら の 流 入 と 考 え て 支 障 は な い 。 尚 、 こ れ

ら の 縄文土器の 内 、 遺構か ら 出 土 し た も の は 3 , 24 1 点 、 包含 層 か ら 出 土 は 8 , 563 点 で あ る 。

第 1 表 上原遺跡第 1 地点出土石器類一覧表

S B OJ S B 02 S 8 03 S B 04 S 8 05 S B 06 S 8 07 S B OS 
そ の他

遺構計
包含層

合 計
の遺構 計

石鏃 1 1 4 ， 2 2 1 9  1 80 199 

石鏃未製品 2 2 4 4 1  45 

石棺 1 1  I I  

有舌尖頭器 1 1 

石錐 4 I 5 92 97 

つ ま み部付 き ス ク レ イ ペー I 3 2 6 20 26 

削 器 ］ 7 1 5 2 1 6  5 6  7 2  

掻器 I 1 2 1 4 37 41 

掻器 II 1 3  1 3  

掻器 III I I 2 1 4  1 6  

ノ ッ チ ド ス ク レ イ パー 20 20 

複合 ス ク レ イ パー 2 2 4 6 10  

石箆 1 I 1 2  1 3  

ヘ ラ 形石 器 1 I 10  I I  

く さ ぴ形石器 6 6 

両側縁調整剥片石器 I I 2 4 1  4 3  

打製石 斧 2 3 5 199  204 

磨製石斧 2 3 46 49 

石核 · 剥 片 類 40 18 2 1  2 3  233 82 67 10  87 581 6 , 9 1 2  7 , 493 

調整剥離 を 施 さ れ た 剥 片 1 2 ， 3 3 7 25 397 422 

微細な剥離痕 を 有す る 剥 片 I I I 5 1 3  3 2 7 33 223 256 

打欠石錘 4 4 I I 2 1  8 7 4 50 540 590 

切 目 石錘 3 7 2 2 14  6 6 8 48 273 321 

凹 ・ 敲 ． 叩 ． 磨石類 4 5 3 3 4 4 I 1 7 32 270 302 

石皿 2 I 2 5 20 25 

異形石器 2 2 

決状耳飾 JO 10  

垂飾 I 1 I 

合 計 54 37 32 4 1  327 109 97 1 2  1 28 837 9 , 346 10 , 183 
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石器類は1 0 , 183点か 出土 した。 その う ち 、 遺構からの 出土 は837点、 包含層からの 出土 は9 , 346点で

ある。 主な遺構から 出土 した器種と点数は 第1 表のとおり である。

石器は、 その形態から時期を判別することは困 難であり 、 伴 出する土器型式から時期決定をするこ

とか必要とされる。 これによると、 早期から晩期、 さらには弥生時 代をも含んでの 製 作 、 使用、 廃棄

か考えられる。 しかし、 遺構との関連や 出土 した土器から判 断すると その多くか前期に属するものと

想定される。

なお 、 各器種の定義や使用用途 、 分類、 出土 点数 、 石材 などにつ い ては、 第3 節で若干 の 考 察を加

えることにする。

その他の遺物には、 弥 生土器、 古 代以降の土器 、 鉄製 品 、 炭化 物、 玩具 などがある。 ここでは紙面

の関係上 、 そのすべてを包括的に分類し、 尚かつ弥生土器と古 代以降の土器のみの報告に留める。 な

おそれぞれの 出土 点数は弥生士器 6 点、 古 代以降の土器302 点、 鉄 製 品 4 点、 炭化 物187点、 玩具等2 7

点である。 弥 生土器で特記すべぎは、 中期に属すると考えられる櫛描き文上器である。 今まで徳山地

区の発掘調査で出土 した弥 生土器は、 前期 （遠 賀川系） のものかほとんどであった。 「はいづめ遺跡」

でわずか な小 片 である 貝 田町式土器が出土 して いるよ う であるが、 器種·器形が推測できるよう な個

体の 出土 は初めてであり 、 徳山地区における先史時 代の最も新し い 資料と言える。 詳細は後に記述す

る。

1 . 縄文土器

第1地点で 出土 した約1 1 , 804点の縄文土器 片を、 有文土器の特徴に従 い 、 帰属する時期区分を設定

し、 以下 のように分類した。

第1 群 縄文時 代早期に属する土器群
I類山形の押し型文を有する土器

I I類楕 円 文・ 格子 目文を有する士器

第2 群 縄文時 代前期後葉に属する土器群

I類口縁部か 内側へ 「く」 の字状に湾 曲するか、 もしくは強く屈 折する一群

I I類突帯を有する一群

A 縄文か施された突帯を有する一群

a 口縁部外 側に平行する 2 - 3 条 の縄文突帯を有するもの

b 口縁部外 側に数 条 の縄文突帯を有し、 口縁部～ 胴部にかけて文様帯を形成し ているもの

c その他の縄文突帯を有するもの

B 半載竹管状工具による押 し 引 きやナ デ 引 きが施された突帯、 い わゆる 「特殊突帯」を有する

一群
a 突帯の 断面が半 円状で、 突帯上の文様か平面で 「 C 」 字状を呈して い るもの

b 突帯の断面が半円状で、 突帯上の文様か平面で逆 「 C 」 字状を呈して い るもの
c 突帯の 断面は砲弾状で、 突帯上の文様が平面で逆 「く」 の字状 ～ 「 2 」 字状を呈 し て い る

もの
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d 突 帯 の 断 面 は 三角 状 で、 突帯上の 文様が平面 で 「 I 」 字状 を 呈 し て い る も の

e そ の 他 の 形状 の 押 し 引 き や ナ デ 引 き が施 さ れ た 突 帯 を 有す る も の

c 指頭 に よ り 断面三角 状 に 成 形 さ れ た 突帯 を 有す る 一群

D そ の 他 の 技法 に よ っ て 成 形 さ れ た 突帯 を 有す る 一群

a 貝 殻背圧痕 で施文 さ れ た も の

b 刺 突 で施文 さ れ た も の

c ヘ ラ 刻 み で施文 さ れ た も の

III 類 縄文が施 さ れ た 一群

N 類 沈 線文 を 有す る 一群

V 類 底 部 片 の 一群

A 底部側縁が張 り 出 し て い る 一群

a 刻 み が施 さ れ て い る も の

b 指頭 の 押 圧 に よ る 凹 み か施 さ れ て い る も の

c 棒状工具 の 押 圧 に よ る 凹 み か施 さ れて い る も の

d 貝 殻背圧痕が施 さ れ て い る も の

e そ の 他

B 底部側縁が張 り 出 し て い な い 一群

a 刻 み が施 さ れ て い る も の

b 指頭 の 押 圧 に よ る 凹 み が施 さ れ て い る も の

c 棒状工具 の 押 圧 に よ る 凹 み が施 さ れ て い る も の

d 貝 殻背圧痕が施 さ れ て い る も の

e そ の 他

VI 類 東 H 本 系 土 器 の 一群

VII 類 そ の 他 の 土 器

第 3 群 縄文時代 中 期 ～ 晩期 に 属す る 土器群

第 4 群 詳細 不 明 の 土 器群

土 器 の 分 類 に あ た っ て は 、 『 縄文土器大観』 を 参考 と し た 。 ま た 第 3 群 に 属 す る 中 期 以 降 の 縄文土器

に つ い て は 既刊 の 報告書 『上原遺跡 I 』 の 分類基準 に 依拠 し た 。 本 書 で は P 163 - 164に 掲 載 し た 。

以 降 、 順 を 追 っ て 説明 を 加 え て い く が 、 縄文土器の実測 図 は そ れ ぞ れ の 出 士状況 に 基づ き 掲載 し て

い る の で 、 遺物番号 に 分類 ご と の ま と ま り が な い 。 各項 目 で番号 を 羅列 す る の は 煩雑 で あ る た め 、 別

表 に し た （ 第 2 表 ） 。 な お 各項 目 で の 詳 細 な 説明 は 観察表 （ 第 二分冊 第 6 表 ） に 譲 り 、 本 章 で は 特記す

べ き 点を 中 心 に 記載 し た 。
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第 2 表 第 1 地点出土縄文土器分類別一覧表

分類
I I 

1 11  

2 I 

2 II Aa 

2 II Ab 

2 II Ac 
2 II Ba 

2 II Bb 

2 II Be 

2 II Bd 

挿 図 出土区 遺物番号
43 SBO I 1 0 0 1  
83 包含層 1465 · 1466 
62 SU03 1 4 1 0- 14 1 4  
63 SU03 1 4 1 5- 142 1 
83 包含層 1467- 1472 
56 SB07 1 34 1  
59 , SK05 1400  
84 包含層 1473� 1486 
44 S802 1 027  
45  SB03 1 063 � 1 068 
56 SB07 1 342 - 1 347  
85  包含層 1487� 1495 
43 SBO I 1 002 
44 SB02 !028� 1 034 
45 SB03 1 069� 1 072 
48 SB04 1 1 04 • 1 1 05 
49 SB05 1 1 24- 1 152  
50 SB05 1 1 53 • 1 1 54 
55 SB06 1 330 - 1 332 
56 SB07 1 348- 1 358 
43 SB08 1 1 09 
58 SK02 1 396 
59 SK06 1 4 0 1  
59 P03 1402 
66 SX03 1462  
86 包含層 1496� 1 5 1 1 
87 包含層 1 5 1 2 � 1 532 
88 包含層 1 533� 1559 
89 包含層 1 5 60 - 1 590 
90 包含層 1 59 1 - 1 629 
91 包含層 1 630 - 1 637 
9 1  包含層 1 638- 1 655 
43 SB0 1 1 0 03- 1 006 
43 · SB08 1 020 · 1 0 2 1  
44 SB02 1 035 - 1 044 
46 SB03 1 073- 1 084 
48 SB04 1 1 06 
50 SB05 1 1 83� 1 189  
5 1  SB05 1 1 90� 1 1 99 · 1 2 0 1 • 1 2 03 

55 SB06 1 30 1 • 1 302 · 1 304- 1306 
56 SB07 1 359� 1 362 
57 SB07 1 363- 1 368 · 1 370 
58 SK03 1 397- 1 399 
59 P 1 1  1403 

60 SUO l 1404 · 1 405 
64 SX02 1422 - 1 426 

, 93 包含層 1 656- 1 695 
94 包含層 1 696� 1 730 
95 包含層 1 73 1 � 1 755 
44 SB02 !045 � 1 048 
46 SB03 ! 085 � 1 088 
48 SB04 1 1 01� 1 1 14 
50 SB05 1 1 55� 1 1 82 
55 SB06 1 307� 1 3 1 7  
57 SB07 1 37 1 � 1 380 
95 包含層 1 756 - 1 765 
96 包含層 1 766- 1 794 
97 包含層 l 795� 1 823 

43 SBO I 1 007- 1 009 
43 SB08 1 022 
44 SB02 1 049  
46 SB03 1 089 
48 SB04 1 1 1 5 • 1 1 1 6  
5 1  SB05 1 2 04� 1 2 1 6  
52 SB05 1 2 1 7 � ! 242 
55 SB06 1 303 • 1 3 1 8 - 1 324 
60 SUO l  1406 
64 SX02 1427� 1429 
66 SX03 1463 

97 包含層 1 824 � 1 827 
98 包含層 1 828� 1853 
99 包含層 1854 - 1 897 
1 00  包含層 1898 � 1934 
1 0 1  i 包含層 1 935 � 1 973 

46 SB03 1 090 
52 SB05 1 243 • 1 244 

�. --

点数
1 
2 
5 
7 
6 
1 
I 
14  
I 
6 
6 ， 
I 
7 
4 
2 
29 
2 
3 

1 1  
1 
1 
I 
1 
1 
1 6  
2 1  
2 7  
3 1 
39 
8 
1 8  
4 
2 
1 0  
1 2  
1 
7 
1 2  
5 
4 
7 
3 

I 
2 
5 
40 
35 
25 
4 
4 
8 
28 
1 1  
1 0  
1 0  
29 
29 
3 

I j 
1 
1 
2 
1 3  
26 
8 
I 
3 
I 
4 
26 

I 44 I 

37 
39 
1 
2 

履 挿図
2 II Bd 1 0 1  

102  
2 II Be 5 1  

5 7  
1 0 2 •  1 03 

2 II C  52 
64 
65 
1 04 

2 II Da 1 04 
2 II Db 53 

55 
66 
1 05 

2 II De 46 
55 
57 
105 

2 lII  43 

44 
46 
47 
48 
52 
53 

55 
57 
61 
66 
66 
106 

i ' 1 07 
i 108 
l 2N 53 

i 55 
i 66 

108 
2 VAa 53 

57 
1 09  

2 VAb 1 09 
2 V Ac 43 

44 
53 

54 
57 

1 09 ・ 1 1 1
2 V Ad 1 09  
2 V Ae 47 

54 
57 
1 1 0  

2 VBa 55 
1 1 0  

2 V Bb 54 
1 1 0 

2 VBc 44 
1 09  

2 V Bd 1 1 1  
2 VBe 1 1 1  
2VI 43 

43 

54 
60 
1 1 2  

2VII 52 
54 
57 
61 
1 1 3 

48 
54 
1 1 4 

出土区
包含層
包含屑
SB05 
SB07 

包含層
SB05 
SX02 
SX02 

包含層
包含層
SB05 
SB06 
SX02 

包含層
SB03 

SB06 
SB07 

包含層
SB08 
SB02 
SB03 
SB03 

SB04 
SB05 
SB05 
SB06 
SB07 
SU02 
SX02 
SX03 

包含層
包含層
包含層
SB05 
SB06 
SX02 

包含層
SB05 
SB07 

包含層
包含層
SB0 1 
SB02 
SB05 
SB05 
SB07 

包含層
包含層
SB03 

SB05 
SB07 

包含層
SB06 

包含層
SB05 

包含層
SB02 

包含層
包含層
包含層
SB0 1 
SB08 
SB05 
SUO l 

包含層
S805 
SB05 
SB07 
SU02 

包含層
SB04 
SB05 

包含層'�

3 

4 
1 1 5 , 包含層
48 SB04 

I 

第 3 節 遺物 67 

遺物番号 点数
1 974� ! 980 7 
1 98 1 -2006 26 
1200 • 1202 2 
1 369 1 
2007�2027 2 1  
1245 � 1 247 • 1 2 53 4 
1 430- 1 443 1 4  
1 444 - 1 453 1 0  
2028-2039 1 2  
2040-2048 ， 
1276  1 
1 325� 1 327 3 
1 454 1 
2049-2060 12  
1 0 9 1  I 
1 328 · 1 329  2 
1 38 1  1 
206 1 - 2074 1 4  
1 0 23 1 
1 050- 1 059 10  
1 0 92 - 1 095 4 
1 0 96- 1 1 00 5 
1 1 1 7� 1 1 2 0  4 
1 248 · 1 250� 1 252 • 1 254 5 
! 255 � 1 275 2 1  
1 333� ! 338 6 
1 382- 1 39 1  1 0  
1408 I 
1455� 1460 6 
1464 1 
2075�2093 1 9  
2094- 2 1 1 2  1 9  
2 1 1 3�2 146 34 
1277 1 
1 339 1 
1 4 6 1  1 
2 1 47-2152  6 
1 278� 1 280 3 

1 393 1 
2 1 53 - 2 1 6 1  ， 
2 1 62�2 ! 6 6  5 
1 0 1 0 - 1 0 1 2  3 

1 060 I 
1 28 1 · 1 282 2 
1 283 • 1 284 2 
1 394 1 
2 1 6 7-2 170 • 2 1 72 - 2 1 77 · 220 1 - 22 1 3 

2 1 78 • 2 1 79 2 
1 1 0 1 � 1 1 03 3 

1 285 � 1294 1 0  
1 395 1 
2 1 80�2189  1 0  
1 340 1 
2 1 90 · 2 1 9 1  2 
1 295 1 
2 1 92-2200 ， 
1 0 6 1 · 1 062 2 
1 7 1  1 

2204 I 
2205-2208 4 
1 0 1 3 - 1 0 1 8  6 
1 0 24 � 1 026  3 

1 296- 1 298 3 

1407 1 
2209�2229 21  
1 249 1 
1299  I 
1 392 I 
1409 I 
2230-2237 8 
1 1 2 1  1 
1 300 1 
2238�2252 15 
2253 · 2254 2 
1 1 22 • 1 1 23  2 

合計 1 254 
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第 l 群 I 類

早期 に 属 す る ネ ガ テ ィ ブ な 山 形 の 押 型 文 を 有す る 土器群 を 本類 と し た 。 3 点 図 示 し た 。 い ず れ も 胴

部 の 小 片 で文様 は 横位 で あ る 。 100 1 は 上部 に 1 条 、 下部に 3 条 の 押 型 文か確認 で き る 。 両 者 の 間 に は

若干の 無文帯が見 ら れ る 。 山 形 は 振幅か少 な く 崩 れ て お り 、 横 線 に 近 い 。 1465 も 3 条 の 押 型 文が確認

で き る か 、 や は り 山 形 は 崩 れ て い る 。 一 方 1466 は 同 じ 横位の押型 で あ る か 、 山 形 は し っ か り し て い る 。

第 1 群 II 類

早期 に 属 す る 楕 円 状 ま た は 格子 目 状 の 押 型 文 を 有す る 土器群 を 本類 と し た 。 本地点 で 出 土 し た こ の

類 の 土 器 は すべ て 高 山 寺 式 士 器 で あ る 。 18点図示 し た 。 1410 - 1421 に つ い て は ま と ま っ て 出 土 し て い

る の でお そ ら く 同 一個体 と 考 え ら れ る 。 器壁 は 厚 く 1 3 - 16mm ほ ど あ る 。 摩滅 し て い る 破 片 も あ る が 外

面 に 格子 目 状 の 押 型 文か見 ら れ る 。 14 10 · 14 13 · 1414 は 口 縁部 片 で あ り 、 内 面 に 指頭 に よ っ て 施 さ れ

た 余斗行沈線が確認 で き る 。 1 467 - 1472 は そ れ ぞれ別個体 で あ る 。 1467 は 口 縁部 に 近 い 部分 の 胴 部片 で

内 面 に 斜行沈線が見 ら れ る 。 14 10 - 1421 と は 異 な り 、 縦長 の 楕 円 状 の 押 型 文 が施 さ れ て い る 。 本地 点

お よ び隣接す る 第 4 地 点 で も 押 型 文土器は 出 土 し て い る が 、 楕 円 状 の も の は 確 認 で き な か っ た 。 1 468 -

1472 は 摩滅 し て お り 、 外面 の 詳細 な 観察 は 困 難 であ る か 、 格子 目 状 で あ る 可能性が高 い 。

第 2 群 I 類

ロ 縁端部か 内 側 へ湾 曲 お よ び 内 折 す る 土 器群 を 本類 と し た 。 16点 図 示 し た 。 1473 - 1478 は 「 く 」 の

字状 に 内側 へ 湾 曲 す る も の 、 1 34 1 · 1400 · 1479 - 1486 は 強 く 内 折 す る も の で あ る 。 1473 · 1 478 は 内側

ヘ 曲 げ ら れ た 部分が短 い が 、 1474 - 1477 は 比較的長 い 。 1473 は 口 縁部 片 で 外 面 に は 縄文 の み確認 で き

る 。 1477 は 無文 で あ る 。 1474 · 1476 は 横位に 数条 の 突帯が貼 付 ら れ て い る 。 1474 は 縄文 突 帯 、 1476 は

高 い 指頭 成 形 突 帯 で あ る 。 1475 · 1478 は 摩滅 し て お り 詳細 は 不 明 で あ る が 、 弧状 を 描 く 縄文 突 帯 で あ

る 可能性 が高 い 。 突 帯 に よ る 文様構成 は 強 く 内 折す る も の で も 二通 り 見 ら れ 、 1 479 · 1480 · 1483 は 横

位に 平行 で あ り 、 1481 · 1482 · 1484 · 1485 は 弧状 を 描 く 。 い ず れ も 縄文 突 帯 で あ る 。 1486 は 無文地 に

若干 の 突 帯 ら し き 痕跡 か あ る が詳細 は 不 明 で あ る 。 1400 は 本類 中 唯一 器形がわ か る も の で あ る 。 口 縁

端部 を 短 く 内 側 へ 内 折 さ せ 、 端 部 に は 縄文 を 施 し て い る 。 膨 ら ん だ胴 部か ら 口 縁部下 でやや く び れ 、

端部に 向 か っ て 直 線 的 に 開 く 器形 を 呈す る 。 主文様 は 縄文 で あ る か 、 胴 部 下 半 に は 無数 の 条 線が不規

則 に 施 さ れ て い る 。 底 部 は 欠 損 し て い る た め 不明 であ る 。

第 2 群 II 類

突帯 を 有す る 個体 も し く は 破 片 を 本類 と し た 。 本地点か ら の 出 土 土 器 の 大半が本類 に 屈 し 、 そ の 中

核 を な す 。 出 土 量 も 比較 的 多 く 様相 が 多 岐 に わ た る の で 、 一 括せ ず に 突帯 の 成 形 技 法 お よ び施文技法

を 中 心 に 細 分 し た 。 一個体 中 に 複数種 の 突 帯 を 有す る 個体 に つ い て は 、 主 と な る 突帯 を 基 に 分類 し た 。

な お B a - B d に つ い て は 突帯上に 半載竹 管状工具に よ る 押 し 引 き お よ び撫 で 引 き が施 さ れ て い る の

で、 推定可能 な 工具 と そ の エ具 に よ っ て で き る 押 し 引 き の 平 断 面 図 を 第92 図 に 示 し た 。 以 下 各項に つ

い て 説明 を 加 え て い く が 、 便宜上、 第 2 群 第 II 類 A a を 2 II A a と 記 し 、 他 も 同 様 に 表現す る 。
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第 8 4 図 縄文土器実測図 (2) 第 2 群 I 類

2 II A 

本類の A は 突帯 を 有する上器群の う ち、 縄文 が施 さ れ た突帯（縄文 突帯 ） を 主と する ものである 。

突帯 上の 施文 技法 は 共 通する か、 文 様 構成の 違 いでaと bに 細分した 。

2 II A a 

ロ 縁部に平 行する 2 - 3 条の 突帯 を 有する もの を 本類とした 。 22点図示した 。 突帯 文土器の 中では

出土 量 は 少 な く 、 こ こに 掲 載した もの が その はと ん どに あ たる 。 a は 口 縁部の みに 特徴が あ り、他の

部位 で の 判別 が 困 難 で あ る こ と も 確認 で き た数の 少 な い 要 因 で あ ろ う と 思 わ れ る 。

1027 は 口 縁部 片 は やや 外 反した 口 縁部 片で3 条の平 行する 縄文 突帯 を 有する 。

1063 -1067 も 同 様で突帯 以 下 は地 文 の 縄文 か施 さ れ て いる 。 た だ1065 だけ は やや 異 な り、 突帯 は 2

条で突帯 間 か広 い 。 1068 も 3 条の 縄文 突帯 を 持つ か、 口 縁端部 が内 側に 向け ら れ て いる 。 ま た 外面 最

上 部 が縄文 帯に な っ てお り、 一 番上に 貼 付 ら れた突帯に つ な が っ て いる 。 補修孔がある 。
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縄文土器実測図 (3) 第 2 群 n 類 ①第8 5 図

1342 -1347 も 同 様に 口 縁部 外側に 3 条の 縄文 突帯 を 持つ が、 1027·1063 -1068 までが 外 反 気 味であ

るのに対して やや内 湾して いる 。

1487 -1495 も 基本 的に は 同 じである か、1488と1489 は 突帯 上に 縄文 だけでな く 刻み も 施 さ れ て いる 。
ま た突帯の 断面 も やや 高 く 、 様相 が 異 なる 。

ま た 1492 は内 面 を 肥厚 さ せ たと こ ろ へ刺突 を加 え て いる 。 1487 は 比較 的遺存状態 かよ く 全周の 3 分の

1 ほ ど ある 。 やや 外 反しな か ら 朝 顔状に 開 く 器形 を 呈する 。 一 番上の 突帯 は 口 縁端部 へ広かる よ う に

貼 付 ら れ て いる 。 1493 は1487と 同 一 個体である 。 1494 は 縄文 突帯 だ か、 断面 が高 く他と 異 なる 。 以上

た だ比較して

この 差が器形 その他に 関連 する か ど う かは 現状では 不 明
記した22点 は 若干の 差 異 は 認め ら れる ものの 基本 的 な 要素は 同 じであると 考 え ら れる 。

考 え て い き た いの は内面 肥厚の 有無である 。

である 。



第 3 節 遺物 1 1 1  

2 II A b 

b は 縄文 突 帯 を 数条 有 し 、 口 縁部 か ら 胴 部 に か け て 文様帯 を 形成 す る も の を 一 括 し た 。 突帯文土器

の う ち で は 比較 的 ま と ま っ て お り 、 量 的 に も 占 め る 割合は 高 い 。 201点図 示 し た 。 な お 小 片 で詳細が不

明 で あ る 縄文 突 帯 を 有す る 破 片 の 多 く を 本類 に 含め た 。

100 2 は 低 い 突帯 を 持つ 胴 部 片 と 思 わ れ る 。 1019 も 胴 部 片 で あ る 。

1028は 緩や か な 波状 口 縁 で 、 や や 外反 し な が ら 朝 顔 状 に 開 く 器形 を 呈す る 。 横位 の 突 帯 を 基本 と し 、

X 字状 ・ 弧状 の モ チ ー フ が描 か れ て い る 。 1029 は 文様帯 の 下部 に 該 当 す る 部位 で あ ろ う と 思 わ れ る 。

1030 · 1031 · 1033 · 1034は 胴 部 片 、 1032 は 内 面肥厚の あ る 口 縁部 片 で あ る 。

1069 - 107 2 は 同 一 個 体 で あ る 。 器 形 は 1028 に 似て い る 。 横位の 突 帯 を 基本 と し 、 波 頂 部下 に は 弧状

の文様が加 え ら れ る 。 1028 と と も に 短 く 内 面肥厚 さ れ縄文が施 さ れ て い る 。 こ の 1028 · 1069 - 107 2 が

2 II A b の典型 的 な 例 で あ る 。 他 の 小 片 で も 文様構成 そ の 他 に お い て 共通 す る 点が 多 い 。

1 104 · 1 105 は 胴 部 片 で あ る 。

1 1 24は 縦位 の 突帯 を 持つ 。 1 1 27 は 内 面 肥厚 し た 口 縁端部に 棒状工具 に よ る 押 圧 が加 え ら れ 、 さ ざ波

状 を 呈 し て い る 。 内 面 肥 厚部 に は 縄文が施 さ れ て い る 。 1 1 28 · 1 1 3 1 - 1 1 34 · 1 1 36 は 波状 口 縁 で文様 も

よ く 似 て い る 。 突帯 は 低 く つ ぶ れ た 感 じ で あ る 。 1 1 38 - 1 1 5 1 は 胴 部 片 で低 い 突 帯 が 多 い 。 1 1 5 2 も 低 い

突 帯 だ が 、 突 帯 上 に 直行す る 浅 い 刻 み が見 ら れ る 。 1 1 53 は 緩や か な 波状 口 縁 で端 部 に 刻 み が施 さ れ さ

ざ波状 を 呈 し て い る 。

1348 · 1349 は 内 面 肥厚 さ れ た 口 縁部 片 、 1330 - 1332 · 1350 - 1358 は 胴 部 片 で あ る 。

146 2 は 口 縁部 片 で あ る 。 短 く 斜 め の 縄文突帯が見 え る 。 多 く の 口 縁部 片 が 口 縁 に 沿 っ て 1 条 な い し

数 条 の 横位突帯が貼付 ら れ て い る の に 対 し て 、 本例 は そ れ に 該 当 し な い 。 他 に も 1 5 28 の よ う に 数点確

認 で き る 。

1496 は 比較 的文様構 成 が わ か る 資 料 で あ る 。 横位の 突 帯 間 に 弧状文 を 組み 合 わ せ 連弧 も し く は 楕 円

状文等 を 描 い て い る 。 文様帯最下部 に は 横位の 1 条 の 突 帯 を 貼 付 し 、 口 縁部文様帯 と 胴 部地文帯 と を

区画 し て い る 。 1028等が波状 口 縁 で あ る の に 対 し て 、 平 口 縁 で あ り 内 面 肥 厚 も な い 。 器 形 に お い て も

異 な り 、 口 縁端部に 向 か っ て 湾 曲せ ず ほ ぼ直 線 的 に 立 ち 上が る 器形 を 呈す る 。 同 様 に 内 面肥 厚 の な い

D 縁部 片 を 見 る と 、 1 503 · 1504は 端部 がやや 内 側 に 傾 い て い る が 、 1 506 - 1507 は 直線 的 で あ る 。 文様

の点で は 1 503 は 1028 と 酷似 し て い る 。 1496 · 1497 · 1 506 · 1507 は 横位 突 帯 の 間 に 弧 を 合 わ せ た よ う な

ラ グ ビ ー ボ ー ル状 の モ チ ー フ を 描 き 出 し て い る 点で共通す る 。

1 5 1 2 と 1 5 1 3 は 同 一 個体 で あ る 。 波 状 口 縁 で段状の 内 面肥厚が施 さ れ 、 端 部 に は 棒状工具 の 押圧 に よ

る 凹 み が あ り 、 さ ざ波 状 で あ る 。 外 面 の 文様 に は 縦位の 突 帯 か加 わ る 点で他 と 異 な る 。

1 5 14 と 1 5 1 5 も 同 一 個 体 で あ る 。 内 面 肥 厚 の あ る 口 縁 部 片 だ か 、 端 部 は つ ま み 上 げ ら れ て い る 。

1 5 1 6 - 1 5 3 1 も 口 縁部片 で あ る 。 波 状 の も の は 1 5 1 7 · 15 1 9 · 1 5 20 · 15 2 1 · 1 5 28 で あ る 。 端部 に 凹 み か あ

る も の は 1 5 1 6 - 1 5 1 9 · 1 5 2 5 - 1 5 28 、 内 面 肥厚 さ れ て い る も の は 1 5 1 6 - 1 5 20 · 1 5 2 2 • 1 5 2 3 • 1 5 2 5 - 1530 

で あ る 。 1532 は 同 じ く 縄文突帯 を 有す る 口 縁部 片 だか、 波 頂 部 に 酒杯状 突 起 を 持つ 。 突 帯 は 低 く つ ぶ

れ て い る 。

1533 - 1 542 は 同 一個体 で あ る 。 波 状 口 縁 で 、 内 面 肥庫 さ れ 縄文が施 さ れ て い る 。 やや摩滅 し て い る

せ い も あ る が突 帯 は 低 い 。 4 - 5 条 の縦位の長 い 突帯 を 貼 付 し て い る 。 胴 部下 半 は 不 明 だ が 、 横位の
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1 18 第 3 章 第 1 地点

突帯 が見 あ た ら な いと い う点にお い て 本遺跡では 珍しい 例である 。 S K06より出上して いる1401 も 同
一個体と 思 わ れる 。

1543 -1549·1551 -1559 は 口 縁部片である 。 内面 肥厚 さ れ て いる もの が 多 い 。

1550·1560 -1629 は 胴 部片である 。 い ず れ も小 片で中に は 摩滅か激し く 判別 困 難 な もの も ある 。 文

様構成 は 基本 的に 横位である 。 1550 は1512と 同 一個体である 可能性か裔 い 。 1550 が1512の 胴 部である

と し た な ら、 口 縁部の 文 様 モ チ ー フ か胴 部 まで繰り返 し 施文 さ れ て いる ことに なる 。 1560と1565 は 同
一個体と 思 わ れる 。 突帯 がしっ かり し てお り、 断面 が四角形 を 呈して いる 。 1561 も 同 様である 。 1563

の 突帯 は比較 的 高 く 摩滅 が ほと ん ど な い 。 1586 -1588 は 同 一個体である 。 1621 -1623·1626 は 同 一 個

体で、 突帯 が細 い 。 1630 -1635 は 同 一 個体である 。 包 含層 中では ある が まと ま っ て出土した 。 接合は

しな い が そ れ ぞれの 破片 か ら類 推すると、 波状 口 縁で内面 肥厚 さ れ、 胴 部で少 し く びれ下半でやや 膨

ら み、 口 縁部 は 外側 へ 直線的に 開 く 器形 を 呈する 。 突帯 は 幅広で低 い 。 胴 部下半 は 縄文地 の みである 。

2 II A c 

c は その他の 縄文 突帯 を 有する もの を 一 括した。 18点図示した。 包含層 か らの出土 ばかりである 。

主に 口 縁部の形状の 違 う もの を まと め た。 中に は他類との 判別 か 困 難 な もの も 含 ま れ る 。

1638 -1653 は 口 縁部片である 。 比較 的短 い 口 縁部でやや内 湾 する器形である 。 外側に は 縄文 突帯 が

1 - 2 条 貼 付 ら れ て いる 。 縄文 突帯 は 幅広で低 く 器面 に は りつ く よ う に 施 さ れ て いる 。 1640·1653 は

端部が欠 損して いるので不 明 だ が、 1639 以 外 は内面 肥厚 さ れ て いる 。 1638·1639·1641 は 湾 曲した部

分の内 側に 連 続する 生 爪痕 が確認でき る 。 1641の 一 番下の 突帯 は 半載竹管状 工具による 成形の 可能性

も ある が不明である 。 1642の 端部 外側に 短隆線と 思 わ れる 貼 付が ある 。 2 II B b に分類した ものの 中

に もよ く 似 た もの が ある が、 縄文 突帯の 様相がやや 異 な り、 むしろ1644 や1649に 近 い 感 じ を 星して い

るのであ え て 本類に 含 め た 。

1654·1655 は 頸部である 。 口 縁部に かけ て 湾 曲する 部分の内 側に 生 爪痕が確認でき る 。

2 II B 

本類の B は い わ ゆる 特殊突帯 を 有する もの を まと め た。 本地点では 最 も出土 量 が 多 い 部類に 属 する 。

その た め 「 特殊突帯 」 と い う 概 念で一 括するのでは な く 、 突帯の平 断面形 もし く は 推定でき る エ具に

焦点 を あ て 細分 を 試み た。 そ れ が前に 示 し た a - e である 。 報告者の 理解 は 特殊突帯 a は b • C を 経

て d へと 変化して い く と い う ものである 。 し か も その 変化 は 極 め て 連続 的であ り、 細分 は 困 難 な面 も

あると 考 え て いる 。 実際に 細分して い く 上で、 摩滅してお ら ず 良 好 な状況で遺存して いる ものでも、

どの分類に 含める か苦 慮した もの も あ っ た 。 基本的に は 第92図に 示したよ う な平 断面形の 違 い がみ ら

れ る ものの、 そ れ ぞれの 中 間 的 な 様相 を 示す もの も い く つかあ っ た 。 そ うした土器を あ え て ど ち ら か

の分類に 含め て し ま っ た点に つ い て は 報告者の 意図か働 い て いる こと を あ ら か じ め 明 記してお く 。 詳

細 は 以下個 々に 記す 。

2 II B a 

175点図示した 。 遺構関係出土分75点、 包 含層出土分100点である 。 良 好 な状況の もの も 多 い が、 突
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 ※本図は山岸洋一氏の案 （ 山 岸 1 9 9 6 ) を参考にして作成した

第 9 2 図 特殊突帯分類模式図
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帯 と い う 器面 よ り 外側 へ 出 て い る と い う 性格上 、 摩滅 し て い る も の も 多 い 。 本 類 で は 突帯上の施文で

あ る 押 し 引 き の 平 面 形 が 「 C 」 字状で断面形が半 円 形 で あ る も の を 一 括 し た 。 し か し 判 然 と し な い も

の が 多 い た め 成 果 は 上が っ て い な い か も し れ な い 。 報告者 の 観 察 に 基づ き 本類 に 含 ま れ る と 思 わ れ る

も の の う ち 、 特徴的 な も の の み個 々 の 状況 に 応 じ て 説明 を 加 え て い く こ と に し た 。

1003 - 1005 は 胴 部 片 では み 出 し が あ る が 、 頸部片 であ る 1006 に は は み 出 し が な い 。 1003 は 縦位 の 突

帯 を 持 ち 、 やや粗め の 押 し 引 き が し っ か り と 施 さ れ て い る 。 そ れ に 比べ 1004 は 押 し 引 き が軽 く 施 さ れ

て い る の で、 撫 で 引 き の よ う に も 見 え る 。 1006 の 突帯 は 摩滅 し て い る が 、 突 帯 の 両 脇 に は エ具 で撫 で

引 い た 痕が認め ら れ る 。

1020 · 102 1 は 両 者 と も 小片 で詳細 は 不 明 だ が、 1020 は は み 出 し が な く 、 102 1 に は は み 出 し が あ る 。

1035 - 1044 は 同 一住居跡か ら の 出 上 で あ る 。 そ の う ち 1035 - 1040 は 同 一個体の 可能性 か あ り 、 ど れ

も 若干 の は み 出 し が見 ら れ る 。 1035 - 1039 は 口 縁部片 で 、 端部 を 内 側 へ 向 け る よ う に 短 く 内 面 肥厚 し

縄文 を 施 し て い る 。 突 帯 は 縦位 で あ る 。 1041 · 1043 は く びれ た 頸部 に 1 条 の 横位突帯が貼付 ら れ て い

る タ イ プ で あ る 。 1041 - 1043 に は は み 出 し が あ る が 、 1044 は は と ん ど な く 突 帯 も 比較 的細 い 。

1073 - 1084 も 同 一 住居跡か ら の 出 土 で あ る 。 1073 · 1075 · 1078 · 1079 · 1083 は 口 縁部 片 、 そ の 他は

胴 部 片 で あ る 。 1078 は 口 縁部が短 く 立 ち 上か る 器形で あ る 。 端部 に も 押 し 引 き が施 さ れ 、 胴 部 突 帯 の

施文工具 と 同 ー で は な い か と 思 わ れ る 。 地文 は 羽 状縄文で あ る 。 突帯脇 に は は み 出 し か見 ら れ 、 押 し

引 き の 間 隔 も は ぱ均 等 で あ る 。 大変丁寧 な 作 り で あ る 。 こ の 1078 の 突 帯 は 、 平 面 形 か 「 C 」 字状 で断

面 形 が半 円 形 を 呈す と い う 2 II  B a の典型 的 な 例 で あ る 。

1084 は 胴 部下 半 の 破 片 で、 文様 モ チ ー フ は 同 心 円 文の 可能性 が あ る 。 第 4 地点 S B 0 1 で 出 土 し て い

る 膨 ら ん だ 胴 部 を 持つ 個体 と 同 じ で、 特殊突帯 で主文様 を 構成 し 、 一 番下 に は 文様帯 の 下 限 を 示す よ

う に 1 条 の 縄文突帯が貼付 ら れ る 。 1084 は 突帯かやや摩滅 し て わ か り に く い 部分 も あ る が 、 押 し 引 き

の 間 隔 も 均 等 で基 本 的 に 丁 寧 な 作 り で あ る 。 突帯脇 に は やや 多 め の は み 出 し が あ る 。

1076 に は は み 出 し かあ り 、 1077 は は み 出 し が な い 。 他 の 詳細 は 不 明 で あ る 。

1 187 · 1 188 の 押 し 引 き は し っ か り し た も の で、 器面 に 食 い 込 む よ う に 引 か れ て い る 。 1 187 に は は み

出 し が あ る か 、 1 188 は は と ん ど な い 。

1 190 · 1 1 9 1 は 突帯 の 幅 が比較 的狭 く 、 脇 の は み 出 し か 多 い 。 押 し 引 き の 間 隔 も やや 長 め で あ る 。

1 20 1 は 3 条 の 突帯か接 し て 貼 付 ら れ て い る 。 押 し 引 き の 間 隔 は 密 で あ る が 、 使用 し て い る 工具 か 肉

厚 な 感 じ で 、 は み 出 さ ず に 突帯脇 で押 し つ ぶ さ れ て い る 。 1 203 は 器壁 がやや厚 い 。 押 し 引 き の 間 隔 も

か な り 密 で 、 他 と 様相 を 異 に す る 。

1 30 1 の 突 帯 は 密 に 押 し 引 か れ 、 つ ぶ れ た 感 じ で あ る 。 包 含層 よ り 出 土 し て い る 1 752 - 1755 と よ く 似

て い る 。 突帯幅 は やや 細 め で は み 出 し が な い 。 平面形は 「 C 」 字状 で あ る か 、 断面 は つ ぶれ て い る た

め 、 半 円 形 よ り 低 い 。 そ の 点 で は 2 II B e に 分類 し て も よ い 。 1302 は 2 条 の 突帯か見 え る が 、 上 の 突

帯 は 「 C 」 字状 だ が 、 下 の 突 帯 の 一 部 は 逆 「 C 」 字状 に も 見 え る 箇 所かあ る 。 内 面肥原 さ れ た さ ざ波

口 縁 で あ る 。 1 305 は 1041 等 と 同 じ く 頸部に 1 条 の横位突帯 を 貼 付す る タ イ プ で あ る 。 突帯 は 高 く 盛 り

上か っ て い る 感 じ で あ る 。 やや は み 出 し か見 ら れ る 。

1 359 は 端部 に 短隆線 を 有 し 、 外面 に 肥厚 さ れ た と 思 わ れ る 縄文帯が あ る 。 そ の 下 は 無文帯 で生爪痕か

ほ ぽ等 間 隔 では っ き り と 施 さ れ て い る 。 やや摩滅 し て い る か 、 器形が変化す る 頸部近 く に 1 条 の横位突
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帯 か貼 付 ら れ て いる 。 1360·1362 -1364·1366 も 外面 肥厚 さ れ た 縄文 帯 を 有する 。 1360 は 摩滅してお

りわかりに く い部分 も ある か、 外面 に 二段の 縄文 帯 が あ り、 その 上に内面 肥厚部分 か ら ま た がるよ う

に 短隆線か1 条 貼 付 さ れ て いる 。 外面 縄文 帯の 下に は 少し離れ て 幅の 広 い 縄文 突帯 が1 条 ある 。 短 隆

線は その 断面 等よ リ 2 I I  B a の エ具で撫で引 かれ て いると 思 わ れる 。 1363 -1366 も 同 様である 。 1362

は 外面 縄文 帯の 下に 2 条の 突帯 が貼 付 ら れ て いる 。 2 条の 突帯 上に は 刺突に 近 い 押し引 き が あ り、 そ

の平面形 は 「 C 」 字状である 。 ま た端部の内 外面 に 細 い 粘土紐 を そ れ ぞ れ1 条 ず つ 貼 付し密に 押し引

い て いる 。 その平面形 も 「 C 」 字状で、 同 ー エ具である 可能性 も ある 。 1367 は 比較 的器壁 が原 い 。

1399 は S K03 か らの出土である 。 全周の ほ ぱ3 分の1 ほ ど あ り、 胴部 下 半か ら 底部 を欠 く 。 本類の

中では器形および文 様 構 成 等 が わ かる 員重 な 資料である 。 口 縁部 は や や 長 めに内面 肥 厚 さ れ、 縄文 が

施 さ れ て いる 。 端部に は 棒状 工具の 押圧による 凹み か施 さ れ さ ざ波状 を 呈して いる 。 端部 は ご く 一部

しか遺存して い な い た め、 凹み が 連 続して いるの か、 一定の 単位で施 さ れ て いるの かは 不 明である 。

やや膨 ら ん だ胴部 か ら 頸部でい っ た ん く びれ、 口 縁端部に 向 か っ て 湾 曲しな か ら 開 い て い く 器形 を 呈

する 。 主文 様 は平面形 が 「 C 」 字状の 押し引 き 突帯で構成 さ れる 。 口 縁端部の 外面 や や下に1 条の 横

位突惜が貼 付 ら れ て いる か、 突帯 上の 施文 は 貝 殻背圧痕である 。 ＜ び れ た頸部に は1 条の 突帯 か あ り、

貝 殻背圧痕突帯との 間に 眼鏡状の モ チ ー フ が 連 続して 描かれ て いる 。 頸部 以 下でも 2 組描かれ て いる 。

胴部 下半に は 文 様帯の 下 限 を 示すよ う に 横位の 突帯 か2 条 ある が、そ れ らの 突帯 は 押し引 きでは な く 、

指頭成形による ものである 可能性 が ある 。 地 文 は 縄文である 。

1404·1405 は 胴部 片である 。 1404 は あ ま り摩滅してお ら ず 良 好 な状況である 。 突帯 脇に は み出しは

な く 、 押し引 き も 等 間 隔で丁 寧に 作 ら れ て いる 。 平面 「 C 」 字状、 断面 半 円状の 好例と 言 える 。 1405

は やや摩滅して いる か、 押し引 き は 確認でき る 。 た だ 一 番上の 突帯 は や や 逆 「 C 」 字状に 近 い 様相 も

ある 。 下 2 条 は 「 C 」 字状である 。 両 者 は 後述する1407と 共伴関係に ある 。 併行関係に つ い ての 記述

は こ こでは 避ける か、 検 討の 余地 は あると 思 わ れる 。

1422 は 頸部 ～ 胴部に 胴部に かけ ての 破片である 。 縦位の 突帯に は、 刺突に 近 い 押し引 き か器面 に 食

い 込 むよ う に 引 かれ て いる 。 押し引 き 前に 貼 付 ら れ た粘土紐は かな り細 く 工具幅の 方 が広 い 。 1425 は

比較 的 密に 押し引 かれ た突帯 を 持つ胴部 片である 。 突帯 上の 押し引 きの平面形 は 「 C 」 字状である か、

逆 「 C 」 字状に 近 い 感 じ も み ら れる 。 断面 も 高 く はみ出し も ほと ん ど な い 。 1426 は 口 縁部 外側に 横位

2 条の 突帯 を 持つ 破片である 。 突帯 は 低 く 貼 付 ら れ た粘土紐 も 細 い 。 工具幅 は 広 く 、 突帯 脇に は 溝状

に 押し引 きの 痕 が器面 に 残 っ て いる 。 口 縁端部内 側に も 押し引 き か施 さ れ て いる が、 その 幅 は 狭 く 、

外面 の 突帯に 使 用した ものと は別である 可能性 が高 い 。

1656 -1755 は 包 含層 か らの出土である 。 突帯 幅、 押し引 き ・ 撫で引 き、 押し引 き 間 隔の 粗密、 粘土

紐幅と エ具幅の 関係、 つ ま り押し引 き ま た は 撫で引 きの 際に 生 じ た突幣脇の は み出しの 有無 等に 桁目

し、 さ ら なる 細分 化 を 試み た 。 しかし、 判 断基準 は数値 な ど を 設定した わけでは な く 、 視覚的 な もの

である が ゆ えに あ い ま い さ は 払 拭でき な い こと を あ ら か じ め 記してお き た い 。

1656 -1678 は、 突帯 か太 く 押し引 き か粗 い もので、 はみ出しか はと ん ど な い 。 1656·1657 は 同 一 個

体である 。 押し引 き は器面 に 食 い 込 むよ う にしっ かりと 施 さ れ て いる 。 は ど ん ど 摩滅してお ら ず突帯

の形状 がよ く 観察でき る 。 本類の 突帯 を 考 える 上で好資料である 。 1658·1659の 突帯 は 幅 広でやや 低

めである 。 1658に は 若 干の は み出しが見 ら れる 箇 所 も ある 。 1659の く び れ た 頸部に 貼 付 ら れ た突帯の
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押 し 引 き に は ま っ た く は み 出 し が な く 、 間 隔 も 均等 で非常 に 丁 寧 な 作 り で あ る 。 1 664 · 1665 も き ち ん

と 押 し 引 き が施 さ れ 、 エ具先端 の状況か よ く わ か る 。 1 669 は 端部 を 欠 損 し て い る 口 縁部 で あ る 。 内 面

肥厚 し た 端部 内側 に 粘 土紐 を 貼付 し 押 し 引 い て い る 。 さ ら に 内 面 肥厚部下端 に も 粘 土紐 を 貼 付 し 押 し

引 き を 施 し て い る 。 本 遺跡 では 他に 類例 を 見 な い 珍 し い 例 で あ る 。 外 面 に は 刻 み の あ る 突帯 が 1 条見

え る だ け で あ る が 、 端 部 は 半載竹管状工具 で押 し 引 か れ て い る 。 1676 は 端部 を つ ま み 上 げ て 内 側 に 向

け 、 押 し 引 き を 施 し て い る 口 縁部片 で あ る 。 1677 は 波状 の 口 縁部 片 で あ る 。 内 面 肥厚 さ れ て い る 部分

は 比較 的 長 い 。 端部 内 外面 に は 粘 土紐が貼 付 さ れ 、 半載竹管状工具 に よ る 押 し 引 き が な さ れ て い る 。

外 面 に 2 条 見 え る 突 帯 は 上が縄文突帯 、 下 が特殊突帯であ る 。

1 679 - 1695 は 、 突帯が太 く 押 し 引 き が粗 い も の で 、 は み 出 し か あ る 。 1 68 1 は 短 く 内 面肥厚 し た 部分

に 縄文 を 施 し た 口 縁部 片 で あ る 。 端部 は さ ざ波状 を 呈 し て い る 。 外 面 に は 2 条 の 突 帯 が あ る 。 突帯先

端かやや摩滅 し て い る の で正確 さ に 欠 け る か 、 下 の 突 帯 の 平 面 形 は やや逆 「 C 」 字状 に 近 い 。 1682 は

横位に 貼 付 ら れ た 3 条 の 突 帯 を 持つ 胴 部 片 であ る 。 突帯上 の 押 し 引 き は 比較 的 間 隔 か広 い 。 平 面 形 か

「 C 」 字 状 、 断 面 形 が 半 円 状 で本類の典型 的 な 例 と 言 え る 。 1 687 · 1 688 も 好例 で あ る 。 1 693 は 頸部 片 で 、

く びれ 部 の 突帯上に は 、 突 帯 を 切 断す る よ う な 深 い 刺 突 が施 さ れ て い る 。 そ の 突 帯 か ら 胴 部へ 向 か い

縦位に 突 帯 が 貼 付 ら れ て い る 。 頸部 の 突 帯 以 外 は 特殊突帯 で あ る 。 頸部上 に あ る 横位 l 条 の 突帯 を み

る と 、 やや逆 「 C 」 字状に 近 く 、 エ具の先端 に 若干の加工が施 さ れ て い る よ う に も 見 え る 。 1 694 の 突 帯

は や や 高 め で 、 押 し 引 き は 浅 い 。 1 695 は 摩滅 し て い る の で詳細 は 不 明 だ が 、 撫 で 引 き の 可能性 も あ る 。

1 696 - 1 704 は 、 突 帯 か太 く 押 し 引 き が密 な も の で 、 は み 出 し か は と ん ど な い 。 1 696 は 張 り 出 し た 胴

部 片 で 、 弧状 モ チ ー フ が描 か れ て い る 。 モ チ ー フ 自 体は 特殊突 帯文土 器 に よ く 見 ら れ る も の で あ る 。

縦位に 貼 付 ら れ た 突帯上 に は 、 押 し 引 き が上か ら 下 に 向 か っ て 引 か れ て い る 。 押 し 引 き の 間 隔 は 上が

密 で 、 下へ行 く ほ ど粗 に な る 。 平面形 も 上部では 「 C 」 字状 であ る の に 対 し て 、 下 部 で は 逆 「 C 」 字

状 ～ 逆 「 く 」 の 字状 に 近 い 形へ と 変化 し て い る 。 こ れ は 押 し 引 き 時 の エ具 と 突 帯 の 角 度 の 違 い か ら 生

じ る 変化 で あ ろ う と 思 わ れ る 。 本例 の場合でい え ば 、 使用 し て い る エ具 は 2 II B c な い し は 2 II B d 

の も の で 、 上部 で は 突 帯 に 対 し て ほ ぼ垂直方 向 か ら 、 下部では 右斜め 方 向 か ら 押 し 引 い た た め に 、 同

一 突 帯 内 で前述 の よ う な 差 異が認め ら れ る 形状 に な っ た と 考 え ら れ る 。 本例 は エ具か ら 分類す る の で

あ れ ば 2 II B c か 2 II B d に 含め る 方 が妥 当 で あ る か も し れ な い 。 1 700 は 端 部 内 外 面 に 押 し 引 き が あ

る 口 縁部片 で あ る 。 口 縁下 外 面 に 1 条 の 突帯かあ る が 、 断面 は か な り 低 く 扁 平 で あ る 。 し か し 端部 に

引 か れ て い る 押 し 引 き は 断 面が半円 状 を 呈 し て い る 。 1 703 は 短 く 内 面 肥厚 し た 口 縁部 片 で あ る 。 外面

の 突 帯 は 押 し 引 き の 平 面 形 が 「 C 」 字状 であ る 部分 と は ぱ直線的 な 部分 か あ る 。 1 696 と 同 様の理由 で

あ ろ う と 思 わ れ る 。

1 705 · 1 708 - 1 7 1 0 は 、 突 帯 が細 く 押 し 引 き が粗い も の で 、 は み 出 し が は と ん ど な い 。 1 705 の 突 帯 は 、

断面が高 い 上 に 押 し 引 き で分 断 さ れ て い る の で、 ワ ニ の 背 中 の よ う に ごつ ごつ し た 感 じ で あ る 。 一 番

上 の 突 帯 が最 も 高 い 。 突 帯幅 は 狭 く は み 出 し も な い 。 1 709 は 端部 の 押 し 引 き の 断 面か半円状 であ る 。

1 706 · 1 707 · 1 7 1 1 - 1 739 は 、 突帯が細 く 押 し 引 き が粗 い も の で 、 は み 出 し か あ る 。 1 706 の は み 出 し

は と て も 多 く 、 エ具の 内径つ ま り 突帯幅 と 同 じ ぐ ら い 広 さ では み 出 し て い る 。 1 707 の は み 出 し も 多 い 。

1 707 の 押 し 引 き は 少 し 逆 「 C 」 字状 に 近 い 感 じ に 見 え る 部分 も あ る 。 エ具先端 に 若干 の加工が施 さ れ

て い る 可能性 も あ る 。 やや摩滅 し て い る が1 7 1 1 も 同 様 で あ る 。 1 7 1 2 は 撫 で 引 き か も し れ な い 。 1 7 1 6 の
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第 3 節 遺物 1 25 

縦位の 突帯 は 下か ら 押 し 引 か れ て い る 。 1 7 1 9 の 突帯は やや摩滅 し 確認 し に く い が 、 平 面 形 は 「 C 」 字

状 で あ る 。 1724 の 突帯 は 本類 の 中 で は や や 太 く 感 じ る が 、 エ具が 肉 厚 で突 帯脇 に 生 じ る 凹 み の 幅 か太

い 。 は み 出 し は あ る か少 な い 。 1 725 は 撫 で 引 き の よ う に 見 え る が 、 突 帯 脇 の 凹 み か ら 押 し 引 き と 判 別

で き る 。 173 1 は 波状 口 縁 で 内 面肥厚部分か長 め で あ る 。 内 外面 の 端 部 に は 刺 突 に 近 い 押 し 引 き か施 さ

れ て い る 。 1 735 の 押 し 引 き の 間 隔 は 比較 的長 い 。

1740 - 1 742 は 、 突 帯 が細 く 押 し 引 き か密 な も の で 、 は み 出 し が あ る 。 1 740 の 突帯 の 断 面 は 高 い 。 は

み 出 し は あ る が決 し て 多 い 方 で は な く さ さ や か な も の で あ る 。 1 742 は く びれ た 頸部 に 1 条 の 突帯 を 貼

付す る タ イ プ で あ る 。

1743 - 1 746 は 、 突帯 が細 く 押 し 引 き が密 な も の で 、 は み 出 し が は と ん ど な い 。 い ず れ も 突 帯 の 断 面

は 高 い 方 で あ る が 、 特 に 1 743 · 1 744 は 高 く 、 1 705 同 様 に ワ ニ の 背 中 の よ う で あ る 。

1747 - 1 750 は 、 突 帯 か細 く 撫 で 引 き で 、 は み 出 し が あ る 。 1749 は 端部 を 欠 い て い る が 、 外面肥厚 し

た 縄文帯 を 持つ 口 縁部 片 で あ る 。 口 縁下 の 突帯 は 撫 で 引 か れ て い る 。

175 1 は 、 突帯が太 く 撫 で 引 き で 、 は み 出 し か は と ん ど な い 。

1752 - 1755 は 、 突帯か細 く 押 し 引 き が密 で 、 は み 出 し か ほ と ん ど な い も の の う ち 、 突 帯 がつ ぶ れ て

し ま っ て い る よ う に 見 え る も の で あ る 。 1753 は 鋸歯状文 で あ る 。

2 II B b 

133点 図 示 し た 。 突 帯 上 の 押 し 引 き の 平 面 形か逆 「 C 」 字状で、 断 面 形 が 半 円 形 を 呈す る も の を 一 括

し た 。 先行 し た 2 II B a や 2 II B c と 混 乱が生 じ て い る 可能性 も あ る が 、 で き る 限 り 具体 的 な 状 況 を

個 々 に 記 し て い く こ と に し た 。

1045 は く びれ た 頸部 に 突 帯 を 貼 付す る タ イ プ であ る 。 押 し 引 き は 右 か ら 左へ施 さ れ て い る 。 エ具 は

若干 肉 庫 な 感 し では あ る が 、 押 し 引 き の 平 面 形 か ら 判 断す る と 先端 が え ぐ れ て い る 感 じ で あ る 。 1 046 ·

1048 は やや摩滅 し て い る が 、 突 帯側 縁 に 残 る 痕跡か ら 本類 で あ る こ と が う か が え る 。

1085 · 1 086 は 突帯頂部がやや摩滅 し て お り 、 最初 押 し 引 き か 撫 で 引 き か の 判 別 に 苦 し ん だ 。 し か し

わ ず か に 残 る 押 し 引 き の痕跡か ら 本類 で あ る と 判 断 し た 。 1087 は 同 心 円 文 の 中 心部 で あ る 。

1 107 - 1 109 · 1 1 1 2 - 1 1 14 も 同 様 で わ す か に 残 る 痕跡か ら 判 断 し た 。 1 1 1 1 も 突 帯頂部 は 摩滅 し て い る

が、 押 し 引 き か比較 的 深 い た め に 平 面 で も 確認 で き た 。 1 1 1 0 は 口 縁部 片 で あ る 。 端部 に 粘 土紐 を 貼付

し 肥厚 さ せ て い る 。 面 取 り し 縄文 が施 さ れ た 端部 は やや 内 側 に 向 け ら れ て い る 。 外 面 の 押 し 引 き は 一

部 は がれ て し ま っ て い る が 、 残 存 し て い る 部分の平断面形か ら 本類 と 判 断 し た 。

1 1 56 - 1 163 は 口 縁部片 で あ る 。 1 156 - 1 1 59 は 端部 を 肥厚 さ せ 内 側 に 向 け て い る 。 縄文 も 施 さ れ て い

る 。 1 1 56 は 内 側 に 向 け ら れ た 端部 に 縄文 を 施 し て お り 、 外面 肥庫 も し て い る 。 ＜ び れ た 頸部以下 に は

3 条 の 突帯か見 え る か 、 撫 で 引 き 突 帯 で あ る 。 1 1 59 の 突 帯 は 高 く 断 面 形 は 砲弾状 に 近 い 。 1 1 60 - 1 162

は 内 面 肥厚 さ れ て い る 。 1 1 60 の端部 に は 棒状工具の押圧 に よ る 凹 み が 見 ら れ る 。 外 面 に 貼 付 ら れ た 下

の 突 帯 に は 貝 殻背圧痕か施 さ れ て い る 。 上の 突帯の 断面 は 高 い 。 1 163 は 外 面 に 二段 の 縄文 帯 が あ る 。

1 1 66 - 1 1 68 は 摩滅 し て い る 。 円 形 の モ チ ー フ が描か れ た 頸部 ～ 胴 部 片 で あ る 。 突 帯 幅 は 狭 く は み 出

し か あ る 。 1 169 · 1 1 70 も 同 様 な モ チ ー フ を 持つ胴 部 片 で あ る 。 と も に 突 帯 幅 は 狭 く は み 出 し か あ る 。

1 1 7 1 は 頸部 片 で外面肥原 さ れ た 縄文帯 を 持つ 。 1 1 7 2 - 1 1 78 · 1 1 80 - 1 1 82 は 胴 部 片 で あ る 。 1 180以 外



困 g 5蕪

• 一. ·" 、� _,,,-. 、 ' 'ゞv. . • 芯ヽ-�--..... 
/'『> •. <_;'': 安心?:少.. .文':''.,

" ' '· · ヘ . ヽ. . -.-. ·,  
:,  • . . ,., . . ... ぷ- ら

・ パ, ' ' ’ ’が：，＂岳 ：硲 ：， ；心
, . . .. . . が '· : .:- • - :、 ..· _; _: , ;�� 忍 ‘ ・

. ·-· ·--c-- . , 
忘.f忍冠翌；翠 �え‘心·•ベ．—ヽ

;. ·.• .、，，., . · , ·:'>--· 吟 •、fク ・ ；'.,, , .:、さ
、. .-;,; ·• 、

,. ··�-,, 翠．． ．；;ご'._:ぶf祖 ：・ ’ ・ ：#:,:--- • ;_ 
. . ':;;'.、,＇ ’ 、い、·. . . .. . . .  • . ;;-. . 蕊:,J..

冶、! - ." ·}唸' . .;;,· .  . .... .  • ,<  玄· 今；：；'.·ぶ . ,、
;,_:., ., ふ· \'", · ·.},:'\: 送な:-_望

' . ヽ . .丘，ヽit;· :.)'・. .. . .  � ， .,, 
�ち :: <、 字：” ＇えらr-·,:.· :ゞ ·,. • . む ，．：？；： ・.• si' � � 

: 、 - • ., .. 
' ·: ・；. , <, 年泣 翌恥·.;, •. :, · · . • .. ヽ、 ヽ ，ぶf

- ·- ·  ぷ、a ,., - -��,  ヽ

⑱ 話 ［ 謡 Z 苺 (Z L ) 困fi酪牽器干五繭

£9l l 

合
sgl
f

 
゜

. . , ... . .. 響" . . �、
益；必ヽ 、 ... ベ ，さとヽ 、心-.�さごふ,. ;

}, ヽ. ,; , ' ら ヽ'_,' })J_n,., .. 

心訳月＇ぷ’
6 !il l ;... 

�; ... も、

ll戸 気ぷ‘冴？

•V
fく． ｀

4．
．

 
‘•

 
心

,．，5
 

•.••
 

•
 i.n
 

••
 

•
 ，
 •••
 9

 

•
..

.
 J

 
ぬ

.＂y
 

.•
• ‘

 .. r、

入｀會
ざ

f．
笠
．t 人

グ

・ベ
ぢ`
ぶ‘," ・ベ

珀・
5,

•
.
 t
今··
g

5̀
r ．れ

ぶP「t.
4

9 ・
J

さ．a
ぺ
rぃ→．，ゞ

s
.·`ゃ‘

t

`
 •.
 r

へ’
↓.

9•
 

•
 ,:>
 ．．
 4.. .o.-へ..“.

・ト
．し．
．

 、t．．
 

．
 ふ[/ぷ
•メ’t、

グ

`.f.Jr、

、
へ5••
 

.••
••

 
C

送}

、へ^、
ゞ.

..
 :r
も

、．．
 ＼
 

.‘
 

｀
令ぇ泊

、.
s
5. 、
5

＾
 

.‘‘ .
 

ツ・ ・｛
ぶ

t

ぷ
ヤ．、 ｀
ヽ

1-i、、、̂
0

心f
\

＼

如
ド
い
ゞ" i

さ
ぶ』・

ゞ
ピ
5

.‘
 
"�J・;

.

 

}ト．9••
 

9•[
x
?
9{
 

．
こ
賞
ぐ;
3g
ぷ

は}
5
m、

ii

1•

/
5,｛．，f.,"

 

殴
i

洛
1t

：し�
�^悶

＼り
f
tAが

？
f｝

f
x
t
3}f-

5 -

い
ら

s

}

ぐ
t を

ご

崎 ィ．．
 `i
5•
 

`
．,̀•
も←
竺

知

｀

l
!9

/
i

 
な'

••

tf
 

ー
.J・ヽ
9 `

UL
 

刷

＼

l 9 L L ぞ·宏，翠；文全戸:·\ ' , . · ' ． ．． 
. .,� .· ,'-!'< · .: ・，, •• • . · ,  .. . 

． が· . 
. . . S』. · .··,#· : .a. ,

, • -· ,.,,....,,, .. ,"-.; .. 匹炉
, ,, .. 

、 ...ヽ-,-.. 
‘ ・

ぷ,•• : 全呼. '  ャ·. . . . , .• どふ竺., -� .: _ .. ·;:• .• ··"が .. · 
,.,:· .,:i尺；ぶ.-;ふ予,/· 、

念-—·::±:· ':
、、 .,

· . ヤ . ,-;.l!ia,�,;,. . . .  ,, . . ; ・・. ....,_.. .. 
し• ベ ・ ·

・・タベ., . . .';.: _ ,  . . .  - · "' 'ふ
文こ心 3苓,.:---_..- '.

.,-:,-;.-::1!' 

ー．．
 ご埼

\
．

f'ふ．[

}●
い

｀

f
{

r `，
 

・
気 ．．
 i 

.

."
r

やi

~1
 
.
.
.

 “
 ..
 

’゚

•‘.
 

•••

•
 

f

匁

.•
 ,4’
 

ゞ·
-’

tぷ
．

i．
i• ‘

.＂

.

..
d
 
.
•

 
J
 

••
 ••
 
<．̀

 •
 

•
 ‘
 
•
• 雰

パ・

山:> s 

J空＾えぐ泌久姦泣

l SL L 

ごt 、
ぷ '

i ·}

戸
でJ{

、

ヤ
i

.’

•Ir.
 

·t
 ・ヽ

f•
 

••
 ‘ 

、＂
ジ

． ．
 

tt．
9ゞ

ぷi
.

．．．．
 

ゞ

．＇
 

.
f

eヽ

澤
硲が

し
＼＇

蜘

n

‘
.

[i
いが

ヤ．
必

i
" ●
[

,̂

•

R .

...
 

5
 

.＾
 

•9
 

．．
 昌^

£ヽ
し

巴
い
ロ

•
9

 

．．
 ふ

・¥., 'r·

«
ぷ
忍
？“"

公 ．名•
IJ
S.？

ー
4.

"、
．,

gr、
11.

r

: -

f l

9ヽ．
ぃ ．

-
K
’.
49
で
：‘[

四
5 •
州
(

蔓．．
．
．

 
•ヽ”.｀

::`．
c̀
,

. .
..
、

t-
1
"r

.
h
.. ‘``
．`
.“’̀

 
••

 

t...
 
.
.

 ？
遭．

“ ．．．．
 1ー

f
-

?：．に[‘
i
•ふ ・・
；＇

い ●、3 、z
;̀ •
9

?
"
r
1·

4.
 

`
v«

く

.
.
 5ヽ

i

e 'ー
が
Ut
«i

、

長
ぷ`
‘

t,`

、．＇

1.
 

9
9
 

．
ヽ
•

`

r·
 

ベ-.^
庄

‘
＊
 

釦

／

タ叩雙¢
�'(f{j、(ft·,�
応��}::'

祠
訂
以

g ヤ L L

V ; <"'. ど年 .. .. .豆： ヽ· ·'.. ' t,' 茄Hit?-�,
ー 飴祖ゞ ～ � 今' • ,<;, が

““ 
、'f·iio•

必活？．亙ヽ

ふf:4
りが:1
t>ぶ炉ゎ

、•
こ“ク

｛．

ごt
ぷ ．

ー
，

五ー

を

gVL
u
 [‘

 

.、.
｀
匁"
Q

f

．
、
『·

•

□
‘

{

‘
 

•
·

•
 

‘•
}・万

い9

-

'.

9
 

'
｀·
 

“-
i
 

}-

l
 

9,
t』 ”、

〗

['9
-

―

}

如

IJ
[
l"

[
9

[·}
 

貶＂く

• l2

、.
'

~-

[｛
-

ー
[f

芝

.r
 ..
 ,9.
 

，．，』
.
••

 

.
 r ..
 ;
 

一
．

9

、
4・
'•f

•
.

 
Xr
;．ヽ

が

f
•』• •

•

閂
／

,.-.. _. 
.、 1ヅ , ->;c

・
�... , 怜:. - ·. •  • 、

！双w、
さ�}

. ,., ・ ・ • 

ゞ立

ovl
n

 

ぶ‘

:ヽ :',. . 
.. , 

; :r'.:' .. '�li}..'!.t為. .. •. 、...,,. �. 一.. ヽ

令t
→
^
r
 

y
天

9
:』，

喜

L

必

L

乃
/

,, 芝名 ＾‘＾● い2-:. -Y知ふ
. .. . ― . -- -.、 ー. . . ,,, ・．．＾ 
, .. ,'}}酎m玖g, ._ .., . �- . 

如

[
”↓,'
 

ぢ
そヽ
―

←3,-
こ
i

ヽ 9-
r
` ．i
 

tし←’·

k
}

ぷ‘
で一'
.

'

\、

こ
曇

1̀.
 

‘.
 

如

尽

‘ぶざ ＇ふ ', .. _ · ,. -. ョ ・ . . .. .  -t-tr�·�i•t!' � 一 . , . .,. - -· ''" 
, ii ;-;, \I • 

9 月 "-.,.. • . . .  

如

じ

-- ' . ., ’‘ 
江;-;:;.:?か ;;;,--;-_ 
,._ •、 -- - . ・ ．· "  ヽ ・ · -· . ' • · · .· - . 、· - · . . 

• , 
， ． . . .  . · · - . . 

葺
，. , . 

-翌とい,, 、 とこ ....- .· -·--·-ヤ·- ·.--; ,  ―--- ., 一""'""・‘ •一 ， ・｀.. .. . ―· ·- • •  ャ i

、-'"" •... , ·- . 序,,,_桑- �方. " '-心｀ ． ・ぐ勺 •. · - - ·  
心否·. . • ぶ→

ゞ 況．
,.,: ・i •\•1 r ・" . . 

':"-, . ·- ' 、 ,. ,.. . .  ふ.. 、 . . .- . 
、•'.i:' ,_c-.-:'./, ; 』 、:y,、:,,: :ゞ;:� ·.;' 
' · · . .  , . •、" ' ' 'ぐ冷ダ．ヽ , .. , . .  刃．^ ．ふぐ, · ヽ, , ,  、 ・ ,.• . , ゃ .• , ,  . .  

• •  位咬ど ぷi心． ． ,,,.:》 ＿
. . .• .:-....... , 

→ ゞなふヽ ね； 、",•ぷ-'、 •ー・～、

ヽ

、し

<

,r,
3べぃ翠ぃ

"'
 

，
内

・

[

電

. .

J
よ．

(
t、

令^

[

”
えt

`

b
、

,．
丑
？

.
9・·L

今

•
9

 

-

Xマ
令

.`

y
 

・ ‘

，
．

 

令
尋

，ん 9
1

‘ 、一 •

菱

·

i

忍

·
,̀

｝
 

,
 ．．
 

5r�)、 9

f
{
』

-

. •
 

L
9’

.

.

 

｀

ア．＇，

彎
へ

.i
 

•
9

 

．．．
 

9

·
‘

 

‘,
 
，

 
鯰

ィ 9
5

9

，
石’

2
 

h
.

 

＇

吝 ·i.i
•8•
 

｀
 

書'̀�
、,＇·
ず[{

郷

／

”
で­

芦
一ー

ベ／〉ら

•

名�＂

••
 

·".�•L-;｝

i

-

n

，
“ゞ

・
ツ

r.
r·-
P

 

/
l
:
ぐ.←

入

‘
 ••
 ̀ 

ー
ニ
冗f '

印

tJ．
巴

．
よ;

 

,i.
 
•

 1-�.
 9ぃ^

»
f

4
 

か5

そ
ィS

念
f-

I6-

．．
 えJ •

9

f
 ..•
 9
.

 

を
全
’

ご
•

4
-

.
c
 .

'

 

．．
 

.

.

 

,
9

 

文
U

ぷ．吟

¢Y
 
9

f

9.
.
b

a

ぞ

..
 ，
み
gr5

t

ご
1
Èr
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は突帯 幅が細 く は み出しが ある 。 1180 は やや太めの 突帯ではみ出しは ほと ん ど な い 。

1307 -1312·1314 -1317 は 胴部 片である 。 1307 -1311 は 主に 円形状· 弧状の モ チ ー フ が描かれ て い

る 破片である 。 突帯 上の 押し引 き は 密で、 程度の 差 は ある が い ず れ も は み出しが ある 。 1313 は く び れ

た頸部である 。 1315の 突帯 は 高 い 。

1371 -1378 は 胴部 片である 。 1376·1377 は 同 一 個体である 。 灰黄褐 ～ 褐 灰 色の器壁に 橙 色の 突帯 か

貼付 ら れ て いる 。 1372の 突帯の 断面 は 高 く 、平面 では 逆 「 C 」 字形 が確 認でき る 。 さ らに は っ き りし

て いるの は1373で、 上の 突帯の平面形 は 逆 「 C 」 字状 ～ 逆 「 く 」 の 字状である 。 1378 は 摩滅してお り

詳細 は 不 明 だ か、 張り出した胴部に 施 さ れ た 同 心 円 文の 中 心であ ろ う と 思 わ れる 。

1756 -1823 は 包含層 か らの出上である 。 2 II B aに 準 じ て 細分した 。

1756 -1770 は、 突帯 か太 く 押し引 き が粗 い もので、 はみ出しか ある 。 1756 は 若干摩滅して いる が、

比較 的 逆 「 C 」 字状 が わ かる 資料である 。 押し引 きの 間 隔 か さ ほ ど粗 く な く 突帯 も 比較 的 高 いので、

瘤状に 見 える 。 張り出した胴部 片である 。 胴部に 描かれる モ チ ー フ は1757·1758 同 様に 弧状である 。

1759 も 押し引 きの 様子がよ く わ かる もの だ が、 かな り逆 「 く 」 の 字状に 近 く な っ て き て いる 。 1761 は

く びれ た 頸部に 刺突が施 さ れ た横位突帯 を 持つ タイ プである 。 1762·1764 は 口 縁部 片でと もに内面 肥

原 さ れ て いる か、 1762 は 短 く内 側 へ突 き だし気 味である 。 1764の 外面 に 貼 付 ら れ た上の 突帯 は や や 幅

広の 「 C 」 字状 刺突か施 さ れ て いる 。 1767の 突帯 は比較 的 高 い 。

1771 -1784 は、 突帯 か太 く 押し引 き か粗 い もので、 はみ出しがほと ん ど な い 。 1771 -1779 は 同 一 個

体である 。 1773·1775 -1777 は 緩やかに 波状 を 描 く 口 縁部である 。 内面 肥厚した 後に 波 頂部に 楕 円状

突起 を 貼 付して いる 様子が、 1776 か らよ く わ かる 。 接合はでき な か っ た が、 口 縁部の1773 か ら1774 や

1778の 頸部 へ、 さ らに その 下に1779の 胴部 が続 く と 考 え ら れる 。

1785 は 2 条の 縦位突帯 を 持つ胴部 片である 。 摩滅してしま っ て いる か、 突帯 は 太 く 撫で引 きで、 は

み出しは ほと ん ど な い 。

1786 -1800 は、 突帯 が細 く 押し引 き が粗 い もので、 はみ出しか ある 。 1788 は 二段に 湾 曲した 口 縁部

である 。 本遺跡では他に 例 を 見 な い 。 端部 を内 側に 向け面 取りし縄文 を 施して いる 。 外面 に も 縄文 帯

を 持つ 。 口 縁下の く び れ部 は 無文である 。 短隆線 を垂下して いる 。 1789 も 似 て いる か、 二段に な っ て

いる か ど う かは 不 明である 。 1790 も 口 縁部である 。 1492と 同 様に内面 肥厚した上に 刺突が施 さ れ て い

る 。 一 見 両 者 は 非常によ く 似 て いる が、 よ く 観察すると1790 は 突帯 上に 押し引 きと 思 わ れる 突帯の分

断が見 ら れる 。 しかしやや 摩滅して いるので正確 さに欠ける点 は ある 。 1796 は 緩やかに 外 反した胴部

片である 。 押し引 きの平面形 は や や 崩 れ 気 味 だ が、 逆 「 く 」 の 字状に 近 い 。

1801 -1807 は、 突帯 か細 く 押し引 き が粗 い もので、 はみ出しが ほと ん ど な い 。 その 中でも1806 やや

幅広で、 突帯 は 低 く つ ぶ れ た 感 じである 。平面形 は 「 C 」 字状に も 近 く 過 渡 的 な 存在の 可能性 も ある 。

1808 は 摩滅して いる か、 突帯 は 細 く 押し引 き は 密で、 はみ出しかほと ん ど な い 胴部 片である 。

1 809 -1814と1 816 -1 822 は 口 縁部 外面に 貼 付 ら れ た細 い 短 隆線上 を 撫で引 い て い る 。 前者に は は み

出しか あ り、 後者に は は み出しか な い 。 い ず れ も 端部 を内 側に 向け 縄文 を 施して いる 。 外面 に 短隆線

や 縄文 突帯 • 特殊突帯 を 持つ 。 2 II A c に分類した 口 縁部 片の 多 く とよ く 似 てお り、 た だ 単に 短隆線

の 有無の 違 いに す ぎ な い 可能性 も ある 。 1814 は 外側 へ突 き出した波状 口 縁の 波 頂部で、 口 縁部 が上 か

ら 見ると 四 角形に な っ て いる タイ プでは な い かと 思 わ れる 。 1815·1823 は 撫で引 き 突帯 を 持つ胴部 片
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である 。

2 II B c 

210点図示した 。 本類に 含 め た土器群 は 2 II B a や 2 II B b に 比べ て突帯の 断面 が高 く 、 半 円状より

縦に 長 い 砲弾状で、 突帯 中 央部に 緩やかな 稜 ができ て いる 。平面形 も 2 II B b よりやや 直線的に な り、

逆 「 C 」 字状 か ら 逆 「 く 」 の 字状 へと 変化し、 い わ ゆる 「 2 」 字状に 近づ き つ つ ある 。 前 述したよ う

に 2 II B b - 2 II B d への 変 化 は 連 続 的であ り、 典型 的 な 例 は 示せ て も 明 確 な 基準 を 定める こと は 不

可能である 。 従 っ て他 者の 判 断によると 2 II B b もし く は 2 II B dに 含め ら れるよ う な もの も 本類に

属して いる 可能性 も ある 。

1007 -1009 · 1022 は 同 一 個体である 。 1008 · 1022に 突帯 は な い が 、 1007の 胴部 片である こと が 明 ら

かである た め 、 本類に 含 め た 。 1007 は 受け 口状の 口 縁部 か ら や や 膨 ら み かけ た胴 部 までの 破片である 。

つ ま み 上 げ ら れ た端部 外側に 、 ほ ぼ等 間 隔に 短隆線 を垂下 さ せ て いる 。 口 縁部 は 約 3 分の 2 遺存して

いる か 、 欠 損箇所が ある た めに 単位 は 不 明である 。 内 湾した 口 縁部 か ら 頸部でく び れ 、 胴部 か膨 ら む

器形 を 呈する 。 胴部 下 半 は欠 損して いる ため 詳細 は 不 明 だ が 、 膨 ら ん だ胴 部 は 底部に 向け て 収束し、

底部 は 乎底であると 思 わ れる 。 口 縁部 外面 に は 縄文 か施 さ れる が 、 頸部 は 無文に な り 2 条の 突帯 か貼

付 ら れ て いる 。 下の 突帯 は その 下に U 字状に 描かれ た突帯と つ な か っ て いる 。 突帯の 押し引 きの平面

形 は 逆 「 く 」 の 字状で、 1 つ 1 つの 単 位 は ハ ー ト形に も 見 える 。 摩滅して いる せ い も ある が突帯の 断

面 は あ ま り高 く 感 じ な い 。 受け 口状に な っ た 口 縁部の内面 下部に は ほ ぼ 連 続 する 生 爪痕 が ある 。 外面

に も U 字状 文 付近に ある 。 胴 部の地 文 は 羽状 縄文である 。 器壁 は 薄 く 軽 い 感 じ がする 。 この 個体 は 後

述する1014 その他の 束 日 本 系土器と S B01より渾 然一体と な っ て出土した 。 床面 か らでは な く 埋土 か

らの出土では ある が 、 調査 者の 所見では 極 め て 同 時性が高 いと 考 え ら れる 。 今 後 検 討 を 要する 。

1049 は 胴部 片である 。 押し引 き は器面 に 食 い 込むよ う にしっ かりと 引 かれ て いる 。 断面 は やや 高 め

である 。 突帯 は 細 めではみ出しが ある 。 1089 も 同 様である 。

1115·1116 は 胴部 片である 。 1116 は 逆 「 く 」 の 字か は っ き りしてお り、 矢羽 根状に 見 える 。

1204 -1211 · 1213 -1217 は 同 一 個体である 。 接合はでき な か っ た が 口 縁部 か ら 胴部 下半 までの 個体

である 。 口 縁端部 は つ ま み 上 げ ら れ 、 棒状 工具の 押圧によ り さ ざ波状 を 呈して いる 。 ま た内面 肥 原 さ

れ 縄文 も 施 さ れ て いる 。 膨 ら ん だ胴部 か ら 頸部でい っ た ん く びれ 、 湾 曲しな が ら 端部に 向 か っ て 立 ち

上 がる器形 を 呈する 。 ＜ びれ た 頸部に は 1 条の 横位突帯 が貼 付 ら れ て いる 。 文 様 は 上に 向か っ て 開 い

た弧状 文 が 口 縁部 か ら 胴部に かけ て 幾重に も 描かれ て いる 。 突帯 は 比較 的 細 めで、 断面 は 高 い 。 押し

引 きの 間 隔 は ほ ぼ均 等で丁 寧に 成形 さ れ て いる 。 はみ出しは やや 多 めである 。 器壁 は 薄 目で繊 細 な 感

じ を 与 える 。 S K03より出上して いる1399に 通 じる もの か ある 。

1219 -1221·1224 は 口 縁部 片である 。 1220 は ま る め た 口 縁端部に 楕 円状 突起 が 貼 付 ら れ て いる 。 突

起の 両端部に は 密 な 押し引 き か施 さ れ て いる 。 1221 は 波状 口 縁である 。 ま る め た端部の内 外面 に は 粘

土紐が貼 付 ら れ 押し引 き が施 さ れ て いる 。 外面 に も 3 条の 突帯 が あ っ たよ う である が 、 は がれ て い た

り摩滅して い たりするので、 詳細 は 不 明である 。 1224 は 外面 肥厚 さ れ た 縄文 帯 を 持つ 。

1222 も1221 同 様に 突帯 が は がれ て いる 。しかし遺存して いる 部分 は 良 好で突幣の 形状 が よ く わ かる 。

押し引 き は 上 か ら 下へ 向か っ て は ぱ等 間 隔に き ち んと 引 かれ て いる 。 少しは み出しか ある 。 突帯の平
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面形 は 逆 「 く 」 の 字 状 で 、 断 面 は 高 く 中 央部 に 緩やか な 稜 が で き て い る 。 そ う し た 点 か ら す る と 、 文

様構成 や 押 し 引 き の 平 面 形 か ら 似 て い る と 思 わ れ た 1696 と は 一 線 を 画す る 。

1225 - 1 242 は 胴 部 お よ ぴ頸部片 で あ る 。 1225 以 外 は 細 い 突 帯 で は み 出 し か あ る 。 1 225 の 突 帯 は やや

太め だ が 、 平 面 で逆 「 く 」 の 字状 か よ く わ か る 資料 であ る 。

1 303 · 1 322 · 1 323 は 内 面肥厚 さ れ た 口 縁部片 であ る 。 1 3 1 8 - 1321 は 胴 部 お よ び頸部 片 で あ る か 、 小

片 の た め 詳細 不 明 で あ る 。

1406 は 張 り 出 し た 胴 部下 半 の 破片 で あ る 。 比較 的断面の 高 い 突帯 で 円 形 も し く は 弧状 に 文様 モ チ ー

フ を 描 き 出 し て い る 。 下 2 条 は 幅広 の 縄文突帯 で あ る 。 こ の よ う に 1 個体 内 に 2 種類 の 突 帯 を 持つ 張

り 出 し た 胴 部 片 は 他 に も い く つ か 出 土 し て い る 。 共通す る 点 は 、 文様帯 の 下 限 を 示す と 思 わ れ る 横位

1 - 2 条 の 突帯 は 、 主文様 を 構成す る 突 帯 と は 別 技法 で施文 さ れ て い る と い う こ と で あ る 。 主文様 は

特殊突 帯 で あ る か 、 下 限 を 示す 突帯 は 縄文突帯で あ っ た り 、 指頭成 形 突 帯 で あ っ た り す る 。 ま た 本例

は 1404 · 1405 の 記 述 で も 若千ふ れ た が 、 後述す る 東 日 本 系 上 器 で あ る 1407 と 一 緒 に 出 土 し て い る 。 出

土地は S B 06近 く の 風倒 木痕 の 黒 褐 色土 中 で あ る 。 明 確 な 遺構 に 伴 う も の では な い が 、 同 時性が高 い

可能性 が あ る 。

1427 · 1429 は 胴 部 片 、 1 428 は 口 縁部 片 で あ る 。 1428 は 端部がめ く れ あ が る よ う に 外反 し て い る 。 面

取 り し た 端部か ら 内 面上部 に は 縄文が施 さ れ 、 さ ら に 楕 円状突起が貼付 ら れ て い る 。 突 起 の 両端部に

は 押 し 引 き が施 さ れ て い る 。

1824 - 1973 は 包 含層 か ら の 出 土 で あ る 。 2 II B a に 準 じ て 細分 を 試 み た か 、 多 く の 突帯が細 め で 、

し か も 押 し 引 き の 間 隔 は 比較 的密 で あ る 。 そ れ故 に あ え て 細 分せ ず に 個 々 に 説明 を 加 え る こ と に し た 。

1824 - 1892 · 1894 · 1909 - 1 9 1 7 · 1923 - 1947 · 1952 - 1956 は 突帯脇 に は み 出 し が あ る 。

1824 - 1829 · 1831 は 内 面肥原 し 細 い粘土紐 を 端部の 内 外 に 貼 付 し 、 押 し 引 き を 施 し て い る 口 縁部 片

で あ る 。 1 834 も 端部 内 側 を 欠 損 し て い る か 、 同様で あ る と 思 わ れ る 。 特 に 1825 - 1829 は 外面 に 貼 付 ら

れ た 突 帯 の 感 じ も 似 て お り 、 中 で も 1825 と 1826 は 同 一個体 で あ る 可能性 か高 い 。 外面 の 突帯 は やや 幅

広 で 、 押 し 引 き の 平 面 形 が 「 C 」 字状で断面 は 半 円 形 で あ る 。 そ の 点 か ら い え ば 2 II B a に 属す る こ

と に な る が 、 端部 の 押 し 引 ぎ は 逆 「 く 」 の字状であ る の で、 本類 に 含め る こ と に し た 。 口 縁部 外 面 に

は 3 条 、 く び れ た 頸部 に は 1 条 の 押 し 引 き 突帯があ る 。

1827 - 1829 も 同 様 な 特徴 を 持つ が 、 決定的 に 違 う の は 外面 の 突帯上の 施文 で 、 押 し 引 き と い う よ り

は む し ろ 刺 突 に 近 い 。 特 に 1 827 は 押 し 引 き の平面形が 「 C 」 字状で も 逆 「 く 」 の 字状 で も な く 、 は ぼ

直 線 に 近 い 。 エ具 も 半載竹 管 状 では な く 多載竹 管状 で あ ろ う と 思 わ れ る 。 1828 · 1829 は 1 825 と 1827 の

中 間 的 な 感 じ であ る 。

1824 · 1 834 は 外面肥厚 さ れ た 縄文帯 も 持つ 。 そ の 下 に は 刺 突 が施 さ れ た 2 条 の 突帯 が あ る 。 さ ら に

下 に 山 形 に 連 な る 突 帯 の 押 し 引 き は 逆 「 く 」 の 字状 の も の で あ る 。 断 面 は 高 い 。 本類 に 含め た も の の

中 では 押 し 引 き の 間 隔 は やや 密 で な ほ う で あ る 。

1832 · 1 833 · 1 835 は S B 05か ら 出 土 し て い る 1 204等 と 酷似 し て お り 、 同 一個体の 可能性 も あ る 。 出

土位置 も 近 い 。 1837 - 1839 も 類似 し た 様相 の個体であ る 。

1841 - 1843 は 1 696や 1 222 と 同様 の 膨 ら ん だ胴部に 弧状 の モ チ ー フ か描 か れ た 破片 で あ る 。 突帯 の 頂

部 は やや摩滅 し て い る が 、 断 面 は 高 く 緩やか な 稜 を 持つ 。 押 し 引 き は 上か ら 下へ 向 か っ て ほ ぼ等 間 隔
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1 32 第 3 章 第 1 地 点

に 丁寧に 力 強 く 引 かれ て いる 。

1844 は内面 肥 厚した 上に 粘土紐 を 貼 付し押し引 きして いる 。 突帯 を 見ると、 施文の エ具 は や や 肉 厚

で先端の え ぐ りか深 い 。 平面形 は やや崩 れ た 逆 「 く 」 の 字状 を 呈して いる 。 頸部 以 下 は地 文の 縄文の

みである 。

1845 -1848 は く び れ た 頸部 片である 。 1848 は 胴部に 1 条の 突帯 が見 える が、 逆 「 く 」 の 字状 がよ く

わ かる 好資料である 。 ＜ び れ部の 突帯 上に は 刺突か施 さ れ て いる 。

1850 は 円形 文に 縦位突帯で文 様が描かれ て いる 胴部 片 で ある 。 縦位の 突帯の 様子 は1824 や1830に 似

てお り、 密 な 押し引 きである 。 押し引 きの平面形 は 逆 「 く 」 の 字状と い うより虹線的で、 エ具 を 立て

て 押し引 い た 感 じである 。 突帯 幅 は やや広めで、 断面 は あ ま り高 く な い 。

1853 · 1895 は、内 外面 肥 厚し端部に 粘土紐 を 貼付して いる 口 縁部 片である 。 外面 に 貼 付 さ れ た 突帯

上に は 刻み な いし刺突が施 さ れ て いる 。

1854 · 1859 は 頸部 ～ 胴部 片である 。 1222 等に 見 ら れる 弧状 文である 。

1855 -1858 · 1860 -1864 は 胴部 片である 。 1855 は 1 条の 横位押し引 き 突帯の 下に 山形の 刺突突帯 を

配する 。 横位の 突帯 は 押し引 きの平面形 か 「 2 」 字状に 近 い 。 1862の 押し引 き は かな り密である 。 同

心 円 文の 中 心であ ろ う と 思 わ れる 。 1856 -1858 · 1860 -1864 · 1878 -1880 も 弧状 な いし同 心 円 文 を 有

する 胴 部 片であ ろ う と 思 わ れる 。

1865 · 1868 · 1870 · 1900 は 端部に 刻み や 押圧によ っ て 凹み を 持つ 口 縁部である 。 外面 に は比較 的 高

い 断面 の 押し引 き 突帯 が ある 。 1868 · 1900 は 端部の 刻み が深 く 切り込 ま れ て いる 。 い ず れ も 長 短 は あ

る か内面 肥 厚 さ れ て いる 。

1866 · 1867 も内面 肥 厚 さ れ た 口 縁部である 。 端部に 枯土紐 を 貼 付し押し引 い て いる 。 内面 肥厚部 は

やや内 側に 張り出して いる 。 1866 は 波状 口 縁の 可能性 も ある 。

1869 は 頸部、 1871 -1877 · 1881 · 1882 は 胴部 片である 。 1869 は、 く びれ部 外面 に ほ ぼ等 間 隔に 連 続

する 生 爪痕 か ある 。 生 爪痕 は 比較 的幅広である 。 1872の 押し引 き は 密で、 エ具 を やや 立 た た せ気 味に

押し引 い た 感 じである 。 1875 · 1877 は 押し引 き が逆 「 く 」 の 字状である こと がよ く わ かる 。 両 者と も

突帯の 頂部に やや き つ い 稜 が ある 。 1877 はかなり大胆に は み出して いる 。

1881 -1892 は 胴部 片である が、 小 片である た めに 詳細 は 不 明である 。 1894 は内 外面 肥 厚 さ れ た 口 縁

端部 付近の みの 破片である 。

1909 -1917 は 頸部 な いし円形 文 や 弧状 文 を 持つ胴部 片で、 い ず れ も 押し引 き は かな り密である 。

1923 -1925 は 口 縁部 な いし口 縁部 ～ 頸部である 。 1923 は 楕 円状 突起の 貼 付が ある 。 1924の 突帯 は 撫

で引 きの 可能性 が ある 。 口 縁部 は 外面 肥厚 さ れ て いる が、 一部 は がれ てし ま っ て いる 。 192 5 は 外面 肥

厚した 縄文 帯の 上に 横位 l 条の 押し引 き 突帯 を 貼付して いる 。 頸部 は 無文で1 条の 突帯 が ある 。

1928 · 1930 · 1932 · 1933 • 1936 は平 面形 逆 「 く 」 の 字状である こと がよ く わ かる 好資料である 。 い

ず れ も 突帯 幅 は 狭 い 。 1936の 押し引 きの 間 隔 は 密である 。 そ れに 比べ1931 は 突帯 も 太めで押し引 きの

間 隔 は かな り粗 い 。 1934 も 比較 的粗 い ほ う である 。 1937 -1947 も 頸部 な いし胴部 片である 。 小 片であ

る 上に 摩滅して いる もの も あ り、 詳細 は 不 明である 。

1952 -1956 は 胴部 片である 。 1953 は 一部 突帯 か は がれ てしま っ て いる か、 同 心 円 文の 中 心部である 。

他 例と 違 い 湾 曲してお ら ず、 張り出した 胴部では な い 。 突帯 上に は 逆 「 く 」 の 字状の 押し引 き が密に
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1 34 第 3 章 第 1 地点

施 さ れ て い る の が よ く わ か る 好例 で あ る 。 1954 も 同 様で あ る 。 文様は 1 222等 に 代表 さ れ る よ う な 弧状

文 で あ る が、 押 し 引 き の 間 隔 が よ り 密 な だ け で な く 、 全体 に 小振 り な 感 じ を 与 え る 破 片 で あ る 。

1 893 · 1 895 - 1 908 · 19 1 8 - 1922 · 1948 - 1951 · 1957 - 196 1 は 突帯脇 に は み 出 し か ほ と ん ど な い 。

1893 · 1896 は 小片 で あ る が 、 摩滅 し て お ら ず 突帯 の様子か よ く わ か る 。 平 面 形が逆 「 く 」 の 字 状 ～

「 I 」 字状 で 、 断 面 は 高 く 突帯頂部 に は 緩やか な 稜 が見 ら れ る 。 本 類 の 典型 的 な 例 で、 ま さ に 第92図

に 示す よ う な 状況 で あ る 。 は み 出 し は 全 く な く 、 器面 に 食 い 込 む よ う に し っ か り と 押 し 引 か れ て い る 。

1898 · 1 899 は 、 内 面 肥 厚 し 端部 に 粘土紐 を 貼付 し た 口 縁部 片 で あ る 。

1 902 · 1 903 は 頸部片 で あ る 。 1 222等 と 同 様 に 縦位 の 突帯 は 上か ら 下 に 向 か っ て 押 し 引 か れ て い る 。

1 904 - 1908 は 胴 部 片 で あ る 。 縦位の 弧状文 と 思 わ れ る も の が あ る 。

1 9 1 8 · 1 9 1 9は 内面肥厚 だ け でな く 、 外面 に も 肥原 さ れた 縄文帯 を 持つ 口 縁部片 であ る 。 と も に 端部 内 外

面 に 粘 土紐 を 貼付 し 押 し 引 い て い る が、 1 9 1 8の端部に は そ の粘土紐のつ な ぎ に よ っ て 生 じ た と 思 わ れ る

小突起が あ る 。 ま た端部 に 施 さ れ た 押 し 引 き の 断面 は 三角 形状 に 近 く 、 平面形 も 「 2 」 字状 に か な り 近 い 。

外面の 突 帯 は 摩滅 し て い る が、 逆「 く 」 の 字状 に 近 い 感 じ な の で本類に 含め た 。 1 9 1 9 も 内外面の様子が19 1 8

に 酷似 し て お り 、 出 土 区 は 若干離れて い る が、 同一個体の可能性 も あ る 。 一番下の 突帯は 押 し 引 ぎ で あ る 。

1 920 は 刺 突 突 帯 を 2 条 有 す る 頸部片 と 思 わ れ る が 、 他例 の よ う に は く び れ て い な い 。

1 949 は 口 縁部 、 1 948 · 195 1 は 胴 部 、 1950 は 頸部 ～ 胴部片 で あ る 。 1949 は 欠 損 部が 多 く 詳細不 明 で あ

る 。 1 950 は 頸部やや下 に 横位 1 条 の 突帯 を 有す る か 、 押 し 引 き は は ぼ等 間 隔 で丁 寧 に 力 強 く 引 か れ て

い る 。 平 断 面 の 様子 は よ く 観察 で き る 。

1 958 は 内 外面 肥厚 さ れ た 口 縁部 片 であ る 。 端部 に 近 い 部分 し か 遺存 し て い な い の で そ の 他 に つ い て

は 不 明 だ が 、 端部 と 折損部 に 押 し 引 き 突帯が見 ら れ る 。 そ れ ぞれ は か な り 密 に 押 し 引 か れ 、 断 面 形 は

高 く 頂 部 に 緩やか な 稜 が で き て い る 。 平 面 形 は 逆 「 く 」 の 字状 では あ る が、 「 2 」 字状 と い う と こ ろ ま

では 至 っ て い な い 。 口 縁外 面 の 縄文帯下 に は 、 刺 突 に 近 い 押 し 引 き が施 さ れ た 突 帯 か あ る が 、 そ の 平

面 形 は 「 C 」 字状 に 近 い 。 突 帯 は か な り し っ か り し て お り 、 幅広 で あ る 。 1 960 も 残 り が よ く 突 帯 の 様

子が わ か る 好資料 で あ る 。

1 962 - 1973 は 、 突 帯 が細 く 撫 で 引 き では み 出 し が あ る 。 押 し 引 き では な く 撫 で 引 き で あ る た め に 、

突帯上の平面 形 は 不 明 で あ る 。 従 っ て 突帯 の 断面 の み でエ具及 び種別 を 判 断 し た 。 突 帯 の 断 面 が砲弾

型 も し く は 比較 的 高 く 、 突帯頂部 に 緩や か な 稜 か認め ら れ る と 思 う も の を 一 括 し た 。

1962 は 横位 の 弧状文が連続す る 胴 部 片 であ る 。 1965 は 弧状文 を 持つ 胴 部 片 で あ る 。 突 帯 は やや摩滅

し て い る が 、 突帯脇 の エ具 に よ る 溝状 の 凹 み が分断 さ れ て お ら ず 連続 し て い る よ う に 見 え る こ と か ら

撫 で 引 き と 判 断 し た 。 1 966 は 2 II B b に 属す る 1809等 に 酷似 し て い る 。 た だ 1809 等 よ り やや 断 面 か 高

＜ 稜 が あ る よ う に 見 え た の で 、 本類 に 含め た 。

1967 の 焼 成 は か な り 良 好 で あ る 。 頸部か ら 大 き く 外側 へ 張 り 出 す 口 縁部 で あ る 。 端部 を 若干肥厚 さ

せ 、 面取 り し た 上 で縄文 を 施 し て い る 。 外面 は 二段 に 肥原 さ せ て 縄文帯 を 形成 し て い る 。 上段 は 短 く

下段は そ の二倍ほ ど の長 さ で あ る 。 端部か ら 縄文帯の下端 ま でやや長 め の 短隆線 を 垂下 し 、 半載竹管状

工具 で撫 で 引 い て い る 。 工具幅 は 狭 く 突帯幅 の 半分は ど し か な い 。 突 帯 の 断 面 は 砲弾状 で あ る 。 頸部に

貼 付 ら れ た 横位 1 条 の 突 帯 も 撫 で 引 き で あ る 。 縄文帯か ら 頸部 の 突帯 ま では 無文であ る 。 1973 も 頸部か

ら 大 き く 外へ 張 り 出 す 口 縁部 で あ る 。 端部が欠損 し て い る た め 詳細 は 不 明 だが、 外面肥原 さ れ て い る 可
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能性 も ある 。 内 外面 に は 不規 則 な 生 爪痕 が ある 。 頸部 外面 に は やや 乱雑 な 撫で引 き 突帯 が1 条 ある 。

2 II B d 

36点図示した 。 本類に 含 め た土器は、 突帯の平面形 がやや 丸み を 帯 びた逆 「 く 」 の 字状 か らより鋭

角 的 な 「 2 」 字状に 変 化した ものである 。 断面形 も 三角形状に な り、 突帯の 頂部に は 比較 的 は っ き り

した稜 が ある 。 突帯 幅 は やや 広 め な 感 じの もの が 多 い 。 た だ 押し引 きの 間 隔に つ い て は 密 な もの ばか

りでは な く 、 やや粗めの もの も ある 。 押し引 きでは な く 撫で引 き かと 思 わ れる もの は 少 な い 。 押し引

きの 粗密によ っ て 細分 を 試み た 。

1 974 -1 9 8 1 は、 押し引 き が比較 的粗 い 。 粗 いと い っ て も 前述した 2 II B a - 2 II B c に 含 ま れる も

のと 比較 す れ ば密 な ほ う である 。 1 974 - 1 97 8· 1 9 80 は 胴部、 1 97 9 は 頸部 片である 。 い ず れ も 突帯 が高

く その 断面形 は 三角形状である 。 特に 1 977· 1 97 9 は 良 好 な 資料である 。 1 97 9 は 突帯の 頂部 がやや丸み

を 帯 ぴ て いる が、平面 上で斜 めに 入る 押し引 き が直線的であるので本類とした 。 2 II B c との 過 渡 的

な 様相 を 示す ものと 考 え ら れる 。 1 84 8と 似 て いる 。 1 974· 1 97 8 は や や は み出しが ある が、他 は ま っ た

く と い っ てよ い ほ ど な い 。 1 97 8の 突帯 は やや低めで、 エ具 を 立 て て 押し引 い た感 じであ る 。 1 9 8 1 は き

つ く く び れ た 頸部 か ら 胴 部に かけ ての 破片である 。 頸部に1 条の 刺 突突帯 が貼 付 さ れ そ こ か ら 底部に

向かっ て 広 がるよ う に 縦位の 押し引 き 突帯 が3 条 見 ら れる 。 押し引 きの 間 隔 は 比較 的粗 く 、 3 - 4 mm 

ほ ど ある 。 平面形の 「 2 」 字状 は やや 丸み を 帯 ぴて いるよ う な 感 じである が、 突帯 頂部に は き つ い 稜

が あ り、 断面 は 三角形状である た め 本類に 含 め た 。 押し引 き は他の 例に 漏 れ ず 上 か ら 下 へと 引 かれ て

お り、 は み出しは ほと ん ど な い 。 良 好 な 資料である 。

10 90· 1243· 1244· 1 9 82 -20 10 は、 押し引 き が比較 的密である 。 1243· 1244の 突帯 は やや 低 めで、

はみ出しか ある 。 1 97 8と 感 じ が似 て いる 。 1 9 82 は 頸部 か ら 胴部に かけ ての 破片である 。 胴部に は 弧状

を 描 く 押し引 き 突帯 が2 条 見 ら れる 。 やや摩滅して いる が、 押し引 きの 様子 はよ く 観 察でき る 。 間 隔

は 密で2 mm以 下である 。 ＜ び れ た 頸部に は 横位1 条の 突帯 が貼 付 さ れ て いる が、 1 9 8 1· 1 9 93 - 1 9 96 等

のよ う に 突帯 上の 施文 は 刺突では な く 押し引 きである 。

10 90· 1 9 83 - 1 9 92 は 口 縁部 片である 。 共通する 特徴 は、内面 肥厚した上に 縄文 を 施 文し、 端部に は

粘土紐 を 貼 付し、 押し引 い て いる ことである 。 本地点 か ら出土した 押し引 き 突帯 を 持つ土器群の 口 縁

部によ く 見 ら れる タイ プである 。 1 983 は 外面 に 幅広の 突帯 を 持つ 。 突帯 上 は 押し引 きでは な く 刺突で、

工具 も 湾 曲の 少 な い 多載竹管状と 思 わ れる 。 1 827 - 1 82 9とよ く 似 て いる 。 口 縁端 部の 押し引 き は 密で

しっ かりして いる 。 1 9 1 8と 同 様に、 端部に は 粘土紐の つ な ぎによる小 突起が ある 。 内 側に 湾 曲 する ロ

縁部で、 焼成 は 極め て 良 好である 。 1 985の 端部に も 同 様の小 突起 が あると 思 わ れる 。 ち ょ う ど小 突起

部分 は欠 損して いるので確証 は な い が、 その 付近の 粘土紐の 湾 曲状態 か ら類 推でき る 。 端部の 押し引

き は 断面 が高 く 頂部 が鋭 く と が っ て いる 。 押し引 き は 密でその 間 隔 は 2 mm以 下である 。 外面 に は 2 条

の 押し引 き 突帯 が ある 。 や や は み出しが ある が器面 に 食 い 込 むよ う にしっ かりと 押し引 かれ て いる 。

押し引 き は 端部と 異 な り、平面形 が丸み を 帯 びた逆 「 く 」 の 字状で、 逆 「 3 」 状に 見 える 。 写真 Gの

1 896の形に 似 て いる 。 2 種類 以上の エ具 を 使 う 例 は他に も ある が、 本例 も そ れに 該 当 する 。 1 988 も 端

部と 外面 の 押し引 き が 異 なる 。 端部 は 「 2 」 字状の 押し引 き が な さ れ て いるのに 対して、 外面 の 突帯

の 押し引 き は、 幅広で扁平 な 「 C 」 字状であ り、 その 下 は 逆 「 く 」 の 字状である 。 端部に小 突起 を 持
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ち 、 内 側に 湾 曲 すると い う 点では1983·1985と 似 て いる 。 1989 も 外面 に 幅 広の 「 C 」 字状の 押し引 き

を 持つ 。 1988 同 様に その 下 は 逆 「 く 」 の 字状である が 、 1988より断面 は 三角形状に 近 い 。 端部に 使 用

した ものと 同 ー エ具の 可能性 も ある 。 1986の 外面 の 突帯 も1983 同 様に 刺突に 近 い が 、 突帯 幅 は1983に

比べやや狭 い 。 1987の 外面 の 突帯 は 、 平面形 か逆 「 く 」 の 字状である 。 1985の 外面 の 押し引 きよりは

鋭角 的である か 、 頂部の 稜 は や や 緩やかである 。

1993 -2003 は 、 頸部 ～ 桐部 もし く は 胴部の 破片である 。 1993の 押し引 き は かな り密で、 その 間 隔 は

約 1 mmである 。 は ぼ等 間 隔に 上 か ら 下へ ま た は 右か ら 左へ押し引 かれ て いる 。 頸部に 貼 付 ら れ た幅の

広 い突帯 上の 「 C 」 字状 刺突 も 右か ら 左へ施 さ れ て いる 。 突帯の 断面 は 高 く 三 角形状である 。 突帯 脇

に はみ出しは ほと ん ど な い 。 1981のよ う に き つ く 頸部でく びれる タイ プである 。 1994 -1996 も 同 じ タ

イ プである 。 た だ1995の 押し引 き は 若干頂部に 丸み か あ り、 2 II B c - 2 II B dの 過渡 的 な 感 じ を 受

ける 。 1997 も 同 じである 。 そ れに 比べ1996の 突帯の 断面 は 高 く 、 頂部の 稜 は かな り鋭 い 。

1998の 突帯 は 摩滅して いる せ い も ある か 、 若干柔 ら かい 感 じ を 受ける 。 しかし断面 は 高 く 、 形状 は

正三角形である 。 押し引 き は かな り密で、 その 間 隔 は 約 1 mmである 。 や や 膨 ら ん だ胴部に 斜行する 突

帯 や 円形 文で文 様が描かれ て いる 。 2001 -2003 は 円形 文である 。 密 な 押し引 き が施 さ れ て いる 。 2004

は内面 肥 厚 さ れ た 口 縁部 片で、 外面 に は 幅広の 「 C 」 字状 刺突か施 さ れ た突帯と 、 断面 が低 い 二等 辺

三角形 を 思 わ せるよ う な 押し引 き 突帯 を 持つ 。 2005 は 外面 肥 厚の 可能性か ある 口 縁部 付近の 破片で、

内面 に は 生 爪痕 を 持つ 。 外面 の 突帯 は 軽 く 押し引 かれ て いる か、 撫で引 い て いる 。 断面 は 三角形状で

ある 。 2006 は 外面 に 貼 付 ら れ た 短 隆線上 を 撫で引 く のでは な く 押し引 い て いる 。

2 II B e 

24 点図示した。 分類 上 は その他の形状の 押し引 き や撫で引 き か施 さ れ た ものとした が 、 押し引 きお

よび撫で引 き さ れ た突帯の ほと ん ど か 、 前述した 2 II B a - 2 II B dに 分類でき る 。 本類に 含 ま れる

ものに は 、 突帯 が比較 的扁平で断面 の 低 い もの が 多 い 。 平面形 は 「 C 」 字状で2 II B a に 通 じる か 、

断面 の形状の 違 い か ら あ え て 本類に 含める こととした 。

1200·1202·1369 は 胴部 片である 。 摩滅して いる こと を 考慮に 入れ たとして も 突帯 は かな り低 い 。

平面形 は 「 C 」 字状でや や 幅 広である 。 はみ出しは な く 器面 に 食 い 込 むよ う にしっ かりと 押し引 かれ

て いる 。 間 隔 は 密 で ある 。

2007 -2014·2017·2019·2022 は 同 一 個体である 。 膨 ら ん だ胴部に 横位2 条の 押し引 き 突帯 を 下 限

とし、 文 様帯 を 構成して いる 。 頸部でい っ た ん く びれ 、 やや湾 曲しな が ら 口 縁部 が開 く 器形 を 呈する

と 思 わ れる 。 2012 が本個体の 口 縁部であると する な ら ば 、 端部 は 短 く内 側に 向け 、 細 い 粘土紐 を 貼 付

し押し引 い て いる 。 2007 か ら 頸部の地 文 は 撫で消 さ れ 、 無文である こと が わ かる 。 口 縁部 ～ 胴部に か

け て 施 さ れ て いる 突帯 上の 押し引 き は か な り低 く 、 器面 よりわ ず かに 高 ま りが ある だけである 。 平面

形 は 「 C 」 字状である こと か ら 、 エ具 は 2 II B aに 使 用 し て いる ものに 近 いと 思 わ れる が 、 多載竹管

状である 可能性 も ある 。 押し引 きの 間 隔 は 密で、 約 2 mm は どである 。

2015·2016·2021·2023 -2025 は 胴部 片である 。 2015·2016·2023 は 突帯 がやや 幅 が狭 い 。 押し引

き は 密で、 その 間 隔 は 約 1 - 2 mmであ る 。 2023の 下の 突帯 上に は 貝 殻背圧痕が施 さ れ て いる 。 2021·

2024·2025 は やや 幅 広の 突帯である 。 2024の 押し引 き は あ ま り丁 寧でな い 。
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た だ 押し引 き は かな り密であ る 。 2 025
2 018·2 02 0·2 025 -2 027 は さ は ど突帯 が低 い わけでは な い 。

は 最 も 密 な 箇 所 は 突帯の 長 さ 2 cm分のと こ ろに14 回の 押し引 き か施 さ れ て い る 。 2 026·2 027 も 同 様で

明 ら かに他と 様
あ る 。 2 018 は 長 さ 4 cm分のと こ ろに3 0 回 押し引 かれ て い る 。 見 た 目 は かな り細か く 、

その点でい え ば2 II B c に

2 II B c に 含め て も 問題
の 字状の 押し引 き か施 さ れ て い る 。

属す る が、 外面 の 突帯の 押し引 き かかな り密であ る かために 本類に 含 め た 。

は な い 。

相 を 異に す る 。 2 02 0 は 端部に 逆 「 く 」

2 II C 

本類の C は、 指頭により断面 三角形状に 成形 さ れた突帯 を 有す る土器を 一 括した 。 4 0点図示したが、

同 一 個体 も あ り出土点数は さ は ど 多 く な い 。 器形 や 文 様構成等で押し引 き 突帯 を 有 す る 個体と類 似す

S X O  2 ・ 包含層 か ら出土した ものでそ れ ぞ れ1 点 ず つ、 器形

その他 が わ か る 個体が確認でき た こと か成果として 挙 げ ら れ る 。 個 々の 説 明 は 後述す る 。
る点 は 多 い が、 突帯 は 特徴 的であ る 。
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1245 -1247 は 同 一 個体の 胴部 片である 。 突帯の 断面形 は 三角形状で比較 的 高 く 撫でら れ て いる 。

1253 は 口 縁部 外面 に1 条の 突帯 を 持つ 。 やや摩滅してお り詳細 は 不 明 だ が 、 押し引 きと は 判 断でき

ず 、 ま た 突帯の 断面 が三角 形状である た め 本類に 含め た 。

1430 は内面 肥 厚 さ れ た 口 縁部 片である 。 外面 に 2 条の 縄文 突帯 を 持つ 。 頸部に 近 い部位に 施 さ れ た

突帯 は 指頭によ っ て 成 形 さ れ て いる 。 1431·1432 は 同 一個体である 。 突帯 は 断面 三角 形状では ある が

幅 は 狭 い 。 摩滅して いるので詳 細 は 不 明である 。 1433 も 同 様に 摩滅して いる 。 突帯の 断面 は 三角形状

では な く 、 むしろ 台 形状である 。 押し引 きでも 撫で引 きでも な いと 判 断し本類に 含 め た 。 詳 細 は 不 明

である 。

1434 -1453 は 同 一個 体である 。 す べ て S X02 か らの 出土である 。 S X02 は 竪 穴状遺構として 報告し

た が 、 住居 跡の 可能性 が 高 い遺構である 。 その 床面 近 く か ら この土器は出土して いる 。 他に あ ま り類

例 を 見 な い た めに 、 時 期 その他に つ い て は 不 明 だ が 、 共伴して いる1425·1426 な ど が手 がかりと なる

か もしれ な い 。 1434 -1453 は 、 部分 的にしか接合でき な かっ た た め 全容 を 解 明 する こと は 困 難である

が 、 幸 いに も1452·1453 は 接合率が高 く 、 口 縁部 か ら 胴部 上 半 までの 様子 は つ かめる 。 膨 ら ん だ胴部

か ら 頸部でい っ た ん やや く びれ 、 口 縁部では 再ぴ膨 ら み 、 内 側に 向か っ て 湾 曲しな が ら 端部に 向か う

器形である 。 口 縁部は内面 肥 厚し縄文 を 施して いる 。 端部に は 棒状 工具の 押圧による 凹み が ある 。 凹

み は 端部 全周に わ た っ て ある わけでは な く 、 規 則 的 な 単位で施 さ れ て いる 。 しかし現存 する 破片では

その 単位 を 知る こと はでき な い 。 口 縁下 外面 に 横位2 条の 突帯 を 貼 付し、 文 様帯の 上 限として いる 。

下 限 も 同 様に 横位2 条の 突帯 を 頸部に 貼 付して いる 。 その ほ ぽ 中 央部に ある 横位1 条の 突帯 を 境に 、

上 下対称の 弧状 を 描 く 文 様 を 2 - 3 条の 突帯で構成して いる 。 1453に は その 連 弧文の 間に 円形 文 が貼

付 さ れ て いる が 、 その 規 則 性 も 不 明である 。 突帯 は 指頭成形による ものである 。 断面 は 三角 形状で、

高 く つ ま み 上 げるよ う に 撫で引 い て いる 。 器形 や 口 縁端部の 様子 は 、 1204他 や1399に 代表さ れるよ う

な 押し引 き 突帯 を 持つ個体に類 似する が 、 文 様構成 自 体 は むしろ1494 等の 縄文 突帯 を 持つ 個体に 通 じ

る もの が ある 。 文 様帯 が 口 縁部 か ら やや く びれ た 頸部 までに 広 がると い う点でも 、 1399 等より1494 等

に 近 い が 、 後述する 第 4地点 POl か ら出土して いる A H4 -119のよ う に 、 文 様帯 が頸部 までにと ど ま る

押し引 き 突帯 を 持つ 個体 も ある 。 た だ A H4 -119 は 文 様帯の地 文 は 撫で消 さ れ 、 無文である点 は 異 なる 。

詳細に つ い て は 今後 検 討の 余地 が ある 。

2028 -2039 は 包 含層 か らの出土である 。 2028 も 比較 的器形 が わ かる 個 体である 。 1452 等と 同 様に 膨

ら ん だ胴部 か ら い っ た ん 頸部でく ぴ れる 。 口 縁部の形状 は は1452 等と 異 な り 、 外側に 向 か っ て 直線的

に 開 く 器形 を 呈する 。 口 縁部 は内面 肥 厚 さ れ 、 端部に は 棒状 工具の 押圧による 凹み が ある 。 端部 は わ

ずかしか遺存してお ら ず 、 凹み が全周に わ たる もの か ど う かは 不 明である 。 口 縁部 か ら 頸部に かけ て

指頭成 形突帯によ っ て 文 様帯 が形 成 さ れる 。 文 様 モ チ ー フ は ほ ぼ 中 央部に ある 横位1 条の 突帯 を 挟 ん

で、 上 下対称に 弧状 • 山 形の 文 様が描かれる 。 文 様帯 は 横位2 条の 突帯 を 下 限とし、 胴 部地 文 帯と 画

する 。 文 様 モ チ ー フ は 同 じ 指頭成形 突帯 を 持つ1452 等に 通 じる もの が ある 。

2029 は 口 縁部 、 2030 -2039 は 胴部である 。 2031·2034·2038·2039の 突帯 は 幅 広である 。 その た め

断面 は さ ほ ど 高 く な いよ う に 見 える 。 他 は 突帯 幅が狭 い分 だけ高 く 見 える 。 2029 は 短 隆線のよ う に 端

部 か ら 貼 付 ら れ てお り、 下 方へ延びる 。 横位2 条の 突帯で分 断 さ れ 、 十 字 を 描 く 。 他に あ ま り類 例 を

見 な い モ チ ー フである 。 2031 は やや 摩滅してお り、 突帯の 断面 が 台形状に 近 い 。 縄文 突帯のよ う に も
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見 え る が 、 突帯脇 の 様子や一 番上の 突帯か ら 指頭成形 に よ る も の と 判 断 し た 。 2033 · 20 35 の 文様 モ チ ー

フ は 1 45 2等や 20 28 に 似 て い る 。 20 38 は 突帯の 残 り は は と ん ど摩滅 し て お ら ず 、 指頭成 形 の 様子 が よ く

観察 で き る 。

2 II D 

本地点か ら 出 土 し た 前期後葉の土器群 の 多 く が突帯 を 有す る も の で あ る こ と は 前述 し た 。 こ こ ま で

縄文 、 押 し 引 き 、 撫 で 引 き な ど 突帯上に 施 さ れ た 文様 に よ っ て 、 分類 し 説明 を 加 え て き た 。 本 類 の D

では そ れ 以 外 の 文様が施 さ れ た 突 帯 を 有す る 土器群 を a - c に 細分 し た 。 し か し こ こ に 属 す る 土器 は

い ず れ も 小 片 で あ り 、 そ の個体の全容 を 明 ら か に す る も の で は な い 。 そ れ故 に a - c の分類基準 は そ

の 破 片 の部位の み に 該 当 す る も の で し か な い 。 お そ ら く 個 々 の破片 が本来 あ る べ き 個体 は 、 本 類 の 基

準 と な る 突 帯 の み で文様か構成 さ れ て い る の では な く 、 そ の 他の特徴 も 持つ も の で あ ろ う と 考 え ら れ

る 。 そ う し た 点 か ら す る と 、 他の個体 と の 関連 を 探 り 最 も 適切 な 分類 を 構築 す る べ き で あ る が 、 報告

者 の 力 量不 足 の た め に 小 片 の 特徴の み を 列 挙す る こ と に と ど ま る こ と を あ ら か じ め 記 し て お き た い 。

2 II D a 

9 点 図 示 し た 。 本類 に は 突帯上に 貝 殻背圧痕が施 さ れ た も の を 一 括 し た 。

2040 - 2043 · 2045 · 2046 は 縦位 に 突帯か貼付 ら れ た 胴 部 片 であ る 。 こ の 他 に も 縦位突帯上 に 貝 殻背

圧痕 を 持つ個体があ る 、 後述す る 底 部 片 に 含め た 1 295 であ る 。 本類の縦位突 帯 の 破片 が1 295 に 類似す

る か 否 か は 判 断が 困 難 で あ る か 、 仮 に そ う で あ る と し た ら 胴 部 片 の 中 で も 底部 に 近 い 部位に 該 当 し 、

傾 き は 掲載 し た 状態 よ り さ ら に 上部が外側 へ傾 い て い る こ と に な る 。 い ず れ も 小 片 で あ る た め に 詳細

は 不 明 で あ る 。

2044 は 頸部 ～ 胴 部 片 で あ る 。 やや く びれ た 頸部 に は 粘 土紐が 1 条 貼 付 さ れ 刺 突 が施 さ れ て い る 。 そ

の 下 に は 貝 殻背圧痕 の あ る 突帯 で円 形文が描か れ て い る 。 2047 · 2048 は 小片 の た め 部位は 判 然 と し な

い が 、 胴 部 で あ る 可能性 が高 い 。

2 II D b 

1 6点 図示 し た 。 本類 は 突 帯上 に 刺 突 が施 さ れ た も の を 一括 し た 。

1 276 は 内 面 肥厚 さ れ た 口 縁部 片 で あ る 。 外 面 に は 幅広 で低め の 突 帯 が貼 付 さ れ 、 そ の 幅 い っ ぱ い に

刺 突 が施 さ れ て い る 。 1 3 25 - 1 3 27 は 頸部 ま た は 胴 部 片 で あ る 。 3 点 と も 押 し 引 き の 近 い 刺 突 で 、 1 3 25 ·

1 326 は 2 II B a 、 1 3 27 は 2 II B c に 使用 し た エ具で刺 突 さ れ た よ う に 見 え る 。 1 454 は く びれ た 頸部 に

横位 l 条 の 突 帯 を 貼 付す る タ イ プ で、 突帯上に は やや幅広の 「 C 」 字状刺 突 か施 さ れ て い る 。 刻 み の

よ う に 見 え る 直線 的 な 刺 突 に 比べ 「 C 」 字状 の も の は 少 な い 。

2049 は 口 縁部 で あ る 。 内 面 肥厚 さ れ て い る 。 外面の 突帯上に は 、 は ぱ直 線 的 だ が若 干 「 C 」 字状 に

湾 曲 し た よ う に 見 え る 刺 突 が施 さ れ て い る 。 2050 - 2058 は 頸部片 で、 2058以 外 は く びれ部外面 に 横位

1 条 な い し 3 条 の 突帯 が あ る 。 2050 は ほ ぼ直線的 な 刺 突が比較 的密 に 施 さ れ て い る 。 使用 さ れ た エ具

は 多載竹管状 の 可能性 も あ る 。 突 帯 こ そ 3 条 あ る か2053 も 同 様 で あ る 。 3 条 の 突 帯 は 隣接 し て い る の

で、 縦 方 向 ヘ一 度 に 刻 ん だ よ う に も 見 え る 。 し か し よ く 観察す る と 凹 み に 若干 の ず れか あ る 。 そ の た
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第 1 05 図 縄文土器実測図 (22) 第 2 群 I 類 ⑩

め刻 み で は な く 刺 突 と 判 断 し た 。

205 1 · 2054 - 2057 は 、 突 帯 上の 刺 突 の平面形が 「 C 」 字状に 近 い 。 205 1 · 2056 の エ具 は 比較 的薄 く 、

2054 · 2055 · 2057は 肉 厚 で あ る 。 2058 - 2060 は 摩滅 し て お り 、 詳細 は 不 明 で あ る 。

2 II D c 

1 8 点 図 示 し た 。 本 類 に は 突帯上に 刻 み を 施 し た も の を 一 括 し た 。 報告者 は 、 刺 突 は エ具 を 突 き 刺 す

こ と に よ っ て 施 さ れ た 凹 み 、 刻 み は 突 帯 を 分 断す る も の切 れ 目 と 理解 し て い る が 、 判 別 が 困 難 な も の

も あ り 、 混 乱 し て い る 可能性が あ る 。
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1 09 1 は 摩減 し て お り 、 器面 に 亀裂が生 じ て い る 。 突帯 も 低 く 判 別 し に く い 状態 で は あ る か 、 真ん 中

の 突帯上に は 明 ら か な 刻 み が確認 で き る 。 1 328 · 1 329 は 頸部 に 刻 み の あ る 突帯 を 貼 付 し て い る 。 1 3 8 1

は 摩滅 し た 小 片 の た め 詳細 は 不 明 で あ る が、 接 し て い る 4 条 の 低 い 突帯上に 、 ほ ぼ垂直方 向 か ら 一 度

に 刻 み を 施 し て い る 。

206 1 - 2063 は 口 縁部 片 で あ る 。 い ず れ も 内 面 肥厚 さ れ て い る か 、 2062 · 2063 は 端 部 に 凹 み を 持 ち さ

ざ波状 を 呈 し て い る 。 口 縁下 外面 に 貼 付 ら れ た 突帯上に 刻 み か あ る 。 2064 - 1 073 は 胴 部 片 で あ る と 思

わ れ る が 、 2065 は 頸部 直下 の 可能性 も あ る 。 2065 - 207 1 の 突 帯 は 縦位 で あ り 、 胴 部下半 と も 考 え ら れ

る 。 2074 は 頸部 で 1 329 と 似 て い る 。

第 2 群 III 類

本類 は 縄文 の み の 破 片 も し く は 個体 を 一 括 し た 。 そ の 多 く は 胴 部 片 で あ る 。 そ れ ら の破 片 が 口 縁部

そ の 他 に 特徴 を 持つ 個 体 で あ る の か 、 そ う では な く 縄文 の み を 全面 に 施す粗製土器 で あ る か は 不 明 で

あ る 。 比較 的摩滅が少 な く 縄文の状態 が わ か る も の を 選別 し 多 め に 掲載 し た 。 特別 な も の 以 外 は 個 々

の 記 述 は 避 け 、 ま と め て 記す こ と に し た 。

1 52点 図 示 し た 。 そ の う ち 口 縁部か ら 底部 ま であ り 、 そ の 全容がつ か め る も の は わ ず か 1 点 し か な い 。

S U  O 2 と し て 報告 し た 1 408 で あ る 。 ま た 明 ら か に 頸部 で あ る と 思 わ れ る も の も 1 337 の 1 点 し か な い 。

ロ 縁部 は 24点確認で き た 。 1 248 · 1 250 - 1 252 · 1 255 - 1 262 · 1 383 · 1 384 · 2075 - 2083 で あ る 。 最 も 多

か っ た の は 胴部 片 で、 1 023 · 105 1 - 1 059 · 1092 - 1 1 00 · 1 1 1 7 - 1 1 20 · 1 263 - 1 275 · 1 33 3 - 1 336 · 1 338 ·

1 382 · 1 385 - 1 39 1 · 1 455 - 1 460 · 1 464 · 2084 - 2 146 の 1 20点 で あ る 。

1 408 は 4 単位の波状 口 縁 で 、 端部 は つ ま み 上げ ら れ て い る 。 口 縁下 に は 張 り 出 し た 肩 部 を 持 ち 、 胴

部 は 肩 部か ら 緩や か に 湾 曲 し な か ら 底部 に 向 か う 器形 を 呈す る 。 底 部 は 側 縁端部か突 ぎ 出 て お り 、 端

部 に は 刻 み が あ る 。 明 瞭 な 縄文 は 口 縁部外面 し か 確認 で き な か っ た 。 胴 部 に は 炭化物が一 面 に 付着 し

て お り 詳細 に 器面 を 観察 で き る 箇 所 は 少 な い 。 従 っ て 施文 を 確認す る こ と は 容 易 では な か っ た が、 炭

化物が剥 がれ て い る と こ ろ では 若 干 の 縄文が確認 で き た 。 そ の こ と か ら 類推す る と 、 胴部全体 に 縄文

が施 さ れ て い る 感 じ で あ る が 、 底部付近 では 縄文が見 ら れ な い 。 撫 で消 さ れ て し ま っ て い る 可能性 か

あ る 。 底 部近 く で は 数個 の 小 さ な 円 形 の 凹 み か確認 で き る 。 詳細 は 不 明 だ が 、 近 く に 繊 維状の痕跡が

見 ら れ る こ と か ら 胎 土 中 の 小礫が抜け 落 ち た 痕 の 可能性 も あ る 。
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第 1 0 7図 縄文土器実測図 (24) 第 2 群 皿 類 ②

0 5 cm 



第 1 0 8図 縄文土器実測図 (25) 第 2 群 皿 • N類

第 3 節 遺物 149 

0 5 cm 



1 50 第 3 章 第 1 地点

第 2 群 N 類

本 類 は 沈線文 を 有す る 土器 を 一 括 し た 。 出土数は 多 く な く 、 良 好 な 状 態 の も の は 少 な い 。 従 っ て 前

期 に 属 さ な い も の で あ る 可能性 も 否 定 で き な い 部分 は あ る 。 9 点 図示 し た 。 個 々 に 説明 を 加 え る 。

1 277 は やや 厚 め の 胴 部 片 で あ る 。 摩滅 し て い る が 、 半載竹 管状工具 に よ る も の と 思 わ れ る 平行沈線

が見 ら れ る 。 1 339 も やや厚め の 胴 部 片 であ る 。 半載竹管状工具 に よ る 押 し 引 き が 3 条 l 単位 と し て 施

さ れ て い る 。 押 し 引 き は 突 帯 な ど を 貼 付せ ず 、 器面 に 直接 引 い て い る 。 押 し 引 き は やや粗 く 、 そ の 間

隔 は 長 め で あ る 。 若千様相 は 異 に す る が 、 後述す る 東 日 本 系土器 と 思 わ れ る 221 6 に 似 た 感 じ も あ る 。

詳細 は 不 明 な の で本類 に 含め た 。 1461 は 弧状文が描 か れ て い る 胴 部 片 で あ る 。 摩滅 し て い る せ い も あ

る が 、 沈線 は 浅 い 。

2 147 · 2 1 49 • 2 1 50 の施文は 半載竹 管状工具に よ る 平行沈 線 で、 酷似 し て い る こ と か ら 同 一個 体 で あ

る 可能性が あ る 。 そ れ ぞれ胴部片 であ る 。 2 15 1 も 半載竹管状工具 に よ る 平行沈線が施 さ れ た 胴 部 片 で

あ る 。 2 148 · 2 1 52は 口 縁部 片 で あ る 。 2 148 の 沈線 は 比較 的 は っ き り し て い る 。 2 1 52 は 口 縁下 に エ具 に

よ る も の と 思 わ れ る 沈線が 1 条 あ る 。

第 2 群 V 類

本 類 は 底部 の み の 破 片 を 一 括 し た 。 2 II D の 記述 と 同 様 に 、 本 類 の 土 器 を 説明 し て い く 上 で 、 本 米

は 上部 の 口 縁部 ～ 胴 部 と の 関 係 を 考慮 し な け れば な ら な い で あ ろ う 。 し か し 本地 点 か ら 出 土 し た 土器

の 中 で 口 縁部 か ら 底部 に 至 る ま で現存 し て い る 個体は 1408 の わ ず か l 点 で あ る 。 ま た 接合性が高 く 推

定復原が可能 で あ っ た 個体 も 1 407 の 1 点 し か な い 。 こ の 2 点 の例 を 持 っ て 、 全容 を 語 る の は 危 険 で あ

る ばか り で な く 、 こ の 2 点 は 本地点か ら 出 土 し た 土器の典型 的 な 例 で な い た め 、 参考 資料 と は な ら な

い 。 従 っ て 、 本 類 の 底 部 片 を 上部 と 関連 さ せ て 説明 す る こ と は 困 難 で あ る と 判 断 し 、 底 部 片 と い う 範

疇 の 中 で 、 そ の 破 片 が持つ特徴 に 着 目 し て 分類 し た 。 大 き く は 器形 に よ っ て 二分 し 、 そ れ ぞれ を 施文

に よ っ て a - e の 5 つ に 細分 し た 。 底 面 の 形状 は 丸底や尖底 は 確認 で き ず 、 平底 と 上 げ底 の み の よ う

で あ る が 、 判 別 で き な い 破 片 が 多 い た め 、 あ え て 分類 の 基 準 と は し な か っ た 。

2 V A 

第 2 群 V 類 の A は 底部側 縁が張 り 出 し て い る も の 、 ま た は 突 き 出 し て い る も の で あ る 。 本地点か ら

出 土 し た 底部 片 の 中 では 多 い 方 で、 高 い 割合 を 占 め る 。 底部側縁か張 り 出 し て い る と は 、 底 面 の 直径

が胴 部 の 最小径 よ り 大 き い も の で、 胴 部下半 よ り 湾 曲 し な が ら 底 面 に 向 か っ て 広 が っ て い く も の で あ

る 。 側 縁 が突 き 出 し て い る と は 、 底 面 の端が器面 よ り 著 し く 突 出 し て い る も の で あ る 。 底 面 の み で側

面 が 欠 損 し て い る た め に 判 別 し に く い 破片 も あ る 。 側 縁端部に 見 ら れ る 施文等 で a - e に 細 分 し た 。

2 V A a  

1 3 点 図 示 し た 。 本 類 に 属す る 底部 片 は 、 底部側縁か張 り 出 し た り 突 き 出 し た り し た も の の う ち 、 端

部 に 刻 み が施 さ れ て い る も の を 一 括 し た 。

1 278 は 正 面 左側 か ら 刻 み が入れ ら れ て い る 。 図 では 棒状工具の押圧 に よ る 凹 み に も 見 え る が 、 凹 ん

だ部分 を 上か ら み る と 、 虹角 三角 形状 に な っ て い る こ と か ら 刻 み と 判 断 し た 。 底 面 と 側 面 と の角 度か



第 3 節 遺 物 151  

ら 考 えると、 く びれた胴部 下半か ら 円 錐状に 底面 に 向か っ て 開 く 器形かと 思 わ れる 。 1279 は 側面 か欠

損 し て いる た め正確 さに は欠ける が、 底面 端部の 角 度 か ら 本類と し た 。 端部に は 細か い 刻 み が斜 め 方

向に 入れ ら れ て いる 。 1280 は S B05の 床面 近 く か ら出土 し て いる 。 側面 は 緩や かに 湾 曲 し てお り、 端

部に は 指頭の 押圧かと 思 わ れる 圧痕が認め ら れる 。 瑞部 は 若干突 き出して いるので、 調整の 際に 生 じ

た圧痕の 可能性 も ある 。 端部に は比較 的浅 い 刻み が斜め 方 向に 施 さ れ、 裏面 まで至る 。 士器を 逆位に

し て 刻 み を 人れ たと も 考 え ら れる 。

1393 は 少 し 突 き出 し た端部に は ぱ垂直方 向に 刻み を 入れ て いる 。 小 片の た め 詳細 は 不 明である 。

2153 -2157 は比較 的 細 い 刻 みであ ま り深 く な い 。 2153 -2155 は 突 き出 し が あ ま り著し く な い 。 2154

は 序滅 し て いる た め 詳細 は 不 明である が、 端部 をよ く 観察すると わ ず かに 刻 み ら し き もの が確 認でき

たので本類に 含め た 。 正確 さに欠けるのであ え て図示 し て い な い 。 2156·2157 は 少 し 突 き出 し て いる 。

2158 -2161 は やや 幅 広の 刻 みである 。 エ具か 肉 厚であ っ た 可能性 か ある 。 い ず れ も 端部 は 突 き出し

て いる 。

2 V A b 

5 点図示 し た 。 本類 は 側 縁端部に 指頭の 押圧による 凹み を 持つ ものである 。 軽 く 凹んでいる もの も

あ れ ば、 かな り深 い もの も ある 。

2163 は 側面 が ま っ た く な いので、 Aに 属するの か Bに 属 するの か判 断でき な い 。 その他の 基準 を 設

け て い な い た め 便宜上 本類に 含め た 。 2163 は 端部の 凹 み か比較 的 深 く 、 裏面 か ら 見ると 歯車 状に 見 え

る ほ どである 。 2166 は小 片である が、 2163よ り さ らに 深 く 凹んでいる 。 図では わ かりに く い が、 凹 ん

でい な い 部分 か 四 角 く 残る ほ ど 深 く 押圧 し て いる 。 そ れに 比べ2164·2165 は 浅 く 、 軽 い 押 圧である 。

2 V A c 

22点図示 し た 。 本類 は 端部 を 棒状工具の 押圧による 凹み を 持つ もの を 一 括した 。 エ具 はお そ ら く 棒

状であ ろ う と 思 わ れる が確 証 は な く 、 中に は 刻みと 判別 が 困 難 な もの も ある 。 凹み が比較 的 丸 み を 帯

びて いる もの を 本類に 含 め た が、 やや鋭角 的 な もの も 含め て いるので、 刻 みと 混 乱 し て いる 可能性 も

否定でき な い 。

1010·1011 は や や 深 めの 凹みである 。 1010 は ほ ぼ垂直に、1011 は やや 斜 めに エ具が あ て ら れ て いる 。

1012 は 凹み が浅 く 軽 い 押 圧である 。 底面 中 央部 は欠 損 し て いる が、 上 げ底であると 思 わ れる 。

1060·1281·1282·1283の 凹み も 浅 い 。 1060·1283 は 斜 め 方 向 か ら、 1281·1282 は は ぽ垂 直 方 向 か

らの 押圧である 。 1284の 凹み も図で見る は ど 深 く な い 。 1394 は やや上 げ底 気 味である 。

2167 は 端部 を 軽 く 凹 ま せ て いる 。 若干摩滅して いるので十分 観察 しに く い か、 かすかに 凹 んでいる 。

底面 に は やや 崩 れ た 「 C 」 字状 痕 か ある 。 生 爪痕のよ う に も 見 える が詳細 は 不 明である 。 2168·2169

は 上 げ底で、 端部の 凹み の 間 隔 は比較 的密 で ある 。 そ れに 対して2170·2172 は 平底で端部の 凹みの 間

隔 は やや粗めである 。 2173·2175 は 摩減して いる ため確認でき な い だけで、 規 則 的に 凹み が ある もの

と 思 わ れる 。 2167 -2170·2172 -2177 は 底面 端部 か突 き出して いる タ イ プに 属 する が、 い ず れ も 凹み

は 浅 い 。 し か し 両 者の 因 果関係 は は っ き りしてお ら ず 不 明である 。 2201の 凹み は は っ き り し て いる が、

断面 がやや鋭角 的 な 感 じ も あ り、 刻 みの 可能性 も ある 。 2203 は 底面 中 央部 がかな り盛り上 が っ た上 げ
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底 で ある 。

2 V A d  

本類 は 貝 殻背圧痕が施 さ れ た もの を 一 括した。 端部 が突 き出した A で は、 21 78·21 79の 2 点 を図示

した 。 両 者と も 突 き出した側 縁端部に 縦位の 貝 殻背圧痕 を 連 続して 施して いる 。

2 V A e  

本類 は 端部 が張り出したり、 突 き出したりした ものの う ち 上 記の a - dに分類 で き な か っ た もの や

詳細が不 明 な もの を 一 括した 。 ほと ん ど が側 縁端部に 何 も 施 さ れ て い な い 。 24点図示した 。

1101 -1103 は 端部に 何 も 施 さ れ て い な い 。 底面 は欠 損してお り、 ほと ん ど な い 。 い ず れ も 端部 は 突

き出して いる 。

1285 -1294の う ち1292 以 外 は 端部 が突 き出して いる 。 突 き出しの 多 少 は あ り、1286 等 は か な り短 い 。

1292 は く びれ た胴部 下半か ら 底面 に 向か っ て 開 く 器形 で ある 。 2 V A a の12 78に 似 て いる 。 後 述 する

第 4地点の S B01 か ら出土して いる 底部 片 が、 この タイ プの器形 がよ く わ かる 好資 料 で あ る 。 1286·

1290·1293 は 上 げ底 で あ ろ う と 思 わ れる 。 い ず れ も 側 縁端部に は 何 も 施 さ れ て い な い 。

1395 は 若 干突 き出して いるよ う に 見 えるの で本類に 含め た 。 破片の 両 端 を 見ると わ ず かに 凹み 始め

て いるの が わ かる 。 側 縁端部の 一部 が大 き く 凹み、 底面 が五角形状に なる ものの 凹 ん で い な い 部分の

よ う に も 見 える 。 その点 で は 2 V A bに 含 め た 方 がよ い か もしれ な い が、 小 片 で詳細不 明 な た め 本類

に 含める ことにした 。

2180·2182 -2184 は 端部に 刻みのよ う な もの が見 ら れる 。 エ具による 押 圧 や 摩滅 • 亀裂の 可能性 も

ある 。 い ず れ も は っ き りせ ず 詳細 不 明 で あるの で、 本類に 含め て 報告する ことにした 。 2184 は 裏面 に

縄文のよ う な 痕 跡 が認め ら れる が、 よ く わ か ら な い 。

2185 -218 7·2189 は く びれ た 胴 部 下 半か ら 底面 に 向か っ て 開 く 、 12 78 等の器形 を 呈する 底部 片 で あ

る 。 2185 は器壁 が厚 め で ある 。 218 7 は やや上 げ底 気 味 で ある 。

2 V B  

第 2 群 V類の B は 側 縁端部 が張り出したり、 突 き出したりして い な い もの で ある 。 基 本 的に は 胴部

か ら 底部に 向か っ て 収 束して い く 器形 で あると 思 わ れる 。 第 2 群 V類の A 以 外の もの を 本類に 含 め た 。

施文 等により2 V Aと 同 様、 a - e に 細分した 。

2 V B a  

本類 は 側 縁端部 が張り出して い な い 底 部 片の う ち、 端部に 刻み を 施して いる もの を 一 括した 。 3 点

図示した 。

1340 は 底面 を欠 損して いる 。 側面 は ほ ぼ垂直に 立 ち 上 がる 。 本例 は 端部に1 カ 所 だけ刻み状の 痕 跡

が認め ら れ た 。 摩滅して いる た め 確認 で き な い部分 も ある 。 2190 も 摩滅して いる 。 内面 に 指頭圧痕 ら

し き もの が見 ら れる 。

2191 も1340 同 様に 側面 が ほ ぼ垂 直に 立 ち 上 がる 。 端部の 刻み はと こ ろ ど こ ろ 確認 で き る 。
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2 V B  b 

本類 は 側 縁端部 が張り出して い な い もので、端部に 指頭の 押圧による 凹み を 持 つ 底部 片 を 一 括した 。

10点図示した 。 2 V A 同 様、 凹みに は かな り差 か ある 。

1295 は やや 膨 ら ん だ胴部 を 持つ深鉢の 底部である 。 胴部 下半か ら 底部 へと 連 なる 破片である 。 側面

に は 縦位の 突帯 が 貼 付 ら れ て いる 。 現存する 破片では 4 条しか確認でき ず、 単位その他 は 不 明である 。

縦位突帯 上に は 横位の 貝 殻背圧痕が施 さ れ て いる 。 地 文 は 縄文である 。 側 縁端部に は 指頭の 押圧によ

る やや 深 めの 凹み が ある 。 現存する 破片で2 カ 所確認でき る 。 1 カ 所 は 縦位突帯の 直下である が、 も

う1 カ 所 は そ う では な く 、 単位 ・ 規 則 性 は 不 明である 。 端部に 凹み が施 さ れ て い な い 部分に は 生 爪痕

がは ぱ連 続して 残 さ れ て いる 。 器形 は やや ゆ がんでいる が、 比較 的 T 寧に 作 ら れ た 感 じ がする 。

2192 -2194 · 2199 は やや 浅 めの 押圧である 。数mm程度の 凹みの もの も ある 。 そ れに 比べ2195 -2198 ·

2200の 凹み は やや 深 めである 。 2195 は 斜めに やや深めの 凹み か ある 。 報告者の 左 手 親指 を 横にして あ

て てみ ると、 ち ょ う ど 3 分の1 は ど か埋 ま る 。 2196の 凹み も 深 い が2195に 比べ 長 めである 。 報告者の

右手親指 が 第 一関節 まであ たる は どである 。 2197 は小 片で凹みの 規模は 不 明である が、 破片の 両 端に

凹み が確 認でき る 。 2198と2200 は 同 一個体であると 思 わ れる 。 2196 同 様、 深めの 長 い 凹み が見 ら れる 。

2 V B c 

本類 は 側 縁端部が張り出して い な い もので、端部に 棒状 工具の 押 圧による 凹み を 持つ 底 部片である 。

3 点図示した 。

1061 · 1062 は小 片である た め 詳細 は 不 明である が、 かすかに 残る 痕 跡 か ら 本類に 含め た 。

2171 は 側面 か ら 見ると 三角形状の 凹み が ある 。 凹みの内面 がやや 丸み を 帯 び て いるので、 棒状 工具

の 押 圧による 凹みであ ろ う と 判 断した 。 底面 は欠 損してお り、 ま っ た く 現存して い な い 。

2 V B  d 

本類 は 張り出しの な い 側 縁端部に 貝 殻背圧痕 を 持つ ものである が、 2204の1 点の み図示した 。 端部

の 貝 殻背圧痕 は 縦位である 。

2 V B  e 

本類 は 上 記の 2 V B a - 2 V B dに 含める こと かでき な かっ た底 部片である 。 4 点図示した 。

2205 は 縦位の 縄文 突帯 が2 条確 認でき る 。 2206 は 底部 か ら 外側に 向 か っ て かな り開 き な か ら 立 ち 上

が っ て い く 器形のよ う である 。 底面 部の器壁 は 厚 い 。 2207 は 上 げ底である 。 2208 は 底部下端 まで縄文

か施 さ れ て いる 。
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第 1 1 1 図 縄文土器実測図 (28) 第 2 群V類③

第 2 群 VI 類

本 類 は 東 日 本系土器 と 思 わ れ る も の を 一 括 し た 。 本地点か ら の 出 土 点数 は 多 く な く 、 客体 的 な 存 在

であ る と 報告者 は 理解 し て い る 。 そ れ ゆ え あ え て 細分せ ず に 順次個 々 に 説 明 を 加 え て い く こ と に す る 。

34点 図 示 し た 。 強 い て 大 き く 分 け る と す れ ば 、 中 央高地 で発達 し た タ イ プ と 北陸方面 に 広 く 分布す る

タ イ プ が あ る 。

1 0 1 3 - 10 1 8 は 同 一個体 で あ る と 思 わ れ る 。 10 13 - 10 1 5が 口 縁部 、 1 0 1 6 - 1 0 18 か胴 部 で あ る 。 こ れ ら

は すべ て S B 0 1 か ら の 出 土 で あ る か 、 隣接す る S B 08か ら も 1 024 · 1025 の 2 点 が 出 土 し て い る 。 ま た

包含層 扱 い と し た が、 22 1 1 - 22 1 3 も S B 0 1 周 辺か ら 出 土 し て お り 、 同 一個 体 で あ る 可能性 か高 い 。 い

ず れ に し て も 共通す る 特徴が 多 い の で 、 こ こ では ま と め て 説明 を 加 え る こ と に す る 。

ロ 縁端部 は 水平 に 面取 り さ れ て い る 。 口 縁部外面 は 二段 に な っ た 突 き 出 し 部が あ る 。 そ の 突 き 出 し

の 下側 に は 頂部 を 上 に 向 け た 三角 印刻 文が上下 呼応 す る よ う に 施 さ れ て い る 。 突 き 出 し 部 は 外面肥厚



第 3 節 遺物 1 57 

す る 形 で成 形 さ れ て い る こ と が 、 端部が剥がれ た 10 1 3か ら う か が え る 。 三 角 印 刻 が施 さ れ た 突 き 出 し

の下部に は 横位数 条 の 沈 線 が あ り 、 さ ら に そ の 下 に は 左右交 互 に 引 か れ た 矢 羽 根状 沈 線 が あ る 。 以 下

の 胴 部 に つ い て は 1 0 1 6 - 1 0 1 8 · 1024 · 1025 · 221 1 - 22 1 3 の 破 片 が あ る が 、 や や 湾 曲 し た 部位 も あ り そ

の 器 形 は 判 然 と し な い 。 2210 も S B 0 1 近 く で 出 土 し て い る こ と を 加 味 す る と 、 同 様 の個体 で あ る 可能

性 も あ る が 、 か な り 摩滅 し て い る た め 詳細 は 不 明 であ る 。

1 296 は 2224 · 2225 同 様 、 端部外面 に 瘤 状 の 突起 を 持つ 口 縁部 片 で あ る 。 外 面 に は 結節 浮 線 に よ っ て

同 心 円 文が描 き 出 さ れ て い る 。 こ れ ら の 結 節 浮 線 は 細 い 粘 土紐 を 貼 付 し 、 丁 寧 に 細 か く 押 し 引 い て い

る 。 は み 出 し は な い 。 2226 は 胴 部 で あ る が 、 浮線 の 感 じ か ら 1 296等 に 類似す る も の で あ ろ う と 思 わ れ

る 。 1 297 · 1 298 も 結節 浮 線文 を 持つ個体 で あ る 。 1 297 は 口 縁部 で 、 端部がやや 内 側 へ 向 け ら れ て い る 。

1 298は 細 片 の た め 詳細 不 明 で あ る 。

1407 は 中 央 高地 で発達 し た タ イ プ で あ る 。 口 縁端部か ら 胴 部 中 央 ま での 破 片 と 胴 部 下 半 か ら 底部 に

至 る ま での 破 片 で あ っ た が 、 文様構成か ら 器高 を 推定 し 復 原 し た 。 底 部 は 平 底 で胴 部 は ほ ぼ直 線 的 に

立 ち 上が り 、 口 縁部 は 外 反 し な が ら 開 い て い く 器形 を 呈す る 。 やや深め の 花瓶の よ う な 形 で あ る 。 ロ

縁部外面 に は 蝶 ネ ク タ イ 状 ・ 半 円 状 ・ 耳 状 の 突起が貼 付 ら れ て い る 。 現存 す る 口 縁部 を 見 る 限 り で は 、

半 円 状 突 起 を 中 心 に 、 そ の 両 脇 に は 蝶 ネ ク タ イ 状 突 起 が 、 ま た そ の 外側 に は 耳 状 突 起 が左右対称 に 配

さ れ て い る 。 こ れ ら の 口 縁部外面 の 突 起 は 、 長 野 県 を 中 心 と し た 中 央高地 で 多 く 出 土 し て い る 晴 ケ 峰

式土器 に よ く 見 ら れ る 。 1407 の 耳状 突 起 は 逆 「 の 」 の 字状 で あ る が 、 同 様 の 耳状 突 起 を 持つ 口 縁部 と

思 わ れ る 2209 は 「 の 」 の 字状 で あ る 。 口 縁部外面 の 突起 は 粘 土紐 の 貼 付 に よ る も の で あ る が 、 外 面 だ

け で な く 内 面 に も 粘 土紐の 貼 付が あ る 。 内 面 は 突起 で は な く 隆帯 で あ る 。 上か ら 見 た 文様構成 は 、 内

径部分 に 1 条 貼 付 し 、 そ の 隆帯 を 基 に 4 単位の 弧状文が描 か れ る 。 弧状文が 内 径 の 隆帯 と 交 わ る 部分

に は 筆 記体小文字 の 「 r 」 に 似 た 文様 が あ る 。 器形 そ の 他 の点で類似す る 土器 は あ る が 、 内 面 に 装飾

隆帯 を 持つ 例 は な い よ う に 思 わ れ る 。 頸部は 無文帯 で、 横位 2 条 の 隆帯 が 貼 付 ら れ て い る 。 そ れ ら の

隆帯 は 指頭 に よ っ て つ ま み 上 げ ら れ て い る 。 胴 部 に は 非常 に 緻密 な 装 飾 が施 さ れ て い る 。 周 り を え ぐ

り 取 る こ と に よ っ て 浮 き 上が ら せ た 半隆起線や 無文帯 で幾何学的 な 文様 を 描 き 出 し て い る 。 3 - 5 条

の半隆起線 を 縦位 ・ 横 位 に 施す こ と に よ っ て 縦長 の 文様区画 を 形成 し て い る 。 縦位方 向 は 二段 で あ る

が横位方 向 は 不 明 で あ る 。 文様 の 小単 位 を 見 る と 「 の 」 の 字 状 の も の が 多 い よ う に 思 わ れ る 。 半 隆起

線上に は 細 か な 刻 み が無数 に 施 さ れ て い る 。

22 14- 2223 は 北 陸方 面 に 広 く 分布す る タ イ プ で あ る 。 同 一個 体 で は な い が 、 同 様 の 特徴 を 有す る の

で ま と め て 説明 す る 。 2214 · 22 1 7 は 口 縁部 で あ る 。 やや 内 面 肥厚 し て い る 。 口 縁部 外 面 は 無文帯 に 三

角 印刻 文 が施 さ れ て い る 。 2214を 見 る 限 り で は 、 三角 印刻 文 の 頂 部 の 上下 に は 規 則 性 が な い よ う で あ

る が 、 2214の三角 印刻 は 乱雑 な 感 じ がす る の で 、 参考 と な ら な い か も し れ な い 。 三角 印 刻 文 が施 さ れ

た 無文帯 の 下 に は し っ か り と し た 押 し 引 き が直接器面 に 施 さ れ て い る 。 押 し 引 き に よ っ て 描 き 出 さ れ

て い る 文様 は 22 1 6 · 2220 に 見 ら れ る よ う な 蕨 手 状 で あ る が 、 そ の 蕨 手 部分 は 無文 で あ る 。 2 2 1 5 · 22 18 ·

222 1 - 2223 も 同 様 で あ る 。

2226 · 2227 は 1 296等 と 同 様 に 結節 浮線文 を 持つ胴部片 で あ る 。 2214等 の 直接器面 に 押 し 引 い て い る

も の に 比べ る と 1 条 の 幅 は 狭 い 。

2228 · 2229 は 同 一個 体 の 可能性が あ る 。 摩滅 し て お り 詳細 は 不 明 で あ る 。
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第 1 1 3 図 縄文土器実測図 (30) 第 2 群渭類

第 2 群VII 類

本類 は 、 縄文土器の う ち 前期 後 葉 に 帰属す る と 思 わ れ る が 、 詳 細 が 不 明 な も のや 、 上 記 の 第 I - VI 

類 に 含め る こ と が で き な か っ た も の を 一 括 し た 。 1 2点図 示 し た 。

1 249 は 内 面 肥 厚 し 端部 に 刻 み が あ る 。 口 縁部 片 で あ る 。 内 面 肥 厚や さ ざ波 口 縁 と い う 点で は 、 他 に

類似す る も の は 多 い が 、 口 縁下 外面 に 横位 1 条 の 沈線が あ る 。 エ具 に よ る も の で あ る と 思 わ れ る が 、

意 図 的 な 沈線 で あ る の か 、 調 整等 の 際 に 生 じ た も の な の か は 不 明 で あ る 。 そ の た め 本 類 に 含め た 。

1 299 は 外面 に 不連続 な 生 爪痕 を 持つ 胴 部 片 で あ る 。 他 に も 数点確認 し た が そ の う ち の 1 点の み を 図

示 し た 。

1 39 2 は 無文の 口 縁部 片 で あ る 。 波状 口 縁 の 波 頂 部 で あ る 。

2 230 は 口 縁部 外 面 に 1 条 の 突帯 を 貼 付 し て い る 。 突 帯 は 摩滅 し て お り 不 明 で あ る 。

2 23 1 · 2 23 2 · 2 233 は 肥厚 し た 口 縁端 部 に 1 条 の 沈線 を 施 し て い る 。 2 23 1 の 沈線 は 深 く 、 2 2 3 2 は 浅 い 。

2 23 1 は 波 状 口 縁 で あ る 。 2 2 33 は 口 縁部外面 に 3 条 の 沈線が見 え る 。

2 234は 端部 を き ち ん と 面 取 り し た 口 縁部 片 で 、 波 状 で あ る 。 外面 に は 成形 の 際に 生 じ た エ具 ら し き

痕跡 と 比較的新 し い 痕 が あ る 。 2 235 · 2 237 は と も に 口 縁部 片 で あ る 。 詳 細 は 不 明 で あ る 。

2 236 は 端部 を 内側 に 湾 曲 さ せ 、 空 洞 を 設け て い る 口 縁部 片 で あ る 。 数条 の 突 帯 が 貼 付 ら れ て お り 、

文様 は 円 形文 を 中 心 に 2 条 1 組 で放射状 に 配 さ れ て い る 。 突 帯 の 断 面 は 比較 的 高 く 、 突 帯 上 に は 押 し

引 き 状 に 見 え る 部分 も あ る 。 波 状 口 縁 の 波 頂 部 で あ る 可能性 が あ る 。 本地点か ら 出 土 し た 土 器群 の 中

に は 類例 は な い た め 本類 に 含め た 。

（ 堀 田 一 浩 ）
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第 3 群

第1地点で確認できた本群の土器は全部で156点で、その 内 訳は遺構からの出土が 7 点、包含層から

の出土は149点である。 遺構出土 2 点、 包含層出土17点の 19点を図 示した。

2238は 口 端部を欠 く が、 口 縁部から頸部にかけて破片である。 貝 殻背圧痕が施される。 内 面におい

て、 頸部の 屈 曲部に明 瞭な稜をもつ。 船元 I 式に類似した特徴を持つ。 船元 ・ 里木式土器様式の第 2

様式期に併行するもの と考 え られる。 類似資料は上原遺跡では こ の1 点のみである。

2239 · 2241-2246は、縄文地で刻みを施した隆帯に よ って文様を描 く もの で、 C 1 群土器（『上原遺

跡 I 』 にある。 以下、同じ） に分類できる。 2241-2243は同 一個体 と 考 え られる。 波状 口 縁である。 2239

は 口 端部を欠 く 口 縁部片 で剥離した隆帯の痕跡が認められる。 2246は 口 端部を欠 く 口 縁部片 で、 高い

隆帯を貼る。 2244 · 2245は胴部片である。 船元・里木式土器様式の第 3 様式に併行する と 考 え られる。

2240は、 周 り を え ぐ った半隆起線で 「W」 字状もし く は鋸他状の文様を描き出している。 きつ く 外

反する 口 縁部～ 頸部の 破 片 である。 中期初頭に帰属する東 日 本系土器 と思 わ れる。

2248は、 口 端部付近をやや内側に屈 曲させた無文地のもので、 棒状工具を斜めに刺 突をして文様を

描 く 。 C 5 群 B 類に分類できる。

2249 · 2250 · 2251は、 い ずれも胴部片である。 C 11群に相当する。 2250は頸部に横方向に コ ンパス

文を、 胴部には縦位帯縄文を施す 。

2247は、 中期のもの と 思 わ れる。

2252は、 胴部片で、 後期の 可能性が考 えられる。

2253は、 晩期 馬 見塚式土器の壷 と思 わ れる。

2254は、 口 端部を欠 く 口 縁部片 で、 凸帯を横方 向に貼 り 、 そ の 上に貝 殻背圧痕を施 す 。 B 4 群に分

類できる。 東海地方の 編年の 馬 見塚式に併行する と考 えられる。

（近藤大典）

第 4 群

遺構出土の 2 点のみを図 示した。 詳細は不明である。

第 2地点出土の釣 り 手土器

2255は、 第 2地点で出土したもので、 信州唐草文系の 釣 り 手土器の 釣 り 手部分である。 本来、『上原

遺跡 I 』 に 掲載するべきものであったが、 編 集上の都合に よ り こ こ で報告する こ と になった。

（近藤大典）
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／ ＼ 

22 55 

22 53  

言ロ
22 54  

゜

゜
第1 1 5 図 縄文土器実測図 (32) 第 3 群土器 ・ AH 2 出土土器

5 cm 

5 cm 
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『上原遺跡 I 』 における土器分類

中期

C 1 群 地文に縄文を施 し 隆帯を主文様 と し た土器群。

C 2 群 地文に縄文を施 し 半載竹管状工具による平行沈線を主文様 とする土器群。

I 類 地文に縄文を施 し 平行沈線文を主文様 とするもの。

II 類 地文に縄巻縄文を施 し 平行沈線文を主文様 とするもの。

C 3 群 地文に撚 り 糸 文を施 し 、 平行沈線、 または棒状工具による沈線を主文様 とする土器群。

C 4 群 C 1 群か ら C 3 群に分類する こ とか できないか、 同 様な特徴を持つ土器群。

C 5 群 大き く 外 反 し 端部付近 で屈 曲 し た口縁部を持つもの と そ れに類する器形 で、 無文地に隆帯

や沈線を主文様 と し て多用 し た土器群。

I 類 隆帯を多用するもの。

A 口縁端部の 屈 曲部に横位に隆帯を貼 り 、 そ れ以下の口縁部に縦位の 隆帯を多 条に施 し たも

の とそ れに類するもの。

B 器形・文様構成などA に似るか文様の施文パターンが違 う もの。

II 類 沈線を多用 するもの。

C 6 群 無文地に く 字状の 押 し 引 きを施 し たもの とそ れに類する土器群。

C 7 群 無文地に隆帯や沈線 で文様を施す土器群。

A 口縁直下に交互刺 突あるいは刺 突列を施すもの。

B 隆帯を主に用 いるものの う ち、 細い素麺状隆帯による格子 目 状文を施す もの 。

c 隆帯を主に用 いて文様を施すもの。

D 沈線を主に用 いて文様を施 し たもの。

E 口縁端部か高 く 立ち上かる器形 で、 文様に主に隆帯を用 いるもの。

F E と同 様の器形 で、 沈線を主文様 とするもの。

G 把手を持つもの 。

C 8 群 口縁部に方形ない し 楕 円の 区画を持つ土器群。

C 9 群 隆帯あるいは沈線を用 いて渦巻き文や区画文を施す土器群。

A 区 画 内 に縄文を充填するもの 及び縄文を地文 とするもの。

B 区画 内に沈線を充填するもの。

C 区 画 内 が無文の もの 。

D 区 画 内 あるいは沈線 内に刺 突を施すもの。

E 器形・文様において A - D に分類できないが、 本群 と判断 し たもの。

C lO群 把手や発達 し た 山形口縁を持つ土器群。

C 1 1群 C 9 群· C lO群の 胴部片。

C 1 2群 C l - C l l群に分類できないが、 中期の 深鉢 である と判 断 し た土器。
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後期

K 1 群 幅広の磨消縄文に よ っ て 文様 を 描 く 土器群。

K Z 群 K 1 群 に 比較 し て 幅 の 狭 い あ る い は 3 本沈線の磨消縄文に よ っ て 文様 を 描 く 土 器群。

K 3 群 口 縁部 の 肥厚や屈 曲 部が強 く 文様帯化 し た 土器群。

K 4 群 屈 曲 あ る い は 肥原 し た 口 縁部 に 文様 を 巣 中 し た 土器群。

I 類 口 縁部 の 屈 曲や肥厚が強 い も の 。

II 類 口 縁部 の 屈 曲や肥厚が弱 い も の 。

K 5 群 堀 之 内 ・ 加 曾 利 B 式土器に 類似す る 土器群。

I 類 堀 之 内 式 に 類似す る も の 。

A 内 側 に 少 し 折 り 曲 げ た 口 縁部 に 沈線 を 1 条施す も の 。

B 磨 消 縄文 を 用 い る も の と そ れ に 類す る も の 。

C 口 縁部 を 屈 曲 あ る い は 肥厚 さ せ て 文様 を 施す も の 。

D 口 縁部 内 側 に 縄文 · 沈線 を 施す も の 。

E A - D に 含 ま れ な い が本類 と 思 わ れ る も の 。

II 類 加 曾利 B 式 に 類似す る も の 。

III 類 内 面施文 し た も の 。

K 6 群 K l - K 5 群 に 分類 で き な い 後期 の 士器。

K 7 群 後期 土 器 の 胴 部 片 。

晩期

B 1 群 B 2 群以 前 の 晩期 の土器。

B 2 群 口 縁部が短 く 外傾す る 深鉢。

B 3 群 口 縁部が強 く 外 反 し 、 面 と り さ れ た 口 縁端部 に 刻 み 目 及 び押 し 引 き が施 さ れ る 無突帯刻 目

系深鉢。

B 4 群 B 3 群の 器形 に 突帯文 を 有す る も の 。

B 5 群 砲弾形 な い し は バ ケ ツ 形 を 呈す る 粗製 の 深鉢。

B 6 群 有文精製土器お よ び晩期 と 判 断 さ れ る 分類不能の土器。

中 期 以 降 の 浅鉢 ・ 注 口 土器 ・ 壺 • そ の 他
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2 . 石 器

本地点 か ら は 1 0 , 1 83 点 の 石器 か 出 土 し た 。 各器種の 定義や使用 用 途 、 分類 、 出 士 点 数 、 石材 な ど に

つ い て 順 に 述べ る こ と に す る 。

1 .  石 鏃 ( 1 4 · 28 · 35 - 37 · 45 - 53 · 1 2 1 ・ 1 22 · 166 · 1 67 · 1 8 1 - 2 1 5 )

刺 突 に よ る 殺傷が想 定 で き る 石器。 1 99点 出 土 。 そ の 多 く が 貝 殻状 の剥 片 お よ び横長剥 片 の 縁辺 に 調

整 を 加 え 、 形状 を 整 え た も の で あ る 。 石材 は 、 チ ャ ー ト が1 83 点 で全体の 92 % を 占 め 、 残 り の 部分 を 他

地域か ら の搬 入石材 で あ る 流紋岩質溶岩 （ 下 呂 石 ） 6 点 、 黒 曜 石 5 点 、 サ ヌ カ イ ト 5 点 か充壌 し て い

る 。

刺 突 の 度合 い を 示唆す る 先端部 と 、 矢柄 と の装着 を 示唆 し 、 石鏃の 形態 を 最 も 特徴づけ る 基部 の 形

態 を も と に 次 の よ う に 分類 し た 。

八 八 ハ 八 n
 

n
 

八
1 類 2 類 3 類 4 類 5 類 6 類 7 類

し一 レ し レ し H 
A 類 B 類 c 類 D 類 E 類 F 類

し心 w レ LJ u ＼ 
G 類 H 類 I 類 J 類 k 類 L 類

第 1 1 6 図 石鏃の平面形による分類

＜鏃身部 を 含 む 先端部の分類 〉

1 類 ： 鋭角 な 先端部 を も つ も の 。 （ 平 面形先端角 与 60° 前 後 ）

2 類 ： 1 類 よ り 鋭角 な 先端部 を も つ も の 。 （ 平面形先端角 与 40° 前 後 ）

3 類 ： 鈍角 な 先端部 を も つ も の 。 （ 平 面 形先端角 与 70°以 上 ）

4 類 ： 鋸歯状 の 側 縁部 を も つ も の 。

5 類 ： 側 縁 部 に 肩 を も ち 、 そ の 下 は 直線状に な る も の 。

6 類 ： 先端 は 尖 り 、 側 縁部 に 肩 が張 っ た 形状 を も つ も の 。

7 類 ： 先端が丸 い カ ー ブ を 描 く も の 。

く 基部 の 分類 〉

A 類 ： 凹 状 の わ ず か な 挟 り が 入 る も の 。

B 類 ： 丸 み を 帯 び た 深 い 挟 り が 人 る も の 。

C 類 ： 「 く 」 の 字状 の 浅 い 扶 り が 入 る も の 。
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D類： 「く」 の字状の深い袂り が 入るもの。

E類： U 字状の袂り が 入り 、 脚端部が丸みを帯ぴるもの。 または、 脚端部が直線状になるもの。

F類： 挟り の部分が直線状になるもの。

G類： 脚部にあたる部分が外反し、 袂り が 入るもの。

H類： G類と同様の脚部をもつが、 脚部先端がやや 内側に入るもの。

I類： いわゆる片足鏃で、 基 部の 片 方に し か脚部がないもの。 または、 片 方の脚部が、 もう一方に

比べ小さいもの。

J類： いわゆる平 基鏃で、 基 部が直線状になるもの。

k類： いわゆる円 基鏃で、 基 部が丸みを帯びて突出するもの。

L類： いわゆる有茎鏃で、 基部に茎部をもつもの。

各類の出土 点数と遺物番号 を 第3 表に 示した。 H類は、 第1地点ではみられ なかったが、 他の地点

では出土 例があるため、 参考として掲載した。

形態的、 あるいは製作 方法について特徴のあるものについて説明することにする。 195·206は、 基 部

にU 字形の大き な袂 りが 入り 、 角 状の大き な脚部をもつ凹 基 無茎鏃である。 これらは押型文土器に伴

う早期の指標的な石 鏃に類似している。 212は、 剥 片 の縁部のみに調整を施した剥 片鏃で、 挟り 入り の

第 3 表 石鏃の分類別 出土点数 （ ） 内 は遺物番号
l 類 2 類 3 類 4 類 5 類 6 類 7 類 不 明 計

A 類
5 5 6 5 2 4 

27 
( 45 · 18 1 ) ( 50 )  ( 167 )  ( 2 1 2 · 2 1 3 ) 

B 類
1 1  3 4 3 

2 1  
( 46 · 47 · 182 ) ( 28 · 5 1 ・ 1 66 ) ( 37 )  

C 類
2 4 2 3 

1 1  
( 183 ) ( 205 ) 

D 類
， 1 3  3 I 

26 
( 48 • 184 ) ( 49 ・ 193 · 194 )

E 類
6 1 1 1 1 

10 
( 185 ) ( 195 ) ( 206 ) ( 14 ) 

F 類
I 

1 
( 186 ) 

G 類
1 1  8 6 2 1 I 5 

34 
( 35 · 187 - 189 ) ( 196 • 197 )  ( 207 ) ( 2 1 1 ) ( 21 4 )  ( 2 1 5 )  

I 類
4 ， 

1 3  
( 190 )  ( 198- 203 ) 

J 類
， 5 4 3 

2 1  
( 121 ・ 122· 191 ) ( 208 • 209 ) 

k 類
2 6 1 1 

( 36 • 53 • 2 10 )  
10 

L 類
1 I 

( 192 )  ( 204 ) 
2 

不 明
7 7 1 1 2 1 4 

( 52 ) 
23 

計 68 5 1  34 4 8 1 10 23 199 
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浅 い 三角 形状 の 凹 基無茎鏃 で あ る 。 早期 に 属 す る 可能性 を も つ 。 2 1 3 は 、 両側 縁 が段 を な し 、 五角 形 と

な る も の で あ る 。 早期 後 半 の も の と も 思 わ れ る 。 1 2 1 · 1 22 • 1 9 1 · 208 · 209 も 、 早期 に 伴 う 三角 形 あ る

い は 長三角 形 状 の 平 基 無茎鏃 と 思 わ れ る 。 48 · 184 • 196 · 205 · 207 は 基部 の挟 り 入 り が深 く 、 比較 的

幅 の 広 い 凹 基鏃 で あ り 、 前期 の 特徴 的 な 石鏃 と い え る 。 こ れ ら は い ず れ も 甚 部 の 両 端 が鋭 く な っ て い

る 。 192 · 204 は 有茎 鏃 で あ る が 、 後者 は 薄 手 で細 身 の も の で あ る 。 198 · 199 は 片 脚 の 石鏃 で あ る が 、

脚部 の な い 方 も よ く 調 整 さ れ て い る 。 200か ら 203 は 片 方 の 脚 部か も う 一 方 に 比べ 小 さ く 作 出 さ れ て い

る か 、 201 は 黒 曜石 製 で、 素 材剥 片 の 形状 に 左右 さ れ た 結果 こ の 形 態 に な っ た と 思 わ れ る 。 202 · 203 は 、

先端部 の 断面や碁部 の 形態 か ら 考慮す る と 石錐 の 可能性 も 含む 。 2 1 1 は 、 表裏か ら 交互 に 押圧剥離 を 加

え た 鋸歯状 の 側 縁 を 有す る も の で あ る 。

53点 を 図 示 し た が 、 主要剥離面 が確認 で き る も の は 両 面 を 図 化 し 、 確認 で き な か っ た も の は 片 面 の

み を 図 化 し た 。

ま た 、 合計 1 99点 の う ち 、 折 損 の み ら れ る も の は 1 1 1 点 で あ っ た 。 そ の 部位に よ っ て 第 1 17 図 の よ う に

分類 し た 。 そ れ ぞれ の 点数 は 次 の と お り で あ る 。

a 2 点 、

h 5 点 、

b 1 点 、

18点 、

C 1 点 、

29 点 、

d 18点 、

k 8 点 、

e 3 点 、 f 5 点 、 g 2 1 点 、
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第 1 1 7図 石鏃の折損部位

折損部位 を み る 限 り 、 先端部 と 脚 部 を わ ず か に 折損す る も の が圧倒 的 に 多 い こ と が わ か る 。

次 に 、 石鏃 未 製 品 に つ い て 述べ る こ と に す る 。 素材 と な る 剥 片 の サ イ ズや調 整方 法 な ど か ら 、 石鏃

の 製作途 中 と 判 断 で き る も のや 、 石鏃 の 製作 を 途 中 で断念 し た と 思 わ れ る も の を 石鏃未製 品 と し た ( 54 ·

55 · 1 23 · 1 24 · 2 1 6 - 225 ) 。 45点 出 士 。 そ の う ち 14点 に つ い て 、 製作工程や 製作進度 を 示 す た め 表裏 と

も 図 示 し た 。 石材 は すべ て チ ャ ー ト で あ る 。

く 製作中 止 の理由 な ど に よ る 分類 〉

1 類 ： 原 みや 急角 度 の エ ッ ジ な ど に よ る 整形 · 調整剥 離の 困 難 さ か ら 、 製作 を 途 中 で 中 止 し た と 考 え

ら れ る も の 。 25 点 出 土 。 ( 54 · 1 23 · 2 1 6 - 221 · 223 · 224 )

2 類 ： 折損 の た め 、 製作 を 途 中 で 中 止 し た と 考 え ら れ る も の 。 20点 出 土 。 ( 55 · 1 24 · 222 · 225 )

石鏃未製 品 か 否 か の 判 断 は 難 し く 、 ま ず は 、 調整加工が可能 な 素 材剥 片 の 大 き さ と 厚 み を 有す る こ

と を 前提 条件 と し た 。 節 理 も 剥 片 取 り の 際 に は 配慮 し た か も し れ な い が 、 調 整 の 段 階 で は そ れ ほ ど 影
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響 を 与 え た と は 思 え な い た め 無視 さ れ た も の と 考 え た 。 ま た 、 平 面 形が寸 詰 ま り の も の は 、 折損 品 の

再利用 と 考 え 、 未 製 品 か ら 除 外 し た 。

54 · 2 1 6 は 、 い ず れ も バル ブ付近 の 厚 み を 減ず る こ と か で き ず 、 製作の 続行 を 断 念 し た も の と 推測 さ

れ る 。 54 は 、 厚 み を 減 じ よ う と し て 一部剥離 を 試み た 痕跡 か認め ら れ る 。 2 1 6 は 、 未調整部分 か 多 く 残

る こ と か ら 、 製作の初期段 階 の も の と 推測 さ れ る 。 2 1 7 も 、 素 材 の 厚 み が障害 と な っ て 製作 を 中 止せ ざ

る を 得 な か っ た と 思 わ れ る 。 こ れ ら は 、 コ ア の段階で打面 を 整 え ず に 剥 片 を と っ た 結果 と も い え る 。

打面調整 を 施 し て お れ ば 、 も う 少 し 良 好 な 剥 片素材 と な る 薄 手 の条Il 片 か得 ら れ た は ず で あ る 。 2 2 1 は 、

厚 み に 加 え エ ッ ジ が急角 度 で あ っ た の が 中 断 の 原 因 と 思 わ れ る 。 55 · 2 25 は 、 折損 に よ る 中 断 と 思 わ れ

る が 、 55 に は 折損 後 に 再び調整 を 試み た 痕跡かみ ら れ る 。

2 石 槍 ( 226 - 230 )

刺 突 の 作業 か想 定 で き る 石器 。 平坦 な 器体の深部に 至 る 調整剥離 と 周 辺 の 調 整加工に よ っ て 整形 さ

れ 、 凸 状 の 断 面 を 有 し て い る 。 石鏃 よ り サ イ ズ的 に 大 き く 、 尖頭部 と 基部 を 作 出 し 、 木 の葉 形や柳薬

形 を 呈す る 。 1 1 点 出 士 。 そ の う ち 5 点 が折損 品 で あ り 、 尖頭部 を 折損 す る も の か 2 点 、 基部 を 折損す

る も の が 3 点 で あ る 。 5 点 図 示 し た 。

使 用 に 際 し て は 、 主 に 柄 に 装着 し 、 投 げ て 剌 す 、 手持 ち で突 く と い っ た 状況が想定 さ れ る 。 石材 は 、

チ ャ ー ト が 8 点 、 サ ヌ カ イ ト が 2 点 、 泥岩が 1 点 で あ る 。

尖頭部 と 甚部 の 形態 的視点か ら 分類す る と 次 の と お り で あ る 。

＜ 尖頭部 の 形態 に よ る 分類 〉

l 類 ： 両 側 縁 を 弧状 に 整形す る も の 。 5 点 。 ( 226 、 227 )

2 類 ： 両 側 縁 を 弧状 、 直線状の両 者 に 整形す る も の 。 4 点 。 ( 228 - 230 )

〈 基部 の 形態 に よ る 分類 〉

a 類 ： 両 側 縁 を 弧状 に 整形 し 、 基端か尖頭状 に な る も の 。 2 点 。 ( 226 )

b 類 ： 両 側 縁 を 弧状 に 整形 し 、 基端が直線状 に な る も の 。 1 点 。

c 類 ： 両 側 縁 を 弧状 に 整形 し 、 基端が半 円 状 に な る も の 。 3 点 。 ( 2 29 )

d 類 ： 両 側 縁 を 直 線状 に 整形 し 、 基端が直線状 に な る も の 。 1 点 。 ( 227 )

e 類 ： 両 側 縁 を 弧状 と 直線状の 両 者 に よ っ て 整形 し 、 基端が直線状 に な る も の 。 1 点 。 ( 230 )

(\ (\ 
1 類 2 類

V u u V 
a 類 b 類 c 類 d 類 e 類

第 1 1 8図 石槍の尖頭部および基部の形態による分類
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折損 に よ り 基 部 の 形 態 が不 明 の 228 を 除 い て 、 図 示 し た も の の 多 く は 木 の 葉 形 を 呈 し て い る 。 226 は 、

尖頭部 ・ 基部 と も に 両側 縁 を 弧状 に 整形 し 、 側 縁 に は 細 か な 調 整加工が施 さ れ て い る 。 基端部 を わ ず

か に 折損す る が 、 折 損 前 は 尖頭状 に な っ て い た も の と 思 わ れ る 。 227 は 、 泥 岩 を 使用 し 、 長 さ 7 . 7cm と

い う 大 き な サ イ ズ を 有す る も の で あ る 。 軟 質 な 石材 で あ る こ と に 加 え 、 表 面 の 風化 が は げ し く 、 わ ず

か に 稜 線が観察 で き る の み で あ る 。 228 は 、 半 月 形 の 形態 を 呈 し 、 折損 に よ り 基 部 の 形 態 は 不 明 で あ る

が、 尖頭部 の 両側 縁 を 弧状 ・ 直線状の 両 者 に 整形 し て い る 。 石材 は サ ヌ カ イ ト で あ る 。 229 は 、 尖頭部

の 両 側 縁 を 弧状 と 直 線状 に 整形 し 、 甚部 は 両側 縁 を 弧状 に 整形す る こ と に よ っ て 基端部か半 円 状 を 呈

し て い る 。 230 は 、 本 来226 と ほ ぼ 同 様 の 形態や サ イ ズ で あ っ た と 推測 さ れ る が 、 尖頭部 の 折 損 に よ り

再調 整 さ れ た 結果 、 右側 縁 が 直 線状 に な っ た と 考 え ら れ る 。 基端部 は 一 見折損 し て い る よ う に み え る

が、 折 れ 面 に も 調 整痕が観察 で き る こ と か ら 意 図 的 に 直線状に し た も の と 思 わ れ る 。

石鏃が狩猟具の 主 力 と な っ て か ら も 、 先行 し て い た 石槍や 後 述 の 有舌尖頭器が な お 存 在 す る こ と は 、

そ れ ら は 形状 を 変化 さ せ な が ら も そ の 機能 を 発揮 し て い た と 考 え る こ と が で き る 。 両 者 と も 早期 の 土

器 に 伴 う も の で あ る が 、 中 で も 石槍 の 比重 は 決 し て 低 い も の で は な か っ た と い え よ う 。

3 .  有舌尖頭器 ( 23 1 )

刺 突 に よ る 作業が想定 さ れ る 石器。 1 点 出 土。 石材 は サ ヌ カ イ ト を 使 用 。 素 材剥 片 の 一端 に 舌状 の

柄 （ 茎 ） を 作 出 し た も の 。 こ の柄 は 装着 を 目 的 に し た も の と 思 わ れ 、 樹皮 等 に よ っ て 縛 ら れ た と 推測

さ れ る 。

23 1 は 、 長 さ が8 . 9cm と い う 大型 の も の で 、 全周 に 両 面 調 整 に よ る 鋭 い エ ッ ジ を 作 出 し て い る 。 尖頭

部 と 基部 と は 挟 り を 入れ る こ と で 、 そ の 区分 を 意識 し て い る か 、 舌部 の 返 し は 未発 達 で あ る 。 時 代 的

に は 、 弥 生 時 代 の も の の 可能性 も あ り 、 詳細 に つ い て は 不 明 で あ る 。

4 .  石 錐 ( 56 - 59 ・ 10 1 ・ 232 - 248 )

穿孔お よ び刺 突 の 作業が想定 さ れ る 石器。 両側 縁か ら の 調 整 に よ り 、 錐 状 の 突 出 し た 機能部 を 作 出

し て い る 。 97点 出 土 。 こ の う ち 22 点 を 図 示 し た 。 石材 に は 、 チ ャ ー ト を 多 く 使 用 し 96点 、 残 り 1 点 は

花 こ う 岩 （ ア プ ラ イ ト ） で あ る 。

機能部 の 形 態 や数 な ど に よ り 、 次 の よ う に 分類 し た 。

l 類 ： 不定形 な 剥 片 を 素材 と し 、 そ の 端部 に 簡 単 な 調 整 を 加 え 、 錐部 を 作 出 し た も の 。 1 1 点 出 土 。

( 232 - 234 ) 

2 類 ： 錐部 作 出 し の た め の 調 整か 1 類 よ り 進み 、 甚部 （ つ ま み 部 ） を 有 し 、 錐部 と 基 部 が 区分 さ れ

る も の 。 2 点 出 土 。

a 類 ： 1 カ 所の錐部 を も つ も の 。 1 点 出 土 。 ( 235 )

b 類 ： 2 カ 所の錐部 を も つ も の 。 1 点 出 土 。 ( 236 )

3 類 ： 平 面 形か概 ね 三角 形 ま た は 菱 形 で 、 錐部 と 基部 と の境か不 明 瞭 な も の 。 58点 出 土 。

a 類 ： 1 カ 所の錐部 を も つ も の 。 56点 出 土 。 ( 56 · 57 · 1 0 1 ・ 237 - 24 1 )

b 類 ： 2 カ 所の錐部 を も つ も の 。 2 点 出 土 。 ( 242 )

4 類 ： 素材 と な る 剥 片 の ほ ぼ全面 に 調 整剥離か施 さ れ 、 細 身棒状 に 仕上 げ ら れ た も の 。 24点 出 土 。
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a 類 ： l 力 所の錐部 を も つ も の 。 22 点 出 土 。 ( 58 · 243 - 246 )

b 類 ： 2 カ 所の錐部 を も つ も の 。 2 点 出 土。 ( 247 )

5 類 ： そ の 他。 2 点 出 土 。

a 類 ： 他の 器種か ら の 転 用 品 。 1 点 出 土 。 ( 248 )

b 類 ： 他 の 器種 の 機能 を も 有す る も の 。 1 点 出 土 。 ( 59 )

素材 の選択 に あ た っ て は 、 縦長剥 片 を 素材 と す る も の が54点 、 横長剥片 を 素材 と す る も の が1 3 点 で

あ り 、 そ の 多 く が 3 a 類 の 形態 を 呈 し て い る （ 第 4 表参照 ） 。 こ れ ら の こ と か ら 、 稜 線 の 残 る 角 礫か ら

縦長剥 片 を と り 、 打面 に 対 し て 直交方 向 に あ る 幅 の 薄 い 縁辺部 に 調 整 を 加 え る と い う 製作方法 を う か

が う こ と が で き る 。

錐部は 、 出 土数97点 で1 02 カ 所 を 数 え る 。 こ の う ち 、 25 カ 所 に お い て錐部 の 折 損 がみ ら れ る 。 ま た 、

錐部 に 使用 に よ る 磨耗 が観察 さ れ る も の は 、 折損 に よ る 25 カ 所 を 除 く 77 カ 所の う ち 8 カ 所 で 、 全体の

10% で あ る 。

2 3 2 - 2 34 は 、 不定形 な 剥 片 を 素材 と し 、 そ の 一端 に 簡 単 な 調 整 を 加 え て 錐部 を 作 出 し た も の で あ る 。

232 は 短 い錐部 を 有す る も の で あ り 、 こ れ に 対 し て 233 は 長 い錐部 を 有す る も の で あ る 。 錐部 の 長 短 は

穿孔 し よ う と す る 対象物の 違 い と い え よ う 。 234 は 表裏両 面 か ら 調 整加工が施 さ れ て い る 。 基部 （ つ ま

み 部 ） は 、 錐 と し て の機能 を 発揮す る 際 に 機能部 を 補助 す る も の と な る が 、 235 · 236 は 基部 を 有す る

部類 に 属 す る 。 235 は 、 錐 部 の 作 出 が 1 類 よ り 進ん だ も の と な っ て い る 。 236 は錐部 を 2 カ 所有 し て い

る 。 57 · 237 - 24 1 は 、 平 面 形 が概ね三角 形 を 呈す る 部類 に 入 り 、 上端 に 打面か認め ら れ る 。 57 · 237 は

錐部 の 断面 形 は 菱形 、 238 の 断 面 形 は 三角 形 で あ る 。 57 · 237 は 、 側 面形 が 「 く 」 の 字 状 に 屈 曲 す る か 、

素材剥 片 の 形状 に 左右 さ れ た 結果 で あ ろ う 。 239 の錐部 は 、 やや短 め で 、 五角 形 の 断面形 を 有す る か 、

使 用 に よ る 磨耗 で先端が丸み を 帯 び て い る 。 24 1 は 、 背 面 に 自 然面 を 残す初期剥 片 を 素材 と し て い る 。

242 は 、 平 面 形 が概ね 菱 形 で 、 長軸 の 両端部に そ れ ぞれ錐部 を 作 出 し て い る 。 56 は 半 円 形 に 近 い 形状 を

示 し 、 長軸 の 端部 に 錐部 を 作 出 し て い る 。 58 · 243 - 247 は 、 素材剥片 の ほ ぼ全面 に わ た っ て 調 整加 工

第 4 表 石錐の分類別素材剣片点数

縦長剥片 横長剥片

1 類 8 3 

2 a 類 ゜ ゜
2 b 類 1 ゜
3 a 類 35 8 

3 b 類 ゜ ゜
4 a 類 ， 1 

4 b 類 ゜ 1 

5 a 類 ゜ ゜
5 b 類 1 ゜

計 54 1 3  

不 明゜
1 

1゚ 3  

2 

1 2  

1 

1 

3゚0 

か施 さ れ て お り 、 サ イ ズ に 規格性がみ ら れ

る 。 58 · 243 は 、 細 身 の も の で断 面 形 は 菱形

を 呈 し て い る 。 244の錐部 は 、 比較 的厚 み と

幅 を 有す る も の で あ る 。 245 · 246 は 、 錐部

と 基部 と で調 整 の 角 度 を 変 え 、 そ の 区分 を

明 確 に し て い る 。 59 は 左側 縁 に 折 れ 面 を 利

用 し た 片 面 調 整 を 施す こ と に よ り 急角 度 の

刃 部 を 作 出 し 、 さ ら に 、 右側 縁 に は 緩 い 角

度 の 連続調整 を 施 し た 刃部 を 作 出 し て お り 、

ス ク レ イ パー 類 と の 複合 品 と 推測 さ れ る 。

248 は 、 石鏃か ら の転用 品 と 思 わ れ 、 そ の 先

端部分 を 再利 用 し て 錐部 を 作 出 し て い る 。
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5 . ス ク レ イ パー類 ( 1 3 · 29 ・ 38 · 60 - 7 1 ・ 102- 105 ・ 1 25 - 132 · 1 68 - l 72 · 249 - 28 1 ) 

切 削 、 ま た は 掻 く な ど の 作業が想定 さ れ る 石器。 出 土総数198点 。

素材 と な る 剥 片 の 形態 は 多 岐 に わ た り 、 素材剥 片 の縁辺 に 緩 い 角 度 、 ま た は 急 な 角 度 の剥 離 を 施 し

た 石 器群 を ス ク レ イ パー 類 と し た 。 石材 は 、 ほ と ん ど がチ ャ ー ト で、 節 理 が 入 る 粗雑 な も の を 素材 に

す る 例 が 多 い 。 形態 、 刃 部 の位置 、 刃 部調整方法 な ど に よ り 、 次 の 7 種 に 器種分類 し た 。 な お 、 図 化

に あ た っ て は 、 つ ま み 部付 き ス ク レ イ パー と 掻器 II は 刃 部 を 下 に し 、 他 は 基 本 的 に 素材 と な る 剥 片 の

打点 を 上 に し て 表現 し た 。

( 1 ) つ ま み部付 き ス ク レ イ パー （石匙） ( 60 ・ 102 - 1 04 · 1 68 ・ 1 69 ・ 249 - 26 1 )

素材剥 片 の 一 部 に 2 カ 所か ら 袂 り 込 み を 入れ る こ と に よ っ て 、 つ ま み 状 の 小突起 を 作 出 し 、 片 面 も

し く は 両 面 か ら の 調 整 に よ り 刃 部 を 作 出 し た 石器。 26点 出 土 。 そ の う ち 1 9 点 を 図 示 し た 。 石材 は 、 サ

ヌ カ イ ト が わ ず か に 2 点 で、 残 り は すべ て チ ャ ー ト で あ る 。 全体 に 急角 度 の 刃 部 を 有 し て い る 。

つ ま み 部 （ 茎部 ） と 刃 部 と の 位 置 関 係 に よ り 、 次 の よ う に 分類 し た 。

l 類 ： つ ま み 部 を 上 に し た と き 、 器形 か縦長 で側 縁部 に 刃 部 を 有す る も の 。 3 点 出 土 。 ( 102 · 249 )

2 類 ： つ ま み部 を 上 に し た と き 、 器形が横長 で下端 の側縁部に 刃 部 を 有す る も の 。 23点 出 土 。 ( 60 ·

103 · 104 · 168 · 1 69 ・ 250 - 26 1 )

249 は 、 縦 形 の も の で あ る が 、 小型 で 、 つ ま み 部の挟 り 込み は 粗雑 で あ る 。 1 02 は 、 つ ま み 部 周 辺 に

タ ー ル状 の 付着物が認め ら れ る 。 刃 部 の ほ と ん ど を 折損す る が 、 縦 形 の も の で あ る 。 横 形 の 形態 を 呈

す る も の の 多 く は 、 素材剥 片 の 打 点付近 に つ ま み 部 を 作 出 し て い る が 、 254 の よ う に 打点 付近 に 刃 部 を

作出 し た も の も 存在す る 。 身 部 の 形態 は 、 整 っ た 三角 形 ( 103 · 250 - 253 ) の も の を 主体 に 、 肩 の 張 っ

た 台 形 ( 255 - 259 ) 、 楕 円 形 ( 1 04 · 1 68 · 260 ) の も の がみ ら れ る 。 こ れ ら は 、 北 白 川 下層 II b . C 式

期 の 土 器 に 伴 う も の と 思 わ れ る 。 こ の 時期 の も の は 、 ほ ぼ左右対称 な 平 面 形 を も ち 、 つ ま み 部 も 中 軸

線上に 位置 す る こ と が 多 い が 、 つ ま み 部が 中 軸 に 対 し て斜交す る も の ( 1 68 · 26 1 ) や 、 中 軸 と 平行 だ

が左右 ど ち ら か に ず れ る も の ( 258 ) も み ら れ る 。 26 1 は 、 身 部 の 各辺が外彎 す る 半 月 形 を 呈 し て い る 。

( 2 ) 削 器 ( 29 · 6 1 - 67 · 105 · 1 2 5 - 1 29 ・ 1 70 · 1 7 1 ・ 262 - 269 )

不定形 な 剥 片 の縁辺 に 、 概 ね60° 以 下 の 緩 い 角 度 の 連続調整 （ 縁辺 の 長 さ の 2 分 の 1 以 上 ） を 施 し て

刃 部 を 作 出 し た 石器。 72点 出 土 。 こ の う ち 24点 を 図 示 し た 。 石材 は 、 チ ャ ー ト が67 点 、 花 こ う 岩が 2

点 、 流紋岩質溶岩 （ 下 呂 石 ） 1 点 、 流紋岩質火砕岩 1 点 、 泥 岩 1 点 で あ る 。

な お 、 刃 部 の角 度 は 、 一 部 に お い て 60° 以上の箇所がみ ら れ て も 刃 部全体 の 傾 向 と し て 判 断 し た 。 こ

の こ と は 、 他 の ス ク レ イ パー 類 で も 同 様 に 判 断 し た 。

刃 部数 お よ び調整方 法 に よ り 次 の よ う に 分類 し た 。

1 類 ： 1 カ 所の 刃 部 を 有す る も の 。

a 類 ： 片 面調 整 に よ り 刃 部 を 作 出 し た も の 。 16点 出 土 。 ( 1 70 · 262 - 264 )

b 類 ： 両 面 調 整 に よ り 刃 部 を 作 出 し た も の 。 37点 出 土 。 ( 6 1 - 64 · 105 · 1 25 · 1 26 · 1 7 1 · 265 -

267 ) 

2 類 ： 2 カ 所 の 刃 部 を 有す る も の 。
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a 類 ： 片 面 調 整 に よ り 作 出 し た 刃 部 を 同 一面 （ 背面 ま た は 腹 面 ） の 2 カ 所 に 有す る も の 。 2 点

出 土 。 ( 29 · 65 )

b 類 ： 片 面 調 整 に よ り 作 出 し た 刃 部 を 背面 ・ 腹 面 に 1 カ 所ず つ 有す る も の 。 1 点 出 土 。

c 類 ： 片 面 調 整 に よ り 作 出 し た 刃 部 と 、 両 面調整 に よ り 作 出 し た 刃 部 を 1 カ 所ず つ 有す る も の 。

7 点 出 土 。 ( 66 · 1 27 - 1 29 · 268 ) 

d 類 ： 2 カ 所 と も 両 面調整 に よ り 作 出 し た 刃 部 を 有す る も の 。 4 点 出 土 。

3 類 ： 3 カ 所の 刃 部 を 有す る も の 。

a 類 ： 片 面調 整 に よ り 作 出 し た 刃 部 1 カ 所 と 、 両面調整に よ り 作 出 し た 刃 部 2 カ 所 を 有す る も

の 。 1 点 出 土 。

b 類 ： 片 面調 整 に よ り 作 出 し た 刃 部 2 カ 所 と 、 両面調整に よ り 作 出 し た 刃 部 l 力 所 を 有す る も

の 。 1 点 出 土 。 ( 67 )

c 類 ： 3 カ 所 と も 両 面調整 に よ り 作 出 し た 刃 部 を 有す る も の 。 2 点 出 土 。 ( 269 )

d 類 ： 3 カ 所 と も 片 面 調 整 に よ り 作 出 し た 刃 部 を 有す る も の 。 1 点 出 土 。

合計72点 の 削 器 に は 、 96 カ 所の 刃 部が確認で き た 。 刃 部 の 平 面 形 に つ い て は 、 直線状の も の か43 カ

所 で全体の45% 、 凸 状 の も の が4 1 カ 所で43% 、 凹 状の も の が 8 カ 所 で 8 % 、 そ の 他が 4 カ 所 で 4 % で

あ っ た 。

平 面 形 に 注 目 す る と 、 縦長剥 片 の側 縁部 に 刃 部 を も つ縦形削器 ( 262 · 265 ) と 、 横長剥 片 の 末端部

に 刃 部 を も つ 横 形 削 器 ( 263 · 266 ) がみ ら れ る 。 刃 部 は 、 直線状 と 凸 状 、 凹 状 に 分 け ら れ 、 さ ら に 、

刃 部 の 数 に よ っ て 単 刃 と 複 刃 に 分 け ら れ る 。 269 は 、 押圧剥離に よ っ て 表裏両 面 に 全面調 整か施 さ れ 、

3 カ 所の 直 線状刃 部 を 有す る も の で あ る 。

( 3 ) 掻 器 I ( 38 · 68 · 70 ・ 172 · 270 - 272 )

素 材 と な る 剥 片 の縁辺 に 、 急角 度 （ 概 ね60°以上） に よ る 調 整 を 施 し て 刃 部 を 作 出 し た 石 器の う ち 、

不定形 な 剥 片 を 素材 と し て 用 い 、 刃 部 の位固や 刃 部 の 平 面 形 、 刃 部作 出 方法が ラ ン ダム な も の を 掻器

I と し た 。 4 1 点 出 土 。 そ の う ち 7 点 を 図 示 し た 。 石材 は 、 すべ て チ ャ ー ト を 用 い て い る 。

刃 部数 と 調整方法 に よ り 、 次 の よ う に 分類 し た 。

l 類 ： 刃 部数 1 の も の 。

a 類 ： 片 面調 整 に よ り 刃 部 を 作 出 し た も の 。 9 点 出 土 。 ( 172 · 270 )

b 類 ： 両 面調整 に よ り 刃 部 を 作 出 し た も の 。 1 7 点 出 土 。 ( 68 · 70 · 27 1 )

2 類 ： 刃 部数 2 の も の 。 1 3 点 出 士 。 ( 27 2 )

3 類 ： 刃 部数 3 の も の 。 2 点 出 土 。 ( 38 )

刃 部 は 、 全 部 で58 カ 所。 刃 部平 面形 は 、 直線状の も の か19 カ 所 で全体の 33% 、 凸状 の も の が30 カ 所

で5 1 % 、 凹 状 の も の が 3 カ 所 で 5 % 、 そ の 他か 6 カ 所 で1 1 % で あ っ た 。

( 4 ) 掻 器 II (エ ン ド ス ク レ イ パー） ( 273 - 275 ) 

やや厚め の 剥 片 を 素 材 に 使 い 、素材剥 片 の側縁部 ま た は 末端部に 規 則 的 な 急角 度 の 連続調整 を 施 し 、

凸状 の 刃 部 を 有す る 石器。 1 3 点 出 土 。 そ の う ち 3 点 を 図示 し た 。 石材 は チ ャ ー ト 1 2 点 、 サ ヌ カ イ ト
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l点 を 使 用 し て いる 。

刃 部の 幅や平面形、 調 整方 法 な どにより、 次のよ うに 分類 し た 。

1類 ： 刃 部の 幅 か比較 的 広 く 、 ズ レの 少 な い 丸み を 帯 び た 刃 部 を 有 する もの 。

a類 ： 片面 調整によ り刃 部 を 作出 し た もの 。 1点出土 。

b類 ： 両面 調 整により刃 部 を 作出 し た もの 。 6 点出土 。 (273)

2類 ： 主に、 縦長剥片 を 素材に 用 い、 その 末端部に 丸み を 帯 び た 刃 部 を 作出した もの 。 刃 部の 幅 は、

l 類に 比べ 必 然 的に 狭 い ものに なる 。 片面 調整により刃 部 を 作出 し、 主要剥離面 か らの 調 整

が施 さ れ た もの 。 1点出土 。 (274)

3 類 ： 刃 部の 幅が広 く 、平面形 は や や 直線状で、 刃 部の は ぱ 中 央で角 度 を も っ て折 れ 曲 がり、 先が

尖る タ イ プの もの 。

a類 ．・ 片面 調整によ り刃 部 を 作出 し た もの 。 1点出土 。

b類 ： 両面 調 整により刃 部 を 作出 し た もの 。 3 点出上 。 (275)

4類 ： 主に、 縦長剥片 を 素材に 用 い、 刃 部位僅 は 2類と 同 様で、 刃 部平面形 は その 中 央部で尖る タ

イ プの もの 。 両面 調 整により刃 部 を 作出 し た もの か 1点出土した 。

13点と も 1 カ 所の 刃 部 を 有 し、 刃 部の位罹 は 素材 剥片の 末端部 が9 点で全体の 69 %、 基端部 が 1点

で8 %、 側 縁部が3 点で23 %であ っ た 。 調整方法 は、 両面 調整が77 %、 片面 調整が23 %であ っ た 。 調

整 は 素材の 側 縁に 及 ぶ こと が 多 い か、 端部の調整と は 異 な り、 調整の 角 度 は小 さ く な っ て いる 。 全体

の形 態 は、 刃 部側に 最大 幅 か あ っ て 基部側に 狭 く なる もの か 多 い 。

( 5 ) 掻 器 III ( ラ ウ ン ド ス ク レ イ パー ） (13·130·276·277) 

素材と なる 剥片の は は全 固に 急角 度の 連 続調整による 刃 部 を 作出 し、 石器の平面形 を 円形 ま た は 楕

円形に 仕上 げ た石器。 16点出土 。 その う ち 4 点 を図示 し た 。 石材 は、 チ ャ ー ト15点、 花 こ う 岩（ア プ

ラ イ ト） 1点 を 使 用 し て いる 。

刃 部の調整 方 法により次のよ う に 分類した 。

1 類 ： 片面 調 整により刃 部 を 作出 し た もの 。 2点出土 。 (2 76)

2 類 ： 両面 調整により刃 部 を 作出 し た もの 。 14点出土 。 (13·130·277)

( 6 ) ノ ッ チ ド ス ク レ イ パー (278)

不定形 な 条lj片の 縁 辺 に、 片面 か らの 細 部調整による ノ ッ チ（扶り） 状の 刃 部 を 作出 し た石器。 20点

出土 。 その う ち 1点 を図示した 。 石材 は すべ て チ ャ ー ト を 使 用 。 ど れ も 1 カ 所の 刃 部 を 有する もので、

複数の 刃 部 を 有する もの は み ら れ な かっ た。 刃 部の調整 は、 表か ら 裏へ は15 カ 所で全体の71 %、 裏か

ら表へ は 6 カ 所で29 %であ っ た 。

27 8 は、 不定形 な素 材剥片に 細かい調整 を 連 続 し て 刃 部 を 作出 し て い る 。

( 7 ) 複合ス ク レ イ パー (69·71 ・131 ・132·279 -281)

素材と なる 泉lj片の 縁 辺 に、 削器・ 掻器I ・ ノ ッ チ ドス ク レ イ パーの う ち、 複数器種の 刃 部 を 併せ も

つ石器。 10点出土 。 その う ち 7 点 を図示 し た 。 石材 は すべ て チ ャ ー ト を 用 い て いる 。
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刃 部 の種類 に よ り 次 の よ う に 分類 し た 。

l 類 ： 削 器 に あ た る 刃 部 と 掻器 I に あ た る 刃 部 を 併せ も つ も の 。 5 点 出 土 。 ( 7 1 · 1 3 1 · 1 3 2 · 279 )

2 類 ： 削器 に あ た る 刃 部 と ノ ッ チ ド ス ク レ イ パー に あ た る 刃 部 を 併せ も つ も の 。 2 点 出 土 。 ( 69 · 280 )

3 類 ： 掻器 I に あ た る 刃 部 と ノ ッ チ ド ス ク レ イ パー に あ た る 刃 部 を 併せ も つ も の 。 3 点 出 土 。 ( 28 1 )

6 .  石 箆 ( 72 · 282 - 288 )

切 削 ・ 掻 く な ど の 作業か想定 さ れ る 石器。 1 3 点 出 土。 そ の う ち 8 点 を 図 示 し た 。 石材 は 、 チ ャ ー ト

1 2 点 と 花 こ う 岩 （ ア プ ラ イ ト ） 1 点 を 使用 し て い る 。 平 面 形 は 、 ほ ぼ左右対称 で 、 上方が狭 く 収束 し 、

下方が広が る 。 全周 に わ た っ て 調 整が施 さ れ て お り 、 断面形 は 凸 レ ン ズ状 を 呈 し て い る 。 掻器や 削 器

よ り 厚 み が あ り 、 側 面 形 も 匝線 的 で あ る 。 両 側 縁 は 交互剥 離に よ っ て 稜 か波 打 ち 、 急角 度調整 さ れ た

刃 部 は 半 円 状 あ る い は 直線状 で あ る 。 小型 の 打製石斧 に 似 る が 、 硬質の石材 を 選択 し て い る こ と や 、

使用 に よ る 磨耗 が は と ん ど み ら れ な い こ と か ら 、 石斧 と は 別 の 用 途が想定 さ れ る た め 器種 を 分け る こ

と に し た 。

72 は 、 S B 05 の 床 面 と 思 わ れ る 地点 か ら 出 士 し た 。 チ ャ ー ト 製 で 、 背 面 上方 に 自 然面 が残 っ て い る 。

腹 面 に は 主要剥離面が大 き く 残 り 、 素材 と な る 剥 片 の 打点 は 末端部 （ 刃 部 ） 付近 と 考 え ら れ る 。 刃 部

に は 、 微細 な 剥離痕が認め ら れ 、 使 用 痕 の 可能性 も あ る 。 282 は チ ャ ー ト 製 で、 背 面右側 縁下部か ら 中

央部 に か け て 大 き な 節理面が斜走 し て い る 。 背面 中 央下部に は 自 然面 が残 る 。 二次調 整が全面 に わ た

る た め 、 素材 と な る 剥 片 を 作 出 し た 打撃方 向 は 明 ら か でな い 。 末端部 だ け で な く 側 縁部 も 刃 部 と し て

の 使用 は 可能 で あ る が 、 わ ず か では あ る が末端部の磨耗が他の 部位 よ り 度合 い が高 い 。 整形 お よ び刃

部 作 出 の た め の剥 離は 、 二次調整 に よ り 比較 的大 き め の剥離 を 施 し 、 そ の 後 細 か い 三 次 調 整 に よ っ て

仕上げて い る 。 283 は チ ャ ー ト 製 で、 背 面 中 央部 に 大 き く 自 然面 を 残 し て い る 。 素 材 と な る 条lj 片 は 末端

部付近 に 打点 を も つ と 想定 さ れ る が 、 て い ね い な 二次調整に よ っ て 失 わ れ て い る 。 腹 面 中 央 に 残 る 面

が主要剥離面 と 思 わ れ る 。 刃 部 は 両側 縁部 お よ び末端部 と 考 え ら れ 、 ラ ウ ン ド ス ク レ イ パー 的 な 機能

が考 え ら れ る 。 284 は 、 節理の 多 い 粗悪 な 石 質 の チ ャ ー ト を 使用 し て い る た め 、 剥 離 も 不 明 瞭 で あ る 。

末端部 の み 比較 的 て い ね い に 調整 し 、 刃 部 を 作 出 し て い る 。 285 は 、 花 こ う 岩 （ ア プ ラ イ ト ） 製 。 平面

形 は ほ ぼ長 方 形 で あ る が 、 上端の稜 と 末端 の稜 は わ ず か に 「 ね じ れ の位置」 に な っ て い る 。 上端の 調

整 は や や粗 く 、 末端部 は 細 か い 三次調 整 を 施 し て 直線状の 刃 部 を 作 出 し て い る 。 286 - 288 は 、 ど れ も

チ ャ ー ト 製 で 、 腹 面 中 央部 に 主要剥離面 を 残 し て い る 。 刃 部 も て い ね い に 調 整 さ れ て お り 、 287 の 刃 部

表面がわ ず か に 磨耗 し て い る 。

7 .  ヘ ラ 形石器 ( 1 5 · 289 ・ 290 )

切 削 、 あ る い は 掻 く な ど の 作業か想定 さ れ る 石器。 1 1 点 出 土 。 そ の う ち 3 点 を 、 すべ て 刃 部 を 下 に

し て 図 示 し た 。 石材 は 、 す べ て チ ャ ー ト を 使用す る が 、 節理面 に 覆 わ れ る も の が 多 い 。 やや縦長 の素

材剥 片 の 長軸 の 一端 に 刃 部 を 有 し 、 そ の 両 （ 片 ） 側 縁 に 載 断面 を も つヘ ラ 形状 を 呈 し て い る 。 先端部

（ 末端部 ） に は 、 微細 な 使 用 痕や調 整痕がみ ら れ 、 側 縁部 は 背 面側 か ら の 載 断 が施 さ れ て い る 。

1 5 は 、 厚 手 の剥 片 を 素材 と し 、 両側縁部は載断面 と な っ て い る 。 刃 部 に は 細 か い 剥 離かみ ら れ る 。

289 は 、 背 面 の 多 く が節理面 と な っ て い る 。 腹 面 の ほ と ん ど か主要剥 離面 で あ る が 、 バ ルバ ー ・ ス カ ー
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の上部 に 節理が一 部 入 り 込 ん で い る 。 腹 面 末端部 に は 、 背 面 か ら の 応 力 に よ っ て 二次調整が加 え ら れ

て い る が 、 末端部右側 の 部 分 は 主要剥 離面 が ス テ ッ プ状 に な っ て お り 、 そ れ を 利 用 し た 刃 部 を 作 出 し

て い る 。 290 は 、 比較 的節 理 の 多 い チ ャ ー ト を 使用 し て い る 。 素材 と な る 剥 片 の 打 面 は 腹 面左 側 縁 部 の

節理面 で あ る 。 背 面 の 中 央部 も 節理面 で あ る 。 背面 末端部 は 念 入 り に 調 整 さ れ て い る が 、 そ の他 の 部

位は ほ と ん ど 調 整 が な さ れ て い な い 。 腹 面右側縁部 は 背 面 か ら の 応 力 に よ っ て 折 り 取 ら れ て い る 。

8 . く さ び形石器 ( 29 1 - 293 )

被加工物 を 割 る た め の ク サ ビ と し て の 使用 が想定 さ れ る 石器。 6 点 出 土 。 そ の う ち 3 点 を 潰 れ状 の

剥離痕が上下 に な る よ う に し て 図 示 し た 。 石材 は 、 すべ て チ ャ ー ト を 使 用 。 平 面形 は 四 辺形 を 基本 と

し 、 向 か い 合 っ た 二辺 の 縁辺部 に 加 撃 と 衝撃 に よ る 階段状 の剥離痕が対に な っ て 存在 す る 。 い わ ゆ る

挟 み 撃 ち に よ っ て 形成 さ れ た 端部 を も ち 、 剥 片 剥離以 外 の 意 図 的 な 作 出 を 有 し て い る 。 6 点 と も 一 対

の 潰 れ状 の 剥 離痕が発達 し て お り 、 二対 の 潰 れ状の 剥離痕が発達す る も の は み ら れ な か っ た 。

29 1 は 、 チ ャ ー ト 製 で 、 背 面 右側 縁付近 に 大 き な 節理が縦走 す る が 、 そ れ を 除 け ば良 好 な 材 質 と い え

る 。 背面右下 お よ ぴ腹面左下 に は 自 然面 を 残 し 、 左右両側 縁 の 面 は 折 り 取 ら れ て い る 。 両極打法 に よ

る 二次調整が施 さ れ 、 上方部 と 下 方部 に 潰 れが認め ら れ る 。 292 は 良 質 な チ ャ ー ト 製 で 、 上端 お よ び下

端 に 両極打法 に よ る 剥 離が進み 、 潰 れ も み ら れ る 。 腹面右側 縁 部 は 折 り 取 り に よ る も の と 思 わ れ る 。

293 は 、 節理 は あ る も の の緻 密 な 石 質 の チ ャ ー ト 製 で あ る 。 背 面 右側 縁 の 剥 離が激 し い が 、 上下端か ら

の剥離に よ っ て 稜 線 が切 ら れ て い る た め 上下端 の剥離の 方 が新 し く 、 両極打法 に よ っ て 小型 化 、 あ る

い は 破損 し て 使用 に 適 さ な く な っ た も の と 思 わ れ る 。

9 .  両側縁調整剥片石器 ( 73 · 1 09 ・ 294 - 296 )

作業 は 想定 で き な い が 、 薄 く 長 い 剥 片 の 両 側 縁 に 調整剥離 を 施 し た 石器。 泥 岩や砂岩 と い っ た 比較

的軟質の石材 を 素 材 に 使 用 し て い る 。 泥岩製42点 、 砂岩製 1 点 の 合計43点 が 出 土 し た 。 そ の う ち 5 点

を 図 示 し た 。 素材 に 用 い る 石材や 、 そ の 形状か ら 判 断す る と 打欠石錘 の よ う で あ る が 、 紐掛か り の部

位が は っ き り せ ず 、 詳細 は 不 明 で あ る 。 石錘 を 製作す る 前段階 の も の の 作 り 置 き か も し れ な い 。 あ る

い は 、 二次調 整 を み る 限 り 打製石 斧 、 ス ク レ イ パー 類 の 可能性 も 有す る が 、 使 用 痕 が 認 め ら れ な い こ

と か ら 使用 用 途 に つ い て も 不 明 な 部分 が 多 い 。

109 は 、 S B 06か ら 出 土 し た も の で、 泥岩の薄 い素材剥 片 の 両 側 縁 に 粗 い 調 整剥 離 を 施 し て い る 。 側

縁 の 一 方 が 凹 状 に 内 彎 し 、 も う 一 方 が 凸 状 に 外彎 す る が 、 外彎す る 方 の 調 整剥離が比較 的 て い ね い で

あ る 。 収穫用 具 と し て の粗 製 刃 器 と 推測 さ れ る 。 294 は 泥岩 製 で 、 最 も 長 大 な も の で あ る 。 表 面 に は 自

然面が残 り 、 両 側 縁 に は 細 か い調整がみ ら れ る 。 295 は 泥岩 製 で 、 小型 の も の で あ る 。 上端部 に 打面 が

残 り 、 両 側 縁 か ら 末端 部 に か け て の 調 整がみ ら れ る 。 296 は 砂岩製 で 、 表 面 に 自 然面 を 残 す 。 長軸 の 両

端 に 打 ち 欠 い た 痕跡 ら し き も の が認め ら れ る が 、 上端部 の 方 は 縁 が鋭 く 、 紐 を 掛け た 痕跡 は 見 当 た ら

な い 。 右側 縁 を 刃 部 と し て 使 用 し た 粗製 刃 器の 可能性 を も っ て い る 。 実 際 に 手 に 持 っ て み る と 、 左下

方 の 剥 離 に 親指が丁度 う ま く フ ィ ッ ト し 、 摘 む 作業や掻 く 作業 に 適 し て い る よ う に 思 わ れ る 。 両 側 縁

と も に わ ず か な磨耗がみ ら れ る 。
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10. 打製石斧 （石製土掘具） ( 74 · 75 · 1 53 · 1 79 ・ 180 · 297 - 31 7 )

名 称 は 石 斧 と い う も の の 、 主 に 掘 削 な ど の 作業が想定 さ れ る 石器。 原礫や剥 片 を 素材 と し 、 縁 辺 か

ら 粗め の 調 整 を 施 し て 形状 を 整 え 、 長軸 の 一端 に 刃 部 を 作 出 し て い る 。 204点 出 土 し た う ち 、 26 点 を 図

示 し た 。

石材 は 、 泥 岩や砂岩 な ど の 堆積岩 を 多 く 用 い て い る （ 第 5 表参照 ） 。 ど れ も 徳 山 地 内 で採集 で き る 川

原石 を 素材 と し て い る が 、 こ れ ら の 石材 の フ レ イ ク は 遺跡 内 か ら 出 土す る こ と は 少 な い た め 、 こ の石

器 の 製 作 は 採集地付近 の 川 原 で行 わ れ た も の と 推測 さ れ る 。

製作方法 は 、 次 の 2 種 に 大別 さ れ る 。

1 . 自 然面 を 表裏両 面 に 有す る 素材剥 片 を 用 い 、 そ の 縁 辺部 に 調 整 を 加 え て 形状 を 整 え る も の 。

2 . 自 然面 を 表面 に 残す横長剥 片 を 用 い 、 そ の 縁 辺部 に 調 整 を 加 え て 形状 を 整 え る も の 。

さ ら に 、 柄部分 と の 着装 を 意 識 し 、 素材 の 厚み を 調 整す る た め の 剥 離や折 り 取 り を 施 し て い る 。

ま た 、 形態 的視点 か ら 類別 を 行 う と 次 の 3 分類 と な る 。

l 類 ： 両側 縁 が ほ ぼ平行す る も の 。 ま た は 両側 縁が外彎 し 、 最大幅が胴 部 に 位置 す る も の 。 72 点 出

土 。 ( 75 · 1 53 · 297 - 303 )

2 類 ： 両側 縁 が基部 に 向 か っ て 収 束す る も の で、 刃 部が最大幅 を 有す る も の 。 69 点 出 土 。 ( 1 79 ・ 1 80 ·

304 - 31 1 )  

3 類 ： 両 側 縁 に 、 挟 り を 作 出 し た も の 。 35 点 出 土 。 ( 3 1 2 - 3 1 7 )

な お 、 折 損 に よ り 分類不 明 の も の は 28 点 で あ っ た 。

表面 ま た は 両 面 に 自 然面 を 有す る も の は 1 2 1 点 あ り 、 全体 の 59% で あ る 。 刃 部 に 磨耗が認め ら れ る も

の は 1 1 1 点 で、 折損 に よ り 不 明 の84点 を 除 く と 全体 の93% に な る 。 基部 に 装着等 に よ る と 考 え ら れ る 潰

れが認め ら れ る も の は 175点 で、 折損 に よ り 不 明 の 15点 を 除 く と 全体 の 93% ほ ど を 占 め る 。

図 化す る に あ た っ て は 、 素材 の 背面側 を 正面 と し 、 側 面 お よ び最大厚部位 の 断面 を 示 し た 。 刃 部 お

よ ぴ基部 の磨耗 は そ の 範 囲 を ド ッ ト の ス ク リ ー ン ト ー ン で表 し 、 稜 線や リ ン グ ・ フ ィ ッ シ ャ ー が わ ず

か に 観察 で き る も の は 点描 し た 。 ま た 、 装着 に よ っ て エ ッ ジ 部分 に で き た と 思 わ れ る 潰 れ も 同 様 に 点

描 し た 。

75 · 1 53 · 297 - 303 は 、 1 類 に 属す る 部類 で あ る 。 29 7 は 安 山 岩 製 、 298 · 299 は 砂岩製 で 、 表 面 に 自

第 5 表 打製石斧の石材別 出土点数 然面 を 有す る 横長 剥 片 を 使用 し て い る 。 297 · 298 は 、 正 面 か ら
"" .. 

石 材

泥 岩

砂 岩

安 山 岩

花 こ う 閃 緑斑岩

流紋岩質火砕岩

ホ ル ン フ ェ ル ス

安 山 岩質火砕岩

は ん れ い 岩

合 計

出 土 点数

99 

72 

18  

8 

4 

1 

1 

1 

204 

み て 右側縁に 打点 を 有 し て い る 。 299 は 、 打製石 斧 に し て は 小型

であ り 、 形状 的 に は 石箆 に 似 た も の で あ る が 、 刃 部 に 刃 こ ぼれ

状 の 使用痕がみ ら れ る こ と 、 さ ら に 、 軟 質 の石材 を 選択 し て い

る こ と か ら 打製石斧 の 部 類 に 入 れ た 。 300 - 303 は 、 石材 に 泥岩

を 用 い て い る 。 300 は 泥岩 を 板状 に 剥離 し 、 典型 的 な 短 冊形 に 形

状 を 整 え て い る 。 上 ・ 下端 に 、 ほ ぽ平行 に 節理面 を 残 し て お り 、

刃 部 の 節理面 は 掘 削 の 作業 の 妨 げ に な る と 思 わ れ る が鋭 利 な 刃

部 に し な か っ た と い う こ と は 短 冊形 の 平 面 形 を 優先 さ せ た も の

と 思 わ れ る 。 30 1 · 302 は 、 い ず れ も 刃 部が激 し く 磨耗 し 、 線状

痕が観察 で き る 。 30 1 は 表 面 に く ら べ裏面 の磨耗 は わ ず か であ る 。
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302 は 基部側 の端部 に も 線状痕が観察 で き る 。 303 も 泥岩製 で あ る か 、 表裏 と も に 自 然面 を 有す る 礫 を

使用 し 、 そ の 周 囲 に 粗 い 調整 を 施 し て 形状 を 整 え て い る 。

179 · 180 · 304 - 3 1 1 は 、 撥形 を し て お り 、 2 類 に 属す る も の で あ る 。 304 - 308 は 、 砂岩製 で表 面 に

自 然面 を 有す る 。 正面 か ら み て 右側 に 打点 を も つ横長剥片 を 使用 し て い る 。 306 は 、 正 面 か ら み て 左側

に 打点 を 有す る 横長 剥 片 を 使用 し て い る 。 307 は 、 自 然面が両側 面 ま で 回 っ て お り 、 転石 に 簡単 な 加 工

を 加 え 刃 部 と 基部 を 作 出 し た に と ど ま っ て い る 。 308 は 、 正面か ら み て 右側 に 打点 を も つ横長 剥 片 を 使

用 す る か 、 打点部分 の 厚 み を 減ず る た め に 裏面 か ら 折 り 取 っ て い る 。 お そ ら く 、 装着 を 安定 さ せ る た め

の も の で あ ろ う 。 309 は 、 流紋岩質 火 砕 岩 を 石材 と す る 小型 の 製 品 で あ る 。 299 と 同 様 、 献質 な 石材 を 用

い 、 使用 に よ る と 思 わ れ る 刃 こ ぼれか観察 で ぎ る こ と か ら 打製石 斧 の 部類 に 入 れ た 。 3 1 0 は 砂岩 製 で 、

表裏 と も に 自 然面 を 有す る 礫 を 使 用 し 、 側 縁 に 簡 単 な 調 整 を 加 え て い る 。 な お 、 刃 部 は 折損 し て い る 。

3 1 2 - 3 1 7 は 、 分銅 形 を し て お り 、 3 類 に 属す る も の で あ る 。 3 1 2 - 3 1 6 は 砂岩製 で 、 正 面 に 自 然面 を

有す る 横長剥片 を 使用 し て い る 。 3 1 2 は 、 両 側 縁か潰 れ て い る 。 素材 と な る 剥 片 を 得 る 際 の 打点 と な っ

た た め と 考 え ら れ る 。 3 1 3 は 、 3 1 2 に く ら べ 、 両 側 縁が鋭 く な っ て い る 。 裏 面 か ら の 調 整剥 離 の た め で

あ ろ う 。 3 1 4 は 砂岩製 で 、 正 面 右側 に 打点 を 有す る 横長剥片 を 使用 し て い る が 、 打点付近 の 厚 み を 減ず

る た め に 裏側 か ら の 折 り 取 り か な さ れ て い る 。 3 16 は 砂岩製 で 、 厚 み の あ る 剥 片 を 素材 と し 、 刃 部 よ り

も 基部 の 調 整か密 に な さ れ て い る 。 3 1 7 は 泥岩製 であ り 、 刃 部 と 基部 の バ ラ ン ス は よ く な い か 、 基部側

に 激 し い 折 損 の痕跡か残 り 、 刃 部側 に は 光沢がみ ら れ る こ と か ら 、 も と も と の 刃 部が折損 し た た め 、

新 た に 基部 を 刃 部 と し て 使用 し た も の と 思 わ れ る 。

な お 、 折損 か認め ら れ る も の は 149点 で、 全体の 73% と な る 。 そ の 部位に よ っ て 第 1 19 図 の よ う に 分

類 し た 。 そ れ ぞれ の 出 土 点数 は 次 の と お り で あ る 。

a 10点

a
 

b 66点

I 

＼ ／ , _ _ .., / 

b
 

C 9 点

c
 

d 44点

／
 

I
I
I

 

，＇
 

d
 

e 1 9 点 f 1 点

9
1

 

9
1
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\ )  
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, ;
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e
 

第 1 1 9図 打製石斧の折損部位

1 1. 磨製石斧 ( 76 · 77 · 1 35 · 3 18 - 328 )

伐採 ・ 切 断 ・ 加工の 作業が想定 さ れ る 石器。 対象物は 木材 と 推定 さ れ る 。 49 点 出 土 。 そ の う ち 14点

を 図 示 し た 。 石材 は 、 火 成岩 を 主体 と し 、 安 山 岩か82%以上 を 占 め る 40 点 で 、 そ の他 の 石材 は わ ず か

に 1 - 3 点 と い う よ う に 限定 さ れ る 傾 向 が強 い 。 （ 第 6 表参照 ） こ れ ら の 川 原石 を 用 い 、 大割 り し た 剥

片 を 整形 し 、 そ の 後研磨 を 加 え て い る 。

平 面 形 、 お よ び断 面 形 、 サ イ ズ に よ り 次 の よ う に 分類 し た 。
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〈 平 面 形 に よ る 分類 〉

l 類 ： 最大幅が刃 部 に 位置 し 、 両側 縁が基部 に 向 か っ て 収 束す る タ イ プ の も の 。 34点出 土 。 ( 76 · 1 35 ・

3 1 9 · 32 1 · 32 3 - 325 ) 

2 類 ： 両 側 縁 が ほ ぼ平行 に な る タ イ プ の も の 。 7 点出 土。 ( 77 · 326 )

3 類 ： 最大幅 が胴 部 に 位置 し 、 両 側 縁 か わ ず か に 外彎す る タ イ プ の も の 。 8 点出 土 。 ( 3 18 · 320 · 322 ・

327 · 328 ) 

＜ 断 面 形 と サ イ ズ に よ る 分類 ＞

a 類 ： 基部 断 面 形 が楕 円 形 で 、 乳棒状 と 呼ばれ る 分厚 い 斧 身 を 有す る の も の 。 22点出 土 。 ( 76 · 77 · 1 35 ・

3 1 8 - 320 · 327 ) 

b 類 ： 基部断面形が丸み を 帯 び た 長 方 形 で 、 定角 式 の稜 か不 明 瞭 な も の 。 1 7点出 土 。 ( 32 1 · 328 )

c 類 ： 基部断面形か丸み を 帯 び た 長 方 形 で 、 定角 式 の稜 が 明 瞭 な も の 。 8 点出 土 。 ( 322 · 323 · 326 )

d 類 ： 基部 断 面 形 か 凸 レ ン ズ状 を 呈す る も の 。 2 点出 土 。 ( 324· 325 )

分 類別 の 出 土点数 は 第 7 表 の 通 り で あ る 。 乳棒状 の分厚 い 斧 身 を も つ も の が圧倒 的 に 多 く 、 l 類 の

平 面 形 を も つ も の は 、 a ' b ' C ' d 各類 の 断面形 を 有 し て い る 。 刃 部 の 形 態 は 、 円 刃 が3 1 8 · 325 -

327 な ど 14点で、 直 刃 は 、 322 な ど 5 点で あ っ た 。 使用 に よ っ て 片 減 り し 、 偏 刃 と な っ て い る も の は 、

77 · 1 35 · 3 19 - 32 1 · 323 · 328 な ど 1 5点で あ っ た 。 安 山 岩 な ど 軟 質 な 石材 に 加 え 、 石 質が風化 を 受け や

す い こ と も あ り 、 刃 部 に 線状痕 の 残 る も の は み ら れ な か っ た 。 ま た 、 装着痕 の 残 る も の も 確認 で き な

か っ た 。

製作手法 を み る と 、 は じ め に 調 整剥 離に よ っ て概ね の 形状 を 整 え 、 そ の 後 に 研磨 を 施 し た 痕跡 の あ

る も の は 321 · 323 - 325 な ど 6 点。 調 整剥離後 に 細 か い敲打 を 加 え る こ と に よ っ て 概 ね の 形状 を 整 え 、

そ の 後研磨 を 施 し た 痕跡 の あ る も の は 3 1 9 - 320 · 326 - 328 な ど 18点で あ っ た 。 な お 、 決状耳飾 に み ら

れ る よ う な 擦切 り 手法 に よ る も の は 確 認 で き な か っ た 。

1 類 2 類 3 類 ゜ ゜ 亡〗 ＜＞ 
a 類 b 類 c 類 d 類
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第 6 表 磨製石斧の石材別 出土点数

石 材 出 土点数

安 山 岩 40 

砂 岩 3 

泥 岩 2 

安山 岩質火砕岩 2 

安 山 岩質溶岩 1 

蛇紋岩 1 

計 49 
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第 7 表 磨製石斧の分類別 出土点数

分 類 出 土点数 遺物番号

1 a 類 18  76 · 1 35 · 3 1 9  

1 b 類 7 321  

1 C 類 6 323 

1 d 類 2 324 · 325 

2 a 類 1 77 

2 b 類 6 

2 C 類 1 326 

3 a 類 3 3 1 8 · 320 · 327 

3 b 類 4 328 

3 C 類 1 322 

計 49 

135 は 、 S B 07か ら 出 土 し た も の で 、 砂岩製 で あ る 。 念 入 り に 研磨 を 施 し て い る か 、 基 部 の 一 部 を 折

損 し て い る 。 基 部 の 中 央付近 に は 敲打痕か認め ら れ 、 折 損 後 、 敲石 に 転用 さ れ た も の と 思 わ れ る 。 318

は 安 山 岩 製 で 、 比較 的小型 の わ り に 原 み が あ り 、 やや寸 詰 ま り の 印 象 を 受 け る 。 刃 部付近 に 折損 し た

痕跡 か わ ず か に 残 り 、 折 損 し た 刃 部 を 再び研磨 し て 再利用 し た も の と 思 わ れ る 。 322 は 蛇紋 岩 製 で 、 全

面 に わ た っ て 研磨 を 施 し て い る 。 刃 部 は 直 刃 で あ る が 、 使 用 に よ る 片 減 り も み ら れ る 。 324 · 325 は 、

調整剥 離 を 施 し て 形状 を 整 え た 後 に 、 数 方 向 か ら 研磨 を 加 え て い る 。 両 者 と も に 剥 離痕 か は っ き り と

残 り 、 半磨 製 石 斧 と 呼ぶべ き も の と な っ て い る 。

な お 、 折損か認め ら れ る も の は 29点で、 全体の 59% に の ぼ る 。 折 損 の 部位 に よ っ て 第 1 2 1 図 の よ う に

分類 し た 。 そ れ ぞ れ の点数 は 次 の と お り で あ り 、 刃 部や 基 部 の 折 損 が 多 い こ と がわ か る 。

a 5 点 b 1 1点 C 2 点

l
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12. 石 核 ( 78 · 79 ・ 1 06 - 1 08 ・ 1 33 · 1 34 · 165 · 173 · 329 - 338 )

素材剥 片 を 剥離 し た 残核 を 総称 し 、 石器 の 製作方法や仕事量 を 考 察す る 要素 と な り 得 る も の で あ る 。

1 16 点 出 土 。 こ の う ち 1 9 点 を 図 示 し た 。

石材 は 、 チ ャ ー ト が1 1 3 点 。 花 こ う 岩 （ ア プ ラ イ ト ） が 2 点 、 水 品 が 1 点 で あ る 。

石核 の最終的 な 形態 を も と に 、 素 材 の 選択や剥 片 の剥 ぎ 取 り 方 を 類型 化 し た 。

1 類 ： 剥 片 を 素材 と し 、 そ の 縁辺 の 平坦部 （ 背 面 、 腹 面 で な い 部 分 ） を 打面 と す る タ イ プ 。

a 類 ： 作業面 が背 面 の み と な る も の 。 4 点 出 土 。 ( 329 )

b 類 ： 作業面が腹 面 の み と な る も の 。 9 点 出 土 。 ( 330 )

c 類 ： 作業面が背面 ・ 腹 面 の 両 面 に 及 ぶ も の 。 5 点 出 土 。

2 類 ： 剥 片 を 素材 と し 、 そ の 背 面 ま た は 腹 面 を 打面 と す る タ イ プ 。

a 類 ： 腹 面 を 打面 と し 、 背 面 が作業面 と な る も の 。 7 点 出 土 。 ( 1 06 · 33 1 )

b 類 ： 背面 を 打面 と し 、 腹 面 が作業面 と な る も の 。 4 点 出 土 。

c 類 ： 背面 ・ 腹 面 の 両 面 を 打面 と す る も の 。 27 点 出 土 。 ( 165 · 332 )

3 類 ： 剥 片 を 素材 と し 、 そ の縁辺 の 平坦部 と 腹 面 を 打面 と す る タ イ プ 。 縁辺 の 平坦部 と 腹 面 と が作

業 面 と な る も の 。 1 点 出 土 。 ( 107 )

4 類 ： 厚 手 の 分割 礫 、 ま た は 原礫 を 素材 と し 、 打面調整 を 行 わ ず 、 平坦 な 面 を 打面 と す る タ イ プ 。

作業面 は 、 ほ と ん ど が 1 面 に 固 定 さ れ 、 剥離 さ れ た 剥 片 も 1 - 2 枚 と 少 な い 。 24点 出 土 。 ( 108 ·

1 33 · 1 73 · 333 · 335 ) 

5 類 ： やや厚手 の 分 割 礫 、 ま た は 原卑 を 素材 と し 、 一 つ の稜 を は さ み 、 そ の 左右 の 面 を 打面 と す る

タ イ プ 。 一 方 の 打面 が他方 の 作業面 と な る 。 一 方 の 作業面が他方 の 剥 片 剥 離作業 に お け る 打

面 調 整 的役割 を 結果 的 に 兼ね る こ と に な る 。 な お 、 こ の 二 つ 以 外 に も 打面 が 存 在 し 、 剥 片 剥

離が行 わ れ た も の も あ る 。 9 点 出 士 。 ( 334 )

6 類 ： 原 手 の 分割礫 、 ま た は 原礫 を 素材 に 用 い 、 4 - 5 枚 以 上 の 剥 片 を 剥離 し て い る が 、 打面 、 作

業 面 の 設定 に 規 則 性 が乏 し く 、 打面 、 作業面転移 が90° ま た は 180° で な い た め 、 不定 形 の 残核

と な る タ イ プ 。 14点 出 土 。 ( 78 • 337 )

7 類 ： 6 類 と 同 様 の 素材 を 用 い 、 作業面 を 一つ に 固 定 し 、 打面 の み 90° ま た は 1 80° と 転移 す る タ イ プ。

3 点 出 土 。 ( 1 34 · 336 )

8 類 ： 厚 手 の 剥 片 、 ま た は 大 き な 平坦面 を も つ分割礫や 原礫 を 素材 と し 、 大 き な 平坦面 （ 節理面 、

自 然面 、 主要剥離面 等 ） を 打面 と し て 、 そ の縁辺か ら 剥 片 剥 離作業 を 行 う タ イ プ。 作業面が

全 周 に お よ び 、 亀 甲 状 に な る も の が 多 い 。 打面転移 は 行 わ な い 。 5 点 出 土 。 ( 338 )

9 類 ： 8 類 と 同 様 の 剥 片 剥 離法 を 用 い 、 大 き な 平坦面 も 作業面 と な る タ イ プ 。 打面転移 は 行 わ な い 。

4 点 出 土 。 ( 79 )

出 土 し た 1 1 6 点 の石核 を 素材 か ら み る と 、 剥 片 を 素材 と し た も の は 68点 、 分割礫 を 素材 と し た も の は

46点 、 原 礫 を 素材 と し た も の は 2 点 で あ っ た 。

こ れ ら の う ち 、 自 然面 を 有す る も の は 7 1 点 、 節理面 を 有す る も の は 83点 で あ っ た 。

確認 で き る 打面や作業面 の 数 は 、 次 の と お り で あ る 。



・ 打面数 1 . . .  … · · · 49 点

・ 打面数 2 . ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 37 点

・ 打面数 3 … . . ・ ・ ・ ・ 1 7 点

・ 打面数 4 · · · · · · · · · 1 1 点
・ 打面数 5 . . . . . . . . . 1 点

・ 打面数 6 . . . . . . . . .  1 点

• 作業面数 1 ………49 点

• 作業面数 2 ………59 点

• 作業面数 3 ……… 7 点

• 作業面数 4 ……… 1 点

石核 1 個 当 た り の平均打面数 は 2 . 0面 、 平均作業 面 は 1 . 7面 と な っ た 。
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335 は 、 角 柱状 の 形態 を 呈す る 水 晶 の 結 晶 を 用 い て い る 。 石核 と し て は 小型 で 、 剥 片 剥 離 の 結果得 ら

れ た 剥 片 は サ イ ズ的 に も 小 さ い も の で あ っ た こ と が推察 で き る 。

13. 剥片類 ( 1 54 · 155 )

剥 片 剥 離 に よ っ て 生産 さ れ た 素 材 を 間 接 的 に 推定 で き る 要素 と な り 、 原 石 • 石核 と し て 遺跡 内 に 残

さ れ た 資料 の 限 界 を 補 う 資料 と な り 得 る も の で あ る 。 出 土総数 は 7 , 000点 を 超 え る が 、 こ こ では 石材別

の 出 土数 を 報告す る に 留 め た 。

1 54 · 1 55 は S U 04か ら 出 土 し た 泥 岩 の 板状剥 片 で あ る 。 155 は 、 右側 縁 に 3 カ 所の 調 整痕が認め ら

れ 、 お お ま か な 整形が施 さ れ て い る 。 サ イ ズや石材か ら 判 断す る と 、 打製石 斧 の 素 材 と し て 保存 し て

お い た も の と も 思 わ れ る 。 3 カ 所の 調 整痕 が素材剥 片 を 取 っ た 痕跡 で あ る な ら ば 、 石錘 を 製作 し た も

の か も し れ な い 。 こ れ ら の 板状剥 片 と と も に 、 同 一母岩か ら 剥 離 し た と 思 わ れ る 剥 片 が ま と ま っ て 出

土 し て い る 。

第 8 表 剥片の石材別 出土点数

石 材 点 数 （ 個 ） 質 量 ( g ) 
遺 構 包含層 遺 構 包含層

チ ャ ー ト 426 4 , 906 2 , 1 84 . 5  2 1 , 708 . 2  

サ ヌ カ イ ト 1 1 9  0 . 2 7 1 . 9  

流紋岩質溶岩 ゜ 1 3 ゜ 84 . 2  

流紋岩質火砕岩 ゜ 15  ゜ 331 . 1  

石 英 ゜ 23 ゜ 72 . 3  

黒 曜 石 ゜ 31 ゜ 20 . 8  

安 山 岩 1 14  25 . 5  683 . 6  

花 こ う 閃 緑斑岩 ゜ 6 ゜ 1 46 . 8  

花 こ う 岩 2 1 1  30 . 8  2 14 . 6  

砂 右山 3 9 1  48 . 3  2 , 2 1 7 . 1  

泥 石....... 1 38 1 , 677 853 . 7  1 4 , 02 1 . 6  

計 57 1 6 , 806 3 , 143 . 0  39 , 572 . 2  
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14,  調整剥離 を施 さ れた剥 片 ( R F )  ( 339 - 346 ) 

素材 と な る 不定 形 な 剥 片 の縁辺 に 、 二次加工 を 施 し て 刃 部 を 形成 す る が、 連続性 ・ 統一性 に 乏 し く 、

定形的 な 刃 部 を も た な い も の を 総称 し た 。 出 土総数422点 。 こ の う ち 8 点 を 図 示 し た 。 石材 の 内 訳 は 、

チ ャ ー ト 420点 、 花 こ う 岩 （ ア プ ラ イ ト ） 1 点 、 黒曜石 l 点 で あ る 。 チ ャ ー ト が圧倒 的 に 多 い が 、 節理

を 多 く 含 む 良 質 で な い も の を 使用 し て い る 。

第 9 表 R F 分類別 出土点数

刃 部 の
刃部数

刃 部箇所の平面 出 土 遺物 刃 部 の
刃部数

刃 部箇所の平面 出土 遺物

タ イ プ 形 と 調整方法 点数 番号 タ イ プ 形 と 調整方法 点数 番号

掻器的 1 不定形 （ 片 面 ） 34 削器的 2 不定形（ 片 ・ 両 ） 10  

不定形 （ 両 面 ） 14 343 凸 ・ 不定形（ 片 ） 7 

凸状（ 片 ） 1 5  339 凹 · 不定形（ 片 ） 1 

凹 状 （ 片 ） 1 344 直 （ 片 ） ・ 不定 （ 片 ） 2 

直線状（ 片 ） 17  凸 （ 片 ） ・ 直 （ 片 ） 3 
計 81  凸 （ 片 ・ 両 ） 2 

2 不定形（ 片 ） 10 
直線 （ 片 ・ 両 ） 3 34 1 

不定形（ 片 · 両 ） 3 
計 42 

凹 ・ 直線状 （ 片 ） 1 342 3 凸 ・ 直・不定形（ 片 ・両） 1 
不定形 ・ 直 （ 両 ） 6 346 

凹 ・ 直・不定形（ 片 · 両 ） 1 
凸 • 直線状（ 片 ） 1 

計 2 
21  

複 合 2 掻 （ 不 ） ・ 削 （ 不 ） 8 345 
3 凸 ・ 凹 ・ 直線状（ 両 ） 1 

掻 （ 不 ） ・ 削 （ 凸 · 片 ） 2 
直 ( 2 ) ・ 不定形（ 両 ） 1 

掻 （ 不 ） ・ 削 （ 直 ・ 片 ） 2 
2 

削器的 1 不定形（ 片 ）
掻 （ 不 ） ・ ノ ッ チ 2 

75 

不定形（ 両 ） 23 掻 （ 直 ） ・ 削 （ 直 ） 2 

不定形（ 一 部両 ） 17  掻 （ 直 ） ・ 削 （ 不 ） 3 

凸状（ 片 ） 17  340 掻 （ 直 ） ・ ノ ッ チ 1 

凸状（ 両 ） 1 1  掻 （ 凹 ） ・ 削 （ 不 ） 1 

凸 状 （ 交互 ） 2 削 （ 不 ） ・ ノ ッ チ 1 

凹 状 （ 片 ） 1 1  計 22 

凹 状 （ 両 ） 1 3 掻 （ 直 ） ・ 削 （ 不2 ) 2 

直線状 （ 片 ） 1 7  掻 （ 直 ・ 凸 ） ・ 削 （ 直 ） 1 

直線状（ 両 ） 10  掻 （ 凸 ） ・ 削 （ 直 ・ 不 ） 1 

計 184 削 （ 不2 ) ・ ノ ッ チ 4 

2 不定形（ 片 ） ， 計 8 

不定形（ 両 ） 5 合計 362 
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こ れ ら 36 2 点 の ほ か 、 ド リ ル的 な も の 1 1 点 、 エ ン ド ・ ス ク レ イ パー 的 な も の 1 7 点 、 ラ ウ ン ド ・ ス ク レ

イ パー 的 な も の 10 点 、 ノ ッ チ ド ・ ス ク レ イ パー 的 な も の 6 点 、 そ の 他 1 6点 が み ら れ た 。 総計42 2 点 の

R F に は 、 合計47 1 カ 所の 刃 部が確認 で き た 。 刃 部 の種類 は 、 削 器的 な 緩 い 角 度 の 刃 部が307 カ 所 、 掻

器的 な 急角 度 の 刃 部が 156 カ 所 、 ノ ッ チ ド ス ク レ イ パー 的 刃 部が 8 カ 所 で あ っ た 。

素材剥 片 は 、 3 39や 344の よ う に 横長 剥 片 を 用 い る も の と 、 341 や 342 の よ う に 縦長 剥 片 を 用 い る も の

がみ ら れ る 。 片 面調 整 さ れ た も の ( 339 · 340 · 342 ) 、 あ る い は 両 面 調 整 さ れ た も の ( 341 · 346 ) が存 在

す る が 、 調 整剥 離 の 大 き さ や 箇 所 、 順序 な ど は ラ ン ダム で あ る 。 ま た 、 外 彎 す る 凸 状 の 刃 部 を 有 す る

も の ( 3 39 · 340 ) 、 直線状 の 刃 部 を 有す る も の ( 341 · 342 ) 、 内 彎 す る 凹 状 の 刃 部 を 有す る も の ( 344)

がみ ら れ る 。

15 . 微細 な剥離痕 を有す る 剥 片 ( U F )  ( 1 6 · 347 - 354) 

素材 と な る 剥 片 の鋭 い 縁辺 を 刃 部 に 用 い 、 そ の 結果 と し て 、 あ る 程度 連続 的 に 刃 こ ぼれ状の微細 な

剥 離痕 を 有す る も の を 総称 す る 。 総

第10表 U F 分類別点数

剥離痕 縁辺 の
剥離痕箇所の平面形

の 箇 所 角 度

側縁部 緩 直線状

凸状

凹 状

不定形

計

急 直線状

凸状

不定形

計

末端部 緩 直線状

凸状

凹 状

不定形

計

急 凸状

凹 状

計

そ の他 緩 直線 ・ 凸 ・ 凹 ・ 不定形

急 直線 ・ 凸

計

総計

出 土
点数

60 

2 1  

1 5  

32 

1 28 

13  

8 

7 

28 

1 6  

6 

2 

7 

3 1 

2 

4 

6 

46 

1 7  

63 

256 

箇所
数

69 

23 

1 6  

39 

147 

17 

， 
8 

34 

20 

7 

4 

， 
40 

2 

4 

6 

46 

1 7  

63 

290 

遺物番号

16  

353 

35 1 · 354 

350 

348 · 349 

347 

352 

計256 点 出 土 。 そ の う ち 9 点 を 図 示 し

た 。 石 材 は 、 す べ て チ ャ ー ト で あ る 。

微細 な 剥 離痕 は 、 全部 で2 90 カ 所確 認

で き た 。 こ の う ち 、 側 縁部 に は 1 8 1 カ

所 で全体の 6 2 % 、 末端部 に は46 カ 所 、

そ の 他が63 カ 所 で あ っ た 。 ま た 、 素

材剥 片 は 、 横 長 剥 片 を 使 用 す る も の

( 347 ) と 縦長剥片 を 使用 す る も の ( 348

- 350 ) が み ら れ 、 35 1 · 35 2 · 354は 、

剥 離痕が直線状 を 呈す る も の で あ る 。

347 - 349 · 35 1 · 354は 、 背 面 と 腹 面

の な す角 が剥 片 の 末端 部 で 、 急角 度

で あ る 。 348 は 、 背 面 左 側 縁 部 お よ ぴ

腹 面 右 側 縁 部 に 微細 な 剥 離痕 がみ ら

れ 、 半 月 形 に 外彎 す る も の で あ る 。

353 も 緩や か に 外彎 す る 。 349 は 、 背

面左側 縁 部 に 不連続 な 剥 離痕 が み ら

れ緩やか に 半 月 形 に 外彎す る 。 35 1 は 、

背面右側 側 縁部 お よ ぴ腹 面 左 側 に 微

細 な 剥 離痕 が観察 で き る 。 35 2 は 、 背

面 の 下 部 と 右 側 縁部 に 微細 な 剥 離痕

が あ る 。 354は 、 背 面 側 縁部 に 微細 な

剥 離痕 が み ら れ る 。
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16. 打欠石錘 ( l -4· 1 7 - 20 · 3 1 · 39 · 80 - 9 1 ・ 1 10 - 1 16 ・ 1 36 - 141 ・ 148 · 150 · 1 56 · 1 74· 355 -424)

礫 の 長軸 ま た は 短軸 の 両 端 を 打 ち 欠 き 、 紐

掛か り の 部位 を 作 出 し た 石器 を 打欠石錘 と し

た 。 590点出 土 し た （ 出 士状況号IJ点数 は 第 1 1 表

参照 ） 。 こ の う ち 1 09点図 示 し た 。 片 面 （ 表裏 は

任意 と し た ） と 最 も 特徴 的 な 部位 の 断 面 形 を

図 示 し た 。 上下 は 、 重 心が全長 の 半分 よ り 下

に く る よ う に し て 決め た 。90 · 1 1 6 · 356 · 360 ·

第1 1表 打欠石錘出土状況別点数

遺 構 包含層

完形品 36 ( 6 . 1 ) 397 ( 67 . 3 ) 

欠 損 品 14 ( 2 . 4 ) 143 ( 24 . 2 ) 

計 （ ％ ） 50 ( 8 . 5 )  540 ( 9 1 . 5 ) 

計 （ ％ ）

433 ( 73 . 4 ) 

1 57 ( 26 . 6 ) 

590 ( 100 ) 

373 · 405 · 406 · 41 2 な ど の よ う に 紐 を 掛 け た と 考 え ら れ る 部分か磨滅せ ず に 帯状 に 残 っ て お り 、 そ の

両 側 は 磨滅 し て い る 、 い わ ゆ る 「帯状痕跡」 か表面 に 確認 で き る も の に つ い て は 、 そ の 範 囲 を 点描 し た 。

石材 は 、 砂岩 • 泥 岩 • 花 こ う 閃 緑斑岩 · 花 こ う 斑岩 · 花 こ う 岩 • 安 山 岩 で あ る （ 石材別点数 は 第 1 2

表参照 ） 。 ど の石材 も 、 上原 遺跡 の す ぐ 下 を 流れ る 揖斐 川 本 流 の 川 原 な ど で 、 現在 で も 採集 で き る も の

ばか り で あ る 。

打欠石錘全体 を な がめ て み る と 、 素 材 の 使 用 法 の 違 い に よ っ て 2 種類 に 大別 で き る 。 そ の点に 布 目

し 、 以 下 の よ う に 分類 し た 。

く素材 の 使 用 法 に よ る 分類 〉

1 類 ： 入手 し た 素材 を そ の ま ま 使用 し た も の 。 ( 1 ・ 2 ・ 1 7 - 20 · 39 · 80 - 84· 1 10 · l l l ・ 1 3 6 - 1 38 · 148 · 355 -

393 ) 

2 類 ： 入手 し た 素 材 の 全体 に 加工 を 施 し て 使 用 し た も の 。 ( 3 ·4· 3 1 · 85 - 9 1 ・ 1 1 2 - 1 1 6 · 1 39 - 141 ・ 1 50 ・

1 56 · 1 74 · 394-424) 

1 類 に 属す る も の は 、 川 原 で容 易 に 採集 で き る 小型楕 円 礫 の 長 軸 の 両 端 に 数枚 の剥 離 を 施 し 、 紐掛

か り 部 を 作 出 し て い る 。 素 材 と な る 礫 に 加工 を 施 し て い る の は 、 紐掛か り の 部位だ け で あ り 、 基 本 的

に 素 材 の 形 ・ 質量 を ほ ぼ そ の ま ま 利 用 し て い る 。 従 っ て 石材 は 様 々 で あ る 。 は と ん ど が長軸 方 向 に 紐

を 掛け た と 考 え ら れ る が 、 392 は 短軸 方 向 に 、 393 は 長軸 ・ 短軸 両 方 向 に 紐 を 掛け た 痕跡 が み ら れ る 。

帯状痕跡 が確認 で き る の は 1 1点 ( 1 類 中4. 3% ) であ る 。

2 類 に 属 す る も の は 、 比較 的 薄 手 の も の が 多 く 、 素 材 の 全体 に 加工 を 施 し て い る 。 石材 は 泥岩か主

体 で あ る が 、 一部砂岩 の も の も あ る 。 石材集積遺構 ( S I 0 2 · 03 ) で報告 し た よ う な 比較 的 大 き な 剥

片 か ら 、 必要 な 形や 質 量 の 素 材 を 作 出 し 、 製 品 化 し た と い う 可

第 12表 打欠石錘石材別 出土点数

石 材 点数 （ ％ ）

砂 岩 227 ( 38 . 5 ) 

泥 岩 328 ( 55 . 6 )  

花 こ う 閃 緑斑岩 1 6 ( 2 . 7 )  

花 こ う 斑岩 5 ( 0 . 8 ) 

花 こ う 岩 3 ( 0 . 5 ) 

安 山 岩 1 1 ( 1 . 9 ) 

計 590 ( 1 00 ) 

能性 も 指摘 さ れ て い る 。 分類 に あ た っ て は 、 素 材 の 縁辺か板状

に 剥離 し て い た り 、 石材 自 身 が比較 的 軟 質 で あ っ た り す る た め 、

一部切 目 石錘 と の 識別 が 困 難 な も の も あ っ た 。 端部 を 打 ち 欠 い

た だ け の 機能部 に 紐 を 掛け て 使用 す る だ け で 自 然 に 切 り 込み が

入 り 、 平面形だ け で は 切 目 石錘 と 同 様 に み え る 。 切 り 込み 部 を

観察 し 、 素材 に 対 し て 直交方 向 に 明 瞭 な 擦痕 が確 認 で き な い も

の （ 第 1 2 2 図参照 ） は 紐ず れ に よ る 切 り 込み が生 じ た と 判 断 し 、

打欠石錘 に 含め た 。 本類の石錘 は 、 すべ て 長軸 方 向 に 紐 を 掛け

て 使用 し た と 考 え ら れ る 。 た だ42 1 -424だ け は 短軸 方 向 に も 紐
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掛か り 部位 の 痕跡 か確 認 で き る。 明 瞭 な 帯状痕跡か確認 で き るの は 59点 で あ り 、 2類全 体の30 . 9% に
あ た る。 ま た 、 本 類 の 中 に は 、 398 · 405 に よ う な 長 さ 1 4 - 16cm 、 幅 3 - 5 cm 、 厚 さ 1 cm 前 後と い う 従

来 の 石錘 ら しか ら ぬ 形を呈し た も の か あ る。 それ だ けを抽出して見ると 、 とて も 石錘とは 考 え に く く 、

収穫用 具としての粗製 刃 器と も 思 わ れる。 しかし 、 側 縁部 に 明 瞭 な 磨 滅 は 確認 で き な い し 、 サ イ ズ的

に は それ ら に 準 ずる も の も 多 く あ る。 ま た 、 長 軸 の 両 端 に は 機能部を作出してお り 、 石錘以外 の 用 途

は 考 え に く い 。 従って 、 前述し た 用 途不 明 の 両 側縁調整剥 片 石器 に は 含めず 、 本類の 石 錘とし た 。

〈 打 欠 石錘とし た も の 〉 く切 目 石錘とし た も の 〉 く切 目 石錘とし た も の 〉

こ � 

第 1 2 2 図 石錘の紐掛かり部の状態

（堀 田 一浩）

17. 切 目 石錘 (5 - 7 · 21 - 23 · 32 · 33 · 40 · 4 1 · 92- 98 · 1 1 7 - 1 19 ・ 1 42 - 1 46 · 1 57 - 164 · 425 - 472)

礫 の 長 軸 ま た は 短軸 の 両 端 に 切 目 を入れる こ とに よ り 紐掛か り 部を作 出した 石 器を切 目 石錘とした 。

全部 で321 点 出 土した （出土状況別 点数 は 第 1 3表参照 ） 。 こ の う ち 8 1 点 図 示し た 。 図 化 の 方 法 は 打 欠 石

錘と同 様 で あ る。 石材 は 、 砂岩 • 泥岩 • 花 こ う 閃 緑斑岩 • 花 こ う 岩 • 安 山 岩 • 閃 緑 岩 で あ り （石材 別

点 数 は 第 1 5表 参照 ）、 打 欠 石錘と同 様 の 傾 向を示している。 こ れ ら の 石 材 も 当 時 の 上原遺跡 で は 入手 か

比較的容 易 で あ った ろ う と考 え ら れる。

切 目 石錘 に つ い て も 打 欠 石錘と同 じ よ う に 素 材 の 使 用 法 に よって 2 つ に 大別 で き る。 さ ら に 機能部

の加工方 法や切 目 作 出 法 に も 特徴か 見 い 出せるの で、 それ ら の 違 い に よって分類し た 。 その 基 準 に つ
いては 以 下 に 示すとお り で あ る。

第13表 切 目 石錘出土状況別点数

逍 構 包 含 層

完 形 品 30 ( 9 . 4 )  1 9 7 ( 6 1 . 3 ) 

欠 損 品 1 8 ( 5 . 6 ) 7 6 ( 23 . 7 )  

計 （ ％ ） 48 ( 1 5 . 0 )  273 ( 85 . 0 ) 

計 （ ％ ）
227 ( 70 . 7 )  
94 ( 29 . 3 ) 
32 1  ( l oo ) 

く 素 材 の 使 用 法 に よる分類 〉

1 類 ： 入手し た 素 材をその ま ま 使 用 し た も の。
2 類 ： 入手した 素 材 の全 体 に 加工を施して使 用

した も の。
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く機能部 の 加 工方 法 に よ る 分類 〉 第14表 切 目 石錘分類別 出土点数

A 種 ： 端部 を 打 ち 欠 い た 後 、 切 目 を 作 出 し て い る 。

B 種 ： 打 ち 欠 か ず に 、 端 部 に 直接切 目 を 作 出 し て

い る 。

分類

1 A 1 

1 A 2 

点数

14 

1 

分類 点数

2 A 1 70 

2 A 2 3 

く切 目 作 出 法 に よ る 分類 〉 1 A 3 10  2 A 3 5 

1 項 ： ほ ぱ垂直方 向 に 擦 り 切 る 。 1 B 1 40 2 B 1 8 1  

2 項 ： 斜 め 方 向 に 片 側 だ け 擦 り 切 る 。

3 項 ： 斜 め 方 向 に 両側 か ら 擦 り 切 る 。

1 B 2 

1 B 3 

゜
62 

2 B 2 6 

2 B 3 29 

分類が細分化す る た め 、 個 々 の 説 明 に つ い て は 計

測 表 の備考欄 に 記す に 留 め る が 、 特徴的 な も の に つ い て の み 簡 単 な 説明 を 加 え る （ 分類 別 点 数 は 第 14

表照 ） 。 打 欠 石 錘 の 2 類 で も 説 明 し た が 、 切 目 石錘の 中 に も 長 さ が1 0cm以 上 も あ る 扁平 な も の が あ る 。

機能部 の 擦痕 か ら 判 断 し て も 紐 を 掛け 、 石錘 と し て 使用 し た 可能性が考 え ら れ る が、 他 の サ イ ズ の 石

第15表 切 目 石錘石材別出土点数

石 材 点数 （ ％ ）

砂 岩 89( 27 . 7 ) 

泥 岩 219 ( 68 . 2 ) 

花 こ う 閃 緑斑岩 7 ( 2 . 2 ) 

花 こ う 岩 3 ( 1 . 0 ) 

安 山 岩 2( 0 . 6 ) 

閃緑岩 1 ( 0 . 3 ) 

計 （ ％ ） 321 ( 100 ) 

錘 と 同 じ よ う に 使用 し て い た か な ど 、 そ の 機能 ・ 用 途 に つ い て は

問題か残 っ て お り 、 今後検討の 余地 か あ る 。 ま た 、 2 類 の も の は

打欠石錘 の と こ ろ で も 記 し た か 、 そ の石材や素 材 の 加 工法 の 問題

が あ り 、 機能部 の擦痕 に よ る 打 欠石錘 と の 判 別 か 困 難 で あ っ た 。

l 類 に つ い て は 機能部 の加工方法が明 確 で あ り 、 判 別 に は 労 を 要

さ な か っ た か 、 2 類 に つ い て は 混乱 を 来 た し て い る お そ れが あ る

と 思 わ れ る 。 今 回採用 し た 判 別 法 も し く は 分類 に つ い て は 今 後 の

課題 と し た い 。

（ 堀 田 一 浩 ）

18 .  凹石 ・ 敲石 ・ 叩石 ・ 磨石類 ( 8 - 1 2 ・ 24- 27 · 34·42 -44· 1 20 · 147 · 1 5 1 ・ 1 5 2 ・ 1 7 5 - 1 78 ·473 -490 )

磨 る 、 敲 く （ 叩 く ） な ど の 作業が想 定 で き る 石器群。

円 形 ・ 楕 円 形 、 さ ら に 、 棒状 の 礫 の 表面 に 凹 み ・ 敲打 · 叩 き · 磨 り な ど の痕跡かみ ら れ る 石器 を 、

そ れ ぞれ 凹 石 ・ 敲石 ・ 叩 石 ・ 磨石 と し た 。 出土総数30 2 点 。 そ の う ち 39 点 を 図 示 し た 。

石 材 は 、 砂岩が2 1 2 点 で全体 の 70 . 2 % を 占 め 、 安 山 岩 か78点 で25 . 8% 、 礫岩が1 1 点 で3 . 7% 、 流紋岩

質 火 砕 岩 が 1 点 で0 . 5% で あ っ た 。

こ れ ら の う ち 、 単一 の機能 を も つ も の は 136点 （ 全体の45% ) 、 複数 の機能 を 併せ も つ も の は 166点 （ 全

体の 55% ) で あ っ た 。 単 一 の 機能 を 有す る も の 、 お よ び複数の機能 を 有す る も の に お い て 、 凹 み ・ 敲

き ・ 叩 き ・ 磨 り の 組 み 合 わ せ を すべ て 網 羅す る と 第 1 6表 の よ う に 2 1 通 り に ま と め ら れ る 。 単 一 の機能

を 有す る も の の 中 では 磨 り が9 2 点 で最 も 多 く 、 複数の機能 を 有す る も の の 中 で は 敲 き と 磨 り の 組み 合

わ せ か77点 で最 も 多 か っ た 。

図 示す る に あ た っ て は 、 凹 み の 範 囲 と 形状 は点描 で表 し 、 敲打痕 ． 叩 き は そ の 程度 に よ っ て 通常 の

剥離痕 を 表 わ す 実 線 お よ び破線 で表現 し た 。 ま た 、 磨痕 と 思 わ れ る 箇 所 は 、 ド ッ ト の ス ク リ ー ン ト ー

ン を 用 い て 表現 し た 。
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第 16表 凹 ・ 敲 • 叩 • 磨石類の機能一覧表

凹 表 凹 裏 敲 叩 磨 出 土点数 遺 物 番 号

1 ゜ 2 473 

2 ゜ ゜ 5 175 · 474 · 475 

3 ゜ 25 8 · 1 20 · 476 

4 ゜ 1 2  477 · 478 

5 ゜ 92 1 2 · 24 - 26 · 34 · 42 · 15 1  

6 ゜ ゜ 4 479 · 48 1  

7 ゜ ゜ 1 480 

8 ゜ ゜ 8 

， ゜ ゜ ゜ 3 482 

10 ゜ ゜ ゜ 1 

1 1  ゜ ゜ ゜ 2 483 

1 2  ゜ ゜ 4 

13  ゜ ゜ 77 43 · 44 · 14 7 · 1 52 · 176 · 484 · 485 

14 ゜ ゜ 4 

1 5  ゜ ゜ ゜ 1 486 

16 ゜ ゜ ゜ 16  27  

1 7  ゜ ゜ ゜ ゜ 1 1  9 · 487 · 488 · 490 

18 ゜ ゜ ゜ ゜ 2 

19  ゜ ゜ ゜ 20 10 · 489 

20 ゜ ゜ ゜ ゜ ， 1 1 · 178 

2 1  ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ 3 177 

計 302 

( 1 ) 凹石 ( 9 ・ 1 1 ・ 27 · 1 75 ・ 1 77 · 178 ·47 3 - 475 ·479 -483 ·486 -488 ·490 )

表面 に 凹 み がみ ら れ る 石 器 を 凹 石 と し た 。 そ の 凹 み は 、 観察 で き る 敲打痕が使 用 結果 と し て の状 態

と い う よ り も 、 整 形 時 の 加 工痕 と 判 断 し た 。 68点出 土。

凹 み の 形態や位置 は 、 そ れ ぞ れ に 個性 を も っ て お り 、 凹 み 部分の 使 用 用 途 も 一 様 で は な い と 考 え る 。

＜ 凹 み の 形態 に よ る 分類 〉

l 類 ： 口 唇状 で、 断 面 が V 字 形 を 呈す る 凹 み を 有す る も の 。 凹 み 部 分 に 細 か い 敲打痕 が集 中 す る タ

イ フ
゜
。 ( 9 ·480 ·487 )

2 類 ： 円 形 で 、 断 面 か す り 鉢状 を 呈す る 凹 み を 有す る も の 。 凹 み 部 分 に は 細 か い 敲打痕 に 加 え 、 磨

り か み ら れ る タ イ プ 。 ( 1 75 · 1 78 ·474·475 ·48 1 -483 ·486 -488 ·490 )

3 類 ： 円 形 で 、 断 面 が鍋 底状 を 呈す る 凹 み を 有す る も の 。 凹 み 部分 に 敲打痕が集 中 す る タ イ プ 。 ( 1 1 ・

2 7 · 1 75 · 177 ·473 ·474·479 ·483 )  

＜ 凹 み の 位置 に よ る 分類 〉

a 類 ： 円 喫 の は ば 中 心 に 凹 み を 有す る も の 。
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b 類 ： 中 心か ら 離れ た と こ ろ に 凹 み を 有す る も の 。

c 類 ： 2 つ 以 上 の 単独 の 凹 み を 有す る も の 。

d 類 ： 2 つ 以 上の 凹 み か重 な り 合 っ て 、 は ぱー 列 に 並ぶ形態 を 有す る も の 。
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d 類c 類

凹みの形態と位置による分類

b 類

第 1 2 3 図

a 類

出 上 し た 68点 の う ち 、 片 面 の み に 凹 み を 有す る も の は41 点 。 表裏両 面 に 凹 み を 有す る も の は 27点 で

そ の う ち 、 表裏両 面 に 同 じ 形態 の 凹 み を 有す る も の は 23点 で あ り 、 両 面 と も l 類 の も の か lあ っ た 。

3 類 の も の が15 点 で あ っ た 。 表 面 と 裏面 で凹 み の種類 が 異 な点 、 同 じ く 両 面 と も 2 類 の も の が 7 点 、

2 類 と 3 類 の 組み 合 わ せ が 5 点 で あ っ た 。

( 2 ) 敲石 ( 8 - 1 1 ・ 27 ·43 ·44・ 1 20 · 147 · 15 2 · 1 76 - 1 78 ·476 ·479 ・48 1 ·482 ·484-490 )

敲 く 作業が想定 さ れ る 石器。 整形時の加工痕か残 る 凹 石 と は 違 っ て 、 使 用 結果 と し て の 使 用 痕 か残

る も の を 敲石 と し た 。 173点出 士 。

敲打痕 の 位置 は 様 々 で あ り 、 485 の よ う に 側 縁 を 全周 す る も のや 、 48 1 の よ う に 、 複数 の 箇 所 に 船 中

す る も の がみ ら れ る 。 後 者 は 、 対象物 に 対 し て 円 礫 を 持 っ た 掌 の 手 首 に 近 い と こ ろ で敲 打 を 加 え 、 あ

1 類 と 2 類 の 組み合わせが 1 点、る も の は 6 点 み ら れ 、

こ のる 程度 の 凹 み に 達 し て 使用 に 耐 え ら れ な く な る と 、 天地 を 替 え て 再び使用 さ れ た と 推測 さ れ る 。

方 法 は 、 対象物への加 撃 に 際 し て 的確 な 衝撃 を 与 え た と 思 わ れ る 。 礫 の 同 一 面 に 2 つ 以 上の敲打痕が

こ の よ う な 使用 に よ る も の と 思 わ れ る 。 敲石 を 観察 さ れ た 渡 辺誠先生 は 、ほ ぼ一 列 に 並ぶ も の は 、 オ



第 3 節 遺物 189 

ニ グル ミ のような堅果類の殻割り 作業に使用された可能性を指摘された。

( 3 ) 叩石 (lo·11・ 177·178·477·478·480·486·489)

叩く作業が想定される石器。 敲石 と類別するため、 棒状の礫、 あるいは円 礫の長軸 の一端または両

端に激 し い敲打痕が認められるものを叩石 と し た。 57点 出土 。 敲打痕か長軸 の一端に集 中するものは

34点、 両端に集中するものは23点である。

477·478にみられるような、 長軸 の一端による手首 の 回 転 運動を伴わない垂直方向 へ の打撃は、 石

器の製作 に使用されたもの のようである。 また、 長軸 の端部に残る激 し い敲打痕と潰れは、 堅 呆類を

打ち割る作業の際に台石を敲打 し て し まった結果と し ての痕跡とも考えることかできる。 10·11は敲

打痕か小さく、 石を割るハ ン マ ー と し ての機能は果た し 辛いであ ろ う。 178·489のように長軸 の一端

から稜 線に沿って少 し 離れた箇所に打撃痕か残存するものもみられるが、 より 強 烈 な打撃を必要とす

る場合には有効であったと思われる。 手で握って、 対象物に垂直方向 の加撃を施すより も、 手首と肘

を使って長軸 の上端を振り 下 ろ す形での加 撃の方がより 有力を発揮 し たと思われる。

これらのほかに、 平 面形は楕 円状で断面形か円を描くもの の長軸 の一端に叩きのみられるものか 3

点 出土 し た。 石 材は、 どれも安 山 岩を用いている。 サイ ズ ・ 質量はさま ざまであるが、 1 点のみ4 kg 

は どの質量を有 し 、 両 手で持たないと作業でき ないものである。 これらは丸石 と呼ぶべきものかも し

れないが詳細は不明 である。

( 4 ) 磨石 (9-11・13·24-27·34·42-44·147·151・ 152・ 176-178·483-485·487-490)

磨る作業が想定される石器。 244点 出土 。

磨 面 の有無は、 ルー ペによる観察に拠ったか、 転石 による 自然の磨耗と使用痕と し ての磨耗との判

別は難 し く、 やや不明確 なものでも可能性を有するものは取り 敢えず含むことに し た。

磨 面は、 どれも 自然面を加工することなく、 そのまま使用 し ている。 敲打によって平坦な 面を作 出

し てか ら 、 または、 凹 凸 のある面を作 出 し た後に使用 し たと思われる磨面をもつものはみられ なかっ

た。 磨 面は、 必ず し も平坦になるとは限らず 、 製粉作業のためには凸状の 引 っかか り 部分があったり 、

凹状の部分があった方か有効 な場合かあったと思われる。 42は小型の磨石 であるが、 サ ン シ ョ ウの実

など小粒 のものを磨ったものかも し れない。 片 面 の一部と側面か磨られている。 484は、 手持ちで磨る

のではなく、 対象物を限られた一部の磨面に押 し つけるように し て磨ったものと推測される。

磨 面 の位置は様々であり 、 次のように分類し た。

＜磨面 の位罹による分類〉

a類： 片 面 の一部、 または、 は ぱ全面か磨られているもの。 99点 出土 。 (9-11・ 24·26·43·177·483・

488-490) 

b類： 両面の一部、 ま たは、ほぱ全 面か磨られているもの。 137点 出土。 (12・ 25・ 27·44·147·151・ 152·
176・ 178·484·485·487)

c類： 長軸 の側面が磨られているもの。 31点 出土 。 (34)

d類： その他。 9 点。 (42)

磨 面 の位置は b類が 中心であるが、 その 中でも、 両 面 の一部を活用 し ているものが多い。 し か し 、
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これらは凹 みの激しい石 皿 と は合致せず 、 平滑に使用が続けられるタイプか 、 または、 わず か な凹 み

を有するタイプの石 皿 と のセ ッ ト 関係が考えられる。

19. 石 皿 (30 ·99・ 100 · 491)

磨る・ 敲く （叩く） などの作業が想定され、 扁平 な形状で器面に凹 部や磨面を有する石器。 堅果類

の製粉具 と しての用途が考えられる。 25点出土 。 そのうち 4 点を図 示した。 石 材には、 砂岩および多

孔質の安山岩を用いているが、 その多くは 入手が容易 な円 礫を使用しており 、 平面形は円 形または楕

円 形を呈している。 砂岩の板状剥離材を用いた も のは 1 点のみであった。

これらは皿部の 断面形から、 凹 状を呈するタイプ と 平板 な形状を呈するタイプの 2 種に分類できる

が、 凹 状の も のは15点で、 平板状の も のは10点であった。 平板タイプ の も のには磨痕や擦痕が認めら

れず 、 その上、 折損 などによって機能部が詳しく観察でき ないため、 その性格を明らかにするこ と は

できなかった。 中には、 川原石 と 区別がつけ難い も の も あった。

断面が凹状を呈する も のには、 器面を加工して使用する も のは少 なく、 自 然 の 凹 みを利用して礫面

を そのまま使用している。

30は、 細かい敲打による凹 部を一度作出した後に、 再度、 粗い敲打によってより 深い凹 部を作出し

ている。 お そらく、 最初に作 出した凹部では、 期待通り の機能を果たせ なか ったのであ ろ う。 二度 目

の作出による凹部 も 、 じ ゅ うぶんに活用されておらず 、 磨面 も 狭い範 囲に限られている。 これに対応

する磨石は、 小型の も のであった と 思われ、 堅果類の細粉化の作 菓を想定するこ とができる。

99 · 100は安山岩製で、 いずれ も 自 然 の 凹 みを利用している。 99は加工しやすい軟質の安山岩を用い

ており 、 全体に風化 も 進ん でいるため詳しく観察するこ と はでき ないが、 裏面を被熱しており 炉石 か

らの転用または炉石 へ の転用をうかかうこ とができる。 100には磨痕がはっきり と 残り 、 掃き出し 口 ら

しき箇所 も 認められる。

491は、 本遺跡における最 も 大き なサイズ と 質量を有する も のである。 裏面が扁平 な形状ではないこ

と から、 地面に直接埋め込 ん で安定させた も の と 思われる。 同様に、 凹 部の 断面形が三角 形で安定性

を欠く も のが 2 点存在するか、 これら も地面に埋め込ん での使用 と 思われる。

遺構から出士した石 皿は、 すべて完形品であったか、 包含層から出土 した も のは20点中 7 点が折損

しており 、 さらにそのうちの 6 点がほぱ 中央部で折れている。 これら折損 品 の機能部には， 敲打痕や

叩きはみられず 、 敲石 や 叩石 に対応する も のではないため、 使用による折損 と は判 断しにくい。 廃棄

に際しての儀礼を 示唆する も のか も しれない。

第1地点出土 の石 皿は、 磨石 と 対応する磨り の機能を果たした も の と 思われるか、 その多くが凹状

を呈するこ と から堅果類の細粉化あるいは根茎類の液状化のための道具 と 考えられる。 今後 、 数多く

出土 し た打製石 斧 と のセ ッ ト関係で考察を加えねばならないであ ろ う 。

20, 異形石器 (492 · 493)

両側縁か角 状突起の下で少しくびれる形態を も つ石器。 2 点出土 。

492は、 乳 白色の チ ャ ー ト を使用。 主要剥離面を確認するこ と かでぎず 、 表裏は任意である。 裏面は

研磨したのちに縁辺部より 調整を加え形状を整えているようにみえるか、 風化面あるいは節理面 と も
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考 え ら れ る 。 小型 で き わ め て 薄 い こ と か ら 、 用 途 的 に 切 削や掻 く 作業 に は 適 さ な い 。 先端 の 尖 り 具合

や サ イ ズ 、 そ し て 、 縁辺 を 鋭 く 連続調整 し て い る こ と か ら 推察す れ ば 、 石鏃 と し て の機能 も 考 え ら れ

る 。 異形部分磨 製石 器 で あ れ ば 、 早期 の 押 型 文土器 と 伴 出 す る こ と が 多 い 石 器 の ひ と つ と さ れ る か 、

形態 的 に も 早期 の 石鏃 に 類 似す る も の で あ る 。 493 も チ ャ ー ト 製 で、 灰 白 色 の 色調 を も つ 。 研磨 は 確認

で き な い が 、 49 2以 上 に 先端 を 尖 ら せ 、 エ ッ ジ も 鋭 利 で あ る 。 断 面形 は 凸 レ ン ズ状 を 呈 し 、 角 状 突起 も

念 入 り に 調 整 し て い る 。

図 示す る に あ た っ て 、 研磨 面 の 可能性 を 含む部分は ド ッ ト の ス ク リ ー ン ト ー ン で表 し た 。

2 1,  決状耳飾 ( 494 - 503 )

欠 損 品 ばか り で あ る が 、 1 0 点 出 土 し て い る 。 そ の う ち の 2 点 は 同 一個体 で 、 接合が可能 で あ る 。 従 っ

て 9 個体分 の 出 土 と な る 。 い す れ も 遺構外か ら の 出 土 で あ り 、 そ の 帰 属 時 期 を 明 確 に 示 す こ と は で き

な い が 、 地点 の性格上、 縄文時代前期後葉か ら 末葉 に か け て の も の と 考 え ら れ る 。 494 は 、 滑石 製 で 白

色 を 呈 し て い る 。 欠 損 し て お り 全体 の 1 /2 ほ ど し か な い か 、 想定 で き る 全体 の 形 は 縦長 の矩形 で あ ろ う

と 思 わ れ る 。 穿 孔 は 表裏面両 側 か ら 行 わ れ て お り 、 擦痕 の状況か ら ド リ ル状工具 の 回 転運動 に よ る 技

法 で あ ろ う と 考 え ら れ る 。 孔の上部に は 切 目 突 出 が認め ら れ 、 孔 内 側 の 擦痕 と の切 り 合 い 関 係 か ら 推

察す る と 、 穿 孔後 に 切 目 を 作 出 し て い る 。 表裏面 の研磨 は 基本 的 に は 素材 に 対 し て 縦方 向 に 行 わ れ て

い る 。 丹 念 に 磨か れ て は い る が 、 粗削 り 段 階 の も の と 考 え ら れ る 擦痕が確 認 で き る 。 495 は 玉髄 製 で 、

そ の材 質 は 緻密 で堅 い 。 し か し 折損部付近 の 質 は も ろ く 粗雑 な 感 じ で あ る 。 そ の た め か 製 品 自 体 も そ

の部位 は やや厚め で あ る 。 折損 し て い る が全体の 1/3強 あ り 、 推察 で き る 全体 の 形 は 正 円 形 に 近 い と 思

わ れ る 。 全体的 に よ く 研磨 さ れ て お り 、 つ る つ る し た 感触がす る 。 製 作過程 で生 じ た と 思 わ れ る 擦痕

か確認 で き る 。 中 心部 か ら 外側 へ 向 か っ た も の が 多 い 。 補修孔が 1 つ あ り 、 糸 で縛 っ て 再 利 用 し た と

考 え ら れ る 糸 擦れ痕が確認 で き る 。 穿 孔 は 表裏面両側 か ら 行 わ れ て い る か 、 ド リ ル状工具 で穿 孔 し た

後 、 斜 め 方 向 に 掻 き 上 げ て い る 擦痕 が裏面 の み に み ら れ る 。 切 目 作 出 は 表面側 の み か ら 行 わ れ て い る 。

側 面 形 は 裏面 側 が平 ら で表面側 が緩やか に 凸 形 に 彎 曲 す る 蒲鉾形 を 呈 し て い る 。 496 は 滑石 製 で 白 色 を

呈 し て い る 。 こ れ も 494 同 様 に 欠 損 品 で全体の 1/2 弱 し か な い か 、 本 来 の 形 は 縦長 の矩形 で あ ろ う と 思

わ れ る 。 上端部 を 欠 い て い る た め 不十分では あ る が 、 現存 し て い る 孔 内 側 の 擦痕 か ら 判 断す る と 、 穿

孔は ド リ ル状工具の 回 転運動 に よ る も の と 考 え ら れ る 。 切 目 作 出 は 素 材 の 縦方 向 に 表裏 面 両側 か ら 擦

り 切 る よ う に 行 わ れ て お り 、 意 図 的 に 面取 り も 行 っ て い る 。 表裏面 の 研磨 は 横方 向 に 行 わ れ て い る 。

丁 寧 な 仕上げが施 さ れ て い る 。 折 損 後 、 再利 用 す る た め に 補修孔 を あ け よ う と し て い る が、 途 中 でや

め て い る 。 497 は やや 変 質 し て い る か流紋岩製 で あ る 。 材 質 は 緻 密 で堅 い 。 欠 損 品 で さ ら に 小破 片 で あ

る か た め に 正確 な 部位 は 不 明 だ が 、 わ ず か に 残 る 孔の 一部 よ り 左上方 で あ ろ う と 思 わ れ る 。 孔 の 一 部

か存在す る と は い え 、 わ ず か で あ る た め 穿孔時 に 生 じ る 擦痕 は 確認 で き ず 、 穿 孔 技法 も 不 明 で あ る 。

表裏面 と も よ く 研磨 さ れ て い る が 、 粗削 り 段 階 で生 じ た と 考 え ら れ る 擦痕が縁辺か ら 孔 に 向 か う も の

を 中 心 に 縦横 に 認め ら れ る 。 側 面形 は 裏面側 が平 ら で表面側 が 凸 形 に 緩や か に 彎 曲 す る 、 い わ ゆ る 蒲

鉾形 を 呈 し て い る 。 498 は 玉髄 製 で 、 推 定最大長 2 . 1cm と 9 個体 中 最小 で あ る 。 表裏面 は よ く 研磨 さ れ

て い る が 、 そ の 方 向 は 一 様 で は な い 。 穿 孔は 表裏面両側 か ら 行 わ れ て い る が 、 孔 内 側 の 擦痕 が螺旋状

に な っ て い る こ と か ら 回 転 運動 の 中 心軸 が素材 に 対 し て 垂直 で な か っ た こ と を う か が わ せ る 。 切 目 作
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出 に 伴う擦痕はあまり 顕著 ではなく、 技法の詳細は不明 で あ る。 推 察 で き る全体の形は、 やや横軸方

向 に 長い楕 円 形を呈していたと考えられる。 折損部近くに 表裏両面から穿孔された補修孔が 1 つあけ

られているが、 再利用のための糸 擦れ痕は確認で き ない。 499は蛇紋岩製。 風化 が進んでいるせいか、

黒く変色しているとこ ろ や鉄分か付着しているところ もみられ、 本来 その素材が持つ良質な感じが失

われている。 ち ょ うど 中 心となる縦軸 あ たり で折損しており 、 全体の約1/2が現存している。 推定最大

長6 . 7cmとか なり 縦 に 長く、 9 個体 中 最長である。 孔部分以外 は明確に 面を作出しようとしているとこ

ろが少 なく、 全体に 丸みを帯びた整形が施されている。 側面形をみると、 孔付近は比較的肉 厚 であ る

か、 下半分は薄 ＜ 加工されている。 折損後、 再利用するために 補修孔を 2 つあ けている。 穿 孔は表裏

面両側から行われているが、 擦痕から推察すると、 基 本的 に は両面とも ド リ ル状工具の 回転 運動 に よ

るものと考えられるが、 裏面側は直線的に 面取り か行われているように みえ、 詳細は不明 で あ る。 切

目 作出は素材 の縦方向 に 擦り 切って行われているが、 面取り は施されておらず 、 下方へ向かうほど丸

みを帯ぴた仕上げに なっている。 孔上部には切 目 突出が認められる。 切 目 突出と孔内側の擦痕 の切り

合いをルー ペ に よって肉 眼観察したところ 、 切 目 突出の方が新しくみえた。 穿孔後に 切 目 を作 出した

可能性もあ る。 500は、 頁 岩 （泥岩） 製 で、 折損部からは素材 の層状構造か確認で き る。 軟質であり 、

欠 損してはいるが全体の1/2強あり 、本来は頂点がやや丸みを帯びた横長の三角 形 で あ っただ ろ うと推

測 で き る。 表裏面の磨研は縦横両方向から行われている。 孔内側の擦痕から ド リ ル状工具の 回 転運動

に よる穿 孔 で あ ったことがうかがえる。 表面には穿孔時に生じたと思われる孔外 周と同心に なる弧状

の擦痕か認められる。 厚さは 3 mmと薄く、 側面から見るとわずか に 歪んでいる。 501は玉 髄 製 で堅い。

折損 に より 多くを失っているの で、 全体の形を推察するのは困 難を来すが、 側縁が凸形 に 緩やかに 彎

曲することから円形に 近い形 で あ った可能性かある。 穿孔は表裏面両側から行われているが、 孔内側

と確認で き る部位がわずか なため穿孔技法の詳細は不明 で あ る。 切 目 作出も表裏面両側から行われて

いるが、 明 確 に 面取り をせず に やや丸みを帯びた仕上げがなされている。 側縁部は丹 念 に 磨 き 上げら

れているが、 その他は比較的粗い研磨 である。 側面形は裏面側か平らで表面側が緩やかに 凸形 に 冑 曲
する蒲鉾形を呈している。 502は蛇紋岩製 だか、 風化 が激しく、 き ら き らと光る物質が 肉 眼 でも観察 で

き る。 しかし表面だけをみる限り ではその質感が損 なわれている。 孔の一部が残存しており 、 その 内

側の擦痕も確認できる。 穿 孔は表裏両面側から行われており 、 ド リ ル状工具の 回 転運動 に よる技法と

考えられる。 この502に も再利用のための補修孔が 3 つ確認で き る。 そのうち 2 つは完全 に 穿孔されて

いるが ( A ·B)、 もう 1 つは貫通はしているが1/2弱が確認で き るに 過ぎない ( C)。 裏面からの穿孔

途 中 で折損してしまった可能性がある。 503も同じく蛇紋岩製 で、 風化 が進んでいる。 孔の一部から切

目 部に かけての部位が残存しており 、 502の下方に 接合する。 両者 は約12 . 8m 離れて出土 している。 右

側縁部は切 目 部 に 相当するか、 丹 念 に 磨 き 上げられているためか切 目 作出のための擦痕は顕著 ではな

い。 孔の 一部も確認でき るが、 わ ずかであ る ためその穿孔技法を う かがい知 る ことは でき ない。 表裏
面に 合わせて 3 つの補修孔かみられる。 1 つは完全 に 穿孔されているが ( D)、 他の 2 つは完全 に 穿孔

されていない ( E · F)。 E は裏面側から穿孔途 中 でやめているし、 F は表面側から貫通させているが

折損している。 502と接合させ 、 それぞれの補修孔の位置関係を見てみると、 A は F と、 B は D と対応

する。 C · E の対応先は不明 で あ る。 503は502と接合することから本来は決状耳飾として使用されて

いたの で あ ろ うが、 左側縁部の補修孔に かかる折損部位から下方に かけて調整を施した痕跡が確認で
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き る 。 折 損 後 、 単体 で垂飾 と し て 転 用 し た 可能性 も あ る 。 （ 堀 田 一 浩 ）

22. 垂 飾 ( 149 )

S K 04 よ り 1 点 出 土 し て い る 。 1 49 は 玉髄 製 の 完形 品 で あ る 。 平 面 形 は 正 円 形 だ が 、 側 面 形 は やや い

ぴつ な 形 を 呈 し て お り 、 中 心 よ り 左方 お よ び下方がやや厚 く な っ て い る 。 表 面全体が丹 念 に 研磨 さ れ

て お り 、 つ る つ る し た 感触がす る 。 表面側 の 孔付近 に やや粗雑 な 質 感 の 部分 がみ ら れ る が 、 他 は 緻密

で堅 く 、 良 質 な 感 じ がす る 。 製作時 に 生 じ た と 考 え ら れ る 擦痕が所々 み ら れ る が 、 そ の 方 向 は 一 様 で

は な い 。 穿 孔 も 表裏面両側 か ら 行 わ れ た と 考 え ら れ る が 、 孔 内 側 の 擦痕 が顕著 で な く 、 詳細 は 不 明 で

あ る 。 た だ孔の 断面 を み る と 、 中 心部分がほ ぼ直線 的 で あ る こ と か ら 、 穿孔に は 棒状 も し く は 管状エ

具が使 用 さ れ た 可能性 が あ る 。 表裏面両側 と も 孔の 口 が上方 に 向 か っ て 細 長 く 開 い て い る の は 、 糸 擦

れ に よ る も の と 考 え ら れ る 。 （ 堀 田 一 浩 ）
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3 . そ の 他 の 遺 物

弥 生 土 器

第 1 地点か ら は 、 弥 生 土 器 と 思 わ れ る も の が 4 点出 土 し て い る ( 300 1 - 3004) 。 そ の う ち 300 1 - 3003

は 小 片 で あ る 。 3003 は 外面 に 赤 色塗彩の痕跡が残 る 。 壺 の 一 部か と 思 わ れ る 。 弥 生 土 器 の 可能性が高
い と 判 断 し こ こ で報告す る が 、 確証 は な い 。 300 1 · 300 2 は 外面 に 斜 め の ハ ケ メ が観察 さ れ る 。 調 整 ・
胎 土 な ど 第 2 地点で 出 土 し た 亜 流遠 賀 川 式 の 甕 に 似 て い る の で、 弥 生 土 器 と 判 断 し た 。

3004は 口 縁 が大 き く 開 く 壷 で あ る 。 端部 を 肥厚 さ せ て 、 こ れ を 垂下 し て い る 。 端部上面 に は 、 刻 み

に よ る 文様 が加 え ら 、 瘤 状 突 起 ( 1 ケ 所 ） が認め ら れ る 。 こ の 突 起 は 口 縁 の 2 ケ 所 に 施 さ れ た も の と

考 え ら れ る 。 頸部 に は 沈線 5 条 が現存す る 。 内 外 と も ハ ケ 調 整 で あ る 。 従 来 の 朝 H 式 の 範疇 に 含 ま れ

る が 、 朝 日 式 ～ 貝 田 町式 を つ な ぐ 形式 と な る 可能性 も あ る 。

（ 近 藤大典 ）

H
H
H
H
 

‘,．
 

：．
ヽ ．．

 
.
t
 

ヽ
, •

 

、^
•
9

 

••
 

4,
t
. a
·
、.' ．
．ゞ ．．

 

":
 •
. •
 i
き

···
ゞ

，＇．．
ご5• •
 

，
恐し

1

必＞．

．
 ．．．．
 と、
名

r ••
V
ベ

‘.
 

ヽ

.:
 

． ．
を. ... ..f

●、●
い
•

f
ふ．．

笠`
ゞ
豆
f

r
c・

·ヽ
�ィ

；

3
�
,.
 

、

窓｛●
▲ヽ

，
 

/
 

.•
 ,． �

•
9�・ ＼血

'̀’n,
 .̀2
●
 

L̀

．
、

t
‘̀ ,．、

\•
扇
遥

,＂
 ．

．．．
 ＂ツ

・`

•.
 

,．
/． ．．

． ．．＂̀
·

 

•丁 、．t ．

恥•
E ••
 い{.

、
·

な

？
ヽ

•••
 ・

・ヽ
・
”,.^

・

ミ．．
t

？
ふ．．

••
 

}
 

‘‘

、
9••

 

·
,
‘
,
 

2
[
9•
;•
 .0

 

if .＂い”
9

•ヽ令
．． ．

.
L
潔
ぷ

．

ヽ

・

'

.

r
 

ヽ．．
 
••
 •
.•

 

•̀
.
.. ‘

 

.‘ .
 

300 1 3002  

5 cm 
3004  

( S = � )  

第 1 4 9 図 第 1 地点出土弥生土器

古代以 降 の 土 器

本地 区 か ら は 灰釉 陶 器 4 点、 古瀬戸 3 点、 大窯 1 9点、 青磁 3 点、 白 磁 1 点、 染 付 1 点、 姿 器系 陶 器

3 点、 古瀬戸 ～ 瀬 戸 美濃 2 点、 瀬 戸 美濃 2 36点、 肥 前 1 5点、 不 明 3 点、 合計290点が 出 土 し 、 そ の う ち

8 点 ( 3005 - 30 1 2 ) を 図 示 し た 。

3005 - 3007 は 大窯 で あ り 、 3005 は 丸皿 、 3006 と 3007 は 天 目 茶碗 で あ る 。 3005 は 碁 笥底 で あ り 、 底 部

外 面 に ピ ン 痕 が残 る 。 3006 は 内 反 り 高 台 、 3007 は 輪 高 台 の 天 目 茶碗 で あ り 、 3006 は 高 台 周 辺 に 錆化粧

が施 さ れ て い る 。 3008 は 染 付皿 で あ り 、 内 面 に 十字花文が描 か れ て い る 。 3009 と 3010 は 産地 と 時期 不

明 の鉢 と 甕 と し た が 、 胎 土 と 器面 の 色調 か ら 越前産 の 可能性 も 考 え ら れ る 。 30 1 1 と 30 1 2 は 瀬戸 美濃 で
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あ り 、 30 1 1 は 飴釉 丸碗 、 30 1 2 は 染 付湯 呑 で あ る 。 30 1 2 は 口 縁部 内 面 に 圏 線 2 条 、 底 部 内 面 に 圏 線 l 条

と 花文 、 体部 外面 に 竹 林 と 園 線 1 条 が呉 須 で描 か れ て い る 。 （ 小 野 木 学 ）

、,-- d J二� こ てニゴニア ‘‘ 
3 0 0 5  300 6 3 0 0 7  

｀ fl 〗 こ 3 0 1 2  ' '  3 0 1 0  3 0 1 1 
3 0 0 8  3 0 0 9  ゜ 1 0 cm 

第 1 5 0 図 第 1 地点 出土古代以降の土器
( S = � )  
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第 4 意 第 3 地 点

上 原 遺跡 の 第 1 · 2 · 4 · 5地点 の 広 か る 中 位段丘 （ 標 高 307 - 3 1 0 m ) よ り も さ ら に 20 m あ か っ た 高 位

段 丘 （ 標 高 330 - 332 m ) 上 に 位置 す る の が 第 3 地 点 で あ る 。 背 後 に 迫 る 山 斜 面 か ら 中 位段 丘 に 向 か っ

て 舌状 に 突 き 出 し た 形 を し て い る 。 地 形 は ほ ぼ平坦で あ る か 、 山 側 は 斜 面 に 近づ く に つ れ て 高 ま り を

みせ る 。 本 地 点 の 南 東 に は 谷 が あ り 、 第 5 地点 を 経て 第 2 · 4 地 点へ と 扇 状 に 広 か る 。 本 地 点 は 上 原

遺跡 の 中 で は やや 奥 ま っ た 位置 に あ る か 、 段丘の 縁 に 立つ と 最上流部 に あ る 低位段丘上 の 第 6 地 点 か

ら 下 流部の 第 2 地 点 ま で 、 上 原 遺跡 の ほ ぼ全体 を 見渡す こ と か で き る 。 ま た 遠 く を 望 め ば 、 揖斐 川 を

挟み 対岸 の 本 郷集 落 ま で見渡せ る 。 段 丘の 北端 は 断崖 に な っ て お り 、 数 1 0 m 下 に 揖 斐 川 を 見下 ろ す こ

と か で き る 。 ま た 斜 面 を やや上れ ば 、 上流部の 山 手 宮 前 遺跡や 尾 元 遺跡 も 見 え る 。 対岸 の 尾 元遺跡 と

は ま さ に 「指呼の 間 」 で あ る と い え る 。

本地点 は 古 来 、 「 長 者 が平」 と 呼 ば れ 、 白 蛇 に ま つ わ る 長 者伝説か あ る 。 ま た 明 治 ～ 昭 和 初 期 の 様子

に つ い て の 聞 き 取 り 調 査 に よ る と 、 狐が よ く 出 没 し た と か 、 た く さ ん 栗 が拾 え る 、 井戸 な ど の 水溜施

設が あ っ た な ど 、 い つ の 時 代 で も 人 々 の 訪 れ か あ っ た こ と か う か が え た 。 本 調査 前 に 行 っ た 伐 採 に よ っ

て 、 近 現代 の耕作 に 伴 う と 考 え ら れ る 石 列や土坑が確認 で き た 。

第 1 節 層 序

本地 点 の 基 本 的 な 層 序 は 、 第 1 - N 層 で構成 さ れ て お り 、 上原遺跡全体 を 貫 く 基 本 層 序 に は ほ
‘‘
該 当

す る 。 第 I 層 は 暗 褐 色 土 で あ る 。 現地 形 の 表 土 で 、 堆積 は 比較 的浅 い 。 植物 の 根 な ど が 多 く 入 り 込 ん

で い る 。 第 II 層 は 黒 褐 色 土 で 、 段丘の 中 央部付近 で は 厚 く 堆積 し て い る 。 本 層 中 で は 他地点 と 同 様 に

ア カ ホ ヤ 火 山 灰 ( K - A h ) が確認 で き た 。 段丘端部お よ び石段 の 上 で は 盛 り 土 も み ら れ る 。 こ の 盛 り

第 3 地点
89列北壁 セ ク シ ョ ン

（ 南 よ り ）
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第1 5 1 図 第3地点遺構配置図

土 は 不 明 な点 も ある が、 本層に 近似した層と 判 断した 。 ま た 段 丘南東部に位醤 する 谷に 近 いと こ ろで

は、 埋 没 浅 谷 が確認でき、 複数の 崩 積性堆積 物 かみ ら れる 。 第 III層 は 第 I 層に 近 い 暗褐 色土である 。

土 色 は 近似して いる が土 質 は 異 な り、 枯 質である 。 第 W層 は 黄褐 色土で、 大 き く 粘 質土層と 砂礫層に

分け ら れる 。 砂礫層 は 下部で段 丘礫 を 含む 。

以上の 4 層 か本地点で確 認でき る が、 段 丘全体の 堆積状況 は 一 様でな く 、 場所によ っ て か な り複雑

な 堆積状況のと こ ろ も ある 。 第152図に 示した k89 - m89 は その 典型 例である 。 89 列に 限 ら ず 特に 山 側

は か な り厚 く 複雑に 堆積して いる 。 一 方 そ れに 比べ段 丘端部に 近 い 川 側の 堆積 は かな り浅 く 、 第 I 層

直下に 第 N層 か堆積して いる 箇 所 も 珍し く な い 。 その 様子 は 第152図の w 列土層図か ら 見 てと れる 。 現

地形 は ほ ぼ平 坦である か、 そ こに 至る 過程 は 複雑 な ものである こと か わかる 。

遺物 を 包 含して いる層 は、 第 I - III層である 。 明 確でな い 部分 も ある か、 第 I · II層 か ら は 灰釉 陶

器 な どの 古代 以 降の土器や 縄文土器か、 第 III層 か ら は 縄文土器 • 石器が 多 く 出土して いる 。 ま た 第 II

層 か ら出土した遺物の ほと ん ど か、 ア カ ホ ヤ 火 山 灰 ( K - A h)か確認でき る位置より上部で出土して

いる 。
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W 1 0 6  1 … · I O YRZ/3 暗褐色 しまり弱い 粘質なし ,j2-5cmの小礫を多く 含む 木根多い

I 3 3 4 . om 
I ' … ! OYR6/6 明黄褐色 し ま り ・ 粘 質ややあ り ,j,3-Bcmの角礫を含む

- ] 心 · IOYR2/Z 黒褐色 し ま り ・ 粘質弱い ,;z-s,mの小礫を少し含む

I 炉 · I OYR3/I 黒褐色 し ま り ・ 粘質弱い 細砂粒-,;3,mの礫を多く含む 炭化物を若f含む

I 3 3 3.5m a , · · · I OYR3/3 暗褐色 し ま り ・ 粘質 な し ,j l - 1 5 cmの角礫を多く含む
ー
�� - a , · · · I OYR4/2 炊員褐色 し ま り ・ 粘質弱い ,j05-3cmの小罠を多く含む 局紐的に砂層あり

--------------------- N 
レ――___________iy—------______ :、--- ----- ---

N 3 3 0.0m 虹.. J OYR3/3 暗褐色 しまり ・ 粘質弱い ,j,3- 1 5 cmの角礫を多く含む

一 釦 … I OYR2/3 黒褐色 しまり弱い 粘質なし の 1 - Zcmの小礫を含む... - ----- -------------------r—-- ---

Il .  … IOYRI 7/1 黒褐色 しまり ・ 粘質弱い ところどころ,jl-5cmの小礫含む
3 3 2.5m N 3 3 2.5m - - rr ' … I OYR2/I 黒色 しまり ・ 粘質弱い が -3cmの小礫を含む

AH3 w86-w90 w92 -w96 wl 0 3 - w l  0 6 西壁セクション土色および注記 旧 … · 1 DYR3/3 暗褐色-1DYR3/4 暗褐色 し ま り 弱 い 粘質11 と ん どな し ,; 1 cm前後の を ご く 少量含む Il,· · · I OYR3/I 黒褐色 しまり · 粘質弱い 礫はほとんど含まない
人根 • 木根痕が若干 見 ら れ る 基本的 に は 1 層 に類似す る が11 層がやや混 じ る PかSK も し く は風倒木

I … · I OYR3/3 暗褐色 し ま り ・ 粘質弱い ,; 0 . 5 - l cm前後の礫 を 少最含む 木根多い 痕の可能性が高い m ・ ・ ・ ・ I OYR3/4 暗褐色 しまりややあり 粘質ややあり 礫をはとんど含まない

Il . . . .  I O YR4/3 にぷい黄褐色 し ま り やや あ り 粘質ややあ り 木根少量含む ¢ ! cm前後の N· … I O YR3/4 暗褐色 し ま り な し 粘質弱い ,j, 1 - ! 0 cm前 後 の 円礫 な ど を やや多 く 含む 木 皿 ' … I OYR3/3 暗褐色 しまりややあり 粘質弱い ,j J -2cmの小礫を少し含む

礫 を 少最含む 漸移層か 根やや 多 い I 層 と 非常に よ く 似る が、 Vl 層 の 混入がやや多 い W ・ ・ ・ ・ ! OYR3/2 黒褐色 しまりあり 粘 質ややあり 礫を含まない
v … · 1 0YR5/4 に ぶ い 羨 褐 色 - I OYR6/6 IJll黄褐色 し ま り ・ 粘質ややあ り ,j O 5 - 3 ,m前後の際を含む N ' … I OYR7/6 明黄褐色 しまり ・ 粘 質あり

Y秤 K 8 9 Q 8 9  
3 3 0 . 5 m  — ― 3 3 4 . o m  I I 
3 3 0 .0m 

。ill b… IOYR3/2 .�, 褐色 し ま り 弱 い～ な し 粘質ややあ り
店根 （草I 若子含む やや砂質か

IV - - - - IOYR5/4 にぶい黄褐色-IOYR5/2 灰黄褐色 し ま り 弱い
粘質ややあ り 粘質ややあ り <I 1 -30 cm前後の小円礫を
少量含む 木根少量含む 漸移層か

AH3 z89-y89 北壁セクション土色および注記
I . . . .  IOYR3/3 賠褐色 し ま り ・ 粘質弱ほ と ん どな い

,) ! cm前後の礫を若干含む 木根多い
I " … I OYR2/3 黒褐色 し ま り ・ 粘質弱い ,) 0  5 - I cm 

前後の小�I 綬 を 少景含む 木根少量混 じ る 炭化物多い
Il ・ ・ ・ ・ I OYR2/2 熊褐色 し ま り ・ 粘質弱い ,) 0 5 - I cm 

前後の礫を少I!含む 木根少量視 じ る
ill r IOYR2/2 開褐色 し ま り 弱 い～ な し 粘質ややあ り

木根多 い やや砂質か 木根痕の可能性あ り

3 2 8 . 0m 

3 2 7 . 0m 
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第 2 節 遺構

本地点の 中央部南より に埋没谷に伴 う 凹地かあり 、西側の斜面から崩 れてきた崩 積性堆積物に混じっ

て黒褐色土が厚さ 2 m以上も堆積 し ていた。 さらにこの下には、 灰黄褐色の粘質土が堆積 し ている。

このあたり は水がたまり やすい場所で、 第3地点の段丘が近現 代に畑 と し て利用された際にも、 水溜

場と し て使われていた。 第3地点の東端から南端にかけての段丘端部では、 逆に崩 積性堆積物や黒 褐

色土 層 の堆積はなく比較的平坦な地形となり 、 地山である 第W 層 の上に薄く表土が堆積するのみであ

る。 よって、 遺構の検出には西側では 困 難を極め、 東側ではすでに削平 等により 失われていることが

あった。 第W 層に残されていた土坑の可能性のある堀り 込みはいくつか検出されたが、 遺物を伴 う も

のはほとんどなく、 またその時代や性格を確認できるものはごくまれであ った。 明 確に確認できたの

は、 土坑 3 基 （内l 基は土坑墓 ） 、焼上 1 基と焼礫遺構 1 基 及びこの周辺 の ピ ッ ト 群のみである。

第1 号 土坑墓 (S K Ol) < 第153図 図版 5 〉

u 84 グリ ッ ド 内の 第N 層 直上で検出 し た。 地山と考える 第N 層 の黄褐色土 層 に堀り 込み、 土坑以外

に特別な施設は確認でき なかった。 土坑は、 長径約200cm 、 短径約110cm の楕円形を呈 し ている。 深さ

15cmで底面はほぼ平らである。 長軸は磁北からはずれるかは ぱ北を向いている。 土坑内の埋土 には、

多くの細か な炭化 物が含まれていた。 特に南北の両端から多く見 つかっている。 埋土 の 中には数個 の

10cm大の亜円 礫を除いて、礫は見られない。 土坑墓に伴 う 遺物と し て灰釉 陶器 の碗（ 第161図 図版87)

と不明 土器 （図版88)がある。 ともに土坑墓 内の北部、 特に不明土器 の鉢は北端から出土 し 、 埋土 の

最下層 中で見 つかっている。 特にこの土坑墓周辺 の撹乱層 からは、 灰釉 陶器 片が多く出土 し ており 、

その数は 第3地点から出土 し た総量 の 3 分の 1 を 占 める。 この土坑墓 内出土 の灰釉 陶器は、 11世 紀後

半にに比定され、 土坑墓もこの時 代のものと推定される。 この土坑墓は段丘の南東部端近くで検 出さ

れた。 眼下には揖斐川の流れから本郷地区の集落か一望に広がり 、 眺望 の良好 な地である。

第2 号 土坑 (S K 02) く 第154図 図版 5 〉

r 89- r 90グリ ッ ド にかけての 第N ' 層 （灰黄褐色粘質土 層 ） 直上で検出 し た。 土坑は半径約70cm の

円形で、 深さ約50cmの底部はほは平らである。 底部には15-20cm大の数個 の砂岩質の角 礫が見られた。

土坑の側面には、 幅約2 cm の黒褐色土 の帯が10cm 間隔では ば平行に 2 条 検出された。 この黒 褐色土 に

は植物質の腐植物が含まれていた。 また側面の土 は粘性の 強い暗灰褐色上で、 たたき し めたよ う にか

なり し まり があった。 以上のことから 2 本のたかをはめた桶状の 木 製 品をすえ付け、 周 囲 の 隙 間を粘

質の土 で埋めていたのではないかと推測される。 時期を確定する遺物等は出土 せ ず 、 不明 である。

第3 号土坑 (SK 03) 〈 第154図 図 版 5 〉
s 90- t 89 グリ ッ ド の 第N '層 （灰黄褐色枯質土 層 ） 直上で検 出した。 土坑は、 半径約60cm の 円形で、

深さ約50cm の底部はほは平らである。 土坑の底の 中心やや西より に、 砥石 の可能性もある磨痕 のある

立石 か検出された。 時期を確定する遺物等は出土 せ す 、不明 である。 S K 02及び03が検出された q 90-

u 89にかけては、 第N '層（灰黄褐色枯質上 層 ） に多くの堀り 込みか存在 し た。 前述したよ う にこの辺り
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は 水 が た ま り やす く 、 遺構検 出 後 さ ら に こ の 付近 の 下部 の 土層 を 確認 し た が 、 厚 さ 数十cm に わ た っ て

粘性 の 強 い 灰黄 白 色 土 層 が堆積 し て い た 。 こ れ ら の 掘 り 込み の 大半 は 、 不定型 な も の で土坑 と は 判 定

し が た い 。 何か を 入れ る 穴 で は な く 、 土 を 掘 る こ と 自 体に 目 的 が あ る よ う な 様子が う か が え る 。 こ の

第 3 地 点 か ら 多 く 出 土 し た 打製石斧 と 考 え あ わ せ る と 、 植物性 の 食料 と し て の 根茎類 を 採集 し た こ と

に 加 え 、 粘 土 を 採掘 し た 場 と し て 想定 で き な い だ ろ う か 、 可能性 と し て 記 し て お き た い 。

第 1 号 ピ ッ ト ( P O I ) - 第 20号 ピ ッ ト ( P 20 ) の ピ ッ ト 群 く 第 1 55 図 〉

u 9 5 - w 98 グ リ ッ ド の 、 第 II 層 の 黒褐色土層 か ら 第 W 層 の 黄褐色土層 に か け て 堀 り 込 ま れ た ピ ッ ト

群 を 検 出 し た 。 20基 の ピ ッ ト 群 は 、 平行な 3 列 か ら 成 り 、 磁北 と は ず れ る が ほ ぼ北 を 向 き 、 斜面 の 方

向 に 対 し て 直行 し て い る 。 部分的 に 撹乱 を 受 け て い た こ と も あ り 、 ピ ッ ト 個 々 の 堀 込 ま れ た 高 さ や 、

埋土 の 様子 は 明 確 に で き な か っ た 。 ピ ッ ト の 底 の 高 さ は 、 地 山 で あ る 第 N 層 の 緩や か な 傾斜 に 従 っ て 、

ほ ぼ 同 じ 高 さ を 示 し て お り 、 同 一 の 目 的 で掘 ら れ て い る 可能性が あ る 。 な お 、 20基 の ピ ッ ト の 他 に 、

検 出 で き な か っ た ピ ッ ト が あ っ た 可能性 も あ る 。 ま た 、 こ の 周 辺 では 、 第 II 層 の 黒 褐 色 土 層 か ら 、 炭

化物 と と も に 多 く の 焼 土 と 焼礫 を 検 出 し た 。 数 力 所の 焼土が集 ま る v 97 グ リ ッ ド の 中 で、 特 に 第 1 号

焼土 ( S F O l ) は 長径約50cm と 最 も 大 き く 、 明 確 な 焼 成 の 様子 （ 赤褐 色 土5 Y R 4/8 ) が見 て 取れ る 。

付近 に は 多 く の 炭化物 に 混 じ っ て 焼礫か点在す る 中 、 灰釉 陶 器 片 や 管状土錘 が 出 土 し た 。 こ の 付近 で

出 土 し た 灰釉 陶 器片 は 、 第 3 地点 出 土総数 の 3 分 の 2 を 占 め る 。 こ の 付近 で検 出 さ れ た 焼土 と 焼礫 は 、

出 土 し た 灰釉 陶 器 の 時期 に 関 係 す る 可能性が大 き い 。 上記 の ピ ッ ト 群 は 、 こ れ ら の 焼土や焼礫 を そ の

範 囲 内 に 含み 、 焼土や焼礫 を 取 り 除 い て す ぐ 検 出 さ れ て い る 。 ピ ッ ト 内 か ら 時期 を 確定す る 遺物 は 出

土 し て い な い が 、 こ れ ら の 焼 土 ・ 焼礫 に 伴 う 灰釉 陶器に 関連す る 可能性が あ る 。 ピ ッ ト 群 は 、 第 3 地

点 の 中 で も 西側 の 山 か ら 続 く 斜面 がは ぱ平坦 に な っ た段丘 の 東端近 く に 見 ら れ る 。 明 確 な 建物跡 を 確

定す る ま で に は 資料不 足 は 否 め な い が 、 3 列 の ピ ッ ト 群が数軒 の 立 て 替 え を 行 っ た 掘建柱建物跡 で あ

る 可能性 は 捨 て き れ な い 。 前 に 記 し た 土坑墓 と も 考 え あ わ せ 、 出 土 し た 灰釉 陶 器 の 時期 の 平安時代後

期 に 、 こ の 地が利用 さ れ た 証 の 一 つ で は な い か と 考 え る 。

な お 、 こ れ よ り 下 の 中 位段 丘 に 位置 す る 第 2 地点 に は 、 平安時代 の 掘 立柱建物跡 な ど の 遺構 と 須 恵

器 ・ 灰釉 陶 器 な ど の 遺物 を 400 点 は ど確認 し て い る 。 こ の 第 2 地点 と の 関 連 は ま だ充分解 明 さ れ て い な

い が 、 い ず れ に し て も 平安時代 に お い て 上原遺跡 に 「長者伝説」 に ま つ わ る よ う な 人 々 の 活動 を う か

が わ せ る 可能性が指摘 で き る 。

第 1 号焼 土 ( S F O l ) < 第 155 図 〉

V 95 - X 97 グ リ ッ ド の 第 II 層 の 黒褐色土層 中 で、 炭化物 と と も に 多 く の 焼 士 と 焼礫 を 検 出 し た 。 数

カ 所の 焼 土 が集 ま る v 97 グ リ ッ ド の 中 で 、 特に 第 1 号焼土 は 長径約50cm と 最 も 大 き く 、 明 確 な 焼 成 の

様子 （ 赤褐 色 土5 Y R 4/8 ) か見 て と れ る 。 付近 に は 多 く の 炭化物 ・ 焼 礫 に 混 じ っ て 、 灰釉 陶 器 片 や 管

状土錘 が 出 土 し て い る 。 第 1 号焼礫に も 灰釉 陶 器片 は 含 ま れ 、 こ の 付近 で検 出 さ れ た 焼土 と 焼礫 は 灰

釉 陶 器 の 時 期 に 関係す る 可能性か大 き い 。 こ れ ら の 焼土や焼礫 の 直下 か ら 、 上述 の N 層 の 黄褐色土層

ま で堀 り 込 ま れ た 20基以上 の ピ ッ ト を 確認 し た 。 （ 竹 中 ー 秋 ）
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SKO l 平断面図

ぐ IOl 

＼ 

A' 

�-

Iロ

A
 

A' □ 330. Jm 

L 

B
 

B
' 

3 3 0 . 3 m  

l J OYR2/3 焦 褐 色 し ま り ・ 粘 質 と も に な し
2 1 0YR2/l  媒 色 し ま り ・ 粘 質 と も に な し
3 l OYR2/2 黒 褐 色 し ま り ・ 粘質 と も に な し
4 I OYR3/2 黒 褐 色 し ま り ・ 粘 質 と も に な し
5 I OYR3/3 暗 褐 色 し ま り ・ 粘 質 と も に な し
6 1 OYR6/6 IYJ 黄 褐 色 し ま り ・ 粘 質 と も に あ り
7 5 に 1 0YR3/4 暗 褐 色 土 を 含 む
8 6 に 1 0YR2/2 黒褐色土 を 含 む や や 粘 質 あ り
9 4 に 1 0YR6/6 明黄褐色 土 を 含 む
1 0  l OYR3/2 黒 褐 色 - 1 0YR2/ l 黒 色

し ま り ・ 粘 竹 と も や や あ り
1 1  5 に 1 0YR6/6 11/J 黄 褐色 土 を 含 む

や や 粘 質 あ り
1 2  3 に I OYR6/6 Iリ］ 黄 褐 色 土 を 含 む

や や 粘 質 あ り

c
 

c · 
3 3 0 . 3 m  

遺物出土状況 ゜ 50 cm 

第 1 5 3 図 SKO l 実測図
( s = Yio) 
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SK0 2平面図

□
 ー

◎ 
0 2 0 cm 
I , , , I 

( S = Yio) 

第3地点で検出 した焼土の平断面図

／
 A

 

SK0 3平面図 ／
 

0 2 0 cm 
I , , , I 

( s = 冶）

A' 

I 7.5YR8/8-7/8 黄橙
焼土 ・ 炭化物混入

2 ! OYR3/3 暗褐色-2/3 黒褐色
炭化物混入

3 ! OYR5/4 にぶい黄褐色

3 3 1 .4m ,/, ! cm未満の焼礫混入

4 ! OYR2/2 黒褐色 粘質あ り

第154図 SK ・ 焼土実測図

゜ 50 cm 

(S = 1/io) 
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P0 1 -P2 0のピソ ト群平面図 。"
� o; 
窃： S 1 0 1 

＼ 
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◎ 
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◎
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° ◎ ◎ ゜
P 1 2  ゜P04 

P08 
P09  

◎ 
P 1 5 

Iア

P 1 7 
冷：I ゜＼t

ヽ対況ヽ SF0 1  

1 03 

._,;, • 
◎ P l O 

◎ 

〇 0
0 d' 。 ，;,,� P07 

P 1 8 ,ai_ 

P05 z :• 
P 1 3 

P 1 6 
◎ 

焼 礫
di,, 

P 1 9 
なO•OPoJ

 OPOG
 

◎
pl
 ◎

叩
◎
面

゜ 2 m  

( s  = 冶）

第 1 号焼土 (SFO l ) 断面図

A
 

A' 

3 3 1 .5m 

1 5YR4/8 赤褐色 し ま り やや あ り 粘質あ り
小礫 を 含 む

2 1 0YR3/2 黒褐色 し ま り ・ 粘質 と も に な し
植物根に よ る 撹乱

3 1 0YR4/2 灰黄褐色 し ま り やや あ り 粘 質 な し
被熱 小礫含 ま ず

4 1 0YR3/l 黒褐色 し ま り やや あ り 粘 質 な し
炭化物 を 若干含む

5 1 0YR3/l 黒褐色 し ま り ・ 粘質 と も に な し
植物根に よ る 撹乱

6 1 0YR3/3 暗褐色 し ま り ・ 粘質 と も に や や あ り

7 1 0YR4/3 に ぷい黄褐色 し ま り ・ 粘質 と も に
や や あ り50 cm 

P 1 8断面図
(s = 冷）

B
 

B' 

3 3 1 .5m 

1 l OYRZ/1 黒 色 し ま り ・ 粘質 と も に な し 植物の根が多 く 入 り こ む

2 I OYR3/2 黒褐色 し ま り やや あ り 粘 質 な し c/, 1 - Z cm大の小礫 を 少 し含む

3 J OYR4/2 灰黄褐色 し ま り やや あ り 粘 質あ ま り な い 小礫 を 含 ま な い

4 1 0YR6/6 明黄褐色 し ま り ・ 粘質 と も に や や あ り 小礫 を 含 ま な い

5 1 0YR6/6 明黄褐色 し ま り ・ 粘質 と も に あ り 小礫 を 含 ま な い

1

`
5
 

0 50 cm 

( S = 冶）

第 1 5 5 図 P 0 1 - P 2 0 の ピ介群実測 図
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遺物

第 3地点 か ら は1 ,739点の遺物 が出土した 。 その 内 訳 は 縄文土器片 か262点、 石器類 か1 ,287点、 陶 器

類 • 金属片 な ど を 含む その他 が82点である 。 第1地点 同 様、 接合前の数値であるので純粋 な 個体数を

反 映して い な い部分 も ある 。 そ れ ぞれの出土点数は 多 く な いので、 種類別の 概観に つ い ての 記述 は 避

け、 以 下個 々に 説 明 を加 え て い く 。

第 3 節

1 . 縄文土器

小 片 も 含め 全部で262点出土した 。 縄文 時代の 所産 であると 特定でき る遺構が な いので、 すべ て 包 含

こ こに 掲 載した土器は すべ て 縄文 時代 中 期

の分類に 依

層 か らの出土と なる 。 出土した土器の う ち10点図示した。

以 降であると 考 え ら れる ものである ため、 第1地点 同 様に、 既刊の 報告書 『J:.原遺跡 I 』

拠した 。 分類 基準に つ い て は 本書 P163 -164に 掲載したので参照 さ れ たし。

101·102·103 は C 9 群の 口 縁部 片で、 無文地に 沈線 を 主文 様として 文 様 を 施す 。

C l l群に分類でき る 。104·1 05 は 隆帯による 縦の 区 画 内に 沈線で羽状 文 を 施す もので、

106 は 沈線で同 心 円 を 描 い た胴部 片である 。

107 は 隆帯と その 脇に 沈線 を 引 い て 渦 巻 ぎ 文 を 描 く 破片である 。 中 期に 属すると 考 え ら れる 。

108 は 半 隆起線文で文 様 を 施した破片で、 中 期に 属すると 考 え ら れる 。

109 は 無文地 に平 行沈線で文 様 を 施す胴部 片である 。

（近藤大典）106·109·110 は小 片の ため 帰属する 時期 は 明 ら かにし得 な い 。
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2 . 石器

第 3地点か ら は 1 , 287点の 石器 が 出 上 し た 。 以 下 、 各器種 ご と に 説明 を 加 え る こ と に す る 。

1 • 石鏃 ( 1 )

3 1点出 土 。 そ の う ち 1 5点か折 損 品 で あ る 。

l は チ ャ ー ト 製 。 鋭角 な 先端部 を も ち 、 脚 部 に あ た る 部分 は 外反 し 、 挟 り が 人 っ て い る 。 未 製 品 は

l 点出 土 し た か 、 バ ル ブ付近 の 原 み を 減 ず る こ と か で き ず 中 断 し た も の と 推 測 さ れ る 。

2 .  有舌尖頭器 ( 2 )

チ ャ ー ト 製 の も の か 1 、点 出 土 し た 。 2 は 表裏両 面 と も に 二次 調 整 に お お わ れ 、 素 材 と な っ た 剥 片 の

元 来 の 剥 離面 は 観察 で き な い た め 、 表裏面 の 決定 は 任意 で あ る 。 全体 に 寸 詰 ま り の 印 象 を 受 け る か 、

こ れ は 尖頭部 を 折損 し た 後 、 再調 整 を 加 え た た め で あ る 。 製 作 に あ た っ て は 、 ま ず 、 表 面 側 の 尖頭部

に 調 整 を 施 し 、 さ ら に 、 裏 面 か ら の 調 整 を 加 え 形状 を 整 え て い る 。 表 面 の 中 央部 に 残 る 剥 離 面 は 、 尖

頭部折損 の 際 の も の で あ る 。 そ の た め 、 下半分の側縁部か ら 施 さ れ て い た 二 次 調 整 の 刹 離面 を 切 っ て

い る 。 在地 の チ ャ ー ト は 節 理 を 多 く 含 み 良 質 の も の は 稀 少 な た め 、 折 損 品 も 使 い 捨 て で は な か っ た こ

と を う か か う こ と か で き る 。 舌部 の 作 出 か 明 ら か で あ り 、 基部の 返 し も 鋭 く 、 有舌尖頭器 の 形 態 か確

立 さ れ た 時期 の も の と 思 わ れ る 。

3 .  ナ イ フ 形石器 ( 3 )

切 削 の 作業か想定 さ れ る 石器 。 剥 片 か も つ鋭利 な 縁 辺 の 一 部 を 刃 部 と し て 残 し な が ら 他の 縁辺 に 刃

潰 し 加工 を 施 し 、 尖 っ た 先端部 と 基部 と を 作 出 し た も の 。 1 点出 土 。 チ ャ ー ト を 使 用 し て い る 。

3 は 、 両 側 縁 調 整ナ イ フ 形石 器 で 、 片 側 縁 の す べ て と 残 り の 縁 の 胴 部 以 下 が調 整 さ れ て い る 。 縦長

剥 片 を 素 材 と す る が 、 打面 ・ 打点は 失 わ れ て い る 。 正面左側 縁部 は 全体 に 刃 潰 し の た め の 二次調 整が

加 え ら れ て い る 。 刃 部 の 鋭 い 縁辺 に は 、 使 用 痕 と 思 わ れ る 微細 な 剥 離痕 が 認 め ．ら れ る 。 刃 角 度 は40° で

あ る 。

4 .  石錐

チ ャ ー ト 製 の も の が 3 点出 土 し た 。 不定形 な 剥 片 を 素材 と し 、 そ の 端 部 に 簡 単 な 調 整 を 加 え 短 い錐

部 を 作 出 し た も の か 2 点、 折 損 し た ス ク レ イ パー の 転 用 品 と 思 わ れ る も の が 1 点で あ る 。

5 .  ス ク レ イ パー類

削 器か 3 点、 つ ま み 部 付 き ス ク レ イ パー ・ 掻器 I . 掻 器 III が 各 1 点す つ 出 土 し た 。 石材 は 、 す べ て

チ ャ ー ト で あ る 。 つ ま み 付 き ス ク レ イ パー は 横 形 の も の で 、 素 材剥 片 の 打点は 折 損 す る つ ま み 部付近

に あ っ た と 思 わ れ る 。 両 面 調 整 に よ っ て 刃 部 を 作 出 し て お り 、 身部 の 形 態 は 慨 ね 二角 形 を 呈 し て い る 。

削 器 は ど れ も 不定 形 な 剥 片 を 素材 と し 、 刃 部数 1 の も の か 2 点、 刃 部数 1 の も の か 1 点で あ る 。
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6 . ヘ ラ 形石器

3 点出土 し た 。 チ ャ ー ト製 が2 点で、 残り1 点 は 泥 岩製である 。 縦長 剥片の 長軸の 一 端に 刃 部 を 作

出 し 、 両 側 縁 ま た は片 方の 側 縁 を折り取 っ て いる 。

7 .  く さ び形石器

チ ャ ー ト製の もの が1 点出土 し た 。 一部 を折損する た め 詳細 は 不 明である が 、 向かい 合 う 二 辺 に 階

段状の 剥離痕がみ ら れる 。

8 .  打製石斧 ( 4 -13) 

68点出土 。 形態 的に分類 すると 、 l 類の 両側縁かは ぼ平 行 第 17表 打製石斧の石材別 出土点数

する 短 冊形 が13点 、 2 類の 両 側 縁 か基部に 向かっ て収束する

撥形 が35点 、 3 類の 両 側 縁に 挟りの 入る分 銅形 が5 点出土 し

た 。 分類 不能 な もの は15点であ っ た 。 背面 ま た は 腹面 に 自 然

面 を 有 する もの は28点で全体の 41 %と な り 、 折損により不 明

の26点 を 除 く と 全体の97 % を 占 める 。 折損が認め ら れる もの

は52点で全体の76 %である 。 刃 部 を折損する もの は25点 、 基

部 を折損する もの は17点 、 刃 部 と 基部の 両方 を折損する もの

は1 点 、 残り9 点 は 刃 部 ま た は 基部の ど ち ら か を 一部折損す

る ものである 。

4 は 泥 岩製で、 基部 を折損する か 、 両 側 縁に 大 き な調整剥

石 材

泥 岩

砂 岩

安 山 岩

花 こ う 閃 緑岩

花 こ う 閃 緑斑岩

ホ ル ン フ ェ ル ス

花 こ う 岩 （ ア プ ラ イ ト ）

合 計

出 士 点数

33 

29 

2 

1 

1 

1 

1 

68 

離 を 施 し 、 短 冊形に形状 を 整 え て いる 。 5 は 砂岩製 。 表面 左側に 打点 を も つ横長剥片に 粗 い調整 を加

え 使用 し て いる 。 打点 付近に は 、 激 し い 潰 れかみ ら れる 。 6 は 砂岩製で、 基部 を折損 し て いる 。 刃 部

は 使 用によ っ て 激 し く 磨 耗する 。 打点の あ っ たと 思 わ れる 左側 縁部 は 、 折り取りによ っ て形状 を 整 え

て いる 。 7 も 砂岩製で、 表面 と 両 側 縁部に 自 然面 の 残る 縦長剥片 を 用 い て いる 。 刃 部に は 使用によると

思 わ れる 刃 こ ばれかみ ら れる 。 8 は 泥岩製で、 表面 刃 部 は 使用により激 し く 磨 耗 し て いる 。 裏面 刃 部

の 磨 耗 は わ ず かである 。 9 も 泥岩製で、 表面 刃 部および基部に 磨 耗 がみ ら れる 。 裏面 刃 部 は わ ず かに

磨 耗 する 。 10 は 安 山 岩製で、 分 厚 い 刃部 を 有 し 、 その表面 は 激 し く 磨 耗 し て いる 。 11 は 泥岩製 。 素材

剥片の 両 側 縁に調整 を加 え 、 やや分 銅形の形状 を 整 え て いる 。 表裏面 と も 刃 部 は 激し く 磨 耗する 。 12

は 扁平 な 砂岩の周囲に 粗 い調整 を 施し、 形状 を 整 え て いる 。 基部に 装着によると 思 わ れる 潰 れ かみ ら

れる 。 13 は 砂岩 を 使用 。 正面 右側 縁部に 打点 を も つ横長剥片 を 素材と し 、 周囲に 粗 い調整 を 施 し て い

る 。 刃 部 右側 を折損する か 、 分 銅形の ものと 思 わ れる 。

9 .  磨製石斧 (1 4·15)

2 点出土 。 1 4 は砂岩製で、 基部 を折損する 。 念 人りに 研磨 が施 さ れ 、 両 側 縁と 主面 との 間に 稜 かつ

く ら れ て いる 。 刃 部 は 、 両面 か らの 研磨により削器的 な 緩 い 角 度に 作出して いる 。 15 は 蛇 紋岩製で、

全面 を 研磨 し て い る 。 基部と 刃 部の 一部 を折損する か 、 基部の折損部に は 階段状 剥離 も み ら れ 、 折損

後 く さ び形石器に 転用 し たと も 考 え ら れる 。
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10. 石核 • 剣片類
1 , 040点出土 した 。 そのうち1 5点か石核 である。 石材は、 チ ャ ー トで 1 4点 (770 . 8 g ) で、 泥岩が 1

点 (59 . 2 g ) であった 。

1 1 , 調整剥離 を施 さ れた剥片 ( R F ) (16) 
24点出土 し た 。 その 内訳は次のとお り である。

第18表 R F 分類別 出土点数
刃 部の タ イ プ 刃 部数 刃 部箇所の平面 形 と 調整方法 出 土 点数 遺物番号

削器的 1 直線状（ 片 面 ） 6 1 6  
直線状（ 両 面 ） 1 
不定形（ 片 ） 3 

掻器的 1 直線状（ 片 ） 3 
凹 状 （ 片 ） 1 

2 直線状（ 片 ） 1 
直線状（ 片 ） ・ 不定形（ 片 ） 1 

3 直線状（ 片 ・ 両 ） 2 . 不定形（ 片 ） 1 
複合（ 掻器的 ・ 削器的 ） 2 直線状（ 片 ） ・ 直線状（ 片 ） 1 

計 1 8  

これら18点の は か、 刃 部か ド リ ル的 なもの 3 点 、 エン ド ス クレイパー 的 なもの 1 点、 ラ ウ ン ド ス ク

レイパー 的 なもの 2 点がみられ た 。
16はチ ャ ー ト製 。 不定形 の 剥 片を素材とし、 その 縁辺にランダム な調整剥離を加えて いる。

12. 微細 な象IJ離痕 を有す る 条IJ 片 ( U F )  
17点出土 した 。 剥離痕 の 箇所は側縁部と末端部 ・ その他に分けられる。 側縁部には急角 度による不

定形 な剥離痕かみられるもの が 1 点、 緩い角 度による直線状のものか 6 点 ・ 凸状 のものか 5 点 ・ 不定

形のもの か 3 点認められ た 。 末端部には急角 度による不定形 な剥離痕を有するもの が 1 点みられた。

また 、 その他の箇所として 、 基 端部に急角 度による不定形 な剥離痕をもつ も の が 1 点確認 できた。

13. 打欠石錘 (17-22)
6 点出土 した 。 すべ て遺構外 からの出土 である。 石材は砂岩 5 点、 泥 岩l点と本遺跡の他地点から

出土 したものと同様 の傾向を 示して いる。 6 点 中 5 点か完形 品 であ り 、 欠 損して いる 1 点も側縁部が

やや 欠けているだけで、 は ぱ全 形 か確認できる。 出土 数 か 少 ない た め、 欠 損 品も含め全 点 図 示し た 。

17は比較 的 小さく扁平 な平 面形をもつ 。 機能部の 打欠は圃端とも同 一方向 だけから施されて いる。
18も小さい方 である。 扁平 な 円 礫の 両端を両側から加工し、 機能部を作 出して いる。 19も小さくやや

細長い平面形をも ち 、 幣状痕跡が確認 できる。 21は機能部を作 出する際に、 片側からは比較 的 大きく、
その裏側はや や 小 さ めに閥離を施して いる。 幣状痕跡が確認できる。 20も21 と同様に側縁部付近は磨

滅して お り 、 中央部の縦位に帯状痕跡か確認できる。 22は唯一の 泥 岩 製 で、 第1 地点出土 石 錘 の 分類

（ 以下 「 第1 分類」） でいう 2類に属するもの である。 欠 損し て いる た め、 片 方 の機能部ははっき り し

な し ヽ 。 （ 堀田一浩）
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14.  切 目 石錘 ( 23 - 25 )

4 点 出 土 し た 。 す べ て 遺構外か ら の 出 土 で あ る 。 石材 は すべ て 砂岩 で あ る 。 ど の 石錘 も 甲 乙つ け が

た か っ た が 、 欠 損 の 激 し い 1 点 を 除 き 、 3 点 を 図 示 し た 。

23 は 帯状痕跡が確認 で き る 。 比較 的小 さ く 薄 い 。 機能部 は 打 ち 欠 か ず に 匝接切 目 を 施 し て 作 出 し て

い る 。 第 1 分類 で い う 1 B 1 に 属す る 。 24 は 平面形 は 丸 い が 、 中 央部付近 は やや厚 く い びつ な 形 を し

て い る 。 切 目 は 長軸 の 両端 に わ り と 浅 め に 作 出 さ れ て い る 。 第 1 分類 の 1 B 1 に 属 す る 。 25 は 片 方 の

機能部 を 欠 損 し て い る が 、 残存 し て い る 片 方 の 機能部 であ る 切 目 は し っ か り と 作 出 さ れ て い る 。 斜め

方 向 に 両側 か ら 切 目 を 施 し 、 そ の切 り 合い 関係がつ か め る 。 第 1 分類 の 1 B 3 に 属 す る 。

（ 堀 田 一 浩 ）

15. 凹石 ・ 敲石 ・ 叩石 ・ 磨石類 ( 26 )

出 土総数 10 点 。 石材 は 砂岩製が 6 点 、 安 山 岩製か 2 点 、 流紋岩 質 火 砕岩 と 閃 緑岩が各 1 点 ず つ で あ っ

た 。 機能の組み 合 わ せ は 、 敲 き の み が 2 点 、 叩 き の み が 1 点 、 磨 り の み か 2 点 、 敲 き と 叩 き が 1 点 、

凹 み （ 表 面 ） と 敲 き ・ 叩 き か l 点 、 敲 き と 叩 き ・ 磨 り が 3 点 であ っ た 。 敲打痕 の 位置 は 、 中 心か ら ず

れ る 位置 に あ る も の が 2 点 、 2 つ以上の敲打痕か璽 な る も の か 2 点 で あ っ た 。 敲打痕 か長 軸 の 一端 ま

た は 両 端 に 集 中 す る 叩 石 は 6 点 み ら れ た 。 ま た 、 磨面 を 有す る も の は 5 点確認 で き た 。 そ の う ち 磨面

か両 面 に 確認 で き る も の は 1 点 、 片 面 の み に 確認 で き る も の は 2 点 、 全面か磨 ら れ て い る も の は 1 点 、

そ の 他 、 片 面 と 長軸 お よ び短軸 の 側 面 に 確認 で き る も の が 1 点 で あ っ た 。

26 は 砂岩 製 の敲石 で あ る 。 側 面 に 沿 っ て 敲打痕か連続 し て い る 。 下部が わ ず か に 凹 み 、 そ の 周 囲 に

敲打痕が集 中 し て い る 。

16. 石皿

4 点 出 土 。 安 山 岩 製 の も の が 3 点 で、 皿部か わ ず か に 凹 む タ イ プ か 2 点 、 平板状 を な す タ イ プ が 1

点 出 土 し た 。 残 り 1 点 は 砂岩 製 で 、 皿部は わ ず か に 凹 む タ イ プ で あ る 。

17. 異形石器 ( 27 · 28 )

2 点 出 土 。 平面 形 は 異形部分磨製石器に 似 る か 、 研磨部分が明 確 に 認め ら れ な い た め 異形 石 器 と し

た 。

27 は 、 チ ャ ー ト を 使 用 。 部分 的 に 長 い 剥離か 入 り 、 断 面 は 凸 状 で あ る 。 脚 は 外へ 反 り 気 味 に 開 く 。

左脚 部 を 折損 す る 。 下端部 を 折 損 し た 際 の 大 き な 折 れ面が表面 に 残 り 、 後 に 丸 く 再調 整 し て い る 。 28
I 

は 良 質 の チ ャ ー ト を 使 用 し て い る 。 平 面 形 は 下端部が丸 く 、 縁辺部 は 鋭 く 調 整 さ れ て い る 。 表面左側

の 脚 部 を 一部折損す る 。

18. 石刀 ( 29 )

実用 に 供 し た と は息 え な い が 、 片 刃 で棟 の あ る 刀 状 に 全面 を 研磨 し て い る 。 1 点 出 土 。 石材 は 泥岩

を 使用 し て い る 。 途 中 で折損す る が 、 整形 の 際 に で き た と 思 わ れ る 線状痕 か認め ら れ る 。
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乙 3
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第 1 5 7 図 石器実測 図 ( 1 ) 石鏃 • 有舌尖頭器 ・ ナ イ フ形石器 ・ 打製石斧 ( 1 )
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第 1 5 9 図 石器実測 図 ( 3 ) 打製石斧 ( 3 ) ・ 調整剥離 を 施 さ れ た 剥 片 • 磨製石斧 ・ 打欠石錘
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3 .  そ の 他 の 逍物
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古 代 以 降 の 土 器

本 地 区 か ら は 灰釉 陶 器7 7 点 、 古瀬 戸 1 点 、 大 窯 5 点 、 白 磁 1 点 、 姿 器 系 陶 器 2 点 、 古瀬戸 ～ 瀬 戸 美

濃 1 1 点 、 瀬戸 美濃8 1 点 、 肥 前 6 点 、 土 人 形 l 点 、 合 計 1 85 点 が 出 土 し 、 そ の う ち 1 0 点 ( 20 1 - 2 1 0 ) を 図

示 し た 。

20 1 - 208 は 灰釉 陶 器 で あ り 、 20 1 - 207 は 碗 、 208 は 壷 で あ る 。 碗 の う ち 胎 土 が 肌理細 か い も の は20 1 -

203 、 207 で東 濃 産 の 可能性 が高 く 、 他 は 胎 土 中 に 空 隙 か み ら れ砂粒 か幾 つ か 混 在 し 、 や や粗 い 印 象 を

受 け る 。 205 は 底 部 外 面 か平滑 で赤 色 有 機物か し み 込 ん で い る こ と か ら 転 用 硯の 可能性 か 高 い か 、 器面

全体か平 滑 で あ る た め 断定 は で き な い 。 207 は 底 部 外 面 に 回 転 糸切 り 痕 か残 る 碗 で あ り 、 体部 内 面 と 高

台 周 辺 を 除 く 体部 外 面 か 炭 化 し て お り 、 底 部 内 面 は 極 め て 平 滑 で あ る 。 ま た 、 底 部 外面 に 墨 書 で 「ー」

と 描 か れ て い る 。 208 の 壷 の 外 面 は 灰 釉 か一 部 し か 残 存 し て い な い か 、 本 来 は 全 面 に 刷 毛塗 り さ れ て い

た と 思 わ れ る 。 高 台 は 扁 平 で 外側 に 張 り 出 し て お り 、 体部は わ ず か に 丸 み を 帯 び て 立 ち 上が る 。 肩 部

内 面 に は 枯 土 接 合痕 かみ ら れ 、 肩 部 外 面 よ り 下 方 は 回 転ヘ ラ 削 り 調 整 か 行 わ れ て い る 。

（ 小野 木 学）

2 0 2  

三▽
2 0 3  

2 0 8  

2 0 5 � ニロ／
�q 

t=-3� 
2 0 4  

� 三
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2 0 7  

第 1 6 1 図 第 3地点出 土古代以降の土器

209  

2 1 0 

゜ 1 0 cm 

( S = YJ ) 
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土錘

本地点か ら 4 点出 土 し た 。 すべ て 包 含層 か ら の 出 土 で あ る 。 4 点 ( 2 1 1 - 2 14) と も 図 示 し た 。

ビ〉
三

2 1 1 G ⑤ 
゜

2 1 4  

2 1 2  
2 1 3  5 cm 

第 1 62 図 第 3 地点出土土錘
( S = l,1 )  

不 明 土 器

本地点で検 出 し た S K O l よ り 、 灰釉 陶 器 の 碗207 と と も に 詳細 不 明 な 土 器2 15 が 出 土 し て い る 。 出 土

し た 段 階 で 原 形 を と ど め て い な か っ た の で 、 周 辺 の 土 ご と 現場 よ り 運 び込 ん だ 。 二 次 整理の 段 階 で慎

重 に 付着 し た 土 を 除去 し た が 、 一 部 の 器壁 は 欠 損 し た 。 実測 は 不可能 で あ っ た た め 、 写真の み 掲載す

る こ と に し た （ 図 版88 ) 。 以 下 、 推測 も 含め て 可能 な 限 り の情報 を 記載す る 。

土 器 の 内 側 に は 土 が堆積 し て い る が 、 土 だ け で な く 、 黄 色 も し く は 白 色 の 物質が混 入 し て い る 。 黄

色 の 物 質 は 植物質の も の で あ る 可能性が あ る 。 白 色 の物質は 、 炭化物か 焼 土 と 思 わ れ る 。 他例 の 火葬

墓 と 比較 し て も こ の 白 い 物 質 は 不 明 な点が 多 い 。 土器 自 体 は 粘 土紐 を 輪積 み に し て 製作 し て い る よ う

で あ る が 、 被熱 し て い る か 否 か は 不 明 であ る 。 本例 に つ い て は 、 木 製 の 器が腐 食 し た も の 、 別 の場所

で火葬 し 、 そ の 骨 を 布 で巻 い た も の 、 堪渦 の焼 き 損 じ 、 な ど の指摘が あ る 。
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第 5 章 第 4 地点

第 4 地点 は 上 原 遺 跡 で最 も 広 い 中 位段丘上に あ る 。 上 流側 に は 第 1 地 点 が あ り 、 下 流側 に は 平 成 2 -

6 年 に 調 査 が 行 わ れ た 第 2 地 点 か あ る 。 本 地点 は ち ょ う ど 両 者 の 中 間 点 に 位置 す る 。 ま た 背 後 に は 高

位段 丘上 に あ る 第 3 地 点 が ひ か え て お り 、 高位段丘東側 の 谷下 に 広 が る 第 5 地 点 に 隣接 し て い る 。

本地 点 の 調 査 区 は 第 1 地 点へ の 通路 を 挟 み 、 大 き く 山 側 と 川 側 に 分 か れ る 。 山 側 の 調 査 区 は 第 5 地

点 に つ な が り 、 川 側 は 第 1 地 点 に 隣接 す る 。 山 側 調査 区 は 表 土 を 重 機 で 除去 し 、 以 下 を 手掘 り で慎重

に 掘 削 し た か 、 遺物 ・ 逍 構 は 確 認 で き な か っ た 。 一 方 、 川 側 は 後 述 す る よ う に 数基 の 遺構 と 約 1 , 000 点

の 造 物 を 確 認 し た 。 従 っ て 本 地 点 の 記述 は 川 側 調 査 区 が 中 心 と な る 。

第 1 節 層 序

第 4 地 点 の 層 序 は 、 既刊 の 報告書 『 上 原 遺跡 I 』 に 記載 し た 上 原 遺 跡 全体 を 貫 く 基 本 的 層 序 に 近 い

状 況 で あ る 。 本地点 の 堆積 は 、 基 本 的 に 第 I 層 - N 層 で構成 さ れ 、 そ れ ぞ れ 第 I 層 暗 褐 色 土 、 第 II 層

黒 褐 色 土 、 第 III 層 暗 褐 色 土 、 第 N 層 黄 褐 色 土 で あ る 。 さ ら に 本 地 点 の 場 合 、 土 色 ・ し ま り ・ 粘 質 ・ 礫

混 入 の 度 合 い 等 に よ っ て 、 第 I 層 が I a と I b に 、 第 II 層 か II a と II b に 、 第 N 層 が N a と N b に 分

け ら れ る 。 第 I 層 は 表 土 で し ま り ・ 枯 質 と も に な く 、 細 か い 植物の 根が 多 く 入 り 込 ん で い る 。 特 に I

a が そ れ に 該 当 す る 。 ま た 本 地 点 の 近 現代 に お け る 土 地 利 用 は 主 に 水 田 で あ っ た た め 、 そ の 水 田 耕 作

に 伴 う 敷 土 か確 認 で き た 。 そ れ が I b で あ る 。 第 II · III 層 は 遺物 包 含 層 で あ り 、 堆積状 況 は 両 者 と も

山 側 か厚 く 川 側 へ 向 か う ほ ど 薄 い 。 と こ ろ ど こ ろ 撹 乱 を 受 け て い る が 、 比 較 的安定 し た 堆積 状 況 で あ

る 。 第 W 層 は 黄褐 色 シ ル ト 層 お よ び砂礫層 で 、 川 に 近 い 中 位段 丘 の 縁 で は やや 大 き め の 円 礫 で構成 さ

れ て い る 段 丘礫群が広 か る 。 礫群 は ほ ぱ一 定方 向 に 傾 い て お り 、 か つ て の 川 の 流 れ を 示 す イ ン ブ リ ゲー

シ ョ ン が確 認 で き る 。 本地 点 の 川 側 調査 区 は 、 ほ ぱ 中 央部 を 横切 る よ う に S B 0 1 か ら ピ ッ ト 群 あ た り

に か け て 第 N 層 が レ ベ ル 的 に やや低 い 。 旧 地 形 は 緩や か な 谷状 を 呈 し て お り 、 第 1 地 点 の あ る 北側 か

高 く 、 第 2 地 点 に 向 か っ て 低 く な っ て い る 。 調査 中 も 南端 に あ る ピ ッ ト 群 付近 は 雨 水 か た ま り や す い
- -- ...... ' 、

状 況 で あ っ た 。 本地 点 は

現地形 も 旧 地形 も は ほ平

坦 で あ り 、 そ れ に 呼 応 す

る よ う に 各 層 も は ほ平坦

な 堆積状況 を 示 し て い る 。

背 後 の 高 位段 丘 か ら の 影

響 を あ ま り 受 け ず 、 安定

し た 堆積 を 繰 り 返 し て い

た と 思 わ れ る 。

第 4 地点
5 5 列 南壁土層堆積状況

（北東 よ り ）
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第 2 節 遺構

第 4地点 は 隣接する 第1地点に 先行して調査 か行わ れ た 。 第1地点 と 本地点の別 は、 年度 ごとに 設

定 さ れ た調査区 が 異 なる だけである 。 従 っ て 当 然隣接して いる た め、 共 通点 も 多 い 。 第1地点では 近

現代の 士地 利 用に 伴 う 撹乱 を 受け て いる こと や、 多 く の 風倒木痕 か ある こと を 記した か、 本地点でも

同 様 な状況である 。 しかし第 II· III層 は 本地点の 広 い 範 囲で安定した 堆積 を 示してお り 、 特に ［ 日地形

がやや低 く なる 中 央部 南北 方 向で良 好 な 堆積状況であると い える 。 安定して 堆積して いるの は 上原遺

跡に 限 ら ず、 徳山地 区 の遺跡でよ く 確認 さ れる 黒 褐 色土である 。 この 黒褐 色土 中に 構築 さ れ た遺構の

検出 は、 第1地点でも 記したよ う に 困 難 を 極め た 。 幾分 掘 り す ぎ てしま っ た 箇 所 も ある か、 最終的に

竪 穴 住 居 跡1 軒、土 坑28 基 ( S K 6 基· ピ ソ ト22 基 ）、 焼礫集積遺構 l 基 を 検出 する こと ができ た 。 竪

穴住居 跡 ・ 焼礫集積遺構と 特記すべ き 事項の ある土 坑に つ い て は 後に 詳細 を 記す 。 他 は 知 り 得 た 情報

を デー タとして表に まと め てお く （第 二分 冊 第 3 表参照 ） 。

竪穴住居跡 ( S B 0 1 ) 〈 第164図 図版6 〉

E'57 - F ' 58グリッド第 W層 中で検出した 。 本来の 掘形 か存 在すると 考 え ら れる 第 II - III層 中では 検

出でき ず、 第 W層 黄褐 色 士 への 掘 り 込みで初 め て 確認でき た 。 しか も 北側の 一部 を 検出でき た だけで、

南側 は 明確でな い 部分 か ある 。 しかし上層での遺物出土状態 は比較 的 良 好であ り、 遺構か存 在 する 可

能性 も 考 え ら れ た 。E'57グリッド第 III層 暗褐色土 中で同 一個体と 思 わ れる遺物 巣積 を 確認して いる（第

164図参照 ） 。 土器片 は 約20点 は どの 北 白 川 下層 III 式土器である 。 復原した 個体が116である 。 ま た 同 様

に F '57グリッド第 III層 暗褐 色 士 中でも遺物 集積 を 検出した 。 117 ( 第169図） に 復原でき た土器底部で

ある 。 本住居 跡の プ ラ ン は 明 確に 検出でき な かっ た か、 遺物の出 士した 範 囲 や点 在 する ピット群の位

置 か ら 考 え て、 径約5 .2 -5 .6 mの 円形 プ ラ ン を 有すると 考 え ら れる 。 本 来の 掘形 か不 明である た め正

確 さに欠ける か、 断面 は さ ほ ど 深 く な く 、 皿状 もし く は 洗面 器状 を 呈して いると 思 わ れる 。 想定した

プ ラ ンの は ぱ 中 央部で焼土の 残る ピット を 検出した 。 地 床炉と 考 え ら れる 。 精査の 段 階で床面 と 考 え

ら れ た 範 囲 か ら は、 わ ず かでは ある が炭化物 も 確認して いる 。 ピット は 大小 合 わ せ て39 基確認した 。

径約60 cm深 さ 約40 cm は どの P 3 · P 4 以 外 は 径10 -40 crn深 さ10 -20 crn ほ どの 小 ピ ソ トでプ ラ ンの周縁

部に列んでいる 。 本住居 跡としての 明 確 な 床面 や埋土 を 確認した わけでは な い か、 関連の 深 い遺物 は

2 件の遺物 集積 だけでな く 、 はと ん ど が縄文 時代前期 後葉の ものである 。 その こと を 最大の 根拠と す

れ ば、 本住居 跡の 帰属する 時 期 も 同 様であ ろ う と 考 え ら れる 。

焼礫集積遺構 ( S I 0 1 ) 〈 第165図 図版 7 〉

E'50 グ リッド第 III 層 中で検出した 。 拳大 ～ 径20 cm ほ ど の 礫90 個 が長径約 l m 短径約0 . 8 m の楕 円 形

に 集 ま っ た状態で検出 さ れ た 。 礫 は 砂岩 か 多 く 、 一部 チ ャ ー ト も 認め ら れ た 。 亜角 礫 を 若干含んでい

る か はと ん ど 円 礫であ っ た 。 ま た その 多 く は 被熱してお り、 割 れ て いる もの も 目に つ い た 。 完形の も

のの 質量 は、 多 く か500 g 以下であ っ た が、 中に は1 kg を 超 える もの も 4 点 確認 さ れ た 。 礫群に 伴 う 掘

り 込み は 検出でき な か っ た 。 広 か っ て い た 礫 も 一層 な いしは 二層 までであ っ た 。 礫群 下層よ り 炭化 物

も 採集でき た こと も 含め、 この 施設で火 を 使用した 可能性 は 極め て 高 い か、 何度 も 繰 り 返し使用した
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様子 は う か か え な い 。 遺物の 出 土 は な く 、 時期 を 決定す る 根 拠 は 希薄 だ か 、 他の 類例 や 本 地 点 で も 早

期 の 土 器が あ る 程度 出 土 し て い る こ と な ど を 合 わ せ て 考 え る と 、 早期 の 焼 礫 集 積 遺構 で あ る 可能性 か

高 い 。 な お 、 山 側 に 隣接 す る 第 5 地 点 で も 焼礫集積 遺 構 を 1 碁 検 出 し て い る （ 第 6 章 第 2 節 参照 ） 。

第 1 号 ピ ッ ト ( P 0 1 )  < 第 1 66 図 図 版 7 〉

I ' 58 グ リ ッ ド 第 III 層 で検 出 し た 。 平 面 形 は 長径約80cm 短 径約60cm の 楕 円 形 プ ラ ン を 有す る 。 断 面 は

椀状 を 呈 し て お り 、 深 さ は 中 央 部 の 最 も 深 い と こ ろ で約30cm は ど で あ る 。 埋 土 は 二層 確認 で き 、 上層

は 黒 褐 色 土 、 下 層 は 暗 褐 色土 で あ る 。 第 W 層 黄 褐 色 土 へ の 掘 り 込 み が認め ら れ る 。 埋 土 か ら は 、 法 面

に 沿 う よ う に し て 同 一 個 体 と 考 え ら れ る 土 器 片 ( 1 1 9 ) が ま と ま っ て 出 土 し て い る （ 第 1 66 図 ） 。 二次 整

理の 末 、 そ の 破 片 の は と ん ど が接 合 し 、 推 定 口 径約36cm に も な る 大 き な 深鉢 土 器 の 半 周 分 に も な っ た 。

遺物の 出 土 状 況 は P O I の 平 • 断 面 図 と と も に 掲載 し た 。

第 5 号 ピ ッ ト ( P 05 )  ,..._, 第22号 ピ ッ ト ( P 22) の ピ ッ ト 群 く 第 1 67 図 図 版 7 〉

C ' 5 1 - D ' 52 グ リ ッ ド に 点 在 し て い る 。 試掘調査 を 行 っ た 際 に 、 該 当 す る グ リ ッ ド 内 で 1 件 の 遺物

集積 を 確 認 し て い る 。 本調査 で は そ の 周 辺 を 拡 張 し た と こ ろ 、 逍物集積 を 確 認 し た 面 で径 4 - 5 m の

範囲 に 一 面 炭 化物 の 広 か り か 見 ら れ た 。 し か し 掘 り 込 みや フ
゜
ラ ン を 確 認 す る こ と は で き な か っ た 。 出

土 し た 遺物は 洗浄の結果 、 半載竹管状工具 に よ る 沈線文や縄巻縄文 を 有 す る 中 期船 元 式 土 器 ( 1 20 - 1 27 )

で あ る こ と か判 明 し た 。 遺物が良 好 な 状 態 で 出 土 し た こ と や 炭 化 物 の 分布 な ど を 根拠 に 遺構 の 存 在 を

想定 し 、 入 念 な 精査 を 繰 り 返 し た と こ ろ 、 P 05 - P 22の 1 8基 の ピ ッ ト 群 を 検 出 す る こ と か で き た 。 し

か し 精査 の 範 囲 を 広 げ 、 そ れ ら ピ ッ ト 群 を 取 り 囲 む よ う な プ ラ ン を 期 待 し た が結 局 検 出 で き な か っ た 。

住居跡 の 可能性 も 残 し つ つ 現状 で は ピ ッ ト 群 と し て 報告す る こ と と し た 。

以 上 4 つ の 遺 構 に つ い て 詳 細 を 記 し た 。 そ の 他 の 逍 構 は 逍物 の 出 土 も な く 、 帰属 時 期 · 性格 等 に つ

い て は 不 詳 で あ る 。 検 出 状 況か ら 判 断す る と 、 ど れ も 縄文時 代 の 所産 で あ る 可能性か高 い 。 し か し 本

地点 か ら 出 土 し て い る 縄文 土 器 は 多 時 期 に わ た る た め 、 時期 ま で限定 す る こ と は 不可能 で あ る 。

P05-P2 2のピソ ト群 （西よ り ） SKO l 半割状況 （西より）
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本地点か ら は 合計 1 , 187点の 遺物が 出 土 し て い る 。 そ の 内 訳 は 土器が630点、 石器か485点、 そ の 他か

53点で あ る 。 本地点は 前述 し た よ う に 、 調査 の た め に 設定 し た 通路 を 挟 ん で川 側 と 山 側 に 分 け ら れ る

（ 第 4 図 ） 。 山 側 の地 区 で は 遺構 ・ 遺物 は 確認 で き な か っ た 。 こ こ で報告す る の は 第 1 地点に 隣接 す る

川 側 調査 区 で 出 土 し た も の で あ る 。 本地点で 出 土 し た 土 器 を 概観 し た 様相 は 、 第 1 地点と 第 2地点の

中 間 に 位置 す る と い う 立地 的 な 条件が遺物に も 反 映 さ れ て い る と い う も の で あ っ た 。 第 1 地点で主 に

生 活 が営 ま れ た と 考 え ら れ る 縄文時代前期後葉の土器 に 加 え 、 第 2 地点か主 と な る 中 期 以 降 の 土 器 も

比較 的 良 好 な 状 況 で 出 土 し て い る 。 ま た 第 1 地点の 中 で も 最 も 本地点よ り の D ' 64 グ リ ッ ド 辺 り で 出 土

し て い る 早期 押 型 文土 器 も 、 本地点では 多 く 出 土 し て お り 、 第 1 地点よ り 多種 多様 な 様相 を 星 し て い

る 。 早期 に 関 し て は 焼礫集積 遺構 を 1 甚検 出 し て い る が、 遺構 と 遺物の 関 係 は 明 ら か で は な い 。

石 器 は 485点出 土 し た う ち 、 石核 ・ 剥 片 類 を 除 い た 定形石器 の 数 は 1 13点と な る 。 こ の う ち 遺構か ら

出 土 し た も の は 7 点で あ る が、 定 形石器は S K 06か ら 出 土 し た 敲石 l 点の み で 、 残 り は 石核 ・ 剥 片 類

で あ る 。 こ れ ら は 、 伴 出 し た 土器型 式 か ら 縄文時代前期 後葉 の も の と 想定 さ れ る 。 各 器種 の 出 土点数

や分類 な ど に つ い て は 、 第 3 節 で触 れ る こ と に す る 。

そ の 他 は 合計72点出 土 し て い る か 、 そ の 内 訳 は 陶 器類23点、 炭化物32点、 鉄 製 品 そ の 他 か17点が出

土 し た 。 陶 器類23点は 、 古瀬戸 2 点、 査器系陶器 1 点、 瀬戸 美濃 19点、 肥 前 1 点で あ る が 、 い ず れ も

細 片 で あ り 図 示 し て い な い 。

以 下 、 土 器 と 石器 の 掲 載分 に つ い て の み 個 々 に 説明 す る 。

1 . 縄文土器

全部 で630点出 土 し た 。 多 く が摩滅が激 し か っ た り 、 同 一個体で あ っ た り し た た め 、 そ の う ち の 遺構

関係 出 士土 器 を 中 心 に 75点図 示 し た 。 少数故 に あ え て 細 分せ ず 、 第 1 群 を 縄文時代早期 に 属 す る 土器

群 、 第 2 群 を 縄文時代前期 後葉 に 属す る 士器群 、 第 3 群 を 縄文時代 中 期 以 降 に 属 す る 上器群 と し た 。

な お 第 1 群 • 第 2 群 に つ い て は 第 1 地点の 分類基準 を 、 ま た 第 3 群 に つ い て は 既刊 の 報告書 『上原遺

跡 I 』 に 掲 載 し た 第 2地点の 分類碁準 （ 本書 P 163 - 164参照 ） を 元 に し た 。

第 1 群 縄文時代早期 に 属す る 土器群 （ 第 172 · 173 図 128 - 147 図 版56 · 57 )

128 は 山 形 押 型 文 を 有す る 口 縁部 片 で あ る 。 器壁 は 端部 に 向 か う に つ れ て 薄 く な っ て い る 。 山 形が き

ち ん と 三角 形 を 描 き 、 密 に 施 さ れ て い る 。 口 縁端部 に は 斜め の刻 み を 有す る 。 波状 口 縁 で あ る 。 129 は

斜行沈線 と 刺 突 か前i さ れ た 口 縁部 片 で あ る 。 補修孔か 1 つ 穿 け ら れ て い る 。 押 型 文土 器終末期併行の

沈線文系 土 器 の 可能性 が あ る と い う 指摘 か あ る 。

130 - 147 は 高 山寺式 土 器 で あ る 。 高 山寺 式土器の 出 土量 は 決 し て 少 な く は な い が 、 そ の 内 の 多 く が

小 片 で あ っ た り 摩滅 し て い た り し て 、 掲載に 耐 え う る も の では な か っ た 。 よ っ て 18点の み 図 示す る こ

と に し た 。 130 - 134 は 出 士位置や 胎 土 ・ 文様 そ の他か ら 同 一個体 で あ る と 思 わ れ る 。 口 縁部 片 で あ る

130 · 13 1 · 134 の 内 、 134 に は 内 面 に 斜行沈線か確認 で き る 。 口 縁端部 は ま る め て お り 、 め く れ る よ う

に 外反 し て い る 。 外面 に は 格子 目 状 の 押 型 文がみ ら れ る が 、 あ ま り 深 く し か っ り と は 施 さ れ て い な い 。
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やや摩滅 し て いる 。

135 -147の内、 136 以 外 は出土位謹 や 胎土 ・ 文 様等か ら 同 一 個体である 可能性 が高 い 。 た だ139 は 外

面 に 炭化 物 が付培 し、 一 見別 個体の よ う に も 見 える 。 135·137·138 は 口 縁部 片で内面 に 斜行 沈線が見

ら れる 。 斜行沈線は134 も 同 様である が、 指頭の 押圧に よ り施 さ れ た 感 じで緩やかな 凹み状 を 呈 し て い

る 。 外面 に は は ぱ正 方 形に 区 画 さ れ た 格子目状の 押型 文 が し っ かりと 施 さ れ て いる 。 口 縁端部 は ま る

め ら れ、 やや 外 反 し て いる 。

第 2 群 縄文 時代前期 後葉に 属する土器（第169 -170図101 -119 図版54 第174図148 -159 図版57)

101 -118 は S B01 よ り出土 し て いる 。

101·102 は 縄文 突帯 を 有する 胴部 片である 。 突帯 上 を 縄文で施文 し て いる か、 突帯 は比較 的 高 く 潰

れ て い な い 。 地 文 は 縄文である が、 突帯 間 は 撫で消 さ れ て いる 。 器壁 は 原 く な く 、内面 に は 指頭圧痕

が認め ら れる 。 両 者 は 同 一 個体である 可能性 か ある 。

103 は平 行する 3 条の 縄文 突帯 を 有する 口 縁部 片である 。 口 縁端部 は面 取り し、 縄文 を 施 し て いる 。

101·102 同 様、 突帯 上に 縄文 か施 さ れ て いる わ りに は比較 的 高 い 。 は がれ も し く は 摩滅に よ り突帯の

詳細 は 不 明 な点 が 多 い が、 第1地点の 2 II A a の士器群の 多 く と は や や 異 な っ た 様相 を 呈 し て いる 。

地 文 は 縄文である 。 内面 に は 生 爪痕 ら し き もの も 認め ら れる 。

104 は 縄文 突帯 を 有 する 胴部 片である 。 大 き く 外側へ張り出 し た 胴部の 中 央 あ た りの 部位と 考 え ら れ

る 。 地 文 は 羽状 縄文でその 中 心に 横位の 突帯 を 貼 付 し 文 様 を 構成 し て いる 。 突帯 は 摩滅 し てお り、 不

明 な 部分 も 多 い が、 比較 的低 く 器面 に 貼 付 い て いる 感 じである 。

105·106 は 同 一 個体である 。 湾 曲 し な か ら 外反 する 口 縁部 片で波状 を 呈 し て いる 。 端部 は面 取り し

て いる が、 何 も 施 さ れ て い な い 。 下部に平 行する 2 条の 特殊突帯 を 有 し、 そ れ よ り上 部で口 縁部 文 様

帯 を 形成 し て いる 。 文 様 は 基本 的に 横位で上 下に 弧 を 描 い て いる か、 上 下で若干単位の ず れが生 じ て

いる 。 突帯 は 比較 的 高 く 、 あ ら か じ め指頭に よ り成形 さ れ て いる 感 じである 。 その 上に 半載竹管状 工

具で押 し 引 い て いる か、 あ ま り丁 寧では な く 間 隔 も 均 ーでは な い 。 潰 れ て し ま っ て いる 部分 も ある 。

突帯 脇に は は み出 し か見 ら れるのでエ具幅 は あ ま り広 く な い 。 2 II B a に 属 する 。

107 は 特殊突帯 を 有 する 胴部 片である 。 かな り摩滅 し て いるので判別 は 困 難である が、 2 II B aであ

る 可能性 か高 い 。 は み出 し は 少 な く はと ん ど な い 。 突帯 間の 地文 は 撫で消 さ れ て いる 。

108·114 は 同 一個体である 。 遺構外遺物と し て 報告 し て いる151·153 も その 可能性が高 い 。 こ れ ら

の土器は やや他の土器と 様相 を 異に し て いる 。 色調はに ぶ い 赤褐 を 呈 し、 焼 成 は 非常に 良 好である 。

い ず れ も 頸部 ～ 胴部 片であ り、 横位の 特殊突帯 を数条有 し て いる 。 突帯 は あ ま り高 く な い が、 半載竹

管状 工具に よ る 押 し 引 き か施 さ れ 断面 半 円形である 。 2 II B a に 属する 。 押 し 引 きの 間 隔 は 均ーで丁

寧に 仕上 げ ら れ て いる 。 突帯 脇に は み出 し がやや残 っ て いる か、 器面 に 食 い 込む よ う に し っ かりと 押

し 引 かれ て いる 。 地 文 は 縄文である 。

109 は 特殊突帯 を 有 する 胴部 片である 。 やや 張り出 し 気 味の 胴部 上 半に あ た る 。 表面 は 摩滅 し てお り

突帯の 様子 は 十分 観察でき な い が、 半戟竹管状 工具に よ っ て 押 し 引 かれ て いる 感 じである 。 押 し 引 き

は あ ま り丁 寧では な く 、 105·106に 似 て いる 。 胎土 その他の 違 い か ら 同 一 個 体と は 考 え ら れ な い 。 内

面 に は 指頭圧痕が認め ら れる 。 2 II B a に 属する 。
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1 10 も 特殊 突 帯 を 有す る 胴 部 片 で あ る 。 張 り 出 し た 胴部下半 に あ た る 。 やや摩滅 し て い る が、 突帯上

に は 半載竹 管状工具 に よ る 押 し 引 き が確認 で き る 。 突帯の頂部 だ け を 撫 で る よ う に 浅 く 押 し 引 い て お

り 、 1 08等 と は 対照 的 で あ る 。 突帯脇 に は は み 出 し が見 ら れ る 。 109 同 様 に 丁 寧 な 押 し 引 き で は な く 、

潰 れ た り 歪 ん で い た り し て い る 。 2 II B a に 属す る 。

1 1 1 は 断面 が S 字状 を 呈 し て い る 口 縁部片 であ る 。 焼成 は 良 好 で あ ま り 摩滅 し て い な い 。 口 縁端部 を

やや 内 側 に 向 け 、 わ ず か に 面取 り し 縄文 を 施文 し て い る 。 外面最上部 も 面取 り し 縄文 を 施文 し た 上に

短 隆線 を 貼 付 し て い る 。 一 番上の 突 帯 は 断面が三角 形状 に な る よ う に 指頭 で成形 し た 後 、 軽 く 縄文 を

施 し て い る 。 二番 目 の 突帯 は やや 高め の も の を 貼 付 し 、 そ の 上 に し っ か り と 縄文 を 施 し て い る 。 よ っ

て 断面 は 四 角 形状 で あ る 。 胴 部 と の境 に な る と 思 わ れ る 三番 目 の 突 帯 は 平 面 形 が 「 2 」 字 状 に 見 え る

押 し 引 き が し っ か り と 施 さ れ 、 突帯脇 の 器面 に は エ具が食 い 込 ん だ痕が残 っ て い る 。 2 II B c に 属す

る 。 口 縁端部外側 に 貼 付 さ れ た 短隆線 も 同 様のエ具 で撫 で引 い て い る と 考 え ら れ る 。

1 1 2 · 1 1 3 は 同 一個体 で あ る 。 外 面 の 色調 は 赤褐色 を 呈 し 、 他 と 様相 を 異 に す る 。 縄文 を 地文 と し 、

特殊突 帯 に よ っ て 文様帯 を 構成 し て い る 。 文様 モ チ ー フ は 基 本 的 に 横位 と 考 え ら れ る が 、 円 形 · 弧状 ・

格子状 で幾何学的 な 感 じ を 受 け る 。 突帯上の 押 し 引 き は 平 面 で逆 「 C 」 字状 を 呈 し て お り 、 断 面 は 半

円 形 で あ る 。 押 し 引 き の 間 隔 は 均ー で丁 寧 に 引 か れ て い る 。 突帯脇 に は は み 出 し が残 る 。

1 1 5 は 平行す る 3 条 の 突帯 を 有 す る 胴 部 片 であ る 。 地文は 縄文で あ る 。 摩滅 し て お り 確認す る の は 困

難 で あ る が 、 突帯上 に 押 し 引 き が施 さ れ て い る 。 平面形 は 逆 「 C 」 字状 に 見 え る 部分 も あ る 。 た だ し 、
一 番上の 突 帯 の 断面 は 三角 形状 を 呈 し て お り 、 押 し 引 き が施 さ れ て い る か ど う か は 不 明 で あ る 。 強 い

て 分類 す る な ら 、 2 II B b に 属す る 。

1 16 は 、 口 縁部が受け 口 状 で く ぴれ た 頸部か ら 胴 部が張 り 出 し 、 底部 に 向 か っ て 収束 し て い く 器形 を

呈す る 。 上か ら 見 た 形 は 、 胴 部 は やや 円 形 に 近 い が 口 縁部は 四 角 形 に な る 。 口 縁端部 は 面取 り し 、 縄

文 を 施 し て い る 。 欠 損 し て い る の で正確 さ に か け る が 、 外面に は ほ ぽ等間 隔 に 短 隆線 を 貼 付 し て い る

と 思 わ れ る 。 口 縁部外側 に は 平行す る 2 条 の 縄文突帯 を 貼 付 し 、 地文は 撫 で消 さ れ て い る 。 ＜ びれ た

頸部か ら 張 り 出 し た 胴 部 に は 、 平 面形が逆 「 く 」 字状 で断面形が砲弾状 の 特殊突 帯 を 数 条 貼 付 し 、 胴

部文様帯 を 形成 し て い る 。 最 も 張 り 出 し た 胴 部 中 央 に は 6 条か ら な る 同 心 円 状 の 突 帯 が あ り 、 そ れ ら

の 間 を 5 条 の 直線 ・ 曲 線 の 突 帯 でつ な い で い る 。 収束 し 始め る 胴 部下 半 に は 平行す る 2 条 の 縄文突帯

が あ り 、 胴 部 文様帯 を 区画 し て い る 。 突帯脇 に は 若干の は み 出 し が残 る が 、 押 し 引 き の 間 隔 も 均ー で

器 面 に 食 い 込む よ う に し っ か り と 貼 付 ら れ て い る 。 2 II B c に 属 す る 。

1 18 は やや上げ底 気 味 の 底 部 片 で あ る 。 全体 に 縄文が施 さ れ て お り 、 端部 に は 何 も 装飾 を 持 た な い 。

底 面 の 部 位 で は 外側 に か な り 張 り 出 し て い る が 、 上半 では く ぴれ細 く な る 。 お そ ら く 胴 部 で は 再び大

き く 張 り 出 す 器形 を 呈す る と 考 え ら れ る 。 S B 0 1 の床面近 く で置か れ た よ う な 状 態 で 出 土 し た 。 同 S

B 内 出 土 土 器の 中 に は 上部 に あ た る と 思 わ れ る よ う な 破 片 は 確認 で き な か っ た 。 1 19 は 口 端部 を 欠 い た

ロ 縁部 片 と 思 わ れ る 。 上部 に 横位の沈線が 5 条 見 え る が 、 は っ き り し て い る の は 下 3 条 だ け で あ る 。

そ の 下 に は 斜 方 向 の 沈線 が施 さ れ て い る 。 他の S B 出 土遺物 と は か な り 様相 を 異 に す る が 、 胎 土 そ の

他の状況か ら 前期 の 可能性 も あ る の で、 本群に 含め た 。

1 1 9 は P O I よ り 出 土 し て い る 。 底 部 を 欠 く が 、 口 縁端部 ～ 胴 部下半 ま で あ る 。 復原 口 径 は 約36cm ほ ど

で あ る 。 口 縁端部 は 面取 り し て い る よ う に 見 え る 部分 も あ る が 、 た だ単 に ま る め て あ る だ け の 部分 も
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ある 。 い ず れにして も 縄文 か施文 さ れ て いる 。 内面 肥厚 は な い 。 張り出した 胴 部 か ら 頸部で一 旦 く び

れ 口 縁端部に 向か っ て 直線的に 開 く 器形 を 呈する 深鉢である 。 頸部 以下胴部に は地 文である 縄文 が施

文 さ れ て いる だけで、 文 様帯 は 口 縁部 ～ 頸部に かけ て 形成 さ れ て いる 。 文 様帯 は 横位の 特殊突帯数条

によ っ て 構成 さ れ て いる 。 地 文 は 撫で消 さ れ て いる 。 文 様 モ チ ー フ は 口 縁端部 外側に 貼 付 ら れ た 1 条

の 突帯と 頸部の 2 条の 突帯の 間に、 数条の 突帯によ っ て 弧状 • 山 形 な ど が描 き出 さ れ て いる 。 2 条1

セ ッ トに な っ た 短 隆線 も加 え ら れ て いる 。 文 様の 単位は やや不規則で、 全体 を 想定する こと は 困 難で

ある か、 5 - 6 単位である 可能性 か高 い 。 特殊突帯 は 半載竹管状 工具によ っ て 押し引 かれ てお り、 2

II B aに 属する 。 突帯 は 摩滅して いる 部分 も あ り、 頂部 を 失 っ て いる こと を加味して も 断面 は かな り

低 い 。 他の 突帯に 比べ 押し引 きの 間 隔 も 長 い は う である 。 突帯 脇に は は み出し も 見 ら れる 。

148 は 特殊突帯 を 有する 破 片である か、 湾 曲した 断面 か ら 頸部と 考 え ら れる 。地 文 は 撫で消 さ れ て い

る 。 突帯 は 半載竹管状 工具によ っ て 押し引 かれ て いる が丁 寧では な い 。 斜めに 湾 曲 する 突帯 上 を 横 方

向に 押し引 い て いるので、 す れが生 じ て いる 。 突帯の 断面 形 は 半 円 形で、 2 I I  B a に 属する 。

149 も 特殊突帯 を 有する 。 湾 曲した器壁 か ら 胴部 片であると 思 わ れる 。 突帯の平面 形 は 「 C 」 字状で

半戟竹管状 工具による 押し引 き が施 さ れ て いる 。 た だ 断面 は か な り低 く かすかな 盛り上 がりが見 ら れ

るに 過 ぎ な い 。 細 い 枯土紐 を 貼 付し、 その 上 か らしっ かりと器面 に 食 い 込 むよ う に 押し引 い た た めに

低 く な っ たのでは な い かと も 考 え ら れる 。 本 来 は平 行するよ う に も う 1 条の 突帯 が下部に 貼 付け ら れ

て い たよ う である が、 は がれ てし ま っ て いる 。 2 II B aに 属 する 。 地 文 は 縄文である 。

1 50 は 幾何学的 な 文 様 モ チ ー フ を 有する 胴部 片である 。 上原遺跡では他に類 例 を 見 ず、 特異 な 感 じ を

受ける 。 粘土紐 を 貼 付しその 上 を 半載竹管状 工具で押し引 い て いる 。 器面 に 食 い 込 むよ う にしっ かり

と 押し引 かれ て いる 。 た だ粘土紐の 幅 も 工具幅 も他と 比べ て かな り狭 く 、 東 日 本 系の土器に み ら れる

結節 浮線文に 酷似して いる 。 詳細 は 不 明である 。

15 2 は 口 縁部 片である 。 端部に 棒状 工具の 押圧による 凹み を 有する 。 幅 は かな り狭 い が内面 肥 厚して

お り、 その 部分に 縄文 を 施して いる 。 外面 は 縄文地 に 弧状 を 描 く 特殊突帯 が 貼 付 さ れ て いる 。 突帯の

平面 形 は 逆 「 C 」 字状 を 呈してお り、 断面 も やや 高 く な っ て いる 。 押し引 きの 間 隔 は 普通程度であ り、

突帯 脇に は は み出しが見 ら れる 。 2 II B bに 属 する 。

1 54 -1 56 は 同 一 個体である 。 摩滅してお り詳細 は 不 明 だ が、 3 条の 突帯 を 有 する 胴部 片である 。 突

帯 脇に 突帯と平 行する 浅 い 溝状の 凹み か ある こと か ら、 半歓竹管状 工具によ っ て 撫で引 かれ た 感 じ も

み ら れる か、 断面 が三角 形状に 近 いので、 指頭によ っ て 成 形 さ れ たと も 考 え ら れる 。 115と 同 一 個体で

ある 可能性 も ある 。

1 57 -1 59 は 羽状 縄文 が施 さ れ た 破片である 。 1 57 は 口 縁部でや や 湾 曲して いる 。 端部 は ま る め た 後に

半戟竹管状 工具によ っ て 押し引 い て いる 。平面 形 は 「 C 」 字状で断面 は 半 円 形である 。 1 58 は やや 厚 い

器壁である 。 （堀 田 一 浩）
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第 3 群 縄文時代 中 期 以 降に 属する土器群

（第 1 7 1図120 - 12 7 図版55 第 174図160 - 164 図版58 第 1 75図165 - 1 75 図版58)

120 - 12 7 は 同 一 個体である 。 C '5 1 - D '52グリ ッ ドに点 在して いる ピ ッ ト群内で出土して いる 。 C

2 群 II類に分類 さ れる 。 ゆる い 波状 口 縁である 。 地 文 は 縄文の 条 か交互に 深 い 浅 い を 繰り返す 現象が

観察 さ れる 特殊縄文（原 体 は 縄巻縄文と 考 え ら れ て いる ） である 。 内 湾 する キ ャ リ パー 形の 口 縁部に

平行沈線によ っ て 、 横位に 連 弧文 を 描 く 。 た だし上 か ら 二段目 以 下 は 上 下の 弧 を 逆にして 眼鏡状に 描

い て いる（第 1 7 1図 推定復原図参照 ） 。 船元 ・ 里 木式土器様式の 第 4 様式に 該 当 すると 考 え ら れる 。

160 · 165 · 1 70 は 撚 糸 文地 に平 行沈線で文 様 を 描 く 土器群で、 C 3 群に分類でき る 。 160 は 細 い 隆帯

を 貼る 。 1 70の 平行沈線の 幅 は比較 的 広 い 。

16 1 は 無文地 に 隆帯 を 多 用して 文様 を 施す もので、 C 5 群 I 類 Aに分類でき る 。 第 2地点出土 例にお

い て は 口 縁屈 曲部 上面 に 刺突列 を 施す 例 か 多かっ たか、 本例 は内面 に 存 在 する点で特徴的である 。

162 は 無文地 で、 口 縁部に 押し引 き列 を 施す もので、 C 6 群に分類でき る 。

163 · 164 は 無文地 に 沈線で文様 を 施す もので、 中 期に 属 すると 考 え ら れる 。 169 は 無文地 に 部分 的に

縄文 を 施した粗製の 深鉢で、 中 期の ものと 考 え ら れる 。 168 は 撚 糸 文 を 施した胴部 片で、 中 期の ものと

考 え ら れる 。

166 は 沈線で文様 を 施した 口 縁部 片で、 K 3 群に分類でき ると 考 え ら れる か 、 小片の た め確証に は欠

ける 。

16 7 は 縄文地 に 隆帯 を 貼 り 、 隆帯に 平行して 平行沈線 を 施す 深鉢の 胴部 片である 。 C 2 群 I 類に分類

でき る 。

1 7 1 は 注 口土器の 注 口 部である 。 後期に 属すると 考 え ら れる 。

172 · 1 73 は 口 縁部に 横位の 沈線 を 施す 深鉢の 口 縁部 片で、 北 陸地 方の 編年でい う 、 御 経塚式に 併行

する 資料と 思 わ れる 。 ゆる い 突起状の 波状 口 縁 を な すよ う である 。 （近藤大典 ）
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2 . 石器

第 4地点か ら は485点の 石器 が 出 土 し た 。 以 下 、 器種 ご と に 説 明 を 加 え る こ と に す る 。

1 . 石鏃

6 点出 土 し た が 、 そ の う ち 5 点か折損 品 で あ り 詳細 は 不 明 で あ る 。 石材 は チ ャ ー ト が 5 点、 流紋岩

質溶岩が 1 点で あ っ た 。

2 . 石槍

l 点出 土 し た か 、 基 部 の 一 部 を 残 し て 折 損 し て い る た め 詳細 は 不 明 で あ る 。 石 材 に は チ ャ ー ト を 用

い て い る 。

3 . 石錐

l 点出 土 。 チ ャ ー ト を 使 用 し て い る 。 錐部 の 断面 形 は 菱形 を 呈す る か 、 両 側 縁 か ら 基部 に か け て 調

整がみ ら れ る こ と か ら 石鏃 の 可能性 も 含ん で い る 。

4 . ス ク レ イ パー類

削 器 か 4 点、 掻器 I と 掻器 III . 複合 ス ク レ イ パー か 各 1 点ず つ 出 土 し た 。 削 器 は チ ャ ー ト 製か 3 点、

流紋岩 質溶岩 （ サ ヌ カ イ ト ） が 1 点で あ る 。 刃 部 は 両 面 調 整 に よ る も の か 1 点で 、 片 面調 整 に よ る も

の か 3 点で あ っ た 。 ま た 、 直 線状 の 刃 部 を 有す る も の は 3 点で あ り 、 凸 状 に 外彎 す る 刃 部 を 有す る も

の は 1 点で あ っ た 。 掻 器 I の 1 点は チ ャ ー ト 製 で、 両 面 調 整 に よ り 1 カ 所の 刃 部 を 作 出 し て い る 。 刃

部平面 形 は 凸 状 に 外彎 し て い る 。 掻 器 III の 1 点は チ ャ ー ト 製 で 、 両 面 調 整 に よ り 刃 部 を 作 出 し て い る 。

複合 ス ク レ イ パー の 1 点は チ ャ ー ト 製 で 、 削 器的 な 刃 部 1 カ 所 と 掻器 的 な 刃 部 l 力 所 を 有す る も の で

あ る 。 削 器的 な 刃 部 は 裏か ら 表へ の 片 面調 整 に よ っ て 直 線状 に 作 出 し 、 掻 器的 な 刃 部 は 両 面か ら の 調

整 に よ っ て 凸 状 に 作 出 し て い る 。

5 . 打製石斧 ( 1 · 2 )

34点出 土 。 用 い た 石材 は 、 砂岩 1 6点、 泥岩 14点、 安 山 岩 3 点、 花 こ う 閃 緑斑岩 l 点で あ る 。

形態 に よ り 分類 す る と 、 1 類 の 両側 縁 か は ぱ平行す る 短冊形が 9 点、 2 類 の 両 側 縁が基部 に 向 か っ

て 収 束 す る 撥形が19点、 3 類 の 両 側 縁 に 挟 り を 作出 し た 分銀 形 が 1 点、 折 損 に よ り 分類不能 な も の か

5 点で あ っ た 。 背 面 ま た は 腹 面 に 自 然面 を 有す る も の は 18点で 、 全体 の 53% に な る 。 刃 部 に 磨耗 の み

ら れ る も の は 24点で、 折損 等 に よ り 不 明 の 8 点を 除 く と 全体 の9 2 % を 占 め る 。 25点に 折損 が 認 め ら れ 、

基部折 損 が10点、 刃 部折 損 が 7 点、 基部 と 刃 部 の 両 方 を 折捐 す る も の が 1 点、 残 り 7 点は 基部 ま た は

刃 部 を 一 部折損 す る も の で あ る 。

1 は 、 石材 に 硬 質 の 砂岩 を 用 い て い る 。 表面右側 に 打点を も つ横長剥 片 の 両 側 縁 を 折 り 取 っ て 形状

を 整 え て い る 。 刃 部 は 偏 刃 に な っ て お り 、 斧 と し て の 使用 も 考 え ら れ る 。 2 も 砂岩 製 で 、 右側縁部に

打点を も つ横 長剥 片 の 両 側 縁 に 袂 り を 入 れ 、 分銅 形 に 整形 し て い る 。 幅広 い 半 月 形 の 刃 部 を 有す る 。
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6 .  磨製石斧 ( 3·4 )

2 点出土 。 3 は 砂岩製 、 4 は 蛇 紋岩製であ り 、 剥離によ っ て 概 ね 整形した 後 、 念入 り な 研磨 を 施し

て いる 。 い ず れ も 直 刃 を 有して いる 。

7 .  石核 ・ 剥片類 ( 5·6 )

3 72点出土 。 その う ち16点 が石 核である 。 5 の石材 は水晶であ り 、 五角 柱状の形態 を 呈して いる 。 剥

片 剥 離の 痕 跡 が わ ず かに 確認でき る こと か ら 取 り 敢 え ず 石 核とした が 、 詳細 は 不 明である 。 6 の石 核

は 、 剥片 を 素材とし、 その 縁 辺 部 を 打面 と する タイ プで、 作業面 が背面 と 腹面 の 両面 におよ ぶ もので

ある 。

8 .  剣 片条IJ離 を施 さ れ た 剥 片 ( R F ) 

13点出土 。 刃 部の タ イ プ は 削器的 、 掻器的 、 複合の 3 つに分け ら れる 。 その内 訳 は 次の表のとお り

である 。

第19表 R F 分類別 出土点数

刃 部の タ イ プ 刃 部数 刃 部箇所の平面形 と 調 整方法 出 上 点数

削器的 1 虹線状（ 片 面 ） 4 

凸 状 （ 両 面 ） 1 

凹 状 （ 両 面 ） 1 

凹 状 （ 片 面 ） 1 

不定形 （ 片 面 ） 1 

2 不定形 （ 片 面 ） ・ 直線状（ 交 互 ） 1 

不定形（ 一 部両 面 ） ・ 直線状（ 両 面 ） 1 

3 直線状（ 片 面 ・ 一部片 面 ） ． 凹 状 （ 片 面 ） 1 

掻器的 1 凸 状 （ 片 面 ） 1 

複合（ 掻 ・ 削 ） 2 直線状（ 片 面 ） ・ 直線状（ 片 面 ） 1 

合計 13 

9 .  微細 な条IJ離痕 を有す る 条IJ 片 ( U F ) 

8 点出士 。 剥 離痕の 箇 所 は 側 縁部と 末端部に分け ら れる 。 側 縁部に は 縁 辺 の 角 度 か急で凸状 を 呈す

る もの か1 点 、 緩 い 角 度で直線状の もの 4 点 ・ 凸状の もの1 点 ・ 不定形の もの1 点 か認め ら れ た 。 末

端部に は 緩 い 角 度で不定形 な 剥 離痕 を も つ もの1 点 が確認でき た 。

10. 打欠石錘 ( 7 - 1 3) 

14点出上した 。 すべ て遺構外か らの出土である 。 石材 は 砂岩 7点 、 泥岩6 点 、 花 こ う 閃 緑斑岩1 点

と 本遺跡付近で入手 可能であ ろ う と 思 わ れる もの ばか り である 。 14点 中 、 1 点の み が欠 損して いる が 、

あとの13点 は 完形である 。 完形 品の う ち 7点 を図示した。

7 は 断面 か く さ び形 をして いる 。 機能部 作出の ための 打欠 は 同 一 方 向 か らの み 行 わ れ て いる 。 8 は 卵

形 をした平面形 を も つ 。 全体によ く 磨 滅してお り機能部の 打欠 は 両端と も さ は ど 明 確では な い 。 中 央部
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の長軸 方 向 に 帯状痕跡 か確認 で き る 。 9 は 機能部 の 作 出 法 に 特徴 か あ り 、 片 方 は 片 側 だ け か ら の 一 撃

で剥 離 を 施 し て い る か 、 も う 片 方 は 両 側 か ら 二度 に わ た り やや 小 さ め の 剥 離 を 施 し て い る 。 10 は 全体

に よ く 磨滅 し て い る 。 機能部 は 長軸 の 両端 に わ ず か に 設 け ら れ 、 そ の 剥 離は 他の石錘 と 比較す る と 小

さ い 方 で あ る 。 帯状痕跡が確認 で き る 。 1 1 は 本地点 出 上石錘 の う ち 最大 の も の で あ る 。 10 と 同 様 の 技

法 で機能部 を 作 出 し て い る 。 1 2 は 当 然 の こ と な か ら 両 面 に 帯状痕跡が確 認 で き る か 、 1 3 は 片 面 し か 確

認 で き ず 、 反 対側 の 面 は あ ま り 磨滅 し て い な い 。 2 点 と も 第 1 分類 で い う 2 類 に 属す る 。

ま た 、 本地点 か ら も 第 1 地点 と 同 様 に 、 打欠石錘 と 酷似 し た 泥 岩 製 の 二次 調 整 を 施 し た 剥 片 類 も 出

土 し て い る 。 機能部か 明 確 で な い こ と や 打製 石 斧 に も サ イ ズ的 に 不適 で あ る こ と な ど か ら 、 あ え て ど

こ に も 含め ず 、 分類 し て い な い 。 こ こ で 出 土 し た と い う 事実 の み 記載 し て お く 。 （ 堀 田 一 浩 ）

1 1. 切 目 石錘 ( 14 - 20 )

1 1 点 出 土 し た 。 すべ て 遺構外か ら の 出 土 で あ る 。 石材 は 砂岩 9 点 、 泥岩 2 で あ る 。 長 さ ・ 幅 • 厚 さ ・

質量 の 最大値か そ れ ぞ れ7 . 4cm 、 3 . 3cm 、 1 . 5cm 、 41 . 0 g と 、 隣接す る 第 1 地 点 の切 目 石錘 と 比較 し て も

全体的 に 小 さ い 。 1 1 点 中 、 欠 損 し て い る 4 点 を 除 き 、 完 形 で あ る 7 点 す べ て を 図 示 し た 。

14は 小 さ く 丸 い 扁 平 な 礫 を 素材 と し て い る 。 切 目 は 浅 く 比較 的 短 時 間 で製 作 で き た こ と が う か か え

る 。 第 1 分類 の 1 B 1 に 属 す る 。 1 5 は 機能部 の 作 出 法 か わ り と は っ き り わ か る 。 斜 め 方 向 に 両側 か ら

切 目 を 施 し 、 端部 では そ の切 り 合 い か確認 で き る 。 切 目 は 長 い 。 1 6 に は 帯状痕跡 が確 認 で き る 。 平 面

形 は 19 を さ ら に 長軸 方 向 へ の ば し た よ う な 均 整 の と れ た 形 を 呈 し て い る 。 機能部 と な る 切 目 は 、 垂直

方 向 の み か ら では あ る か 、 力 強 い 施工が な さ れ て い る 。 第 1 分類 の 1 B 1 に 属 す る 。 1 7 は 小粒 で あ る 。

斜め に 切 目 が施 さ れ 、 片 方 の切 目 の延長先か他方 の切 目 に つ な が っ て い な い 。 切 目 は 比較 的 長 い 方 で

あ る 。 第 1 分類 で い う 1 B 3 に 属す る 。 18 も 17 と 同 様 に 斜 め に 切 目 か施 さ れ て い る 。 切 目 は 長 い 方 で

あ る 。 扁 平 な 円 礫 を 素 材 と し て い る 。 第 1 分類 の 1 B 3 に 属 す る 。 1 9 の 平 面 形 は 均 整 の と れ た 楕 円 形

を 呈 し て い る 。 機能部 と な る 切 目 も 長 く て い ね い に 施工 さ れ て い る 。 か す か に 帯状痕跡 か確 認 で き る 。

第 1 分類 の 1 B 3 に 属 す る 。 20 は 第 1 分類 で い う 2 類 に 属 す る 。 2 点 し か 出 土 し て い な い う ち の 1 点

であ る 。 層 状 に 剥 離す る 材 質 に 加 え 、 素材 自 体が薄 い の で 、 片 方 の機能部 は は っ き り し な い 。 端部 を

打 ち 欠 い た 後 に 切 日 を 施 し て い る 。 第 1 分類 の 2 A 1 に 属 す る 。 （ 堀 田 一 浩 ）

12. 凹石 ・ 敲石 ・ 叩石 ・ 磨石類 ( 2 1 · 22 )

14点 出 土 。 石材 は 砂岩 か 9 点 、 安 山 岩 か 4 点 、 礫岩か 1 点 で あ っ た 。 機 能 の 組み 合 わ せ を み る と 、

敲 き の み が 3 点 、 叩 き の み が 2 点 、 磨 り の み か 1 点 、 凹 み （ 表 面 ） と 敲 ぎ か 1 点 、 敲 き と 叩 き が 2 点 、

敲 き と 磨 り が 1 点 、 叩 き と 磨 り か 1 点 、 凹 み （ 表面 ） と 敲 き ・ 叩 き か 2 点 、 敲 き と 叩 き ・ 磨 り が 1 点

であ っ た 。 凹 み の 形 態 は 、 円 形 な い し 楕 円 形 で鍋底状 の 凹 み を 有 す る も の が 3 点 で、 凹 み の 位置 は 3

点 と も は ぼ 中 心 に 凹 み を も つ 部類 に 属 す る 。 敲打痕 の 位置 は 、 ほ ぼ 中 心 に あ る も の か 1 1 点 、 中 心か ら

す れ る 箇 所 に あ る も の は 2 点 、 3 つ 以上の敲打痕 か ラ ン ダ ム に 存在す る も の は 3 点 、 側 面 に あ る も の

は 5 点 で あ っ た 。 敲打痕が長軸 の 一端 ま た は 両端 に 集 中 す る 叩 石 は 8 点 出 土 し た 。 磨 面 を も つ も の は

4 点 出 土 し 、 すべ て 自 然 面 を 加工す る こ と な く そ の ま ま 使 用 し て い る 。 磨 面 は 、 両 面 に 確認 で き る も

の か 3 点 、 片 面 の み に 確認 で き る も の か 1 点 で あ っ た 。
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21は 礫岩製 で、 片 面 の ほ ぼ 中 心 に 敲打痕がみ ら れ る 。 22は 砂岩製 で、 表裏 及 び側 面 に 敲打痕かみ ら

れ 、 表裏両 面 に は 磨 り が確認 で き る 。

13. 石皿

安 山 岩 製 の も の が 1 点 出 土 し た 。 自 然 の 凹 み を 利 用 し 、 礫面 を 加工す る こ と な く そ の ま ま 使用 し て

い る 。

14. 異形石器 ( 23 )

23 は 、 石材 に チ ャ ー ト を 使 用 し て い る 。 平面形 は 、 異形部分磨 製石器 に 似 る が、 研磨部分 を 見 出 す

こ と は で き な い た め 異形石器 と し た 。 表面右側 縁部 と 脚 部 に 、 節理に よ る 折 れ面が認め ら れ る 。 表裏

両 面 と も に 二次調整が施 さ れ 、 素材剥 片 の剥離面 を 確認す る こ と は で き な い 。
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第 6 章 第 5 地点

第 5地点は 、 中 位段 丘 中 央部 山 側 の 谷下 に 広が る 崖錘お よ び そ の 下 の ア カ ホ ヤ 火 山 灰 ( K - A h ) を

含 む 黒 褐 色 土 が残 る 範 囲 で、 約7 , OOO rrf の 広 さ が あ る と 推定 で き る （ 第 178図参照 ） 。 平 成 4 年度 に 第 2

地点で は 範 囲 確 認 の た め の 試掘調査 を 行 っ た 。 そ の 際に 掘 削 し た H ト レ ン チ の セ ク シ ョ ン で、 厚 さ l

m は ど の 大規模 な 崖錘 と そ の 下 に 厚 さ 約30cm ほ ど堆積 し た 黒 褐 色 土 を 確認 し た 。 そ の 範 囲 を 確認す る

た め に 、 さ ら に H ト レ ン チ を 延長 し た と こ ろ 、 崖錘 は 東西 方 向 約40 m に わ た っ て 広 か っ て い た 。 堆積

状況 は 、 山 側 へ行 く は ど 薄 く な り 、 山側斜面 に は つ な か っ て い な か っ た 。 こ う し た 状況か ら み て 、 こ

の崖錘 が 山 側 （ 西側 ） よ り 崩 れ て き た も の と は 考 え ら れず 、 北西 に 位置 す る 第 3地点東 の 谷 の 方 向 よ

り 崩 れ て き た も の で あ る と 推測 で き た 。

崖錘下 の 黒 褐色土 の堆積状況は 、 さ ら に 下層 の 黄褐色砂礫層 に 沿 っ て 背後 の 山 側 へ行 く は ど 高 く な っ

て い る の か確認 で き た 。 こ の 黒 褐 色 土 は 崖錘が堆積 す る 直 前 の 旧 表土 で あ る と 考 え ら れ る 。 掘 削 直 後

の 段 階 で は 、 そ の堆積状 況か ら 、 か つ て こ の 一 帯 に 泥炭地が広が っ て い た の で は な い か と 推 測 し た 。

立証すべ く 外部業者 に 依頼 し て 黒 褐色 土 の 花粉分析 と プ ラ ン ト オ パー ル分析 を 行 っ た と こ ろ 、 花粉 は

検 出 で き な か っ た も の の 、 ネ ザサ ・ ク マ ザサ属 そ し て ヨ シ 属 の プ ラ ン ト オ パー ルが検 出 さ れ た 。 分析

結果か ら 考 え る と 、 当 時 こ の 一 帯 は 泥炭地で は な く 、 森林の下草 的 存 在 でチ シ マ ザサ な ど の ク マ ザサ

属が生育 し て お り 、 やや 開 け た 陽地 に は ネ ザサ が進 入 し 、 ス ス キ な ど が群生 し て い た 状況や 、 ヨ シ 属

かみ ら れ る 水域 （ 湿地 ） も 一 時 期 存 在 し て い た こ と がわ か っ て き た 。

ま た 、 黒 褐 色土 中 に は き ら き ら と 光 る ガ ラ ス 質の物質か 肉 眼観察 で も 確認 で き た 。 こ の 物 質 は テ フ

ラ 分析 の 結 果 、 今か ら 約6 , 300年前 に 西 日 本 を 中 心 に 降下 し た 鬼 界 ア カ ホ ヤ 火 山 灰 ( K - A h ) の 火 山

ガ ラ ス で あ る こ と が判 明 し た 。 こ の こ と か ら こ の 黒 褐 色 土 か堆積 し た の は 縄文時代前期 ～ 中 期 に か け

て の 時期 で あ る 可能性 が高 く な っ て き た 。 隣接す る 第 2地点で は 既 に こ の 時 期 の 遺物や 遺構が確認 さ

れ て い た し 、 本地点の堆栢状況 も 比較的安定 し て い た の で 、 遺構検 出 お よ び遺物の 出 土 が期 待 さ れ た 。

平成 5 年 度 に は 、 こ の 崖 錘 お よ び黒褐色土 の残 る 範 囲 を 推定 し 、 「上原 遺跡 第 5地点」 と し た 。 調査

前 の段 階 で地形測 最 を 行 い 、 8 m メ ッ シ ュ の グ リ ッ ド を 設定 し た 。 本調査 で は 10本 の ト レ ン チ に よ り

約958 面 を 掘 削 し た 。 範 囲 確 認 と 黒褐色土 中 の 遺構 ・ 遺物の 検 出 を 目 的 と し て 、 上層 の 崖 錘 ま で を 重機

で除去 し 、 黒 褐 色 士 以 下 を 手掘 り で慎重 に 調在 し た 。

第 1 節 層 序

本地点の 層 序 は 第 1 79 図 に 示 す 通 り で あ る 。 崖錘 ( a ) を 除 け ば 、 本遺跡全体 を 貫 く 基本 層 序 と 食 い

違 わ な い 。 た だ基 本 層 序 の 第 II 層 に 相 当 す る 黒褐色土 （ 本地点での 第 II 層 と /3 ) か崖錘 に よ っ て 分 断

さ れ て い る 。 本地点の 第 III 層 暗褐 色 土 か ら は 、 縄文時代早期 の 土 器 が 出 土 し て い る （ 第 3 節 参照 ） 。 そ

の 土 器の 摩滅 が少 な い 状況か ら 考 え る と 、 流れ込み と は 判 断 し 難 く 、 第 III 層 は 縄文時代早期 の 遺物包

含層 で あ る 可能性が高 い 。 従 っ て 、 そ の上層 に あ た る B は 縄文時代早期 以 降 の堆積 と い う こ と に な る 。

1 0本 の ト レ ン チ の セ ク シ ョ ン か ら 崖錘 ( a ) お よ び黒褐 色 土 ( /3 ) の 範 囲 を 想定 し た も の が 第 1 78 図

で あ る 。 当 初 想定 し た 範 囲 と 比較 し て み る と 、 東 （ 川 ） 側 に つ い て は ほ ぼ同 様 で あ っ た か 、 西 （ 山 ） 側 は
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・ は 遺 物 の 出 土 位 置 を 示 す

心万 崖錘お よ びア カ ホ ヤ 火 山灰 (K-Ah) を 含 む, __ 
黒褐色土が残 る 範囲 ゜ 4 0 m  

(s  = 1/isoo ) 

第 1 7 8 図 第5地点 ト レ ン チ 及び遺構配置図

予 想 以 上 に 山 側 斜 面 に 近 い と こ ろ ま で 広 が っ て い る こ と か判 明 し た 。 改 め て 本 地 点 に 広 が る 崖 錘 が 、

第 3 地 点 東 谷 の 東 上 方 斜 面 か ら の 大規模 な も の で あ っ た こ と が確 か め ら れ た 。 な お 第 5 . 第 6 . 第 9

ト レ ン チ で は 、 本 地 点 を 特徴づけ る 大 規模 な 崖 錘 ( a - 2 ) の 上 に 別 の 崖 錘 ( a - 1 ) が 複数 確 認 で き た 。

段 丘 背 後 に 迫 る 山 側 斜 面 か ら の 数 度 に わ た る 崩 落 の 様 子 か う か か え る 。 堆積 状 況 の 詳 細 は 各 ト レ ン チ

の セ ク シ ョ ン 図 （ 第 000 - 000 図 ） で示 す 。 な お 、 セ ク シ ョ ン 図 は 紙 面 の 関 係 上制 限 かあ る の で 、 一 部

を 削 除 し て 掲 載 し た 。

第 5 地点土層模式図 （ 第 3 ト レ ン チ 西壁 セ ク シ ョ ン 図 を 茎 に作成）

a -2 3 1  O .Om 

I ・ ・ ・ ・ ・ 1 0YR2/2 黒 褐 色 土 （ 表土 ）

]] ・ ・ ・ ・ ・ 1 0YR3/2 黒褐 色 土 一 部炭化物 を含む

O! - 1 ・ ・ ・ 1 0YR4/4 褐 色 土
</!20cm 角 礫混 入
やや土壌化を受けている

a -2 … 1 0YR5/8 黄 褐色土
</!20cm 角 礫 混 入

a -3… 1 0YR4/4 褐 色 砂 質 土

B … · · 1 0YR2/3- 2/2 黒褐 色 土
ア カ ホ ヤ 火 山 灰 (K-Ah) を含む

m … · · 1 0YR3/3 暗褐色 土 粘 質あ り

N · … · 1 0YR5/6 黄褐色砂質土

V :,{_ 

3 1 1 . 0m 

B
 

- - - - - - - - - - - - - -� - - - - - - -/-- - - - - - - - - - - - - - - - - - -- - - - - - - 、 - - - - - - -

第 1 7 9 図 第 5 地 点 土 層 模 式 図
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a" は 0' -2以前の崩士 2.5YR4!6 にぶい黄色～2.SYRS/4 黄褐色 </JI Ocm以下の角礫混入 鉄分沈着あり

a' は か2以後の崩土 2.5YRS/4 1ごぶい黄褐色 ¢ 1 5cm以下の角礫混入

第 6 ト レ ン チ南壁 ( 1 )

3 1 5.0m 
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I · Il · a - 1 · a -2 · か3 · /3 · m · IV の土色お よ び注記 に つ い て は 第 1 7 9図参照第 7 ト レ ン チ西壁
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を 削 っ て 堆積 し た 可能性あ り
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翌
プ

て 第 9 ト レ ン チ 北壁 (2 )
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J OYR5/4 黄褐色 しまり ・ 粘質あり鉄分が沈着
lll - 1 ・ ・ ・ ・ · J OYR5/3-

叫2 · ・ ・ ・ · J OYR4/4 褐色 しまりあり
4ヽ礫含む 炭化物 あり

J OYR3/4 賠褐色 しまり あり
叫3 · ・ ・ ・ · J OYR3/3-

N Ill -3 

3 1 4 .0m 

3 1 3 .0m 

3 1 2 .0m 

3 1 1 .0m 

皿3 lV 
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第 2 節 遺構

本地点で検 出 し た 遺構 は 、 焼礫集積遺構 l 甚 と 集石遺構 の 可能性 が あ る 遺構 1 基 の 2 基 で あ る 。

焼礫集積遺構 ( S I 0 1 ) < 第 185 図 図 版 8 〉

第 6 ト レ ン チ Z 63 グ リ ッ ド 第 III 層 中 で検 出 し た 。 位置 は 第 3地点東 谷 の 中 で も か な り 山 側 斜面 に 近

い と こ ろ で あ る 。 こ の 辺 り で は 崖 錘 ( a - 2 ) や黒褐色土 ( /3 ) が見 ら れず 、 そ れ に か わ っ て よ り 新 し い

崖錘 ( a - l ) がか な り 厚 く 堆積 し て い る 。 S I 0 1 は こ の 新 し い 崖 錘 ( a - 1 ) 下 の 暗褐 色 土 中 で確認 し た 。

平 • 断 面 で の 観 察 に お い て も 明 確 な プ ラ ン は 確認 で き な か っ た が 、 礫 の 集積 範 囲 は 長径約 2 m 短径

約 l m の 楕 円 形 を 呈 し て い る 。 若干礫 の 集 中 に ば ら つ き が あ り 、 2 基 で あ る 可能性 も あ る 。 半割 し た

と こ ろ 礫 の 集積 は 二重 ～ 三 重 で 、 土 坑 内 に 礫 を 積 む と い う 形態 で は な い 。 礫 は 全部 で288個 あ り 、 そ の

ほ と ん ど で あ る 259個 （ 約90% ) が被熱 し 、 割 れ て い た 。 使用 さ れ て い た 礫 は 砂岩 の 円 礫 ～ 亜 円 礫が 多

く 、 中 に は チ ャ ー ト の 円 礫 も 認め ら れ た 。 チ ャ ー ト の 円 礫 は 固 い た め か 割 れ て い る も の が 多 か っ た 。

お そ ら く 揖斐 川 本 流 の 川 原 で採集 で き る 礫 を 使用 し た も の と 考 え ら れ る 。 礫 に 混 じ り 、 第 III 層 中 か ら

は 多量 の 炭化物が確認 で き た 。 本遺構の 帰属時期 は 、 ア カ ホ ヤ 火 山 灰 を 含む B 層 よ り 下 層 で検 出 さ れ

た こ と を 根拠 に す る と 、 縄文時代早期 の 所産 で あ る 可能性 が高 い 。

集石遺構 ( S I 02) < 第 185 図 〉

第 9 ト レ ン チ 第 III 層 中 で検 出 し た 。 平 面 的 に 見 て 、 人頭大の 扁 平 な 川 原 石 が 人為 的 に 集 め て あ る よ

う に 見 え た こ と か ら 、 集石遺構 と 判 断 し 掲載す る こ と に し た 。 平 面 観 察 の 後 に 半割 し た が下 部 に 礫が

敷 き 詰 め ら れ て い る 様子 は な く 、 検 出 面 で確認 し た 状況の ま ま で あ る 。 遺 物 の 出 土 は な く 詳 細 は 不 明

で あ る が 、 S I 0 1 と 同 様 な 理由 か ら 縄文時代早期 の 所産 で あ る 可能性 が あ る 。

第 3 節 遺物

本地点か ら 出 土 し た 遺物 は 縄文土器 1 2点、 石器40点、 そ の 他 1 点の 計5 3点で あ る 。 遺物 は 第 3 · 4 ·

6 · 7 · 9 · 10 ト レ ン チ か ら 出 土 し て い る 。 出 土 し た ト レ ン チ ・ グ リ ッ ド ・ 層 位等 は 第 二分 冊 第 1 78

図 の 通 り で あ る 。 出 土 し た 遺物 を 縄文土器 · 石器 • そ の 他 に 分類 し 、 そ れ ぞれ の 説明 を 以下 に 記す 。

1 . 縄文土 器 く 第 186 図 3 - 9 図 版59〉

全部 で1 2点出 土 し た も の の う ち 、 7 点を 図 示 し た 。 3 - 6 は 同 一 個体 で あ る 。 5 点出 土 し て い る 。

砲弾型 を し た 深鉢 の 口 縁部 の 破 片 で 、 ま ず 口 縁部外側 に 左上か ら 右下 へ と 斜 め の刻 み を 入れ 、 そ の 後 、

刻 み を 入れ た 下 に 横位 の や や く ず れ た 山 形 の 押 型 文 を 施 し て い る 。 山 形文が あ ま り 波 打 っ て お ら ず 、
一 見平行線状 に も 見 え る 。 原体は 4 列 の構成 と 考 え ら れ る 。 胎 土 に は 細砂が含 ま れ て い な い 。 焼 成 は

良 好 で あ る 。 内 面 に ミ ガ キ の 痕 跡 が あ り 、 器壁 は 約 7 mm ほ ど で あ る 。 縄文時代早期 の 押 型 文土 器 で あ

る 。 東 大 阪 市 の神並遺跡 出 土 の 類 例 が あ る 。 7 - 9 は 摩滅 が激 し く 、 詳 細 は 不 明 で あ る 。 図 化 し て い

な い 他 の 土器 も 同 様 で あ る 。 器壁 は 薄 い が 、 繊維痕が確 認 で き る 部分 も あ り 、 B 層 ～ 第 III 層 か ら 出 土

し て い る こ と も 加 味 し て 考 え る と 、 早期 の も の で あ る 可能性が高 い 。
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2 . 石 器

第 5 地点 か ら は 合計40点 の石器が 出 土 し た 。 以 下 、 器種 ご と に 説 明 を 加 え る こ と に す る 。

1 .  石鏃 ( 1 )

1 点 出 土 。 石材 は チ ャ ー ト を 使 用 。 1 は 鋭角 な 先端部 を も ち 、 脚 部 に あ た る 部分 は 外 反 し 、 扶 り が

入 る 。

2 . 打製石斧 ( 2 )

砂岩 製 の も の が 1 点 出 土 し た 。 2 は 両側 縁か基 部 に 向 か っ て 収 束 し 、 刃 部 は 一 部折損 す る も の の 刃

部が最大幅 を 有す る も の で あ る 。 表面右側 に 打点 を も つ横長剥片 を 使用 し て い る 。 打点付近 の バ ル ブ

の 厚 み を 減 じ る た め に 大 き く 剥 離 を 施 し て い る が 、 結果的 に 分銅 形 の よ う な 扶 り 込み に は な ら ず 、 直

線状 の 側 縁 を 呈 し て い る 。

3 .  剥片類

34点 出 土 し た 。 石 材 の 内 訳 は 、 チ ャ ー ト か3 1 点 、 泥岩が 3 点 で あ っ た 。

4 .  調整剥離 を施 さ れた剥片 ( R F ) 

掻器的 な 刃 部 を 2 カ 所有 す る も の が 1 点 、 ラ ウ ン ド ス ク レ イ パー 的 な 刃 部 を 有す る も の が 1 点 の 合

計 2 点 が 出 土 し た 。

5 .  微細 な剥離痕 を有す る 条IJ片 ( U F ) 

側 縁 部 に 緩 い 角 度 に よ る 直 線状 の 剥 離痕 を 有す る も の か 1 点 と 、 同 じ く 側 縁 部 に 緩 い 角 度 に よ る 不

定形 な 剥 離痕 を 有す る も の が 1 点 の 合計 2 点 が 出 土 し た 。

そ の他

第 8 ト レ ン チ の 排上 よ り 近世陶器が 1 点 出 土 し て い る 。 小 片 故 に 図 化せ ず に 、 出 土 し た こ と の み を

記載す る に 留 め た 。

以上の 出 土 し た 遺物 に つ い て ま と め て み る と 、 第 I 層 お よ び a • /3 か ら の 出 土 は 打製石 斧 と 土 器小

片 で あ る 。 ア カ ホ ヤ 火 山 灰 ( K - A h ) を 含 む 黒 褐色土 ( /3 ) か ら も 土 器小 片 2 点 と 剥 片 1 点 が 出 土 し

て い る が 、 そ の 状況 を 明 確 に 示す も の で は な い 。 一 方 、 第 3 · 4 · 7 · 9 ト レ ン チ 第 III 層 暗 褐 色 土 中

か ら は 、 土 器 ・ 石鏃 • 剥 片 が 出 土 し て い る 。 特に 第 3 ト レ ン チ か ら は 縄文時代早期 の 押 型 文土 器 5 点

と と も に 石鏃 1 点 ・ 剥 片 4 点 が 、 第 4 ト レ ン チ で も 剥 片 類2 1 点 か 出 土 し た こ と は 注 目 に 値す る 。 第 3

4 ト レ ン チ の 位躍 は 本地 点 中 央部 で 、 第 3 地 点 東 谷 の 下 に あ た り 、 水 利 に 都合が よ く 、 生 活 を 営む の

に 適 し た 場 所 で あ っ た と も 考 え ら れ る 。
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第 7 章 第 6 地点

第 6 地 点 は 上原遺跡が存在す る 段丘上 では 最 も 低 い 位置 に あ る 。 第 1 地 点 の 北側 に あ た り 、 中 位段

丘の縁か ら 見渡 す と 、 上流部の 一段低 い 位置 に 東西 に 長 く 広 が っ て い る 。 第 1 地点 の あ る 中 位段 丘 と

の 表 土 面 の 比高差は 約 2 m で あ る が 、 現地 に 立つ と そ れ以上 に 低 く 感 じ ら れ る 。 後世の石組みや 生 い

茂 っ た 樹木等 に よ り 表土面 を 正確 に 復原す る こ と は 困 難 で あ っ た が 、 伐 採 に よ り 明 ら か に な っ た 地形

は 全体的 に 平坦 な も の で あ っ た 。 上原遺跡の あ る 段丘は ど れ も 比較 的平坦 な 地 形 で あ る か 、 本地点 も

そ の例 外 で は な い 。 南 北方 向 の 地形 を 見 る と 、 ほ ぼ平坦 であ り な か ら 中 央部が若干小高 く な っ て い る 。

表土の標 高 は 308 m 前 後 で あ る 。 一 方 の 東西 方 向 も 変 わ ら ず 平 坦 で 中 央部か少 し 高 く な っ て い る 。 後世

の 土盛 り と 考 え ら れ る 部分 を 除 け ば 、 一 様 に 平坦 な 地 形 で あ る と い え る 。

本地点 は 当 初 、 遺跡 と は 認知 さ れ て い な か っ た 。 一段低 い 立地条件や地表面 での 遺物採 集 か で き な

か っ た た め で あ る 。 平 成 4 年 度 に 水資源 開 発公 団 が上原遺跡 の段丘上 で地質確認 の た め の ト レ ン チ 調

査 を 行 っ た 。 中 位段 丘上 の 第 2 地 点 山 側 と 高位段 丘上の 第 3 地点 と 本地点 で あ る 。 遺跡 の 有無の確認

す る た め 立 ち 会 っ た と こ ろ 、 本地点 に あ け た ト レ ン チ A T - 5 の排上 よ り 遺物が出 土 し た 。 出 土 し た 遺

物 は か な り 摩滅 し た 土器 片 と 剥 片 石 器 で あ っ た が、 遺跡 で あ る 可能性 が浮上 し て き た 。 翌平 成 5 年度

に は 遺跡 の 正確 な 範 囲 と 土 層 の 様子 を 把握す る た め に 、 2 m 四 方 の テ ス ト ピ ッ ト （ 以下 T p ) を 6 カ

所 あ け た 。 そ の 内 の T P 20 第 II 層 よ り 縄文土器小片 2 点 、 金属 片 1 点 か 出 土 し た 。 そ の 結果 、 遺跡 で

あ る 可能性が高 ま り 、 本 調査 を 行 う こ と と な っ た 。

第 1 節 層 序

本地点 の A T - 5 の 層 序 と T P 20 の 層 序 、 そ し て 本調査 で確認 し た 基 本 的 な 層 序 を 模式 化 し た も の を

第 189 図 に 掲載 し た 。 そ れ ぞれ の 層 序 を 見比べ て み る と 、 若干の違 い は あ る も の の 基 本 的 な 部分 で は 矛

盾 し な い 。 ま た 上原遺跡全体 を 貫 く 基 本 層 序 （ 第 I 層 表土 • 第 II 層 黒 褐色土 • 第 III 層 暗褐 色 土 • 第 N

① 第 1 ト レ ン チ北壁
② 第 2 ト レ ン チ北壁
③ 第 3 ト レ ン チ東壁
④ 第 4 ト レ ン チ東壁
⑤ 第 5 ト レ ン チ北壁
⑥ 第 6 ト レ ン チ北壁
⑦ 第 7 ト レ ン チ北壁
⑧ 第 8 ト レ ン チ北壁 ＼
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層 黄褐色土 ） に も 通 じ て いる 。 本調査で確認した層 序の模式図を元に 本地点の 堆積状況 を 考 え てみ る 。

最下層 部に 堆積して いる 黄褐色粘質土 は 段 丘形 成に 伴 う ものである 可能性 が 高 い 。 T P 16 - T  P2 1 

の土層における 標 高 を 比較 すると、 T P 16の 第 N層 最上 部 が T P2 1の 第 II層 直 上に 相 当 する（第 188図

参照） 。 多 少の 凹凸 は ある が、 基本 的に は 東か ら 西に かけ て 緩やかに 傾斜して い く 地 形であ っ たと 考 え

ら れる 。 なお、 掘 削 時に は 大量の 水が わ き出し、 調査の 妨 げと な っ た 。

第 W層の 上 方に は 黒 褐 色土の 第 III層 が見 ら れる 。 この 黒 褐 色土 が堆積して いる層 は土 壌化 を 受け た

旧 地表と 考 え ら れ、 本地点 が安定した状態であ っ た こと を 示して いる 。 本 地点内に遺物 が 包 含 さ れ て

いるとした ら、 この層である 可能性 が高 い 。 実際に T P20の 第 III層 か ら は 縄文 時代早期と 考 え ら れる

摩滅した土器片 が出土して いる 。 やや離れ て 西側で掘 削した T P2 1の 第 III層 中よ り採取した炭化物の

放射性炭素年代 測 定結果 は、 14 C 年代値で7 ,640 + lOOy r  B Pであ っ た 。 この 年代 は 縄文 時代早期に 該

当し、 T P20で出土した 縄文土器の 推定年代値と も 矛 盾しな い 。

その 上層に ある B層 は 砂礫層である 。 土 色 は 茶褐 ～ 黄褐色で、 小 型の 礫 を 多 く 含 んでいる 。 洪水に

よ っ て 堆積した層と 考 え ら れる 。 本地点 は 前述のよ う に他 地点に 比ベ 一段 低 い だけでな く 、 遺跡内 最

上 流部に位置 する 。 現地形では 揖斐 川 本 流 は 本地点に 沿 う よ う に 蛇 行してお り、 最 も 河 川の 影響 を 受

けや す い 。 B層 は そ う した 立地 条件下で見 舞 わ れ た洪水によ っ て、形 成 さ れ た可能性 が ある 。
T P  

No. 1 6 

I 暗褐色土 （表土） 1II 黒褐色粘質土 （旧地表）
II 黒褐色土 W 黄褐色粘質土

II a 茶褐色砂礫層
/3 l 茶褐色砂質土

0.5 卜 I 132 茶褐色砂質土 （より細かい）a 
T :i No 7 TP - 0.723m 口No. 1 8 - 0.787m 

T P  ロm ロ1 � ぶ 血2 0
- 1珈 ぷ，

1 .5 卜 I IV ロ
--- ― ー、軒—」

2 1-- /3
皿 1 卜 口 f3 I 

に/3 I a 
m m /3 1 

2 .5 ' N □ �.. m 

N 
―盲M后Y貪

※TPNo.16の表土面を0として各TPのレベル差を考慮し、 模式化して並べた

第 1 8 8 図 第6地点テスピッ ト土層模式図
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AT-5 

I 暗褐色土 （表士） — 0 . 2 m  

II 黒褐色土

m 黒褐色土

ー 1 . 5m

IV 黄褐色土

v 黄 白色粘質土

- - - --- - - �- 2 .5m  

本調査で確認 し た土層模式図

(!/fj) 

CJ) 竺

乙＞

｀ 表土
く 黒褐色土

く やや赤みをおびた黒褐色士

TP No . 2 0  

I 暗褐色土 （表土）

II 黒褐色士

a 茶褐色砂礫層

/31 茶褐色砂質土

/32 茶褐色砂質土

m 黒褐色粘質土

w 黄褐色粘質土

--- - - - - ---- - - - ···· 一· -

ー
II

 

ヽ

�

ノ（ 黒褐色土 （小礫混入）

｝
礫層

Ill

fJ

III
 

｝
｝

 N 

＜ 砂層
く 黒色化

こ 叶 ←—礫層

＜ 砂層

く 黒褐色土

0 I < 黒色化

＜ 黄褐色土

＜ 砂礫層

＜ 漸移層

＜ 黄褐色士

第 1 8 9図 第6地点土層模式図

黒褐色粘質土



AH6 第 1 ト レ ン チ 北 壁 セ ク シ ョ ン 土 色 お よ び注記
I … · 7.SYR• ハ 褐灰色 しまり ・ 粘質なし </>0.3-

4cmの礫を若干 含む 草根多 く含む
ll … · I OYR 切 黒褐色 しまり弱い 粘質弱い～

なし </>05-15cmの円礫を若干含む 草根多い
皿 ・ ・ ・ ・ 7.SYR切 黒褐色 しまり·粘質なし </>0.3-

1 0cmの礫を若干含む 草根多い
IV … · I OYR'ハ 黒色 しまり弱い 粘質弱い～なし

</>0.5-! Scmの礫がやや多い 円 礫 • 亜 円 礫
v … · 7.5YR防 黒褐色 し ま り ・粘質弱い </>5-

7cmの礫を含む
W … IOYR 沼 にぶい黄褐色- IOYR 功 開褐色

しまり・粘質なし 慄層 4>3-20cmの円礫・角牒
渭 … · lOYR S/4 にぶい黄褐色- IOYR 況 黒褐色

しまりややあり～なし 粘質なし 砂礫層
VI ·  … l OYRい にぷい黄褐色 砂層 しまり弱い

粘質なし </>0.5- l cmの礫をやや多い
渭 … · I OYR伍 にぶい黄褐色 砂層 しまり弱い 粘質なし </>0.5- l cm

の礫をやや多い
IX ・ ・ ・ ・ I OYR 4!z /:k黄褐色 しまり弱い 粘質弱い～ なし </>5-! 0cmの礫

がやや多い
X … · I OYR 'I• 褐色 しまり ・ 粘質なし ,/,01-!0cm円礫・ 角礫が多い 砂礫層
XI … · I OYR伍 褐色 しまり ・ 粘質なし 礫をほとんど含まず 砂礫
xn … · 75YR切 黒褐色 しまり ・ 粘質ややあり </>20cmほどの礫を少量含む

東部で黒色化
XIII . .  · · 75YR初 里色 しまり ・粘質ややあり がcm前後の風化した礫をやや多く含む

A H 6 第 2 ト レ ン チ 北 壁 セ ク シ ョ ン 土 色 お よ び注 記
I … · I OYR伍 灰黄褐色 しまり・粘質なし ,/,05-5cm礫を多く含む 表士もしくは協土
Il … · 75YR切 褐灰色- 75YR払 憔褐色 しまり ・粘質なし～弱い ¢03-7cmの昂を含む
皿 ・ ・ ・ ・ I OYR3/2 黒褐色 しまり弱い 粘質なし ,/,05-3cmの礫を名干含む 木根が多い
W … · I OYR切 黒褐色 しまり弱い 粘質なし ,/,0.5-3cmの 円礫を若干含む

木根を少昌含む
v … · 7  5YR肋 黒褐色 しまり ・ 粘質弱い </>0.5-7cmの礫を内部で多 く 含む
VI … · 7  5YR 切 黒色 - 75YR切 黒褐色 しまりややあり 粘質弱い </>0.3-6

cmの礫を多く含む
罰 … I OYR功 黒色 し まりややあり 粘質弱い </>0.3-ZOcmの礫を多く含む

風化細粒も含む
渭 … · l OYR功 黒褐色 しまり ・ 粘質弱い </>0.5-20cmの礫をやや多く含む
IX … · 75YR初 黒色 しまり・粘質ややあり ,/,0.3-20cmの環をやや多く含む やや砂質
x … · I OYR 切 にぶい黄褐色 - IOYR 功 黒褐色 し ま り ・粘質なし ,/,0.5-

1 5cmの礫が多い
XI … · l OYR切 にぶい黄褐色 しまりややあり～弱い 粘質なし ,/,01-0Scmの砂礫層
xn … · I OYRい にぶい黄褐色 しまり弱い 粘質なし 礫を含まず
XIII … · 7 .5YR玲 黒褐色 しまり弱い 粘質なし やや砂質
1 4 … 7.5YR切 •"色 しまり・粘質ややあり ,/,05-4cmの礫をやや多く含む 風化礫混入
1 5 … 7.5YR 巧 黒褐色 しまりややあり ～弱い 粘質ややあり 礫は少ない
1 6 … I OYR 伍 灰黄褐色 しまりややあり ～弱い 粘質ややあり 礫は少ない
17 . . .  J OYR 4/4 褐色 しまり ・ 粘質なし </>0.1 - ! 0cmの礫が多い 砂礫層
1 8 … 7.5YR切 里色 しまりあり 粘質なし 4>I-1 2cmの礫を多く含む 黄褐色土混人
1 9 … I OYR 切 黒褐色 しまり ・ 粘質ややあり </>05 - ! 3cmの礫をやや多 く 含

む 黄褐色土混入
20 … l OYR 切 里色 しまりややあり 粘質弱い ,/,0.5-4cmの霞を若干含む 風化慄視入
21 ・ ・ ・ 7.5YR防 黒褐色 しまり ・ 粘質なし </>0.3-4cmの礫を多 く 含む
2 2 … I OYR 切 盟褐色 しまり弱い 粘質なし ,/,0.5-9cmの礫をやや多く含む 大角礫あり

第 1 ト レ ン チ北壁

3 0 9 . 0 m  

w―
 

3 0 9 .0m 

30 8.0m 

3 07 .0m 307 .0m 

ふ；
A H 6 第 3 ト レ ン チ 寛 壁 セ ク シ ョ ン 土 色 お よ び注 記
I … · l OYR伍 灰黄褐色 しまり・粘質なし ef,0.5-5cm礫を多く含む

表土もしくは盛士
Il ・ ・ ・ ・ 7.5YR•/i 褐灰色 - 7 .5YR3/1 黒褐色 しまり ・ 粘質なし ef,0.5-

5cmの礫を含む 炭化物
罰 • … l OYR切 黒褐色 しまり ・ 粘質なし ef,0.3-6cmの礫をやや多く

含む 円礫が多い
W … · l OYR玲 黒褐色 しまり弱い 粘質なし ef,0.5-3cmの礫を名

干含む 木根が多い

3 08.0m 
V ・ ・ ・ ・ lOYR 切 黒褐色 しまりややあり 粘質なし ¢0.5-7cmの礫を

やや多く含む m に近い
\I … · 7.SYR 切 黒褐色 しまり弱い 粘質なし が0.5-Scmの礫をやや

多 く 含む
\TI … · l OYR切 黒褐色 しまり ・ 粘質弱い ¢05-ZOcmの礫をやや多

く含む
3声 m \I … · l OYR沼 にぷい黄褐色 - J OYR切 黒灰色 しまり·粘質なし ¢

05-1 5cmの礫が多い
IX· … 1 0YR•!, 褐色 しまり・粘質なし 礫をはとんど含まず 砂層
x … · l OYRい にぶい黄褐色 しまり弱い 粘質なし 礫を含まず

- XI … · 7.SYR切 黒褐色 しまりややあり ～弱い 粘質ややあり 礫は少
3 06.0m な い

礁 … · l OYR伍 灰黄褐色 しまりややあり～弱い 粘質ややあり 礫は
少ない

珊
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第 4 ト レ ン チ 東壁 ( 1 )

A H 6 算 4 ト レ ン チ 稟 豊 セ ク シ ョ ン土色および注記
I … · I OYR'h 黒褐色- IOYR•/2 灰黄褐色 表土
D … · IOYR •/2 黒撮色 しまり・粘質なし 礫層 q, 3 - 2 0cmの

円礫•角礫
Ila … ! OYRS/4 にぷい黄褐色 しまり ・粘質なし 礫層 ,/,3 - 2 0

c mの 円礫・角礫
m . . . .  1 0YR•1, にぶい黄褐色-IOYR切 黒褐色 しまりやや

あり～なし 粘質なし 砂礫層
W … · !OYR4/, にぷい黄褐色 しまり弱い 粘質なし 礫を含まず
Na . .  ·7.5YR3/i 黒褐色 しまりややあり 粘質なし 4, 1 4cmほど

I の礫を多 く 含む

I
―�- -- ��+ _ Nb· " IOYR伍 灰黄褐色 しまりややあり 粘 質 弱 い 砂礫層

I _ _ ____ --- - - -- - -- - - - - - -- --- - - ---- - - - - - - - -- ----- - - - - - - -- --=---- - - - ----- - - ---�- - - - -- - - - - -- - ----------- -- -- -- · ---—-- - - - - - -- - - ----"I:)-- -- - - - ------ --- -- - - - -- -- - -- - - 部分的に介在する

308.0m P II 
今 II II 

- Ne … ! OYR4/s 褐色-IOYR仇 灰貴褐色 し ま り ・ 粘 質 弱 い

-- - - --- - - -n.- - - - - - - ―― - - - - - - - --- - - ��
- - -

,a...�- - - -— · 11-.··.Q.. _ _ _ _ - -- - - -- - _ _ _ _  j! ____ ---�.. ―-- - —ーニ嚢'. ____ _—----- 3 0 8 . 0 m  
V … -�o�:,1, q1�!;

1

� し��=ば品、～なし q,5-7cmこ3声m :: ���,f!! 弱色い～

し

：：·::粘
1 0cmの礫がやや多い

VI … ·7.5YR功 黒褐色 しまり・粘質ややあり qlZOcmほどの礫
を少量含む

冒a… I OYR•II 黒褐色 しまり弱い 粘質ややあり ql0.5 - 1 5
cmの礫をやや 多 く 含む

\lb… ! OYR切 黒褐色 しまり弱い 粘質弱い q,0.5 - 1 5cm
の礫を若干含む 角礫が多い 砂礫層

冒 … IOYR伍 灰黄褐色-IOYR'/2 罵褐色 しまり弱い 粘質
ややあり が0.5-2cmの礫を含む

IX ·  … I OYR• ん にぶい黄褐色 しまりややあり 粘質弱い ,J,3-
40cmの円礫をやや多く含む

第 4 ト レ ン チ 東壁 ( 2 )

第 4 ト レ ン チ東壁 ( 3 )

3 0 7 . 0 m  
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第 4 ト レ ン チ東壁 (4 )

308 .0m 

AH6 第6 ト レ ンチ北壁セクション土色および注記

I … · 7 .5YR伍 褐灰色-75YR伍 黒褐色 し
まり ・ 粘質なし～弱い ¢0.3-7cmの礫を
含む

I ' … 7.5YR研 黒色 しまりあり 粘質なし ¢ 1
- 1 2cmの礫を多 く 含む 黄褐色土混入
盛士

3 0 7.0m n … · I OYR伍 灰黄褐色 しまり ・粘質なし ¢0.5
- 5cmの礫を多く含む

III … · I OYR Sん にぶい黄褐色 しまり ・粘質なし
礫層 </J3-20cmの円礫• 角礫

V - IV … · I OYRS/4 にぶい黄褐色 しまりややあり～-r-- 3 07.0m 弱い 粘質なし 礫層 </,O.l-0 .5cmの砂＂ 礫層

V ・ ・ ・ ・ IOYR伍 にぶい黄褐色 しまり弱い 粘質なし 礫を含まず
VI … · I OYR 2/J 黒褐色 しまり弱い 粘質弱い～なし </, 5 - ! 0cmの礫がやや多い
w … · I OYRい 褐色 し ま り ・ 粘 質 な し が0. 1 - ! 0cmの礫が多い 砂礫層
渭 … IOYR 4/6 褐色 し ま り ・ 粘 質 な し 礫をほとんど含まず 砂層
IX ・ ・ ・ ・ 75YR乃 黒褐色 しまりややあり～弱い 粘質ややあり 礫は少ない

第 6 ト レ ン チ北壁

ー

3 08.0m 

3 08 .0m 

第 5 ト レ ン チ北壁

AH6 第5 ト レ ンチ北壁セクション土色および注記

I … · l OYR'/2 黒褐色 しまり・粘質なし 礫層
,/J 3 - 20cmのPl礫・角礫

Il … · l OYR S/4 にぶい黄褐色 しまり ・粘質なし
礫層 が3-ZOcmの円礫 ・ 角礫

m … · lOYRい にぶい黄褐色 しまり弱い 粘質
なし 礫を含まず

VII 

� IX Ir_フ
N ·  … IOYR功 黒褐色 しまり弱い 粘質弱い～

C----1ご― - ---- ------1- - ー

なし ,/J 5 - 1 0cmの礫がやや多い
v … · I OYR伍 灰黄褐色 しまり弱い 粘質弱い

VI \I 3 0 7.0m _なし ,/J5-10cmの礫がやや多い

VI … · lOYR伍 褐色-lOYR 伍 灰黄褐色 し ま り ・ 粘 質弱 い 砂礫質 ,/J0 .5-l cmの礫を 多 く 含む

VII ·  … lOYR切 黒褐色 しまり弱い 粘質弱い </,05-15cmの礫を若干含む 角礫が多い 砂礫質
\I … · !OYR伍 灰黄褐色-JOY熙/z 黒褐色 しまり弱い 粘質ややあり ,/J0.5-Zcmの礫を含む
IX ・ ・ ・ ・ J OYR</3 にぶい黄褐色 しまりややあり 粘質弱い ,/J3-40cmの円礫をやや多く含む

308.0m 
I C) I 
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IV
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AHG 第8 ト レ ンチ北壁セクション土色および注記
I … · l OYR 功 黒褐色- lOYR 伍 灰黄褐色 表土
Il … · IOYR乃 黒褐色 しまり・粘質なし 礫層 ef,3 -20cmの 円

礫·角礫
- m … ·7.5YR初 黒褐色 しまりややあり 粘質なし ,/!O2-4cmの
3 0 7.0m 礫をやや多く 含む

N … • I OYR 3/1 黒褐色 しまり弱い 粘質弱い ,/!O5 - ! 5cmの礫
を若干含む 角礫が多い 砂礫質

Na・ ・ ・ I OYR初 黒褐色 しまり・粘質弱い ,/!0.3-2cmの礫を若干
含む

v … · ! OYR伍 灰黄褐色-l OYR切 黒褐色 しまり弱い 粘質や
やあり q,0.5-2cmの礫を含む

VI … · IOYR伍 にぶい黄褐色 しまりややあり 粘 質 弱 い が3-
40cmの円礫をやや多く含む

Vi a… ! OYR い にぶい黄褐色 し ま り ややあり 粘 質 な し q,3-
40cmの円礫を多く含む 砂質

第 8 ト レ ン チ北壁

Via 

V 
3 08 .0m 

AH6 第7 ト レ ンチ北壁セクション土色および注記

I … · J OYR玲 黒褐色-IOYR伍 灰黄褐色
表土

Il … • I OYR'/2 黒褐色 しまり ・粘質なし 礫層
t/>3 -ZOcmの円礫・角礫

Ila … I OYR沼 にぷい黄褐色 しまり・粘質なし
礫層 ,/)3-ZOcmの円礫·角礫

皿
攪 W

皿 … · I OYR切 にぶい黄褐色 しまり弱い 粘 質

- -, ―丁
――7芝芦V 翫Om IV … - �  ぶ�:を：；： しまり弱い 粘質弱い～

VII 渭 VI ill \I なし <b 5 - 1 0cmの礫がやや多い

V · · · · I OYR伍 灰黄褐色 しまり弱い 粘質弱い～なし t/,5-!0cmの礫がやや多い
VI … · I OYR 'I, 褐色 し ま り ・ 粘 質 な し 礫 を ほとんど含まず 砂層
w … 7.5YR玲 黒褐色 しまり・粘質ややあり ¢20cmほどの礫を少量含む
渭 … · !OYR伍 灰黄褐色-JOYR'/2 黒褐色 しまり弱い 粘質ややあり ¢0.5-Zcmの礫を含む

第 7 ト レ ン チ北壁
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B 層 が 形 成 さ れ た 後 、 し ば ら く 安定 し た 状 況下 に あ っ た と 思 わ れ る 。 そ の 時 期 に 堆積 し た の か a 層

に 挟 ま れ る よ う に し て 存 在 す る 黒 褐 色 土 で あ る 。 堆積 状況は か な り 薄 〈 時 間 的 に は わ ず か で あ っ た と

思 わ れ る 。 下 部 に 堆積 す る 第 III 層 に 該 当 す る 。 そ の 上層 の a 層 は 黄 褐 色砂礫層 で比較 的 大 き な 礫 を 含

ん で い る 。 上部 は やや土壌化 し た 様子 が う か か え る か 、 短期 間 に 厚 く 堆積 し た よ う に 見 え る 。 考 え ら

れ る 堆積 の 要 因 は 二つ あ り 、 一つ は B 層 同 様 に 揖 斐 川 の 氾 濫 に よ る 洪 水 で あ る 。 も う 一 つ は 対岸 に あ

る 小 さ な 谷 か ら の 崖錘 で あ る 。 現 在 の 情 報 量 では そ の ど ち ら が要 因 で あ る か は 判 断 し が た い か 、 い ず

れ に し て も 自 然 災 害 に よ る 堆積 で あ ろ う と 考 え ら れ る 。

第 II 層 は 黒 褐 色 土 で 第 III 層 同 様 に 安定 し た 時 期 で あ っ た こ と を 示 し て い る 。 上部 は や や赤 み を 帯 び

て い る 部分 も あ る 。 下 部 は 礫混 じ り で あ る 。 本地点 内 の 東 部 で は は と ん ど 確認す る こ と か で き な か っ

た 。 遺物 の 出 土 も な 〈 、 生 活 拠 点 で あ っ た 可能性 は 低 い 。 第 I 層 は 表 土 で あ る 。

堆積 状 況 の 分析 か ら 、 本地点 は 最低 で も 二度 に わ た る 大 規模 な 自 然 災害 に 見舞 わ れ て い る こ と か わ

か っ た 。 幾度 か安定 し た 状 況下 に あ っ た よ う で は あ る か 、 そ の 期 間 は 決 し て 長 く は な く わ ず か で あ っ

た と 思 わ れ る 。 そ れ に 比べ隣接す る 中 位段 丘 は か な り 長 い 間 安定 し た 時 期 か あ る 。 そ う し た 点 か ら 考

え る と 、 本地点 を 生 活 の 場 と し て い た 可能性 は 低 い 。 無理に 当 て は め よ う と す る よ り は む し ろ 生産 活

動 の 場 で あ っ た と す る 方 か 妥 当 で あ る か も し れ な い 。

第2 トレンチ掘削 時の作業風景

第 2 節 遺物

本地点 で は 数 力 所 の ト レ ン チ 調査 を 行 い 合計1 , 1 90面 を 掘 削 し た か 、 遺物 か 出 土 し た の は 第 1 ト レ ン

チ と 第 2 ト レ ン チ が主 で あ っ た （ 図 1 87参照 ） 。 そ の 他 の テ ス ト ピ ッ ト か ら も 若 干 の 出 土 は あ っ た よ う

で あ る が 、 本地点 中 央部 を 東 西 に 貫 い て い る 石垣 よ り 北側 （ 上流部 ） では 全 く 出 土 し て い な い 。 第 1

2 ト レ ン チ 内 で も そ の 出 土 箇 所 は 南側 （ 下 流側 ） の 第 1 地点 に 近 い 辺 り で あ る 。 特 に 第 2 ト レ ン チ は

本調査 前 に 遺物が確認 さ れ て い る 箇 所 の 付近 で あ る こ と を 踏 ま え 、 慎重 に 掘 削 を 進 め た 。 そ の 結果 、
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1 . 縄文土 器

土器は 出 土 し た も の の う ち 1 0 点 を 図 示 し た （ 第 193図 図 版59 ) 。 少量 の た め あ え て 分類せず 、 ま と め

て 説明 を 加 え て い く 。

1 2 - 14 は 表 面 の摩滅かか な り 進 ん でお り 、 そ の 詳細 は 不 明 で あ る 。 器壁 は 薄 く 、 繊維痕 が確 認 で き

る こ と か ら 、 早期 末か ら 前期 初 頭 の い わ ゆ る 「 オ セ ン ベ土器」 では な い か と の指摘 も あ る 。

1 5 - 20 も 小 片 で あ る 上に か な り 摩滅が激 し い た め 、 詳細 は 不 明 で あ る 。 胎 土 そ の 他 か ら 中 期 で は な

い か と の 指摘 も あ る 。 2 1 は 底部 片 で 、 そ の 他に 同 様 の 破 片 が見 あ た ら な い た め に 詳細 を 報告す る こ と

は 困 難 で あ る が 、 端部か張 り 出 し 、 か す か な 刻 み が見 ら れ る こ と か ら 、 第 1 地 点 で 多 く 出 土 し て い る

前期 の 底 部 片 で あ る 可能性 が あ る 。

以上10点 に つ い て 報告 し た か 、 ど れ も 遺存状態 か悪 く 、 縄文土 器 で あ る と い う 以 外 に は 時期 そ の 他

を 判 別 す る 手 がか り を 得 ら れ な い よ う な 状況 で あ る 。 し か し 本地 点 に お い て は 、 こ れが実状 で あ る た

め あ え て 図 示 し 報告す る こ と に し た 。
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第 1 9 3 図 第 6 地点出土土器

゜ 5 cm 

2 . 石 器

第 6 地 点 か ら は 、 67 点 の石器か 出 士 し た 。 以 下 、 器種 ご と に 説 明 を 加 え る こ と に す る 。

1 .  石鏃

チ ャ ー ト 製 の も の か 1 点 出 土 し た 。 大 ぎ く 折損す る た め 詳細 は 不 明 で あ る が 、 基 部 は 丸み を 帯 び た

深 い 袂 り が 入 る B 類 の 形態 を 呈 し て い る 。
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2 . ス ク レ イ パー類 ( 7 )

削 器が 1 点 出 土 し た 。 泥岩製 で、 両面調整 に よ り l 力 所の 刃 部 を 作 出 し て い る 。

3 .  打製石斧 ( 8 - 1 1 )

26 点 出 土 し た 。 そ の う ち 4 点 を 図 示 し た 。 石材 は 、 泥岩 を 用 い た も の か18点 、 砂岩が 5 点 、 安 山 岩

と 花 こ う 閃 緑斑岩 、 流紋岩質火砕岩か各 1 点 であ っ た 。 両側 縁が基 部 に 向 か っ て 収束 し 、 刃 部が最大

幅 を 有す る 2 類か13点 出 土 し た 。 ど れ も 比較的分厚 い 刃 部 を 有 し て い る 。 そ の 刃 部 に は 使用 に よ る と

思 わ れ る 激 し い 磨耗がみ ら れ る 。 こ れ は 、 第 6 地点の 礫 を 含む 土 質 に 関係す る も の と 思 わ れ る 。 両側

縁がは ぼ平行 し 短冊形 を 呈す る 1 類 は 6 点 出土 、 両側 縁 に 挟 り を 作出 し 分銅 形 を 呈す る 3 類 は 確 認 で

き な か っ た 。 折損等に よ り 分類不能の も の は 7 点 であ っ た 。 背 面 に 自 然面 を 有す る も の は 4 点確認で

き た 。 刃 部付近 に 磨耗が確認 で き る も の は 23点 で、 折損等に よ り 不 明 の 3 点 を 除 く と 全体の 100% と な

る 。 ま た 、 基部 に 装着 等 に よ る 潰 れか認め ら れ る も の は 1 9 点 で 、 折損等 に よ り 不 明 の 2 点 を 除 く と 全

体の79 % を 占 め る 。 折 損 が認め ら れ る も の は 2 1 点 で、 全体の8 1 % に の ぼ っ た 。 折損部位 を み る と 、 刃

部 を 折損 す る も の は 2 点 、 基部の 一部 を 折損す る も の は 5 点 、 甚部 を 折 損 す る も の は 1 3 点 、 刃 部 と 基

部 の 両 方 を 折 損す る も の は 1 点 で あ っ た 。

流紋岩質 火砕岩製の 8 と 砂岩 製 の 1 1 は 、 刃 部 の幅が狭 く 、 根茎 類 の 掘 り 起 こ し 作業 に 適す る と 考 え

ら れ る 。

4 .  石核 ・ 剥片類

33点 出 土 し た 。 そ の う ち 2 点 か石核 で あ り 、 残 り は 剥 片 類 で あ る 。 石材 は 、 チ ャ ー ト が2 1 点 、 泥岩

が12点 で あ っ た 。

5 .  打欠石錘 ( 1 · 2 )

2 点 出 土 し た 。 図 化 の 方 法 は 第 1 地 点 の 打 欠石錘 と 同 様 で あ る 。 1 は 比較的小 さ く 丸 い 平 面形 を も

つ 。 片 方 の 機能部 は 不詳 で あ る が、 も う 片 方 の機能部 は 片 面 か ら の み の 打撃 に よ っ て 作 出 さ れ て い る 。

石材 は 砂岩 で あ る 。 2 は 裏面側 の ほ と ん ど が 欠 損 し て お り 、 機能部 そ の 他詳細 は 不 明 で あ る 。 た だ残

さ れ た 表面 を み る と 、 片 方 の機能部 と な る 打欠部分か確認 で き な い 。 表面か ら の 打撃が裏面側 だ け に

及 び 、 表 面 に は 剥離が及 ば な か っ た 可能性があ る 。 （ 堀 田 一 浩 ）

6 .  切 目 石錘 ( 3 - 6 )  

4 点 出 土 し た 。 3 の 平 面 形 は 楕 円 形 を 呈 し て い る が 、 断 面 は 蒲鉾形 で あ る 。 一 方 の 面がは ぱ乎 ら で

あ る の に 対 し て 、 他方 の 面 は 半 円 形 を 呈す る 。 切 目 は 比較的長 く て い ね い に 施工 さ れ て い る 。 第 1 分

類 の 1 B 3 に 属す る 。 4 は 小 さ い か均 整 の と れ た 形 を し て い る 。 断 面 は 楔 形 を 呈す る 。 切 目 は 比較 的

浅 く 、 簡単 な 作 り で あ る 。 砂岩 製 で あ る 。 5 は し っ か り と し た 切 目 が作 出 さ れ て い る 。 第 1 分類 で い

う 1 B 3 に 属 す る 。 6 は 第 1 分類 の 2 類 に 属す る 。 全体 に 磨減 し て お り 、 帯状痕跡が確認 で き る 。 切

目 は 垂直方 向 か ら わ ず か に 施 さ れ て お り 、 か な り 浅 い 。 （ 堀 田 一 浩 ）
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第 8 章 自 然化学分析

第 1 節 上原遺跡 第 1 · 3 地点 出 土 の サ ヌ カ イ ト 、 黒曜石製遺物の 原材産地分析
藁科 哲 男 （ 京都大学原子炉実験所）

は じ め に

自 然科学的 な 手法 を 用 い て 、 石器石材 の産地 を 客観的 に 、 か つ 定量 的 に 推定 し 、 古代 の 交 流 、 交 易

お よ ぴ文化 圏 、 交 易 圏 を 探 る と 言 う 目 的 で、 蛍光X 線分析法 に よ り 研究 を 行 っ て い る 。 当 初 は 手近 に

入手 で き る サ ヌ カ イ ト を 中 心 に 、 分析方法 と 定量 的 な 産地 の 判 定法 と の確立 を 目 標 と し て 研 究 し た が 、

サ ヌ カ イ ト で一応の成果 を 得 た 後に 、 同 じ 方法 を 黒曜石に も 拡張 し 、 本格的 に 産地推定 を 行 っ て い る 1
,

2
,

3 )。

サ ヌ カ イ ト 、 黒 曜 石 な ど の 主成分組成 は 、 原産地 ご と に 大 き な 差 は み ら れ な い が 、 不純物 と し て 含有

さ れ る 微量 成分組成 に は 異 同 が あ る と 考 え ら れ る た め 、 微量成分 を 中 心 に 元素分析 を 行 い 、 こ れ を 産

地 を 特定す る 指標 と し た 。

蛍 光 X 線分析 法 は 試料 を 破壊せ ず に 分析す る こ と が で き て 、 か つ 、 試料調整が単 純 、 測 定 の操作 も

簡単 で あ る 。 石器の よ う な 古代 人 の 日 用 品 で 多数の試料 を 分析 し な け れ ば遺跡 の 正 し い 性格が分か ら

な い と い う 場合 に は こ と さ ら 有 利 な 分析法であ る 。 分類 の指標 と す る 元素組成 を 遺物に つ い て 求め 、

あ ら か じ め 、 各原産地 ご と に 数十個の 原石 を 分析 し て 求め て お い た 各原石群 の 元素 組成 の 平均値、 分

散 な ど と 、 遺物の そ れ を 対比 し て 産地 を 推定す る 。 こ の 際 多 変量解析 の 手法 を 用 い て 、 各産地 に 帰属

さ れ る 確率 を 求め て 産地 を 同 定す る 。

今 回 分析 を 行 っ た 遺物 は 岐阜県 徳 山 村上原遺跡 第 1 地 点 出 土 の 縄文時代前期 後葉 （ 北 白 川 下層 式土

器 ） ～ 末葉 ( +三菩提式土器 ） と 共伴す る 黒 曜石製剥片 15個 、 サ ヌ カ イ ト 剥 片 14個 、 下 呂 石 製 剥 片 2 個

お よ ぴ 第 3 地 点 出 土 の 時期 不 詳 の 黒 曜石製剥 片 5 個 の合計36個 に つ い て 産地分析 の 結果が得 ら れ た の

で報告す る 。

サ ヌ カ イ ト 、 黒 曜 石 原 石 の 分析

サ ヌ カ イ ト 、 黒 曜 石 両 原石 の 風化面 を 打 ち 欠 き 、 新鮮面 を 出 し 、 塊状 の 試料 を 作 り 、 エ ネ ル ギ ー 分

散型 蛍 光 X 分析装置 に よ っ て 元素 分析 を 行 な う 。 分析元素 は Al 、 Si 、 K 、 C a 、 Ti 、 Mn 、 Fe 、 Rb 、 Sr、

Y 、 Zr、 Nb の 1 2 元素 を そ れ ぞれ分析 し た 。

塊試料の 形状差 に よ る 分析値へ の 影響 を 打 ち 消 す た め に 元素 量 の 比 を 取 り 、 そ れ で も っ て 産地 を 特

定す る 指標 と し た 。 サ ヌ カ イ ト では K/C a、 Ti/Ca、 Mn/Sr、 Fe/Sr、 Rb/Sr、 Y/Sr、 Zr/Sr 、 Nb/Sr

を 、 ま た 黒 曜石 では C a/K 、 Ti/K 、 Mn/Zr、 Fe/Zr、 Rb/Zr、 Sr/Zr、 Y/Zr、 Nb/Zr を そ れ ぞれ用

い る 。

黒 曜 石 の 原産 地 は 北海道、 東 北 、 北 陸 、 東関東 、 中 信 高 原 、 伊豆箱 根 、 伊豆七 島 の 神 津 島 、 山 陰 、

九州 の 各地 に 分布す る 。 調査 を 終 え た 原産地 を 図 1 95 に 示す 。 黒 曜 石 原産地の ほ と ん ど すべ て がつ く さ

れ て い る 。 元素組成 の上か ら 、 こ れ ら 国 内 産 と 外国産お よ ぴ原石産地不 明 の 遺物 を 分類す る と 表20 に

示す よ う に 123個 の 原石群 に 分か れ る 。 黒 曜 石 の 原産地 は 、 北 陸地方 で は 、 富 山 県 の 魚 津 、 石 川 県 の 比

那 、 福井 県 の三里 山 、 安 島 の 各原産地が調査 さ れ て い て 、 比那 、 魚津 、 二上 山 産 黒 曜 石 が石器原材 と
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し て 使用 さ れ て い る 。 中 信 高 原地域 の 黒 曜石産地の 中 で 、 霧 ケ 峰群 は 、 長 野 県 下諏訪 町金 明 水 、 星 ヶ

塔 、 星 ヶ 台 の地点よ り 採取 し た 原石 で も っ て 作 ら れ た 群 で 、 同 町観 音 沢 の 露頭 の 原石 も 、 霧 ケ 峰群 に
一 致す る 元素組成 を 示 し た 。 和 田 峠地域 原産 の 原 石 は 、 星 ヶ 塔 の 西 方 の 山 に 位置 す る 旧 和 田 峠 ト ン ネ

ル を 中 心 に し た 数 百 メ ー ト ル の 範 囲 よ り 採取 さ れ 、 こ れ ら を 元素 組成 で分類す る と 、 和 田 峠 第 一 、 第

二 、 第 三 、 第 四 、 第 五 、 第 六 の 各群 に 分か た れ る 丸 和 田 峠 第 一 、 第 三群 に 分類 さ れ た 原石 は 旧 ト ン ネ

ル付近 よ り 北側 の地点よ り 採取 さ れ 、 和 田 峠 第 二群 の も の は 、 ト ン ネ ル の 南 側 の 原石 に 多 く み ら れ る 。

和 田 峠 第 四群 は 男 女 倉側 の 新 ト ン ネ ル の 入 り 口 、 ま た 、 和 田 峠 第 五 、 第 六群 は 男 女 倉側 新 ト ン ネ ル 入

り 口 左側 で 、 和 田 峠 第 一 、 第 三 の 両群 の 産地 と は 逆の 方 向 で あ る 。 男 女倉原産地 の 原 石 は 男 女倉群 に

ま と ま り 組成 は 和 田 峠 第五群に 似 る 。 鷹 山 、 星糞 峠 の 黒 曜 石 の 中 に 和 田 峠 第 一群 に 属 す る 物が 多数み

ら れ る 。 麦 草 峠群 は 大石 川 の 上流 お よ び麦草 峠 よ り 採取 さ れ た 原石 で作 ら れ 、 双子 池 周 辺 も 麦草 峠 と

同 じ で 、 班品 、 球果 を 含む 黒 曜石 か ら 含 ま な い 非常 に 綺麗 な 黒 曜石 が採取 さ れ 、 こ れ ら 原石 で双子池

群 を 作 っ た 。 こ れ ら 中 信 高 原 の 原産地 は 、 元素 組成 で和 田 峠 、 霧 ケ 峰 、 男 女倉 、 麦 草 峠 、 双子 池 の 各

地域 に 区別 さ れ る 。 伊豆箱 根地 方 の 原産地 は 笛塚 、 畑 宿 、 鍛冶屋 、 上 多 賀 、 柏 峠西 の 各地 に あ り 、 良

質の石材 は 、 畑 宿 、 柏 峠西 で斑品 の 多 い やや 石 質 の 悪 い も の は 鍛冶屋 、 上 多 賀 の 両 原 産地 で み ら れ る 。

笛塚産 の も の は ピ ッ チ ス ト ー ン 様 で 、 石器原材 と し て は 良 く な い で あ ろ う 。 伊豆諸 島 の 神 津 島 原産地

は 砂糠 崎 、 長 根 、 長 浜 、 沢尻湾 、 恩馳 島 の 各地点か ら 黒 曜石 が採取 さ れ 、 こ れ ら 原石 か ら 神津 島 第 一

群 、 第 二群 及 び長 根群 の 原 石 群 に ま と め ら れ 、 長根群 の 元素 組成 は 神津 島 第 二群 に 似 る 。 浅 間 山 の 大

窪沢の 黒 曜 石 は 貝 殻状剥離せ ず 石 器 の 原材 料 と し て は 不適 当 で は あ る が 、 考古学者 の 間 で し ば し ば話

題 に 上 る た め 大窪沢群 と し て 遺物 と 比較 し た 。

サ ヌ カ イ ト の 原産地 は 、 西 日 本 に 集 中 し て み ら れ 、 石材 と し て 良 質 な 原石 の 産地お よ び質 は 良 く な

い が考古学者 の 間 で使 用 さ れ た の で は な い か と 話題 に 上 る 産地 、 お よ び玄武岩、 ガ ラ ス 質安 山 岩 な ど 、

合 わ せ て 32 ヶ 所の 調査 を 終 え て い る 。 図 196 に サ ヌ カ イ ト の 原産地 の地点を 示 す 。 こ の う ち 、 金 山 • 五

色 台地域 で は 、 そ の 中 の 多 く の地点か ら は 良 質 の サ ヌ カ イ ト お よ び ガ ラ ス 質安 山 岩が 多量 に 産 出 し 、

か つ そ れ ら は 数 ヶ の群 に 分か れ る 。 近年 、 丸亀市 の 双子 山 の 南 嶺 か ら 産 出 す る サ ヌ カ イ ト 原石 で双子

山群 を 確立 し 、 ま た ガ ラ ス 質安 山 岩 は 細石器時代 に 使用 さ れ た 原材 で善通寺 市 の 大麻 山 南 か ら も 産 出

し 、 大麻 山 南 第 一 、 二群 の 2 個 の 原石群 を 作 り 五 色 台 産 ガ ラ ス 質安 山 岩 と 元素組成 で 区 別 が可能 な こ

と を 明 ら か に し た 。 こ れ ら の 原石 を 良 質 の 原石 を 産 出 す る 産地 を 中 心 に 元素組成 で分類す る と 45個 の

原石群 に 分類 で き 、 そ の 結 果 を 表2 1 に 示 し た 。 香 川 県 内 の石器原材 の 産地 で は 金 山 • 五 色 台地域 の サ

ヌ カ イ ト 原石 を 分類 す る と 、 金 山 西群 、 金 山 東群 、 国 分寺群 、 連 光寺群 、 白 峰群 、 法 印 谷群 の 6 個 の

群 、 城 山 群 お よ び双子 山 群 に 、 ま た ガ ラ ス 質安 山 岩 は 金 山 奥 池 • 五 色 台地 区 産 は 五色 台 群 の 単 群 に 、

大麻 山 南産 は 大麻 山 南 第 一 、 二群 の 2 群 に そ れ ぞれ分類 さ れ た 。 金 山 ・ 五 色 台地域産 の サ ヌ カ イ ト 原

石 の 諸群 に ほ と ん ど 一 致す る 元素組成 を 示 す サ ヌ カ イ ト 原石か淡路 島 の 岩屋 原 産地 の 堆積 層 か ら 円 礫

状 で採取 さ れ る 。 こ れ ら 岩屋 の も の を 分類 す る と 、 全体 の 約2/3か表22 に 示す 割 合 で金 山 ・ 五 色 台地域

の諸群に 一 致 し 、 こ れ ら か金 山 • 五 色 台地域か ら 流れ着 い た こ と が わ か る 。 淡路 島 中 部地域 の 原産地 で

あ る 西路 山地 区 お よ び大崩地 区 か ら は 、 岩屋第 一群 に 一 致す る 原石 が そ れ ぞれ9 2 % お よ び88% と 群 を

作 ら な い 数個 の 原石 と がみ ら れ 、 金 山 ・ 五 色 台地域の諸群に 一 致す る も の は み ら れ な か っ た 。 表23 に 示

す 和 泉 ・ 岸 和 田 原産地か ら も 全体 の 約 1 % で あ る か金 山 東群 に 一 致す る 原石 か採取 さ れ る 。 表24 に 示
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す 和 歌 山 市梅原原産地か ら は 、 金 山 原産地 の 原石 に 一 致す る 原石 は み ら れ な い 。 仮 に 、 遺物が岩屋 、

和 泉 ・ 岸 和 田 原産地 な ど の 原石 で作 ら れ て い る 場合に は 、 産地分析 の 手 続 き は 複雑 に な る 。 そ の 遺跡

か ら 1 0個 以 上 の 遺物 を 分析 し 、 表22 、 23 の そ れ ぞれの群に 帰属 さ れ る 頻度分布 を 求め 、 確率論 に よ る

期待値 と 比較 し て 確 認 し な け れ ば な ら な い 。 二上 山群 を 作 っ た 原石 は 奈 良 県北葛城郡 当 麻町 に 位置 す

る 二上 山 を 中 心 に し た 広 い 地域か ら 採取 さ れ た 。 こ の 二上山群 と 組成 の 類似す る 原石 は 和 泉 ・ 岸和 田

の 原産地か ら 6 % の 割合 で採取 さ れ る こ と か ら 、 一遺跡 1 0個以上の遺物 を 分析 し 、 表23 の そ れ ぞれ の

群 に 帰属 さ れ る 頻度分布 を も と め て 、 和泉 ・ 岸和 田 原産地の 原石が使用 さ れ た か ど う か 判 断 し な け れ

ば な ら な い 。

結果 と 考察

遺跡か ら 出 土 し た 石器 、 石 片 は 、 風化 の た め サ ヌ カ イ ト 製 は 表面が 白 っ ぽ く 変色 し 、 新鮮 な 部分 と

異 な っ た 元素 組成 に な っ て い る 可能性が考 え ら れ る 。 こ の た め遺物の 測 定 面 の 風化 し た 部分 に 、 圧縮

空気 に よ っ て ア ル ミ ナ粉 末 を 吹 き つ け 風化層 を 取 り 除 き 新鮮面 を 出 し て 測 定 を 行 っ た 。 一 方 黒 曜 石 製

の も の は 風化 に 対 し て 安定 で 、 表面 に 薄 い 水和 層 が形成 さ れ て い る に す ぎ な い た め 、 表 面 の 泥 を 水洗

す る だ け で完全 な 非破壊分析が可能 で あ る と 考 え ら れ る 。 今 回 分析 し た 遺物の結果 を サ ヌ カ イ ト 、 黒

曜石 に 分 け て 表25 、 26 に 示 し た 。 石器の分析結果か ら 石材産地 を 同 定す る た め に は 数理統計 の 手 法 を

用 い て 原石群 と の 比較 を す る 。 説明 を 簡 単 に す る た め R b / Z r の 一 変量 だ け を 考 え る と 、 表25 の 試料

番号508 1 3番 の 遺物 で は R b / Z r の値は 1 . 063 で、 霧 ケ 峰群 の ［ 平均値］ 士 ［ 標準偏差値］ は 、 1 . 076

士 0 . 047 で あ る 。 遺物 と 原石群の差 を 標 準偏差値 ( (J ) を 基準 に し て 考 え る と 遺物は 原石群か ら 0 . 3 a 

離れ て い る 。 と こ ろ で霧 ケ 峰 原産地か ら 原石 1 00 ヶ を 採 っ て き て 分析す る と 、 平均値か ら 士 0 . 3 a の ず

れ よ り 大 き い も の が76 ヶ あ る 。 す なわ ち 、 こ の 遺物が 、 霧 ケ 峰群 の 原石 か ら 作 ら れ て い た と 仮定 し て

も 、 0 . 3 a 以上離れ る 確率 は 76% で あ る と 言 え る 。 だか ら 、 霧 ケ 峰群 の 平均値か ら 0 . 3 a し か 離れ て い

な い と き に は 、 こ の 遺物が霧 ケ 峰群 の 原石か ら 作 ら れ た も の でな い と は 、 到底 言 い切 れ な い 。 と こ ろ

が こ の 遺物 を 神 津 島 第 1 群 に 比較す る と 、 神津島 第 1 群 の 平均値か ら の 隔 た り は 、 約20 a で あ る 。 こ

れ を 確率 の 言 葉 で表現す る と 、 神津島 第 1 群産 の 原石 を 採 っ て き て 分析 し た と き 、 平均値か ら 20 a 以

上離れ て い る 確率 は 、 千兆の 十万倍分の 一 であ る と 言 え る 。 こ の よ う に 、 千兆 を 十万倍 し た 個数 に 一

個 し か な い よ う な 原石 を た ま た ま 採取 し て 、 こ の 遺物が作 ら れ た と は 考 え ら れ な い か ら 、 こ の 遺物は 、

神津 島 第 1 群産 の 原石 か ら 作 ら れ た も の では な い と 断定 で き る 。 こ れ ら の こ と を 簡 単 に ま と め て 言 う

と 、 「 こ の 遺 物は 霧 ケ 峰群 に 76% 、 神津島 第 1 群に 千兆 の 千倍分 の 一 ％ の確率 で そ れ ぞれ掃属 さ れ る 」 。

各遺物に つ い て 、 こ の 判 断 を 表20 の すべ て の 原石群に つ い て 行 い 、 低 い 確率 で帰属 さ れ た 原石群 を 消

し て い く と 残 る の は 、 霧 ケ 峰群 だ け と な り 、 霧 ケ 峰産地の石材か使用 さ れ て い る と 判 定 さ れ る 。 実際

は R b / Z r と い っ た 唯 1 ヶ の 変量 だ け で な く 、 前述 し た 8 ヶ の 変量 で取 り 扱 う の で変量 間 の 相関 を 考

慮 し な け れ ば な ら な ら い 。 例 え ば A 原産地の A 群で、 C a 元素 と R b 元素 と の 間 に 相 関 が あ り 、 C a

の 量 を 計れ ば R b の 量 は 分析 し な く て も 分か る よ う な と き は 、 A 群の石材 で作 ら れ た 遺物 で あ れ ば 、

A 群 と 比較 し た と き 、 C a 量 が一 致す れ ば 当 然 R b 量 も 一 致す る は ず で あ る 。 も し R b 量 だ け が少 し

ず れ て い る 場合 に は 、 こ の 試料は A 群 に 属 し て い な い と 言 わ な け れ ば な ら な い 。 こ の こ と を 数量 的 に

導 き 出 せ る よ う に し た の が相 関 を 考慮 し た 多 変量統 計 の 手 法 で あ る マハ ラ ノ ビ ス の 距 離 を 求 め て 行
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う ホ テ リ ン グの T 2検定 で あ る 列 産地の 同 定結果は 1 個 の 遺物 に 対 し て 、 黒 曜 石 製 で は 1 29個 の 推 定確

率結果が得 ら れ て い る 。 今 回 産地分析 を 行 っ た 遺物の産地推定結果 に つ い て は 低 い 確率 で帰属 さ れ た

原産地の 推定確率 は 紙面 の 都合上記 入 を 省 略 し て い る が 、 こ れ ら 産地 の 可能性 が非常 に 低 い こ と を 確

認 し た と い う 非常 に 重要 な 意味 を 含 ん で い る 、 す な わ ち 、 霧 ケ 峰産 原石 と 判 定 さ れ た 遺物 に つ い て 、

北朝鮮の 会寧遺跡 で使用 さ れ た 原石 と 同 じ 組成 の 原石 と か 北 海道産 の 原石 の 可能性 を 考 え る 必要が な

い 結 果 で 、 高 い 確率 で 同 定 さ れ た 産地 の み の 結果 を 表27 に 記 入 し た 。 原 石群 を 作 っ た 原石 試 料 は 直径

3 cm 以 上 で あ る が 、 小 さ な 遺物試料に よ っ て 原石試料 と 同 じ 測 定精度 で元素含有量 を 求め る に は 、 測

定 時 間 を 長 く し な け れ ば な ら な い 。 し か し 、 多数 の 試料 を 処理す る た め に 、 1 個 の 遺物 に 多 く の 時 間

を か け ら れ な い 事情 が あ り 、 短 時 間 で測 定 を 打 ち切 る 。 ま た 、 検 出 さ れ た 元素 で あ っ て も 、 含有量 の

少 な い 元素 で は 、 得 ら れ た 遺 物 の 測 定値 に は 大 き な 誤差範 囲 が含 ま れ 、 原 石群 の 元素 組成 の バ ラ ツ キ

の 範 囲 を 越 え て 大 き く な る 。 し た が っ て 、 小 さ な 遺物の産地推定 を 行 っ た と き に 、 判 定 の 信 頼 限 界 と

し て い る 0 . 1 % に 達 し な い 確率 を 示 す場合が比較 的 多 く み ら れ る 。 こ の場合に は 、 原石産地 （ 確率 ） の

欄 の 確率値 に 替 え て 、 マ ハ ラ ノ ビ ス の 距 離 D 2 の値 を 記 し た 。 こ の 遺物 に つ い て は 、 記 入 さ れ た D 2

の値が原石群 の 中 で最 も 小 さ な D 2 値 で 、 こ の値が小 さ い 程 、 遺物の 元素組成 は そ の 原石群 の 組成 と

似 て い る と い え る た め 、 推定確率 は 低 い が 、 そ こ の 原石産地 と 考 え て ほ ゞ 間違 い な い と 判 断 さ れ た も

の で あ る 。 今 回 分析 を 行 っ た 遺物 の な か で 、 1 cm以上の 大 き な 遺物 で は 原石群へ の 同 定確率 は 高 く 、

小 さ い 遺物 は 低 く な っ て い る 。

今 回 分析 を 行 っ た 上 原遺跡 第 2 地点 出 土 の 縄文時代前期 ～ 晩期 の 黒 曜 石 製 剥 片 20個 に は 信州 霧 ケ 峰

産黒 曜石が使 用 さ れ て い る こ と が 明 ら か に な っ た 。 ま た 、 サ ヌ カ イ ト 剥 片 1 4 個 の 中 で二上 山 産 と 判

定 さ れ た 遺物 は 奈 良 県 二上 山 産地以 外 に 和 泉 • 岸和 田 産地か ら も 6 % の 確率 で採取 さ れ る 。 今 回 二上

山産 と 同 定 さ れ た 遺物全 て が和 泉 ・ 岸 和 田 産地か ら 採集 さ れ る 確率 は 十兆分の 一 の 非常 に 低 い 確率 と

な り 、 本遺跡 に は 和 泉 • 岸 和 田 産地か ら 原石が伝播 し な か っ た と 推測 さ れ 、 本 遺跡 に は 奈良 県 二上 山

産の 原石が使 用 さ れ て い る と 判 定 し た 。 下 呂 石 と 呼ばれて い る 石材 と 同 質 の 石材 は 、 香 川 県 金 山 、 五

色 台 地域 、 善通寺 市 大麻 山 地域 で採取 さ れ る ガ ラ ス 質安 山 岩 で 肉 眼 で は 区別 で き ず 、 兵庫 県 の 遺跡 で

出 土 し た 下 呂 石 は 金 山 ・ 五 色 台 地域産 の 原石 で あ っ た 。 本遺跡 で 出 土 し た 下 呂 石 は 地 元 原産地 の 下 呂

産地 の 原石が 2 個使 用 さ れ い る こ と が明 ら か に な っ た 。 ま た 産地が特 定 で き な か っ た 3 個 の サ ヌ カ イ

ト 製 遺物の 中 で分析番号50835 と 50837 は 元素比組成 は 流紋岩 系 に 似 る こ と か ら サ ヌ カ イ ト で な い 可能

性が大 き い 。 こ れ ら 石器原石 の 伝 播 に 伴 っ て 原石産地地 区 の 生 活 、 文化情報が本遺跡 に 伝播 し た と 推

測 す る と 、 本遺跡 に は 、 信州 霧 ケ 峰地域 、 奈良 県二上 山 産地の情報 を 入手 し て い た と 結論 し て も 、 産

地分析 の 結 果 と 矛 盾 し な い 。
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各黒曜石の原産地 に お け る 原石群の元素比の平均値 と 標準偏差値

原 産 地 分析 元 素 比
原石群名 個数 C a /K T i / K M n / Z r F e / Z r R b / Z r S r / Z r Y / Z r N b / Z r A l / K S i / K 

北海道 名 寄 第一 1 1 4 0. 478 士 0. 0 1 1  0. 1 2 1 士 0. 005 0. 035 i- 0. 007 2 .  0 1 1 士 o. 063 0. 6 1 4 士 0. 032 0. 574 ± 0. 022 0. 120 士 0. 0 1 7 0. 024 士 o. 0 1 6  o. 033 士 o. 002 o. 45 1 士 0. 0 1 0  
／， 第二 35 0. 309 ± o. 0 1 5  o. 103 ± 0. 005 0. 021 士 0. 006 1 .  774 士 0. 055 o. 696 士 0. 044 o. 265 ± 0. 0 1 1  0. 30 1 士 0. 022 o. 026 ± o. 020 o. 028 士 0. 007 0. 394 土 0. 0 1 0  

白 赤 石 tlJ 1 30 0. 1 73 士 o. 0 1 4  o. 06 1 士 0. 003 0. 079 士 o. 0 1 3  2. 7 1 4 ナ o. 142 1 .  340 士 0. 059 0. 283 士 o. 019 0. 34 1 ナ o. 030 0. 073 :+- 0. 026 o. 028 ± o. 002 o. 374 士 0. 0 1 0  
滝 八 号 沢 30 0. 1 38 ナ 0. 0 1 0 0. 022 士 0. 002 0. 105 士 0. 0 1 7  3. 1 23 士 0. 127 1 .  846 士 0. 065 o. 105 士 0. 0 1 9  0. 475 士 0. 045 0. 076 士 o. 046 0. 027 士 0. 008 0. 359 士 0. 042 
地 幌 加 沢 23 o. 1 39 士 o. 009 o. 023 士 0. 001 o. 099 士 0. 0 1 5 2. 975 土 0. 102 1 .  794 土 0. 077 o. 104 士 0. 0 1 0 0. 470 士 0. 037 0. 103 士 0. 027 0. 027 士 0. 002 0. 369 士 0. 007
区 あ じ さ い滝 29 o. 1 42 士 o. 0 1 0  0. 023 + 0. 001 0. 1 0 1 士 0. 0 1 4 3. 038 ± o. 125 1 .  787 ± 0. 076 0. 1 1 5 士 o. 015 0. 457 士 0. 035 0. 076 士 0. 044 0. 027 ± o. 005 o. 365 士 o. 0 1 1  

近文台第一 30 0. 8 1 9 士 0. 0 1 3  0. 1 65 士 0. 006 o. 081 士 0. 0 1 0  3. 266 士 0. 1 1 7 0. 604 士 o. 031  0. 94 1 土 o. 030 0. 1 65 士 0. 020 0. 039 士 o. 0 1 6  0. 039 土 0. 002 0. 457 土 o. 008 
II 第二 107 0. 5 17 士 0. 0 1 1  0. 099 士 0. 005 o. 067 ::+- 0. 090 2. 773 土 0. 097 0. 8 1 2 士 o. 037 0. 8 1 8 士 o. 034 o. 197 士 o. 024 0. 041 土 o. 019 o. 035 士 o. 002 o .  442 士 0. 009 
II 第三 1 7  o .  5 14 ± 0. 0 1 2  0 .  098 士 0. 005 0. 066 ナ 0. 0 1 4  2 .  765 士 o. 125 0 .  8 1 4 士 0. 068  o. 8 1 5 士 o. 042  0 .  199 士 0. 039 0. 078 士 o. 008  o .  034 ± o. 002  o .  443 士 0. 0 1 1  

秩父別第一 5 1  0 .  249 士 0. 0 1 7  0. 122 士 0. 006 0. 078 士 0. O l l  l .  6 1 4 士 0. 0 6 8  0 .  995 土 0. 037 o .  458 士 0. 023 0. 235 ± 0. 024 0. 023 ± 0. 0 2 1  o .  022 士 0. 004 0 .  334 ± 0. 0 1 3  
II 第二 25 o. 506 士 0. 0 1 6  0. 098 土 0. 005 0. 070 士 0. O l l  2. 750 士 0. 099 0. 805 士 0. 042 o. 808 士 0. 032 0. 1 97 士 o. 026 o. 027 ± 0. 0 1 6  o. 027 士 0. 003 0. 37 1 士 0. 0 1 0  

滝 川第一 31  o. 253 士 0. 0 18  0. 122 土 0. 006 0. 077 士 o. 009 1 .  6 1 3 士 o. 090 1 .  0 1 7 士 o. 045 0. 459 士 0. 025 0. 233 士 0. 029 0. 038 士 0. 0 1 8  o. 025 士 0. 003 o. 370 士 0. 023 
II 第二 15  0. 5 10 士 o. 0 15  o. 098 士 0. 005  0 .  068 士 0. 009  2. 740 士 0. 072 0. 802 土 0. 0 1 9 0. 8 1 2 士 0. 0 1 9  0. 1 92 ± 0. 026 0. 032 士0. 023 0. 030 士 0. 004  0 .  393 士 o. 031 

置 戸 65 0. 326 士 0. 008 0. 128 士 0. 005 0. 045 士 0. 008 l .  8 1 3 士 0. 062 0. 824 ± 0. 034 0. 454 ± o. 020 0. 1 79 士 0. 023 0. 044 士 0. 020 0. 030 ± 0. 002 0. 4 1 2 土 0. 0 1 0  

十 十勝 三股 60 0. 256 ± 0. 0 1 8  0. 074 士 0. 005 0. 068 士 0. 0 1 0  2. 28 1 士 0. 087 1 .  097 ± 0. 055 0. 434 ± 0. 023 0. 334 士 o. 029 o. 064 士 o. 025 o. 029 ± 0. 002 0. 396 士 0. 0 1 3  
美 蔓 第一 4 1  0 .  499 + 0. 0 2 0  0 .  1 24 士 0. 007 0 .  052 士 0. 0 1 0  2 .  635 士 0. 1 8 1  0 .  802 ± 0. 06 1 0 .  707 士 0. 044 0 .  199 ± o. 0 2 9  o .  039 ± 0. 023 o .  033 士 0. 002 0 .  442 士 0. 0 1 5  

勝 ” 第二 28 0. 593 士 0. 036 0. 144 士 o. 012 0. 056 ± 0. 0 1 0  3. 028 ± 0. 25 1 o. 762 土 0. 040 o. 764 士 0. 05 1  0. 197 ± 0. 026 0. 038 士 0. 022 0. 034 士 0. 002 0. 449 ± 0. 009 

赤井川第一 50 o. 254 士 0. 029 0. 070 士 0. 004 0. 086 士 o. 0 1 0  2. 2 1 3 士 o. 1 04 0. 969 ± o. 060 0. 428 士 0. 02 1 0. 249 士 0. 024 0. 058 士 0. 023 0. 027 士 o. 002 0. 37 1 土 0. 009
II 第二 30 0. 258 士 0. 065 0. 072 士 0. 002 0. 080 士 0. 0 1 0 2. 207 士 0. 083 0. 970 士 0. 045 0. 436 士 0. 026 0. 245 士 0. 02 1 o. 02 1 ± 0. 029 0. 025 ± 0. 007 0. 37 1 士 0. 007 

豊 泉第一 75 0. 473 土 o. 0 1 9  o. 148 士 0. 007 0. 060 ナ 0. 0 1 5  l .  764 士 0. 072 0. 438 士 0. 027 0 .  607 士 o. 028 0 .  1 57 士 0. 020 0. 025 土 0. 0 1 7  0 .  032 土 0. 002 0 .  469 士 o. 0 1 3  
II 第二 40 o. 377 士 0. 009 0. 1 33 士 0. 006 0. 055 土 0. 008 1 .  723 士 o. 066 0. 5 1 6 ± 0. 019 0. 5 1 3 ± o. 0 1 8  0. 177 士 o. 0 1 6  o. 007 ± 0. 015 o. 030 士 0. 005 o. 43 1 士 0. 0 1 0  

青森県 折 腰 内 35 0. 1 90 ± 0. 0 1 5  0. 075 土 0. 003 0. 040 士 0. 008 1 .  575 ± o. 066 1 .  241 士 0. 046 0. 3 1 8 士 o. 014 0. 1 4 1 士 0. 033 o. 076 士 0. 021 o. 024 士 o. 002 o. 348 ナ 0. 0 1 0  
出 来 島 27 o. 346 士 0. 022 o. 1 32 ± o. 007 0. 231 士 0. 0 1 9  2. 268 士 o. 085 0. 865 士 o. 044 [. 106 士 o. 056 0. 399 ± o. 038 o. 1 79 士 o. 031 o. 038 士 0. 003 o. 499 士 0. 0 1 3  

深 六 角 沢 36 0. 080 ± 0. 008 0. 097 士 o. 0 1 1  o. 0 1 3 士 0. 002 0. 697 士 0. 02 1  0. 1 28 士 o. 008 o. 002 -+: 0. 002 0. 064 士 0. 007 0. 035 ± 0. 004 0. 026 士 0. 002 0. 379 ± 0. 0 1 0  
浦 八 森 山 4 1  0 .  077 士 0. 005 0 .  098 士 0. 003 0. 0 1 3 士 0. 002 o .  701 士 0. 0 1 8  o .  1 34 士 0. 005 o .  002 士 0. 002 0. 070 ± 0. 0 0 5  0 .  034 士 0. 006 o .  027 士 0. 005 0. 384 士 0. 009

青 戸 門第一 28 0. 250 士 0. 024 0. 069 士 o. 003 0. 068 士 0. 0 1 2  2. 358 士 0. 257 1. 1 68 士 0. 062 0. 52 1 ± 0. 063 0. 277 ± 0. 065 0. 076 士 0. 025 o. 026 士 0. 002 0. 362 土 0. 0 1 5
＊ ＊＊ ” 第二 28 0. 084 士 0. 006 0. 104 士 o. 004 0. 0 1 3 士 0. 002 0. 69 1 士 0. 021 o. 1 23 士 0. 006 o. 002 士 0. 002 0. 069 士 0. 0 1 0  0. 033 士 0. 005 o. 025 士 0. 002 0. 369 士 0. 007
市 鶴 ケ 坂 33 0. 344 士 0. 0 1 7  0. 1 32 士 0. 007 0. 232 士 0. 023 2. 26 1 士 0. 143 0. 86 1 士 0. 052 1 .  081 士 0. 060 0. 390 士 0. 039 o. 1 86 士 o. 037 o. 037 士 0. 002 0. 496 士 0. 0 1 8  

成 田 47 0. 252 士 0. 0 1 7 0. 068 士 0. 009 0. 079 士 0. 033 2. 548 士 0. 1 3 1  1 .  149 士 0. 069 0 .  568 士 0. 1 0 8  0 .  288 士 0. 0 3 7  0 .  049 士 0. 036 0 .  028 士 0. 005 0 .  383 士 0. 0 1 8
下 湯 川 36 9. 673 ± 0. 479 2. 703 士 0. 149 3. 267 士 o. 2 1 7  2 1 . 648 士 1 . 500 0. 090 士 o. 021  1 .  708 ± 0. 102 0. 155 ± 0. 0 15  0. 1 69 士 0. 031  0. 053 士 0. 042 0 .  858 士 0. 088

浪 岡 67 o. 253 士 0. 0 1 6 0. 067 士 0. 008 0. 077 士 0. 029 2. 5 1 9 士 0. 148 [. 1 47 士 o. 065 o. 558 士 0. 087 0. 286 士 0. 035 0. 047 士 0. 040 o. 028 士 o. 003 0. 385 士 0. 0 1 8

秋田県 男 金 ケ 崎 43 0. 294 士 o. 009 0. 087 士 o. 004 0. 220 士 0. 0 1 8  1 .  644 士 0. 0 8 1  1 .  493 ± 0. 0 8 1  o .  930 士 0. 043 0 .  287 士 0. 0 3 9  0 .  098 ± 0. 040 0 .  029 士 0. 002 0 .  368 士 0. 008 
鹿 脇 本 45 0. 295 士 o. 008 0. 087 士 o. 004 0. 2 1 9 士 0. 0 1 7  1 .  67 1 士 0. 077 1 .  503 士 0. 072 0 .  939 士 o. 054 0 .  286 士 o. 0 4 5  o .  1 08 士 0. 034 0 .  028 士 0. 006 0 .  367 士 0. 009 

表20 - 1 
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各黒曜石の原産地に お け る 原石群の元素比の平均値 と 標準偏差値

原 産 地 分析 元 素 比
原石群名 個数 C a /K T i / K M n / Z r F e / Z r R b / Z r S r / Z r Y / Z r N b / Z r A l /K S i /K 

岩手県 争下 石 25 0. 636 士 0. 033 o. 1 87 士 o. 012 o. 052 士 o. 007 1 .  764 士 o. 06 1 o. 305 士 o. 0 1 6  o. 431 士 o. 02 1  o. 209 士 0. 0 1 6 0. 045 士 0. 0 1 4  o. 04 1 士 o. 003 o. 594 士 o. 014 
折 居 22 o. 6 1 5 士 o. 055 o. 1 80 士 o. 016 o .  058 士 0. 007 l .  75 1 士 0. 062 o. 306 士 0. 033 o. 42 1 士 o. 05 1  o. 228 土 0. 079 0. 045 士 0. 0 1 1  o. 041 士 0. 005 0. 594 士 o. 055 
ィ�ヒ 泉 30 0. 596 士 o. 046 0. 1 77 士 o. 0 1 8  0. 056 士 o. 008 1 .  742 士 0. 072 0. 3 1 4 士 o. 019 o. 420 士 o. 025 o. 220 士 0. 0 1 6 0. 044 士 0. 0 1 3  o. 04 1 士0. 003 0. 586 士 o. 030 

山形県 月 山 44 o. 285 士 o. 02 1  o. 1 23 士 o. 007 o. 182 士 o. 0 1 6  l .  906 士 o. 0 9 6  o .  966 士 o. 069 l .  022 士 o. 0 7 1  o .  276 士 o. 036 0 .  1 1 9 士 o. 033 o .  033 士 0. 002 0. 443 士 o. 0 1 4  

宮城県 湯 倉 2 1  2. 1 74 士 0. 068 0. 349 士 o. 0 1 7  o .  057 士 0. 005 2. 544 士 0. 149 o .  1 1 6 士 0. 009 o .  658 士 o. 024 0. 1 38 士 o. 0 1 5  o .  020 土 0. 0 1 3  o .  073 士 o. 003 o .  956 ± 0. 040 
塩 釜 37 4. 828 士 o. 395 1 .  630 士 0. 1 04 0. 1 78 士 0. 0 1 7  1 1. 362 士 1. 150 0. 1 68 士 0. 0 1 8  1 .  298 士 o. 063 o. 155 士 0. 0 1 6 0. 037 士 0. 0 1 8  o. 077 士 o. 002 o. 720 士 o. 032 

新潟県 佐 渡 第一 34 o. 228 士 0. 0 1 3 0. 078 士 o. 006 o. 020 士 o. 005 1 .  492 士 0. 079 o. 821 士 0. 047 o. 288 士 o. 0 1 8  o. 142 士 0. 0 1 8 0. 049 士 o. 0 1 7  o. 024 士 o. 004 o. 338 ± o. 0 1 3  
II 第二 1 2  o .  263 士 o. 032 0 .  097 士 o. 0 1 8  o .  020 士 0. 006 L 50 1 士0. 053 o. 7 17 士 o. 106 o. 326 土 o. 029 o. 09 1 士 0. 022 0. 046 土 0. 0 1 5 0. 026 士 0. 002 o. 338 士 o. 009 

上 石 川 45 o. 321 士 0. 007 0. 070 士 o. 003 0. 069 士 o. 0 1 1  2. 05 1 士 o. 070 o. 981 士 o. 042 0. 773 士 0. 034 o. 182 士 o. 023 0. 038 士 o. 027 o. 026 士 0. 007 0. 359 士 0. 009 
板 山 44 0. 232 士 o. 0 1 1  0. 068 士 o. 003 0. 1 69 士 o. 017 2. 1 78 士 0. 1 10 l. 772 士 0. 098 0. 772 士 0. 046 0. 374 士 o. 047 o. 154 士 0. 034 0. 027 士 o. 002 o. 359 士 0. 009
大 白 川 2 2  0. 569 士 o. 0 12 o .  142 士 o. 0 0 7  0 .  033 士 o. 005 1 .  608 士 0. 049 o. 26 1 士 0. 012 0. 332 士 0. 0 1 1  o. 150 士 o. 015 0. 033 ± o. 0 1 1  o. 036 士 0. 003 o. 49 1 士 0. 0 1 4
金 津 46 o. 331 士 o. 0 1 1  o. 097 士 0. 037 0. 030 士 o. 007 1 .  7 1 1 士 o. 066 o. 6 1 8 士 o. 027 0. 283 士 o. 012 o. 1 8 1 士 0. 016 0. 035 士 0. 0 1 8 0. 027 ± 0. 009 0. 402 士 o. 0 1 2  

栃木県 高 原 山 40 0. 738 士 0. 067 0. 200 士 o. 010 0. 044 士 0. 007 2. 0 1 6 士 0. l l O  0. 381 士 0. 025 0. 502 士 o. 028 o. 190 士 o. 017 o. 023 士 0. 0 1 4 0. 036 士 0. 002 o. 5 1 6 士 o. 0 1 2  

東京都 神 長 浜 第一 56 0. 381 士 o. 014 0. 1 36 士 o. 005 0. 102 士 0. 0 1 1  l .  729 士 0. 079 0 .  471 士 0. 027 o. 689 士 0. 037 0. 247 士 o. 02 1 o. 090 士 0. 026 0 .  036 士 o. 003 o. 504 士 o. 0 1 2  
津 ” 第二 23 0. 317 士 o. 0 16  0. 1 20 土 o. 008 0. 1 14 士 0. 0 1 4  1 .  833 士 0. 069 0. 6 1 5 士 0. 039  0. 656 士 o. 050 o. 303 士 o. 034 o. 107 士 0. 026 0. 033 士 o. 002  o .  471 士 0. 009 
島 長 根 40 0. 318 士 o. 020 0. 120 士 o. 005 0. 1 18 土 0. 0 1 4  l .  805 士 0. 0 9 6  0 .  6 1 4 士 0. 036 0 .  664 士 o. 045 o .  29 1 士 o. 0 2 9  o .  093 士 0. 039 0. 034 士 0. 0 0 6  o .  476 士 0. 0 1 2  

神奈川県 箱根 ・ 笛塚 30 6. 765 士 o. 254 2. 2 1 9 士 0. 057 0. 228 土 0. 0 1 9 9. 282 士 0. 622 0. 048 士 0. 0 1 7 1 . 757 士 o. 06 1 o. 252 士 0. 0 1 7 0. 025 士 0. 0 1 9  0. 140 士 0. 008 1. 528 士 0. 046
” • 畑宿 4 1  2. 056 士 0. 064 0. 669 士 o. 0 1 9  0. 076 士 0. 007 2. 9 1 2 ± 0. 1 04 0 .  062 士 0. 007 0. 680 士 0. 029 o. 202 士 o. 0 1 1  o. 0 1 1 士 o. 0 1 0  o. 080 士 0. 005 1. 1 26 士 0. 031 

鍛 冶 屋 3 1  l .  663 士 o. 0 7 1  o .  38 1 士 0. 0 1 9 0. 056 士 o. 007 2 .  139 士 o. 0 9 7  o .  073 士 o. 008 0 .  629 士 0. 025 o .  154 士 0. 0 0 9  0 .  0 1 1 士 o. 0 0 9  o .  067 士 0. 005 o .  904 士 0. 020

静岡県 上 多 賀 3 1  l .  329 士 o. 078 0 .  294 士 o. 0 1 8  0 .  04 1 土 o. 006 l .  697 ± 0. 068 0. 087 士 0. 009 0. 55 1 士 o. 023 o. 1 38 士 0. 0 1 1 0. 0 1 0 ± 0. 009 0. 059 士 0. 004 0, 856 士 0. 0 1 8  
柏 峠 西 35 1 .  2 13 士 0. 1 64 o. 3 1 4 士 o. 028 o. 031 士 o. 004 1 .  699 士 0. 167 o. 1 13 士 o. 007 o. 39 1 士 o. 022 o. 143 土 o. 007 0. 009 士 0. 009 0. 047 士 o. 004 o. 663 士 o. 020 
小 豆 峠 40 0. 1 1 0 士 0. 008 0. 052 士 o. 004 0. 297 士 o. 038 3 .  2 1 1 ± 0. 319 0. 829 ± 0. 089 0. 1 54 士 0. 030 o. 547 士 0. 054 0. 087 ± 0. 057 0. 025 士 0. 0 1 4  o. 429 士 0. 0 1 6  

富 山 県 魚 津 1 2  0. 278 士 0. 0 1 3 0. 065 士 0. 004 0. 064 士 o. 008 2 .  084 士 o. 0 9 5  o .  906 士 0. 057 0. 64 1 土 0. 046 o .  194 士 0. 0 1 4  o .  1 02 士 0. 02 1 0. 027 士 o. 002 o .  372 士 o. 009 

高 二上 山第一 36 o. 3 19 士 0. 0 1 7  o. 1 1 3 士 0. 006 0. 040 士 0. 008 1. 720 士 0. 080 o. 740 士 o. 052 o. 665 士 o. 029 o. 1 2 1 士 0. 026 0. 047 士 0. 03 1  0. 0 1 5 士 o. 0 14  o. 392 士 o. 0 1 8  
岡 ” 第二 40 0. 7 1 0 士 o. 017 o. 202 士 0. 008 0. 054 士 0. O l l  1 .  994 士 o. 1 5 2  o .  4 1 3 士 o. 028 0 .  840 士 o. 050 o .  l l8 士 0. 025 0 .  05 1 士 0. 0 3 1  o .  020 士 o. 020 o .  599 士 o. 024 
市 ／， 第三 45 o. 441 士 0. 052 0. 108 士 o. 014 0. 079 士 0. 02 1 2. 2 5 1 士 0. 1 38 o. 794 士 0. 155 l .  222 士 o. 088 0. 1 27 士 0. 04 1 0. 067 士 o. 053 o. 0 1 5 士 0. 0 14  o. 4 1 2 士 0. 025

石川県 比 那 1 7  o .  370 士 0. 0 14 o. 087 士 o. 0 04  o .  060 士 0. 0 09  2 .  699 士 o. 167  o. 639 士 o. 0 28  o .  534 士 o. 023 0. 172 士 o. 0 28  o .  052 士 0. 0 1 8  0. 032 士 o. 0 02  o .  396 ± o. 0 1 7  

福井県 安 島 2 1  0. 407 士 o. 007 0 .  1 23 士 0. 005 0. 038 士 o. 006 l .  628 士 o. 0 5 1  0 .  643 ± o. 04 1 0 .  675 士 0. 030 o .  1 1 3 士 0. 0 2 0  0 .  06 1 士 o. 0 1 6  o .  032 士 o. 002 o .  450 士 o. 0 1 0  
三 里 山 2 1  0 .  350 士 o. 0 1 8  0 .  1 23 士 o. 008 0 .  036 士 o. 006 1 .  5 6 1 士 o. 08 1  0. 608 士 0. 031  0. 798 士 0. 039 o. 069 士 0. 020 0. 062 士 o. 0 1 3  o. 028 士 o. 002 o. 38 1 士0. 008

群馬県 大 窪 沢 42 l .  481 士 0. 1 1 7 0. 466 士 o. 02 1  0. 042 士 o. 006 2. 005 士 o. 1 35 o. 182 士 0. O l l  0. 84 1 士 0. 044 o. 105 士 0. 0 1 0 0. 009 士 0. 008 0. 033 士 o. 005 o. 459 士 o. 0 1 2  

表20 - 2 
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各黒曜石の原産地 に お け る 原石群の元素比の平均値 と 標準偏差値

原 産 地 分析 元 素 比
原石群名 個数 C a /K T i / K M n / Z r F e / Z r R b / Z r S r / Z r Y / Z r N b / Z r A l /K S i / K 

長野県 霧 ケ 峰 1 7 1  0 .  1 38 士 0. 009 o .  066 士 0. 003 o .  104 士 o. 0 1 1  I .  339 士 o. 057 I .  076 士o. 047 o .  360 ± 0. 023 0. 275 士 o. 030 0. 1 1 2 士 0. 023 0. 026 士 0. 002 0. 36 1 ± 0. 0 1 3  
和 田 峠第一 143  0. 1 67 士 0. 028 0. 049 士 0. 008  o .  1 1 7 士 o. 0 1 1  1 .  346 ± o. 085 1 .  853 士o. 124 o. 1 1 2 士 0. 056 0. 409 ± 0. 048 0. 1 39 士 0. 026 0. 025 士 o. 002 0. 355 士 0. 0 1 6  

／， 第 二 1 7  o .  146 士 0. 003 0. 032 士 0. 0 0 3  0 .  1 5 1 士 0. 0 1 0  1 .  4 6 1 土 0. 039 2 .  449 士 0. 1 35 0 .  036 士 o. 0 1 2  0 .  5 1 7 士 0. 044 o .  1 86 士 0. 025 0. 027 士 0. 002 0 .  368 士 0. 007 
II 第三 62 0. 248 士 o. 048 o. 064 士 0. 012 0. 1 14 士 0. 0 1 1  1 .  520 士 0. 1 82 1 .  673 士 0. 140 0. 274 士 0. 1 04 0 .  374 士 o. 048 0 .  122 士 0. 024 0. 025 士 0. 003 0. 348 士 0. 0 1 7  
II 第四 37 0. 144 土 0. 017 0. 063 士 0. 004 0. 094 士 o. 009 1 .  373 ± 0. 085 1 .  3 1 1 士o. 037 0. 206 土 0. 030 0. 263 士 o. 038 0. 090 士 0. 022 0. 023 士 o. 002 0. 331 士 o. 0 1 9  
II 第五 47 o. 176 ± 0. 019 0. 075 士 0. 010 0. 073 士 0. O l l  1 .  282 士 0. 086 1 .  053 ±0. 196 0. 275 士 o. 058 o. 1 84 士 0. 042 0. 066 士 0. 023 0. 02 1 士 0. 002 o. 306 士 0. 0 1 3  
” 第六 53  0. 1 56 士 o. 0 1 1  o. 055 士 0. 005 0. 095 ± 0. 0 12  1 .  333 士 0. 064  1 .  523 士0. 093  0. 1 34 士 0. 03 1  0. 279 士 0. 039 0. 0 1 0 士 0. 0 1 7  o .  02 1 士 0. 002  0 .  3 1 3 士 0. 0 12  

鷹 山 • 和田 53 0. 1 38 士 0. 004 0. 042 土 0. 002 0. 123 士 o. 0 1 0  1 .  259 士 0. 0 4 1  1 .  978 士o. 067 o .  045 士 0. 0 1 0  0 .  442 ± 0. 039 0 .  142 士 o. 0 2 2  0 .  026 士 o. 002 0 .  360 士 o. 0 1 0  
男 女 倉 1 19 o. 223 士 a. 026 o. 102 士 0. 0 1 0  0. 059 士 0. 008 1. 169 士 0. 081  0. 70 1 士0. 109 0. 409 士 o. 052 o. 128 士 0. 024 0. 053 士 0. 0 1 7 0. 026 ± 0. 002 o. 354 士 0. 008 
麦 草 峠 68 0. 263 士 o. 020 0. 1 38 士 o. 0 1 1  o. 049 士 0. 008 1 .  403 士 0. 069 0. 532 士0. 048 0. 764 士 0. 03 1  0. 1 0 1 士 0. 0 1 8 0. 056 土 0. 0 1 6 0. 029 士 0. 002 0 .  4 0 1 ± 0. 0 1 7  
双 子 池 83 0. 252 士 o. 027 0. 129 士 0. 007 0. 059 士 0. 0 1 0  1 .  630 ± 0. 1 79 o .  669 士 0. 0 5 2  0 .  802 士 0. 0 58  0 .  1 1 1 士 0. 024 0. 037 土 0. 032 0. 027 ± 0. 007 0 .  40 1 士 0. 0 1 1  

島根県 加 茂 20 0. 154 士 0. 008 o. 092 ± 0. 009 o. 0 1 8 士 0. 003 o. 943 土 o. 029 o. 289 士0. 016 0. 006 士 0. 003 0. 047 士 0. 010 0. 144 士 0. 019 0. 022 ± 0. 00 1 0. 269 士 0. 0 1 7
津 井 30 0. 1 50 ± o. 008 0. 100 ± 0. 003 0. 0 1 5 士 0. 002 0. 9 19 ± 0. 033 o. 305 ±0. 0 1 0  0. 0 1 3 士 0. 003 0. 046 ± 0. 0 1 3  0. 1 32 士 0. 007 0. 022 士 0. 00 1 0. 258 士 0. 006 
久 見 31  0 .  142 士 0. 004 0 .  061 士 0. 0 02  0 .  020 士 o. 0 03  0 .  98 1 士 0. 048  0 .  398 士 0. 0 1 3 0. 00 1 士 o. 0 02  0 .  093 士 0. 0 1 5 0. 229 士 0. 0 1 0  0 .  023 士 0. 002 0 .  3 1 7 士 0. 006 

大分県 観 音 崎 4 1  0 .  2 1 6 士 0. 0 1 7  0. 045 士 0. 003 0. 428 ± 0. 057 6 .  897 ± 0. 806 1 .  829 士0. 220 1 .  572 士 o. 1 80 0. 325 士 0. 088 o. 622 ± 0. 099 0. 035 ± 0. 002 o. 4 1 8 士 0. 0 1 1  
姫 両 瀬 第一 33 0. 221 ± o. 02 1 0. 045 ± 0. 003 0. 450 士 0. 06 1 7. 248 土 0. 668 1 .  9 1 7 ±0. 194 1. 660 士 0. 1 73 0. 355 士 0. 057 0. 669 士 0. 105 0. 035 士 0. 002 0. 4 1 9 士 0. 009
島 ＊ ／， 第二 32 0. 634 ± o. 047 0. 140 士 0. 0 1 3  o. 194 土 0. 026 4. 399 士 o. 322 o. 6 1 4 ±0. 077 3. 162 士 0. 1 89 0. 144 士 0. 03 1  0. 240 土 0. 041 0. 038 士 0. 002 0. 45 1 士 0. 0 1 1  
地 * II 第三 1 0  1 .  0 1 3 士 0. 1 4 0  o .  2 1 1 土 0. 0 2 6  0 .  126 士 o. 0 1 6  3 .  4 9 1 士 0. 231  0 .  305 士0. 067 4 .  002 士 0. 1 74 0 .  109 士 o. 02 1 0 .  1 37 士 o. 0 2 8  0 .  040 士 o. 004 0 .  471 士 o. 0 1 7  
域 ＊ オ イ 崎 29 1 .  074 士 0. 1 1 0 0. 224 士 0. 024 0. 1 22 ± 0. 0 1 2  3. 460 士 0. 30 1 0. 286 士 0. 048 4. 0 1 0 士 o. 197  o. 1 0 1 士 0. 022 o. 1 33 士 0. 025 o. 040 ± 0. 003 o. 469 土 0. 0 1 4

＊ 稲 積 25 0. 653 ± o. 066 0. 1 4 1 ± 0. 016 0. 189 士 0. 030 4. 398 士 0. 425 o. 605 ±0. 096 3. 234 ± 0. 264 0. 1 5 1 士 0. 033 0. 245 士 0. 050 0. 037 土 0. 002 0. 448 ± 0. 0 1 5  

塚 瀬 30 0. 3 13 土 0. 023 0. 127 士 0. 009 0. 065 士 o. 0 1 0  1 .  489 ± 0. 1 24 0 .  600 士o. 05 1 0 .  686 士 o. 082 o .  175 士 0. 0 1 8  0 .  102 士 0. 020 0. 028 士 0. 002 0 .  37 1 士 0. 009 
佐賀県 腰 岳 26 0. 2 14 士 o. 015 0. 029 ± 0. 001  0. 076 士 0. 0 1 2 2. 694 士 0. 1 1 0 1 .  686 士0. 085 0. 441 士 0. 030 0. 293 ± 0. 039 0. 257 ± 0. 029 o. 027 士 0. 002 0. 356 士 0. 008 

椎 葉 川 59 0. 4 14 土 0. 009 0. 071 土 0. 003 0. 1 0 1 士 0. 017 2. 947 ± 0. 142 1 .  253 士 0. 081 2. 0 1 5 士 0. 099 0. 147 士 0. 035 0. 255 士 0. 040 0. 030 士 0. 007 0. 388 士 0. 009 

長崎県 壱 久 喜 l 辻 37 0. 165 士 0. 0 1 2  0. 066 士 0. 002 0. 034 士 0. 003 1. 1 97 士 0. 030 0. 403 士 0. 0 1 2  0. 005 士 0. 004 o. 1 14 ± 0. 0 1 2  o. 326 士 0. 008 o. 024 士 0. 002 0. 294 土 0. 008 
岐 君 ケ 浦 28 0. 1 6 1 士 0. 0 1 1  0. 064 士 0. 002 0. 034 士 0. 003 1 .  209 士 0. 032 0. 405 士0. 008 0. 005 士 o. 004 o. 1 1 9 士 0. 0 1 6  o. 322 士 0. 010 0. 025 士 0. 002 o. 294 士 0. 006
島 角 J I I  29 0. 1 38 士 0. 010 0. 037 士 0. 002 0. 056 士 0. 007 1 . 74 1 士 0. 083 1 .  880 士0. 076 o. 0 1 2 士 o. 0 1 2  o. 303 士 0. 038 0. 652 士 0. 036 0. 026 士 o. 002 o. 358 士 0. 0 1 0  

松 浦 第一 23 0. 2 18 土 0. 010 o. 029 士 0. 002 0. 085 士 o. 013 2. 692 士 o. 125  l .  674 士 o. 064 o. 439 士 0. 027 0. 284 士 o. 047 0. 266 士 o. 028 0. 027 土 o. 002  0 .  359 士 o. 0 12  
II 第二 1 7  o .  176 士 0. 0 1 6  o .  030 士 0. 004 0. 062 士 o. 022  2. 364 土 o. 389 l .  607 士 0. 245 o. 308 士 0. 074 0. 277 士 o. 056 0. 2 1 0 士 0. 050 0. 026 士 o. 00?. 0. 36 1 ± o. 0 1 0  
II 第三 1 6  o .  245 士 0. 0 1 9  o .  060 士 0. 006 0. 045 士 o. 0 1 2  1 .  975 土 o. 240 o .  878 士 0. 099 o .  42 1 土 0. 0 8 1  0 .  1 30 土 0. 030 0 .  145 士 o. 0 2 3  0 .  026 士 o. 002 0 .  358 士 0. 0 1 3
II 第四 22 o. 287 士 0. 019 o. 067 士 0. 004 o. 044 士 o. 007 1 .  906 土 o. 106 o. 765 士 0. 074 0. 484 士 0. 034 0. 1 1 5 士 0. 023 0. 1 1 7 士 0. 018 0. 028 ± 0. 00 1 0. 367 ± 0. 007 

淀 姫 44 o. 329 士 0. 0 1 4 0. 080 士 0. 005 o. 042 土 0. 007 1 .  804 士 o. 065 o. 539 ± 0. 022 o. 504 士 0. 035 0. 077 士 o. 0 1 8  0. 1 17 士 0. 014 0. 029 士 0. 002 0. 374 ± o. 009 
中 町 第一 25 o. 248 士 0. 017 o. 058 士 0. 008 o. 057 士 o. 007 l .  884 士 o. 085 o. 832 士0. 092 o. 403 士 0. 026 0. 1 1 2 士 o. 02 1 0. 152 土 o. 0 1 7  0. 026 士 0. 002 0. 363 士 0. 007

／， 第二 17 o. 327 士 0. 030 o. 080 士 0. 0 1 7  0. 045 士 o. 007 1 .  832 士 o. 074 o. 653 士 0. 088 o. 488 士 0. 030 0. 090 士 0. 030 0. 093 土 o. 023 0. 027 士 0. 002 0. 358 士 0. 0 1 2  
古 里 第一 40 0. 1 92 ± 0. 020 0. 027 士 0. 003 o. 080 士 o. 0 1 6  2. 699 士 0. 2 1 5  1 .  780 士0. 164 0. 4 1 3 ± 0. 065 0 .  3 1 2 士 0. 0 5 6  0 .  259 士 0. 040 0. 027 士 0. 002 0 .  358 士 0. 008

／， 第二 22 o. 4 14 士 0. 0 1 2 0. 073 士 0. 006 0. 102 土 o. 015 2. 898 士 o. 204 1 .  221 士0. 094 1 .  9 5 1 士 0. 1 24 0. 1 33 士 0. 047 0. 26 1 士 0. 034 0. 031 ± o. 002 0. 383 士 0. 0 1 0  
II 第三 1 9  o .  257 士 0. 035  o .  062 士 0. 0 09  0 .  054 士 o. 009 1 .  939 士 0. 1 3 1  o. 8 1 2 士o. 1 1 3  o. 436 士 0. 052 0. 1 0 1 士 0. 029 0. 145 土 0. 037 0. 028 士 0. 002 0. 364 士 0. 0 1 1  

大 崎 25 o. 1 6 1 土 0. 0 1 1  0. 051 士 0. 002 0. 037 士 o. 006 1 .  7 18 ± 0. 056 0. 948 士 o. 030 0. 1 79 士 o. 0 1 8  o. 1 9 1 士 o. 026 0. 1 37 土 o. 0 1 9  0. 024 士 0. 002 o. 340 士 o. 006 

表20 - 3 
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各黒曜石の原産地に お け る 原石群の元素比の平均値 と 標準偏差値

原 産 地 分析 元 素 比
原石群名 個数 C a /K T i /K M n / Z r F e / Z r R b / Z r S r / Z r Y / Z r N b / Z r A l /K S i /K 

熊本県 /J\ 国 30 0. 3 17 士 0. 023 0. 1 27 士 o. 005 o. 063 士 0. 007 l .  44 1 士 o. 070 o. 6 1 1 士 0. 032 0. 703 士 0. 044 o. 1 75 士 0. 233 0. 097 ± 0. 0 1 7  0. 023 ± o. 002 0. 320 士 0. 007
南 関 30 0. 26 1 士 0. 016 0. 2 1 4 士 0. 007 0. 034 士 0. 003 o. 788 土 o. 033 o. 326 士 o. 0 1 2  0. 278 士 0. 0 1 5  o. 069 士 o. 0 1 2  o. 031 士 0. 009 0. 0 2 1 士 0. 002 0. 243 全 0. 008

轟 44 0. 258 ± o. 009 o. 2 14 士 o. 006 0. 033 ± 0. 005 0. 794 士 0. 078 0. 329 士 0. 017 0. 275 ± 0. 0 1 0  o. 066 士 0. 0 1 1  o. 033 士 0. 009 0. 020 士 o. 003 0. 243 士 0. 008
冠 ケ 岳 2 1  o. 26 1 士 0. 0 1 2  0. 2 1 1 ± o. 008 0 .  032 土 0. 003 0. 780 士 0. 038 0 .  324 ± 0. 0 1 1  0. 279 士 o. 0 1 7  o .  064 士 0. 0 1 1  0 .  037 士 o. 006 o .  025 士 0. 002 0. 277 土 0. 009
白 浜 78 0. 208 士 0. 021  0. 1 0 1 士 0. 009 0. 024 士 0. 006 1. 382 士 0. 086 1. 0 2 1 士 0. 099 0. 35 1 士 o. 037 o. 1 62 士 0. 027 0. 027 士 0. 022 0. 022 士 0. 007 0. 3 17 士 0. 009

宮崎県 桑ノ 木津留
II 第一群 47 0. 207 士 0. 0 15  o. 094 士 o. 006 0. 070 士 0. 009 1 .  521 士 0. 075 1 .  080 士 0. 048 0. 4 1 8 ± 0. 020 0. 266 士 0. 034 o. 063 士 0. 024 0. 020 士 o. 003 o. 3 14 士 0. 0 1 1  
／， 第二群 33 0. 26 1 士 0. 0 1 5  0. 094 士 o. 006 0. 066 ± 0. 0 1 0  1. 743 ± 0. 095 1 .  242 士 0. 060 o. 753 士 0. 039 0. 205 士 0. 029 o. 047 士 0. 036 0. 022 士 o. 002 o. 323 士 0. 0 1 9  

鹿児島県 日 東 42 0. 262 士 0. 0 18  0 .  143 士 o. 006 o. 022 士 0. 004 1 .  178 士 o. 040 0 .  7 1 2 士 0. 028 0. 408 士 o. 025 o. 1 00 士 o. 018 0. 029 士 0. 013 0. 0 1 9 士 o. 00 1 0 .  275 士 o. 006 
五 女 木 37 0. 266 士 o. 021 0. 140 士 0. 006 o. 0 1 9 士 o. 003 l .  170 士 o. 064 0. 705 士 o. 027 0. 405 士 o. 021 o. 1 08 ± 0. 0 1 5  0. 028 士 o. 0 1 3  0. 0 1 9 ± 0. 00 1 0. 275 士 0. 006 
上 牛 鼻 4 1  [ .  629 士 0. 098 o. 804 士 o. 037 0 .  053 士 0. 006 3. 342 士 0. 2 1 5  0 .  1 88 士 0. 0 1 3  1 .  1 05 ± 0. 056 0. 087 士 0. 009 o. 022 士 0. 009 0. 036 士 0. 002 o. 39 1 士 0. 0 1 1  
平 木 場 34 1 .  944 士 0. 054 0. 9 1 2 士 0. 028 0. 062 士 o. 005 3. 975 士 o. 1 82 0. 1 84 士 o. 0 1 1  1 .  266 士 0. 049 0. 093 士 0. 0 1 0  0 .  02 1 ± 0. 0 1 0  0 .  038 ± 0. 003 0. 408 ± o. 0 1 0  
竜 ケ 水 28 0. 5 14 士 0. 032 0. 1 67 士 0. 008 0. 063 士 0. 009 1 .  524 ± 0. 079 0. 6 1 9 士 o. 038 0. 7 1 9 士 0. 054 o. 1 15 士 0. 0 1 9 0. 082 ± 0. 016 0. 037 土 0. 003 0 .  523 士 o. 009 
長 谷 30 o. 553 ± 0. 032 o. 1 37 士 o. 006 0. 065 士 0. 0 1 0  1 .  8 15 ± 0. 062 o. 644 士 0. 028 o. 553 ± 0. 029 0. 146 士 0. 02 1 0. 066 士 0. 020 0. 037 土 o. 003 0. 524 士 0. 0 1 2  

台 湾 台束山脈 37 0. 5 10 士 0. 010 0. 1 98 士 0. 007 0. 038 士 0. 007 1 .  862 士 0. 079 0. 353 士 0. 019 0. 5 1 9 士 0. 0 1 7  0. 1 23 ± 0. 0 1 2  o. 024 士 0. 0 1 7  0. 029 ± 0. 007 0. 407 士 0. 0 1 0  

長野県 N K遺物群 57 0. 566 士 o. 0 19  0. 163 士 o. 007 0. 086 士 0. 0 1 1  1 .  822 士 0. 084 0 .  467 ± 0. 031  1 .  6 9 1 士 0. 064 0. 102 士 0. 02 1 o. 04 1 士 0. 028 0. 038 士 0. 003 0 .  500 士 0. 0 1 4  

青森県 H Y 遺物群 31  0. 238 士 0. 0 1 1  0 .  1 3 1 ± 0. 006 0. 048 士 0. 008 l .  636 士 0. 0 6 6  0 .  4 1 8 ± 0. 0 2 8  l .  44 1 ± 0. 0 1 5  o .  482 士 0. 0 2 4  0 .  029 士 0. 0 2 8  0 .  020 士 0. 0 1 5  0. 481 士 0. 068
S N l 遺物群 33 0. 287 ± 0. 006 0. 087 士 0. 004 0. 033 士 0. 005 1. 597 士 0. 037 0. 244 士 0. 0 1 1  0. 258 士 0. 0 1 1  0. 281 士 0. 0 1 2  0 .  009 ± 0. 0 1 2  0 .  02 1 士 0. 006 o. 329 士 0. 006 
S N 2 遺物群 29 0. 209 士 o. 006 0. 1 1 6 士 0. 006 0. 076 士 0. 008 1 .  571 土 0. 082 0 .  7 1 6 士 o. 035 0. 292 土 0. 017 o. 264 士 0. 029 0. 028 士 0. 030 o. 023 ± 0. 009 0 .  383 ± 0. 0 1 5  

北朝鮮 会寧城外遺 70 0. 1 35 士 0. 012 0. 062 士 o. 006 0. 0 1 7 士 0. 003 1 . 1 18 ± 0. 051 0. 585 士 0. 036 0. 068 士 0. 0 1 9  0. 150 土 0. 022 o. 372 士 0. 035 0. 025 士 o. 004 o. 3 1 9 土 0. 0 1 2  
跡遺物群

ロ シア イ リ スタ ヤ 26 1 8. 888 士 2. 100 6. 088 ± o. 868 0. 293 ± 0. 032 27. 963 士 2. 608 0. 055 ± 0. 017 2. 7 1 6 土 o. 1 6 2  o. 1 63 士 0. 019 o. 036 士 o. 030 o. 1 73 士 0. 029 l. 674 ± 0. 240 
遺跡遺物群

標準試料 J G - 1 り 1 27  0 .  755 士 0. 0 1 0  o .  202 士 o. 005 0. 076 士 0. 0 1 1  3 .  759 士 0. 1 1 1  o .  993 ± 0. 036  1 .  331 士 0. 046 0 .  25 1 士 o. 027 o. 105 ± 0. 0 17  0. 028 士 0. 002  0 .  342 士 0. 004 

表20 - 4 

平均値士 標準偏差値、 ＊ ： ガラ ス質安山岩 N K 遺物 ( N K ) 群 ： 中 ッ 原遺跡、 H Y 遺物 ( H Y ) 群 ： 日 和 山遺跡出土の産地不明の原石群
a) : Ando, A. , Kurasawa, H. , Ohmori, T. & Takeda, E. 0974 ). 1 974 compi lation of data on the GJS geochemical reference samples JG- 1 granodiorite 

and JB- 1 basal t. Geochem ical Journal Vol. 8, 1 75- 1 92. 
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各サ ヌ カ イ ト の原産地 に お け る 原石群の元素比の平均値 と 標準偏差値

原 産 地 分析 元 素
原 石 群 名 個数 K / C a T i / C a  M n / S r F e / S r R b / S r Y / S r Z r / S r N b / S r A l / C a  S i / C a 

北海道 イ ト ム カ 4 6  0. 359 士 o. 020 o .  430 士 o. 0 1 4  o .  08 1 士 0. 006 5 .  884 士 0. 223 0 .  166 士0. 0 1 1  o .  120 ± o. 0 1 3  o .  883 士0. 030 0 .  0 1 5 士 0. 0 1 3  0 .  0 13 士 o. 0 0 1  0 .  1 37 士 o. 007 
山 80 o. 35 1 士o. 0 1 1  0. 288 士 o. 0 1 0  o. 089 士 0. 005 5. 064 士 o. 140 0. 174 士0. O l l  0. 096 士 0. 009 o. 903 士o. 029 o. 0 1 5 士 o. 0 1 2  o. 0 1 5 士 0. 00 1  o. 1 4 1 士 0. 005

群馬県 荒 船 山 43 0. 1 94 士 o. 070 o. 360 士 o. 028 o. 1 29 士 o. 014 9. 205 士 1. 153 o. 080 士 0. 034 o. 085 士 0. 0 1 4 0. 458 士0. 082 0. 009 士 o. 010 0. 0 1 3 士 o. 02 1  0. 1 23 士 o. 032 

長野県 八 風 山 46 0. 274 士 o. 028 o. 324 士 o. 010 o. 090 士 0. 008 4 .  905 士 o. 505 0. 1 04 士o. 009 o. 1 00 士 0. 009 o. 581 士o. 033 o. 0 1 2 士 o. 009 o. 0 1 8 士 0. 002 o. 1 68 士 o. 0 1 4  

神奈川県 火 打 沢 40 o. 092 士 0. 005 0. 285 士 o. 009 0. 1 6 6 士 o. 009 12. 406 士 0. 332 0. 023 士o. 006 o. l l l 士 0. 008 0. 483 士o. 023 o. 005 士 0. 007 0. 0 1 2 士 o. 00 1  o. 0 1 2 士 0. 00 1 

岐阜県 下 呂 93 1 .  576 士 o. 055 0. 227 ± o. 0 1 1  o .  038 士 0. 004 o. 766 士 o. 025 0 .  277 士 o. 020 o .  03 1 士 0. 0 1 3  0 .  504 士0. 024 0. 035 士 0. 009 0. 052 士 0. 003 o .  660 士 o. 025 

奈良県 二 上 山 5 1  0 .  288 士 0. 0 1 0 0. 2 1 5 士 o. 006 o .  07 1 ± 0. 006 4. 629 士 0. 270 0 .  202 士 0. 0 1 2  o .  066 ± 0. 009 o .  620 士0. 022 0. 024 士 o. 0 1 0  o .  0 1 9 士 0. 0 0 1  0 .  144 士 o. 005 

大阪府 和 泉 26  0. 494 士 o. 023  o .  325 士 0. 025  0. 056 士 0. 004 4. 060 士 o. 148 o. 296 士0. 02 1 o. 065 士 o. 0 1 0  o. 706 士o. 025  0. 038 士 o. 0 1 0  o. 023 士o. 00 1  o .  194 士 0. 009  

兵庫県 岩 屋第一 28 o. 6 1 6 士 o. 021  o. 254 士 0. 012 o. 057 土 0. 005 3. 6 1 0 士 o. 1 89 o. 365 士o. 019 o. 056 士 o. 012 o. 846 士o. 026 0. 027 士 0. 0 1 7 0. 0 1 8 士 o. 00 1  o. 1 86 士 0. 007 ” 第二 24 0. 535 士 0. 020 0. 263 土 0. 005 o. 053 士 0. 005 3. 438 士 0. 103 o. 340 土0. 015 o. 042 士 o. 0 1 2  1 .  069 士0. 030 0. 026 士 0. 0 1 4  0 .  0 1 7 士 o. 00 1  0. 1 73 士 0. 008
山 22  0. 300 士 0. 0 1 7 0. 154 士 o. 0 05  0. 056 士 0. 0 07  3 .  350 士 0. 26 1 0 .  1 30 士0. 0 1 2  0 .  06 1 士0. 033 0. 574 士0. 02 1 0 .  0 1 2 士 0. 007 0. 0 1 8 ±0. 001  o .  159 士 0. 008

香川県 五 国 分 寺 28 0. 457 士 o. 0 1 1  0. 25 1 士 o. 007 o. 053 士 0. 005 3 .  574 士 0. 122  0. 3 1 1 士0. 019 o. 043 士 0. 016 o. 970 士0. 033 0. 038 士 0. 0 15 0. 0 1 5 士 0. 00 1  0. 149 士 0. 005
色 蓮 光 寺 1 8  0 .  459 士 0. 0 1 2 0. 249 士 0. 008 0. 053 士 0. 005 3. 5 1 8 士 o. 1 2 9  o .  308 士o. 0 1 9  0 .  043 士 o. 0 1 5  0 .  972 士o. 037 o .  034 士 o. 009 o .  0 1 6 士 0. 00 1  o .  150 土 0. 004 

白 峰 5 1  0. 534 士 0. 0 1 5  o .  262 士 0. 005 0. 053 士 0. 005 3. 376 士 o. 108 o .  340 士0. 0 14 0. 040 士 o. 0 1 6  1 .  071 士0. 05 1 0. 032 士 0. 0 1 1 0. 0 1 7 士 o. 0 0 1  o .  1 73 士 0. 007
法 印 谷 25 0. 397 士 o. 009 o .  239 士 0. 004 0. 069 士 0. 005 4. 6 1 9 士 0. 127 o. 277 士0. 012 o. 059 士 0. 0 1 1  1 .  145 士0. 029 0. 031 士 o. 0 1 3  o .  0 1 5 士 o. 00 1  0. 1 30 士 0. 004 

金 金 山 東 24 0. 488 士 o. 0 1 2  0. 222 士 o. 004 o. 079 ± 0. 005 4. 6 1 7 士 0. 126 o. 3 1 6 士0. 0 1 7 0. 057 士 0. 0 1 1  l .  1 86 士0. 033 0. 020 士 0. 0 1 5 0. 0 1 7 士 0. 00 1  o. 155 士 o. 005 
山 II 西 1 9  0. 406 士 o. 009 o .  2 1 6 士 0. 005 0. 082 士 0. 005 4 .  808 士 0. 1 2 5  o .  292 士0. 0 1 7  o .  064 士 0. 0 1 1  l .  059 士0. 025 0. 020 士 0. 0 1 1  o. 0 1 5 士 0. 00 1  0. 1 33 士 o. 006 

城 山 63 0. 402 士 0. 0 1 1  0. 2 1 6 士 0. 006 0. 079 土 o. 006 4. 74 1 士 o. 1 38 0. 289 士o. 014 o. 068 士 o. 0 1 6  l .  065 士o. 026 o .  0 2 1 土 o. 0 14 o .  0 1 3 士 o. 0 0 1  o .  1 1 6 士 0. 003

双 子 山 54 0. 350 士 o. 007 o. 233 士 0. 005 o. 074 士 0. 006 4. 898 士 0. 169 0. 26 1 士o. 0 1 2  o. 06 1 士 o. 014 1 .  093 士0. 035 0. 023 士 0. 016 o. 0 1 1 士 o. 002 0. 1 05 士 0. 004

＊ 五 色 台 63 0. 869 士 o. 048 0. 120 士 0. 006 0. 023 士 0. 005 2. 294 士 0. 1 14 o. 484 士0. 026 o. 006 士 o. 0 1 1  o. 705 士0. 044 0. 043 士 0. 0 1 1  o. 039 士 o. 003  0. 459 士 0. 028

＊ 大麻山南第一 39 o. 705 士 o. 069 o. 146 士 o. 008 o. 040 士 o. 008 2. 837 士0. 1 89 0. 473 士0. 050 0. 023 士 0. 0 1 5  o. 94 1 士o. 052 o. 028 士 0. 0 2 1 0. 020 士 o. 002 o. 2 5 1 士 0. 024
＊ II 第二 34 1 .  006 士 0. 032 o. 1 1 9 士 o. 005 0. 032 士 o. 007 2. 396 士 o. 099 o. 693 士o. 027 o. 0 1 4 士 o. 026 o. 768 士0. 027 0. 03 1 士 0. 023 0. 027 士 o. 002 0. 350 士 o. 0 1 2  

鳥取県 馬 ノ 山 23  0. 1 88 士 0. 007  0. 178 士 0. 006 0. 0 1 1 士 o. 00 1  0. 9 1 6 士 0. 033 0. 032 士o. 002 o. 0 0 1 士 o. 002  o. 1 77 士 o. 009  0 .  004 士 0. 002  o. 0 1 5 士 o. 00 1  o .  l l l 士 0. 005  

表21 - 1 
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各サ ヌ カ イ ト の原産地 に お け る 原石群の元素比の平均値 と 標準偏差値

原 産 地 分析 元 素 比
原 石 群 名 個数 K / C a T i / C a  M n / S r F e / S r R b / S r Y / S r Z r / S r N b / S r A l / C a  S i / C a 

広島県 冠 冠 高 原 60 0. 65 1 士 0. 021  0. 485 士 0. 014 0. 046 士 o. 004 3. 322 士 0. 104 0. 1 74 士 0. 009 0. 029 士 0. 009 o. 462 士o. 017 o. 185 ± o. 010 0. 025 ± o. 002 0. 24 1 ± 0. 008 
冠 山 東 29 o. 323 士 o. 0 1 9  0 .  363 士 0. 031 0. 0 1 9 ± 0. 00 l 1. 607 -t o. 060 0. 059 士 o. 009 o. 003 士 0. 005 0. 399 士o. 043 0. 025 士 0. 009 0. 0 2 1 士 0. 001  0. 1 7 1 士 0. 006

山 飯 山 25 1 .  1 1 6 ± 0. 06 1  0. 472 士 0. 022 o. 037 士 o. 005 2. 228 士 o. 080 0. 245 士 0. 0 1 1  0. 023 士 o. 009 0. 524 士0. 0 14  o. 246 ± o. 013 0. 038 士 0. 003 o. 39 1 士 0. 0 2 1  

佐賀県 多 久第一 53 0. 83 1 士 0. 047 0. 404 士 0. 0 1 3  o. 056 士 o. 007 4 .  7 1 8 士 o. 225 o. 5 1 0 ± 0. 037 o .  062 士 o. 019 0. 850 士 0. 033 0. 222 ± 0. 018 0. 0 1 6 士 0. 003 o .  201 士 0. O i l  
／， 第二 23 0. 834 士 0. 055 0. 396 士 0. 016 o. 065 士 o. 010 5. 342 士 0. 317 0. 566 士 0. 047 0. 081 士 0. 028 o. 866 士o. 046 o. 242 ± 0. 023 0. 0 1 6 士 o. 005 0. 202 士 0. 0 1 4  
II 第三 8 l. 097 士 o. 232 0. 350 士 0. 028 0. 065 士 0. 0 1 4  4. 498 士 0. 903 o. 70 1 ± 0. 084 0. 084 ± 0. 025 0. 828 士 0. 052 0. 239 士 0. 0 1 9 0. 02 1 士 0. 003 0. 263 士 0. 046 

老 松 山 62 0. 705 士 0. 034 0. 3 1 4 士 0. 0 1 1  o. 067 士 o. 009 5. 323 士 0. 244 0. 543 士 0. 036 0. 075 士 0. 021 o. 6 9 1 士 o. 034 o. 208 ± 0. 023 0. 0 1 4 ± o. 002 0. 1 74 士 0. 007
寺山 • 岡本 30 0. 629 士 0. 043 o. 3 1 0 士 0. 0 1 0 0. 070 士 0. 008 5. 600 士 0. 323 0. 489 士 0. 029 0. 066 士 0. 0 1 7 0. 644 士0. 032 0. 192 ± o. 0 1 8  0. 0 1 3 士 0. 001  0. 1 57 ± 0. 0 1 0  
西 有 田 1 7  o .  453 土 0. 0 1 9  o .  331 士 0. 005 0. 098 士 0. 0 1 0 7. 489 土 o. 249 o .  307 士 o. 024 o .  08 1 士 0. 0 1 5 0. 568 士0. 023 0 .  106 士 o. 0 1 0  o .  023 士 0. 002 o .  237 士 o. 0 1 6  

長崎県 大 串 28 l .  1 1 1 士 0. 1 1 8 0. 140 士 0. 009 0. 055 ± 0. 020 1. 650 士 0. 236 o. 236 士 0. 043 0. 04 1 土 0. 027 0. 486 士 0. 038 0. 082 士 0. 022 0. 050 士 0. 006 o. 607 士 0. 059 
亀 岳 1 9  l .  072 士 0. 042 o .  144 ± 0. 008 0 .  04 1 ± 0. 006 1 .  776 土 o. 1 5 2  o .  233 士 o. 0 1 4  0 .  0 1 5 士 o. 0 1 3  0 .  497 士 0. 0 1 8  0 .  065 士 o. 0 1 5  0 .  049 士 0. 003 o .  587 土 0. 0 1 8
牟 田第一 30 0. 784 士 0. 092 0. 345 土 0. 026 0. 069 士 o. 008 4. 56 1 士 0. 236 0. 875 士 0. 1 32 o. 220 士 0. 028 0. 727 土 o. 053 0. 299 ± 0. 039 0. 0 1 5 士 o. 003 0. 1 88 士 0. 02 1

II 第二 1 3  0. 594 ± o. 048 o .  328 ± 0. 0 1 3  0. 088 ± 0. 0 1 0  7. 759 士 0. 4 1 1 1 . 1 14 士 o. 1 04 o. 348 士 o. 0 3 1  0 .  989 士 0. 071 0 .  496 士 o. 041  0 .  0 1 2 士 0. 001  o. 144 土 o. 0 1 0  
川 棚第一 59 0. 498 士 0. 030 0. 302 士 0. 0 1 1  o. 067 ± o. 005 4 .  225 士 0. 1 8 1  0. 220 ± 0. 018 0. 076 ± 0. 010 o. 8 1 4 土 o. 048 o. 035 士 0. 012 0. 0 1 2 士 o. 002 0 .  1 33 ± 0. 008 

II 第二 ， 0. 406 土 0. 048 0. 265 士 o. 027 o. 071 士 0. 004 48543 士 o. 374 o. 203 士 o. 029 0. 08 1 士 0. 0 1 2  0. 7 1 4 士0. 048 0. 034 士 0. 0 1 7 0. 0 1 1 士 0. 001  0. 109 士 o. 0 1 1  
福 井第一 1 5  0 .  630 ± o. 0 1 2  o .  329 士 0. 005 0 .  090 士 o. 0 1 1  7. 531 ± 0. 3 1 5  1 .  2 1 1 ± o. 040 o. 365 士 o. 035 1 .  028 士o. 047 0. 534 ± 0. 033 0. 0 1 3 士 o. 001  0. 154 ± 0. 003 

／，  第二 25 0. 5 1 2 士 0. 014 o. 3 1 7 士 0. 008 0. 084 士 o. 0 1 1  7. 1 57 ± 0. 312 0. 94 1 士 0. 037 o. 30 1 士 0. 027 0. 874 土 o. 043 0. 431 ± 0. 033 0. 0 1 1 士 0. 002 0. 1 26 ± 0. 004 
崎針尾第一 68 0. 382 士 0. 026 0. 252 七 0. 023 0. 052 ± 0. 006 4. 106 土 o. 227 o. 1 60 士 o. 018 0. 057 士 o. 009 0. 434 士0. 039 0. 056 士 o. 0 1 1  0 .  0 1 0 士 0. 001  0. 107 士 o. 007 

” 第二 14 0. 599 士 0. 1 1 5 0. 373 ± 0. 045 0. 073 士 o. 014 5. 1 67 士 0. 749 0. 320 士 0. 058 0. 077 ± 0. 016 o. 650 土 o. 084 0. 086 士 0. 027 0. 0 1 5 士 o. 002 0. 163 士 0. 03 1

熊本県 阿 蘇第一 1 5  2 .  006 士 0. 258 0. 646 士 0. 052 0 .  064 士 0. 0 1 1  2 .  085 ± 0. 320 0 .  48 1 ± 0. 068 o .  106 ± 0. 0 2 8  1 .  647 士o. 1 9 7  o .  063 士 o. 0 1 2  0 .  057 ± 0. 0 10 o .  597 士 0. 099
II 第二 1 4  o .  993 士 0. 1 98 o .  5 1 4 士 0. 070 0 .  0 6 1 ± 0. 008 3 .  087 士 0. 44 1 0. 299 士 0. 066 0. 064 士 o. 0 1 3  !. 043 ± 0. 182 0. 038 士 0. 0 1 3  0. 032 + 0. 005 0. 293 士 0. 04 1

菊 池 42 0. 678 士 0. 057 0. 458 士 0. 020 0. 062 ± 0. 005 3. 457 士 0. 206 o. 1 94 士 0. 0 1 8 0. 072 士 o. 009 0. 728 ±0. 054 0. 025 士 0. 010 0. 0 1 9 ± 0. 002 0. 1 85 士 0. 0 1 5  

J G - 1 り 56 1 .  327 ± 0. 021  o. 266 士 0. 006 0. 058 ± 0. 006 2 .  8 1 7 士 0. 074 o. 756 士 0. 015 0. 183 士 0. 024 0. 762 士 0. 033 0. 078 士 0. 0 1 4 0. 036 士 0. 003 0. 448 士 0. 0 1 1  

表2 1 - 2 

平均値 ± 標準偏差値 ＊ ： ガラ ス質安山岩 a) : Ando, A. , Kurasawa, H. , Ohmori, T. & Takeda, E. ( 1 974). 1 974 compi lation of data on the GSJ geochemical reference samples 
JG- 1 granodiori te and JB- 1 basalt. Geochem ical Journal  Vol. 8 1 75 - 1 92. 
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表22 岩屋原産地か ら のサ ヌ カ イ ト 原石66個 の分類結果

原 石群 名 個 数 百 分 率 他原産地 お よ び 他 原 石群 と の 関 係

岩 屋 第 一 群 2 0 個 3 0 % 淡路 島 、 岸 和 田 、 和 歌 山 に 出 現
第 二 群 2 2 3 3 白 峰群 に 一 致
第 三 群 6 ， 法 印 谷群 に 一 致

II 5 8 国 分 寺群 に 一 致
II 4 6 蓮光寺群 に 一 致
II 3 5 金 山 東群 に 一 致
II 2 3 和 泉 群 に 一 致
II 4 6 不 明 （ ど こ の 原 石群 に も 属 さ な い ）

表23 和泉 • 岸和田原産地か ら のサ ヌ カ イ ト 原石72個の分類結果

原 石 群 名 個 数 百 分 率 他 原 産地 お よ び 他 原 石群 と の 関 係

岩 屋 第 一 群 1 2 個 1 7 % 淡 路 島 、 岸 和 田 、 和 歌 山 に 出 現
和 泉 群 ， 1 3 II II II ヽ ヽ

岩 屋 第 二群 6 8 白 峰 群 に 一 致
4 6 二上 山 群 に 一 致
1 1 法 印 谷 群 に 一 致
1 1 金 山 東群 に 一 致

3 9 5 4 不 明 （ ど こ の 原 石群 に も 属 さ な い ）

表24 和歌 山市梅原原産地か ら のサ ヌ カ イ ト 原石21個の分類結果

原 石群 名 個 数 百 分 率 他 原 産 地 お よ び 他 原 石群 と の 関 係

和 泉 群 1 0 個 4 8 % 淡 路 島 、 岸 和 田 、 和 歌 山 に 出 現
岩 屋 第 一 群 1 5 II II II ヽ ヽ

岩 屋 第 二 群 1 0 4 8 不 明 （ ど こ の 原 石群 に も 属 さ な い ）
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表25 上原遺跡第 1 • 3 地点出土黒曜石製遺物の元素比分析結果

分 析 冗 素 比
番 号 Ca/  K T i /  K Mn/Zr  Fe/Zr  Rb/Zr Sr/Zr Y /Z r  Nb /Zr  A l /  K S i /  K 

5 0 8 1 3  o .  1 5 9  o .  0 7 0  0 .  I 0 7  1 .  3 7 1 1 .  0 6 3  o .  3 6 6  o .  3 1 5  o .  1 0 9  o .  0 2 8  0 .  3 6 5  
5 0 8 1 4  o .  1 5 6  o .  0 6 7  o .  0 8 1  1 .  3 0 1  o .  9 8 5  o .  3 8 1  o .  3 0 7  o .  0 9 3  o .  0 2 6  o .  3 6 9  
5 0 8 1 5  o .  1 3 2 o .  0 6 7  o .  0 8 7  1 .  2 8 7  o .  9 6 1  o .  3 3 5  o .  2 7 6  o .  0 9 0  o .  0 2 6  o .  3 6 0  
5 0 8 1 6  o .  1 3 7 0 .  0 6 1  o .  1 0 4 1 .  3 1 4  1 .  0 6 5  o .  3 5 7  o .  2 7 9  o .  0 6 1  o .  0 2 9  o .  3 3 8  
5 0 8 1 7  o .  1 6 0 0 .  0 6 5  o .  1 1 2 1 .  3 6 2  l .  0 8 6  o .  3 5 8  o .  2 4 0  o .  0 4 6  o .  0 2 7  o .  3 5 9  
5 0 8 1 8  0 .  1 5 5 o .  0 6 8  o .  1 1 3 1 .  4 4 6  1 .  0 7  4 o .  3 7 3  o .  2 7 1 o .  0 8 9  o .  0 3 2  o .  3 7 6  
5 0 8 1 9  0 .  1 5 7 o .  0 7 0  0 .  1 2 7 1 .  4 1 6  1 .  0 9 2  o .  3 6 6  o .  2 3 5  o .  0 8 1  o .  0 2 7  o .  3 6 2  
5 0 8 2 0  o .  1 4 5  o .  0 6 4  o .  1 0 8 1 .  4 2 8  1 .  0 9 0  o .  3 5 8  o .  2 8 7  o .  1 0 1  o .  0 2 9  o .  3 7 1 
5 0 8 2 1  o .  1 4 4 o .  0 6 9  o .  1 1 0  1 .  3 3 7  o .  9 5 8  o .  3 6 5  o .  2 6 4  o .  1 0 2  o .  0 2 9  o .  3 7 7  
5 0 8 2 2  0 .  1 3 5 o .  0 6 2  o .  1 2 1  1 .  3 7 3  1 .  0 9 0  o .  3 5 7  o .  2 9 9  0 .  1 0 4 o .  0 2 5  0 .  3 4 9  
5 0 8 2 3  o .  1 4 6  o .  0 6 9  o .  1 0 0 1 .  3 7 6  1 .  0 7 5  o .  3 6 4  o .  2 8 4  o .  0 5 2  o .  0 2 9  o .  3 7 1  
5 0 8 2 4  0 .  1 5 5 o .  0 6 7  o .  1 3 1  1 .  4 4 2  1 .  0 7 8  o .  3 8 6  o .  2 6 2  o .  0 9 1  o .  0 2 5  o .  3 6 8  
5 0 8 2 5  o .  1 54 0 .  0 6 9  0 .  1 2 0 1 .  3 6 1  1 .  0 2 4  o .  3 5 1 o .  2 5 1  o .  1 0 6  o .  0 2 9  o .  3 6 4  
5 0 8 2 6  0 .  1 5 8 o .  0 6 7  o .  1 1 2 1 .  5 5 5  l .  1 6 6  0 . 4 1 8  o .  2 6 2  o .  1 2 4  o .  0 2 5  0 .  3 5 8  
5 0 8 2 7  0 .  1 6 9 o .  0 6 3  o .  1 2 0 1 .  3 7 5  o .  9 7 6  o .  3 1 5  o .  3 2 1 o .  0 9 7  o .  0 2 8  o .  3 8 3  
5 0 8 2 8  o .  1 4 4 o .  0 6 3  o .  1 0 5 1 .  4 8 8  1 .  0 4 1  o .  3 9 1  〇 . 3 2 4  o .  1 1 3  o .  0 0 4  o .  3 8 2  
5 0 8 2 9  o .  1 5 3 o .  0 6 7  o .  0 9 8  1 .  2 7 2  1 .  0 2 1  0 .  3 6 9  o .  2 6 2  o .  0 5 2  o .  0 2 2  o .  3 4 7  
5 0 8 3 0  o .  1 34 o .  0 6 4  o .  1 0 6 1 .  4 7 3  1 .  0 4 3  0 .  4 0 8  o .  2 6 0  o .  0 6 5  o .  0 2 6  0 .  3 6 8  
5 0 8 3 1 o .  1 3 2 o .  0 6 8  o .  1 1 6  I .  6 1 7  1 .  1 7 1  o .  4 0 0  o .  2 9 7  o .  0 7 2  o .  0 2 9  o .  3 7 9  
5 0 8 3 2  o .  1 5 8 o .  0 6 7  o .  1 2 1  1 .  5 0 3  1 .  1 3 8 0 .  4 3 9  o .  3 2 7  o .  0 6 7  o .  0 0 0  o .  3 5 4  

J G - 1 0 .  7 6 3  o .  2 1 0  0 .  0 7 5  3 .  8 7 5  1 .  0 0 2  1 .  3 1 1 o .  2 0 1 o .  0 6 6  o .  0 3 0  0 .  3 4 6  

J G - 1 : 標 準 試 料 — Ando , A . , Kurasawa ,  H . , Ohmor i ,  T. & Takeda ,  E . 1 9 7  4 comp i l a t i on  of  
da ta  on t h e  G J S  geochem i c a l  refe rence samp l e s  J G - 1 g ranod i o r i t e  and  
J B - 1 ba s a l t . Geochemica l  Journa l ,  Vol . 8  1 7 5 - 1 9 2 0 9 7 4 )  
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表26 上原遺跡第 1 • 3 地点出土サ ヌ カ イ ト 製遺物の元素比分析結果

分 析
番 号 K /Ca T i /Ca 

5 0 8 3 3  
I 

o .  2 8 2  o .  2 2 6  
5 0 8 3 4  o .  2 7 7  o .  2 3 4  
5 0 8 3 5  2 7 .  4 4 3  1 8 . 0 2 1  
5 0 8 3 6  0 .  2 8 2  o .  2 2 2  
5 0 8 3 7  7 0 .  6 3 5  2 9 .  9 0 0  
5 0 8 3 8  o .  2 8 5  o .  2 2 7  
5 0 8 3 9  o .  2 7 5  o .  2 3 2  
5 0 8 4 0  o .  2 7 8  o .  2 3 3  
5 0 8 4 1 o .  2 8 6  o .  2 2 3  
5 0 8 4 2  o .  2 7 3  o .  2 2 7  
5 0 8 4 3  , 

I 
o .  2 7 9  o .  2 2 6  

5 0 8 4 4  o .  2 7 3  o .  2 2 2  
5 0 8 4 5  o .  3 0 7  o .  2 0 1 
5 0 8 4 6  o .  2 7 6  o .  2 2 8  
5 0 8 4  7 i 

I 
1 .  4 4  7 o .  2 1 8  

5 0 8 4 8  l .  4 6 7  o .  2 0 5  

J G - 1 j- 1 .  3 0 7  
I 

o .  2 9 4  

冗

Mn/Sr  Fe/Sr  
- - - . 一' "" ""一••一

o .  0 7 0  4 .  5 7 3  
o .  0 5 3  4 .  2 9 2  
o .  1 0 5 1 5 .  5 4 4  
o .  0 7  4 4 .  6 0 2  
o .  0 9 0  9 .  6 3 7  
o .  0 6 9  4 .  5 4  7 
o .  0 7 9  4 .  5 8 3  
o .  0 7 7  4 .  4 6 5  
o .  0 7 3  4 .  6 9 6  
o .  0 7  4 4 .  6 8 5  
o .  0 6 1  4 .  6 2 4  
o .  0 6 7  4 .  5 5 2  
o .  0 4 9  3 .  7 5 5  
o .  0 7 6  4 .  3 7 4  
o .  0 3 6  o .  7 4 1  
o .  0 3 9  o .  7 7 2  

素
Rb/Sr  Y/Sr  

o .  1 9 9  o .  0 6 6  
o .  2 3 1  o .  0 6 8  
1 .  3 1 8  o .  2 7 8  
o .  2 0 0  o .  0 6 5  
3 .  0 0 0  o .  6 1 4  
o .  1 9 8  o .  0 7  4 
o .  2 1 4  o .  0 6 7  
o .  2 0 1 o .  0 6 8  
o .  2 2 0  0 .  0 6 5  
o .  22 1 o .  0 7 0  
o .  2 0 2  o .  0 6 8  
o .  2 2 0  o .  0 7 1  
o .  2 1 5  0 .  0 5 5  
o .  2 2 8  o .  0 5 8  
o .  2 8 2  0 .  0 5 1  
o .  3 0 1 o .  0 3 6  

-.• - . 一 ― . - -- . " - . 

o .  0 5 4  2 .  7 8 5  o .  7 7 5  o .  1 6 0  

比
Zr /S r  N b /S r  A l /Ca S i /Ca 

o .  6 2 6  o .  0 2 2  o .  0 1 0  o .  0 9 4  
0 .  6 1 6  o .  0 1 4  o .  0 1 0  o .  0 9 0  
2 .  9 3 3  o .  1 4 6  0 .  4 3 7  5 .  3 8 1  
o .  5 7 5  o .  0 4 1  0 .  0 1 0  o .  0 8 9  
5 .  6 3 6  o .  1 6 3 1 .  4 5 5  2 0 .  7 3 4  
0 .  6 2 4  o .  0 0 9  o .  0 0 9  o .  0 9 4  
o .  6 6 0  0 .  0 0 0  o .  0 0 9  o .  0 9 2  
o .  6 1 4  o .  0 2 7  0 .  0 0 8  o .  0 8 4  
o .  6 1 1 o .  0 0 0  o .  0 1 0  o .  0 9 6  
o .  6 4 3  o .  0 0 0  o .  0 1 0  o .  0 8 9  
o .  6 3 4  o .  0 0 0  o .  0 1 0  o .  0 9 3  
o .  6 4 3  o .  0 1 0  o .  0 1 1  o .  0 9 3  
o .  6 1 9  o .  0 2 8  0 .  0 1 0  o .  0 9 5  
0 .  6 3 0  0 .  0 0 6  o .  0 0 9  o .  0 9 4  
o .  4 9 6  o .  0 3 3  o .  0 3 5  o .  4 3 9  
o .  5 1 0  o .  0 3 8  o .  0 2 9  o .  4 2 3  

o .  7 7 7  o .  0 4 6  0 .  0 2 2  o .  2 9 7  

J G - 1 : 標 準 試 料 — Ando , A . , Kura sawa ,  H . , Ohmo r i ,  T . & Takeda ,  E . 1 9 7 4  comp i l a t i o n  o f  
d a t a  o n  t h e  G J S  geochem i ca l  reference  samp l e s  J G - 1 granod i or i t e  a n d  
J B - 1 ba sa l t . Geochem i ca l  Journa l ,  Vol . 8 1 7 5 - 1 9 2 ( 1 9 7 4 )  
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上原遺跡第 1 • 3 地点出土黒曜石製遺物の原産地推定結果

分 析 原石産地 （確率） 判 定 遺 物
番 号 通番 ー 注記 地点 推定年代 石 材 品 名

508 1 3  l - 9 6AH1L' 78 11 1 7368 第 1 地点 BC. 5, 300- 5, 0 0 0  霧ケ 峰(37%) 霧ケ 峰 黒 曜 石 フ レ イ ク

508 1 4  2 - 95AH3- 83u I 770 第 3 地点 霧ケ 峰(6% ) 霧ケ 峰 黒 曜 石 フ レ イ ク

508 1 5  3 - 96AH1P' 77 III 1 9649 第 1 地点 BC. 5, 300 -- 5, 0 0 0  霧ケ 峰(26%) 霧ケ 峰 黒 曜 石 フ レ イ ク

508 1 6  4 - 95AH3- 80u I 350 第 3 地点 霧ケ 峰(40%) 霧ケ 峰 黒 曜 石 フ レ イ ク

508 1 7  5 - 9 5AH3- 80v I 368 第 3 地点 霧 ケ 峰( 2% ) 霧ケ 峰 黒 曜 石 フ レ イ ク

508 1 8  6 - 96AH1X' 67 II 1 5972 第 1 地点 BC. 5, 300- 5, 0 0 0  霧ケ 峰(29%) 霧ケ 峰 黒 曜 石 フ レ イ ク

508 1 9  7 - 96AH1N' 72 II 1 492 1  第 1 地点 BC. 5, 300 - 5, 0 0 0  霧ケ峰( 1 0% ) 霧ケ 峰 黒 曜 石 フ レ イ ク

50820 8 - 9 6AH1L' 7 4 III 1 7796 第 1 地点 BC. 5, 300 - 5, 0 0 0  霧ケ 峰(75%) 霧ケ 峰 黒 曜 石 フ レ イ ク

5082 1 9-AH lG' 7 1  II 27 1 1  第 1 地点 BC. 5, 300 - 5, 0 0 0  霧ケ 峰( 1 8%) 霧ケ 峰 黒 曜 石 フ レ イ ク

50822 1 0 -AH lK' 75 II 2039 第 1 地点 BC. 5, 300- 5, 0 0 0  霧ケ 峰(66%) 霧ケ 峰 黒 曜 石 フ レ イ ク

50823 1 1 - 95AH3表採0 1 1 第 3 地点 霧ケ 峰(40%) 霧ケ 峰 黒 曜 石 フ レ イ ク

50824 1 2 -AH l J ' 66 I 006 第 1 地点 BC. 5, 300- 5, 0 0 0  霧ケ峰( 1 6%) 霧ケ 峰 黒 曜 石 フ レ イ ク

50825 1 3 - 95AH3 -78u I 762 第 3 地点 霧ケ 峰(45%) 霧ケ 峰 黒 曜 石 フ レ イ ク

50826 1 4 - 9 6AH1 M' 74 III 14869  第 1 地点 BC. 5, 300 - 5, 0 0 0  霧 ケ 峰( 1% ) 霧ケ 峰 黒 曜 石 フ レ イ ク

50827 1 5 � 96AHIM' 72 II 1 5227 第 1 地点 BC. 5, 300 - 5, 0 0 0  霧ケ 峰CD 2 =37 ) 霧ケ 峰 黒 曜 石 フ レ イ ク

50828 1 6 - 96AH1U' 68 II 15880  第 1 地点 BC. 5, 300- 5, 0 0 0  霧ケ 峰(2%) 霧ケ 峰 黒 曜 石 フ レ イ ク

50829 1 7 -AH lSB l 0 - 7 625 第 1 地点 BC. 5, 300 - 5, 0 0 0  霧ケ 峰( 1 5% ) 霧ケ 峰 黒 曜 石 フ レ イ ク

50830 1 8 - 96AH1L' 70 II 1 4 1 2 2  第 1 地点 BC. 5, 300 - 5, 0 0 0  霧ケ 峰c o. 4% )  霧ケ 峰 黒 曜 石 フ レ イ ク

50831  1 9 -AH lJ ' 73 II 1 229 第 1 地点 BC. 5, 300- 5, 0 0 0  霧ケ 峰(D 2 =33 ) 霧ケ 峰 黒 曜 石 フ レ イ ク

50832 20-AH l J ' 74 II 2957 第 1 地点 BC. 5, 300 - 5, 0 0 0  霧ケ 峰c o. 3%) 霧ケ 峰 黒 曜 石 フ レ イ ク

表27 - 1 
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上原遺跡第 1 • 3 地点 出 土サ ヌ カ イ ト ・ 下呂石製遺物の原産地推定結果

分 析 原石産地 （ 確率） 判 定 遺 物
番 号 通番 一 注記 地点 推定年代 石 材 品 名

50833 2 1 -AH lF' 63 II 2 1 29 第 1 地点 BC. 5, 3 0 0 ,...., 5, 0 00  二上 山 ( 99%) 二上 山 サ ヌ カ イ ト フ レ イ ク

50834 22-AH lK' 63 I 0 0 2  第 1 地点 BC. 5, 3 0 0,...,, 5, 0 0 0  二上 山 ( 1 2% ) 二上 山 サ ヌ カ イ ト フ レ イ ク

50835 23 - 9 6AH1N' 73 II 1 52 1 2  第 1 地点 BC. 5, 3 0 0,....., 5, 0 0 0  サ ヌ カ イ ト フ レ イ ク

50836 24 - 96AH1M' 74 II 14745  第 1 地点 BC. 5, 3 0 0,..._, 5, 0 0 0  二上 山 (36%) 二上 山 サ ヌ カ イ ト フ レ イ ク

50837 25 - 96AH1  T' 65 II 1 673 9  第 1 地点 BC. 5, 3 0 0,.._, 5, 0 0 0  サ ヌ カ イ ト フ レ イ ク

50838 26- 9 6AH 1K' 7 1 ill 1780 1 第 1 地点 BC. 5 ,  3 0 0,...., 5, 0 0 0  二上 山 ( 98%) 二上 山 サ ヌ カ イ ト フ レ イ ク

50839 27- 96AH1N' 76 II 1 3 95 1 第 1 地点 BC. 5, 3 0 0,...., 5, 0 0 0  二上 山 (36%) 二上 山 サ ヌ カ イ ト フ レ イ ク

50840 28 - 96AH1M' 69 II 1 3 9 38  第 1 地点 BC. 5, 3 0 0 - 5, 0 00  二上 山 ( 63% ) 二上 山 サ ヌ カ イ ト フ レ イ ク

50841 29 - 96AH1Q' 75 I 0 0 1 - 2  第 1 地点 BC. 5, 3 0 0,.._, 5, 0 0 0  二上 山 (48%) 二上 山 サ ヌ カ イ ト フ レ イ ク

50842 30 -AH lH' 6 1  II 2286  第 1 地点 BC. 5, 3 0 0,....,, 5, 0 0 0  二上 山 (49%) 二上 山 サ ヌ カ イ ト フ レ イ ク

50843 3 1 - 9 6AH1M' 72 II 1 43 02  第 1 地点 BC. 5, 30 0 ,.._,  5, 0 0 0  二上 山 ( 67% ) 二上 山 サ ヌ カ イ ト フ レ イ ク

50844 32 -AH lG' 68 II 6454 第 1 地点 BC. 5, 3 0 0,.....,  5, 0 0 0  二上 山 ( 86%) 二上 山 サ ヌ カ イ ト フ レ イ ク

50845 33 -AH lD' 75 I 0 0 1 第 1 地点 BC. 5, 3 0 0,...., 5, 0 0 0  サ ヌ カ イ ト フ レ イ ク

50846 34 -AH l  I ' 70 II 4293  第 1 地点 BC. 5, 3 0 0 ,....,, 5, 0 0 0  二上 山 (73%) 二上 山 サ ヌ カ イ ト フ レ イ ク

50847 35 -AH 1 I ' 7 4 II 1 1 8  9 第 1 地点 BC. 5, 3 0 0,...,, 5, 0 0 0  下 呂 (33% ) 下 呂 下 呂 石 フ レ イ ク

50848 36-AH l K' 77 Il 236  第 1 地点 BC. 5 ,  3 0 0,....., 5, 0 0 0  下 呂 (43% ) 下 呂 下 呂 石 フ レ イ ク

表27 - 2 
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表28 上原遺跡第 1 地点、 戸入村平遺跡、 小の原遺跡出土玉類の一覧表

分 析 番 号 遺 物

番 号 No. , 注 記 遺 物 名 挿 図 番 号

上 原 遺 跡 第 l 地 点

5 5 6 9 6  l ,  A H l E ' 7 1  II 2 9 9 1  決状耳飾 4 9 4 

5 5 6 9 7  2 ,  9 6AH 1 F ' 6 8 皿 1 84 3 6 決状耳飾 4 9 6 

5 5 6 9 8  3 ,  AR I E ' 6 5  II 5 1 2 7  決状耳飾 4 9 7 

5 5 6 9 9  4 ,  9 6AH 1 H ' 7 0  II 1 9 7 0 0  決状耳飾 5 0 0 

5 5 7 0 0  5 ,  9 6AH 1 M ' 6 9  II 1 3 9 37  決状耳飾 4 9 9 

5570 1 6 ,  9 6AH 1 Q ' 6 8  II 1 6 1 5 9 決状耳飾 4 9 5 

5 5 7 0 2  7 ,  9 6AH 1 U ' 6 6 II 1 37 97  決状耳飾 5 0 1 

5 5 7 0 3  8 ,  9 6AH 1F ' 6 9 II 1 9 7 0 1  決状耳飾 4 9 8 

55705  9 ,  A H lG ' 6 3  II 754 9  決状耳飾 5 0 2 

5 5 7 0 6  1 0 , AH 1 J ' 6 2 II 4 672  決状耳飾 5 0 3 

5 57 07  1 1 , 9 7  AH 1 SK04 - 2 0 5 2 1  垂 飾 1 4 9 

戸 入 村平遺跡

557 1 0  1 4 , TM4K I 0 0 3  垂 飾

557 1 1  1 5 , TM8E ill 08 8  垂 飾

小 の 原 遺 跡

557 1 2  1 6 , SH2 0K - Wsec.  1 4 8 - 8 8 0 9 2 7  管 玉

557 1 3  1 7 , SH2 0K - Wsec.  黒褐色土層 8809 0 8 決状耳飾

557 1 4  1 8 , SH 1 5M ill 78 決状耳飾



第 1 節 上原遺跡 第 1 · 3 地 点 出 士 の サ ヌ カ イ ト 、 黒 曜 石 製 遺物の 原材産地分析

表29 - 1 ヒ ス イ 製遺物の原石産地の判定基準 ( 1 )

原産地名

糸 魚 J I I 産
若桜産
大佐産
長崎産
日 高産
引 佐産
大屋産

神 居 コ タ ン 産
飛騨産
ミ ャ ン マ 産
台 湾

産

I 分 析 蛍光 X 線 法 に よ る 元素 比 の 範 囲
i 個 数 比 重 K/Ca Ti /Ca Sr/Fe Zr/Sr 

4 1  i 3 . 0 0 - 3. 35  0 . 0 1 - 0. 1 7  0 . 0 1 - 0 . 56 0 . 1 5 - 30 o .  0 0 - 2. 9 4  
1 2  
2 0  
3 

2 2  
8 

1 8  ， 
4 0  

3 .  1 2 - 3. 2 9  o .  0 1 - 0 . 9 1  0 .  0 3- 0 .  5 9  3 .  4 5 - 4 7  
2 . 8 5 - 3. 1 7  0 . 0 1 - 0 . 0 7  0 . 0 0- 1 . 0 1  3 .  1 8 - 6 1  

o .  0 0 - 0. 2 5  
0 . 0 0 - 1 2 . 4 

3 . 1 6 - 3. 2 3  0 . 0 1 - 0 . 1 4  0 . 1 7 - 0 . 33 0 . 0 2 - 0 . 0 6  4 . 3 0 - 1 6 . 0 
2. 9 8 - 3. 2 9  o .  0 0 - 0 . 0 1  0 . 0 0 � 0 . 02  o . o o � o . 37  o . 0 0 � 0. 0 6 3  
3 .  1 5 - 3. 3 6  o .  0 4- 0 .  0 4  o .  0 0 - 0 . 03  o .  0 3- 0 .  33  0 .  0 0 - 0. 0 1 8  
2 .  9 6 - 3. 1 9  o .  0 3- 0 .  0 8  o .  04 - 0 .  1 6  1 .  0 8- 79  0 . 0 2 � 0. 4 8  
2 .  9 5 - 3. 1 9  0 .  0 2- 0 .  4 9  o .  0 9 - 0. 1 7  o .  0 4- 0 .  2 2  o .  1 2 - 0. 8 5  
2 .  8 5 - 3. 1 5  0 .  0 1 - 0 . 04  0 .  0 0- 0 .  0 0  o .  0 2- 0 .  1 0  o .  0 0 - 1 .  2 4  

2 6 口3
. 0 0  

3 6  0 . 0 2- 0 . 1 4  0 . 0 1 - 0 . 26 0 . 0 9 - 2. 5 0 . 0 1 - 23 
1 0 .  0 0 3  ND ND ND 

ND : 検 出 限 界 以 下 の 濃 度

表29 - 2 ヒ ス イ 製遺物の原石産地の判定基準 ( 2 )

蛍 光 X 線法 に よ る 分析元素
原産地名 （ 各 元素が確認で き た 個体 数 の 百 分 率 ）

C r  Mn Rb y Nb Ba La Ce 

糸 魚 川 産 26% 696  2 0%  ND 1 396 33% ND ND 
若桜産 ND ND  1 6% ND 1 0 0%  1 0 096  67% 67% 
大佐産 ND ND 44% ND 33% 1 0 0%  67% 67% 
長 崎 産 N D  ND  ND 1 0 0%  1 00%  1 00%  1 00%  1 0 0%  
日 高産 t r  t r  ND  ND ND tr ND ND 
引 佐産 88% 75%  ND ND ND ND ND ND 
大

神飛

台

、' 騨晃居

湾
ャ

産

産
コ タ ン 庄

t r  N D  3 1 96  ND 6% 90%  1 0 0% 1 0 0%  
ND  1 0 0 %  22% 1 0 0%  ND 55% ND ND 

1 0 0% 1 0 0 %  N D  ND ND ND ND ND 
ン マ 産 1 3% 4%  ND  ND  ND  35% ND ND 
産 t r  t r  ND ND ND ND ND ND 

ND : 検 出 限 界以 下 t r  : 検 出 確 認

Ca/Si  

0 . 7 2- 27 . 6 
4. 3 3 - 48 .  4 
3. 4 7 - 28.  6 

5 . 9 2 - 5 1 . 6 
3 6 .  3 - 65 .  9 
0 .  9 5 - 4. 8 1  
2 .  2 2 � 1 7 . 3 
1 2 .  7 � 28 .  5 

3 1 1  
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表30 - 1 上原遺跡第 1 地点、 戸入村平遺跡、 小の原遺跡出土玉類の分析結果

遺物 遺跡名 分析
番号 遺物名 番号

上原遺跡第 1 地点

No. 1 .  決状耳飾 55696 
No. 2, 決状耳飾 55697 
No. 3, 決状耳飾 55698 
No. 4 ,  決状耳飾 55699  
No. 5, 決状耳飾 5570 0  
No. 6, 決状耳飾 557 0 1  
No. 7, 決状耳飾 55702 
No. 8, 決状耳飾 55703 
No. 9. 決状耳飾 55705 
No. 1 0, 決状耳飾 55706  
No. 1 1 . 垂飾 55707 

戸 入村平遺跡

No. 1 4, 垂飾 557 1 0  
No. 1 5, 垂飾 557 1 1  

小の原遺跡

No. 1 6, 管玉 557 1 2  
No. 1 7. 決状耳飾 557 1 3  
No. 1 8 ,  決状耳飾 557 14  

JG- 1 ' ) 

元 素 比
Na/Si Mg/Si Al/Si K/Si K/Ca Ca/Si Ca/ K T i /S i  Ti / K 

o. 024 3. 057 o. 0 1 0  o .  286 0. 0 1 0  27. 2 1 6  9 5. 274 o . 246 o .  863 
0. 0 1 9  2. 790  0. 0 1 0  0 . 1 84 0. 0 07  27. 6 2 4 1 5 0. 270 o . 150 o .  8 1 7  
0 .  0 68 7. 960  o. 235 o. 258 o. 959 0 . 2 6 9  1 .  0 4 3  o . 276 1 .  0 7 1  
o. 0 1 4  o. 427  0 .  1 76 8 .  324 48. 886 o. 1 7 0  o. 020  5. 237 o .  629 
o. 028 2. 9 9 1  o .  0 3 3  o .  355 o. 0 1 4  24. 9 1 4  7 0. 2 1 5  o . 2 3 4  o .  660  
o. 027 2 .  960  o. 330 15. 363 68. 157  o. 225  o . 0 15  2. 52 1  0 .  1 64 
o. 028 3. 2 1 6  o. 3 1 1  1 5. 832 22. 507 o. 7 0 3  o. 044 5. 674 o .  358 
o. 0 1 8  o .  774 0 .  367 20. 593 44. 132  0. 4 6 7  o . 023 9 .  9 62 0 .  484 
0. 0 2 1  2 .  908 o. 231  12. 9 34  1 02. 938 o. 1 2 6  0. 0 1 0  o .  9 1 9  o .  0 7 1  
o. 0 1 8  2 .  342 o. 2 3 9  1 4 .  428 1 74.  027 o . 083 0 .  0 06  1 .  247 0 .  086  
o. 000  0. 506  o. 327 1 9. 359 1 06. 780  o . 1 8 1  o .  0 0 9  3. 0 0 5  o .  1 55  

0 .  032 4. 284 o. 006  o. 0 0 1  o .  0 6 0  0. 0 1 6  1 6. 769 0. 0 07 7 . 82 1  
0. 0 0 0  3 .  644 o. 006  o. 039 o. 580 o. 0 6  7 l .  723 o . 079  2 .  039 

o. 031 3. 1 87 o. 0 1 6  o. 630 2. 548 0. 247 o .  392 0 . 2 3 0  
o. 04 1  5 .  500  o. 293 8 .  234 3 1 .  703 o. 260  o .  032  1 .  948  
o. 0 0 0  o .  058  o .  395  o. 1 22 1. 926 o . 063 o .  5 1 9  o .  6 5 1  

o. 0 0 0  o .  040 o. 063 5. 788 1 .  284 4. 509 o .  779 1 .  344 

0 . 364 
0 . 237 
5 . 340 

0 . 232 



第 1 節 上原遺跡 第 1 · 3 地 点 出 土 の サ ヌ カ イ ト 、 黒 曜 石 製 遺物の 原材産地分析 3 13 

表30 - 2 上原遺跡第 1 地点、 戸入村平遺跡、 小の原遺跡出土玉類の分析結果

遺物
番号 遺物名

上原遺跡第 1 地点

No. l ,  決状耳飾
No. 2 ,  決状耳飾
No. 3, 決状耳飾
No. 4, 決状耳飾
No. 5 ,  決状耳飾
No. 6, 決状耳飾
No. 7, 決状耳飾
No. 8, 決状耳飾
No. 9 ,  決状耳飾
No. 1 0, 決状耳飾
No. 1 1 , 垂飾

戸入村平遺跡

No. 1 4 , 垂飾
No. 1 5, 垂飾

小の 原遺跡

No. 1 6. 管玉
No. 1 7, 決状耳飾
No. 1 8, 決状耳飾

分析
番号

55696 
55697 
55698 
55699 
5570 0  
557 0 1  
55702 
55703 
55705  
55706  
55707 

557 1 0  
557 1 1  

557 1 2  
557 1 3  
557 14  

JG- 1 " '  

元 素 比
Ti/Ca Cr/Fe Mn/Fe Ni/Fe Rb/Fe Sr/Fe Zr/Fe Fe/Sr Zr/Sr 

o . 0 0 9  o. 0 0 0  o. 0 1 1  0 .  0 08  o . 0 0 1  o . 0 3 1  o .  048  3 1 .  7 7  
o . 005  o . 0 04 o. 024 o. 0 1 2  o .  0 0 0  o . 0 08 o .  0 0 2  1 1 9 . 3 0  
1 .  027 o. 000 o. 088 o. 000 o. 0 0 1  o .  0 02 o .  0 1 4  494 .  9 6  

30 .  758 0 .  0 0 1  o .  0 0 5  0 .  0 02  o. 1 3 1  0 . 0 1 9  o .  1 6 5  52 . 4 9  
o . 0 0 9  o . 040  o .  029  o .  090  o . 00 1  0. 0 07 0 . 0 0 4  145 . 2 8  

1 1 . 1 86  o. 0 0 0  o. 059 0. 0 07 6 .  9 1 0  o .  6 4 1  o .  5 98  
8 .  0 6 6  o. 002 o .  0 9 1  0 .  0 1 9  o .  2 8 1  o . 1 32 0 . 0 5 8  

2 1 .  349 o. 000  o. 084  o. 009  o. 642  o . 7 3 0  o .  54 5 

1 .  5 5  
7 . 5 8  
1 .  3 6  

7 .  3 1 3  o .  033 o. 017 0. 0 1 8  o . 0 94 o. 0 06 o .  0 0 3  1 73 .  8 6  
1 5. 0 4 3  o .  0 4 0  o .  0 1 6  o .  0 1 7  o .  1 2 6  o .  0 07 o .  0 0 5  1 38. 2 4  
1 6. 573 o . 0 0 0  o. 084 0. 0 03  2. 441  o . 4 24 o .  043  2 .  3 5  

o . 466  o. 0 0 0  o . 0 0 0  o. 0 3 0  o . 0 0 1  o . 0 04 o .  0 0 6  240 .  3 6  
1 .  1 83 o . 0 3 9  o .  0 0 5  0 .  039 o. 0 0 1  o . 0 0 1  o .  0 0 0  - - -

o. 929 o. 000  o. 005 0. 015 o. 000 o. 0 0 1  o .  0 4 0  
7 .  500  o . 000  o .  0 9 3  o .  003  o . 1 96 o . 0 65 0 .  35 9 1 5. 4 8  

1 0. 286 o . 003 o. 005 o. 0 1 5  o .  3 7 9  24. 2 0 5  25 .  567  

o . 298 o. 00 1  o. 022  o . 00 1  o. 282 o . 37 1  o .  28 1  

0 .  0 4  

2 .  6 9 5  

1 .  5 3 6  
o . 2 0 3  
6. 9 0 9  
8 .  6 5 0  
o . 6 5 1  
o . 932  
o . 437  
o . 746  
o . 580  
o . 752  
o . 1 0 2  

1 .  3 5 1  
o .  0 0 0  

4 1 .  4 68  
5. 558  
1 .  056  

o . 757 
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表30 - 3 上原遺跡第 1 地点、 戸入村平遺跡、 小の原遺跡出土玉類の分析結果

遺物 分析
番号 遺物名 番号

上原遺跡第 1 地点

No. l ,  決状耳飾 55696 
No. 2, 決状耳飾 55697 
No. 3 , 決状耳飾 55698 
No. 4 . 決状耳飾 55699 
No. 5. 決状耳飾 55700 
No. 6 , 決状耳飾 557 0 1  
No. 7 ,  決状耳飾 55702 
No. 8, 決状耳飾 55703 
No. 9 ,  決状耳飾 55705 
No. 1 0, 決状耳飾 55706 
No. 1 1 . 垂飾 55707 

戸人村平遺跡

No. 1 4 , 垂飾 557 1 0  
No. 1 5, 垂飾 557 1 1  

小の原遺跡 ' 

No. 1 6 , 管玉 557 1 2  
No. 1 7 , 決状耳飾 557 1 3  
No. 1 8, 決状耳飾 557 1 4  

JG- 1 ' ) 

冗

Sr/Zr K/Fe Ca/Fe Ti/Fe 

o. 65 1  o. 002 0. 403 o. 003 
4. 928 o. 0 0 1  0 .  248 o .  0 0 1  
o. 1 45 o. 003 o. 0 0 1  
o .  1 1 6 o. 054 0. 0 0 1  

o .  0 0 1  
o .  0 3 1  

1 .  535 o. 002 0. 1 56 o. 0 0 1  
1 . 073 0. 4 1 4  0. 006  0. 074 
2. 290 o. 32 1  0 .  0 1 1  0. 096  
1 . 340 0. 74 1  0. 0 1 5  0. 340 

素 比
Fe/Zr Rb/Zr Ba/Zr Ba/Sr Rb/Sr ＇ \ ' 

20. 68 o. 0 20 o. 0 0  
587. 9 6  o .  2 28 0. 0 0  
7 1 .  6 3  o .  1 04 1 .  9 6 

6. 0 6  o. 7 92 9. 0 5  
223. 08  o .  1 26 o. 0 0  

1 .  67 1 .  5 22 1 6. 8 9  
1 7. 36 4. 8 75 - - -

0. 0 0  0. 0 3 1  
o .  00  0 .  0 4 6  

1 3. 59  o . 722  
78 .  30 6. 852  
o .  00  o. 0 8 2  

1 5. 7 4  1 .  4 1 9  
883. 6 5  2. 1 2 9 

1 .  83 l .  1 78 584. 9 3  436. 37 o. 879  
1 .  724 0. 068 o. 000 o. 005 299 .  72 28. 1 1 4 598. 84 1 6. 3 0 8  
1 .  329 o . 099 o. 0 0 1  o. 009 
9. 782 2. 65 1  o. 009 o. 28 1  

o . 740 o. 007 0. 000  o. 000  
0. 002 0. 000  0. 000  

o. 024 0. 004 o. 002 0. 002 
o . 1 8 0  o. 080 0. 003 0. 0 1 8  
o .  947 o. 1 93 o. 026 o. 294 

1. 3 2 1  o. 1 1 4 o .  0 9 1  o .  023 

1 83. 71 23. 1 33 527.  37 3 9 6. 84 1 7. 4 0 7  
23. 05 5 6 .  2 83 - - -

1 77. 8 7  o .  248  o. 00  
o. 00  

24 .  83 o. 0 00 o. 0 0  
2. 7 8  o .  547 2 .  9 4 
o. 03 o. 0 1 5 o. 1 7  

3. 5 6 1  1 .  0 0 5  6. 9 77  

950. 97  5. 754  

o . 00  0 .  335  
0 . 874 

0. 0 0  o. 0 0 0  
1 6. 3 4  3 .  0 4 1  
0 .  1 8  0 .  0 1 6  

5 . 280  o .  7 6 1  
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表30 - 4 上原遺跡第 1 地点、 戸入村平遺跡、 小の原遺跡出土玉類の分析結果

遺物
番号 遺物名

上原遺跡第 1 地点

No. 1 ,  決状耳飾
No. 2, 決状耳飾
No. 3 , 決状耳飾
No. 4, 決状耳飾
No. 5, 決状耳飾
No. 6, 決状耳飾
No. 7 ,  決状耳飾
No. 8 ,  決状耳飾
No. 9 , 決状耳 飾
No. 1 0 ,  決状耳 飾
No. 1 1 . 垂 飾

戸入村平遺跡

No. 14 , 垂飾
No. 1 5 , 垂飾

小の 原遺跡

No. 1 6 , 管玉
No. 1 7 , 決状耳飾
No. 1 8 , 決状耳飾

分析
番号

55696  
55697  
55698  
55699  
55700  
557 0 1  
55702  
55703  
55705  
55706  
55707  

557 1 0  
557 1 1  

557 1 2  
557 1 3  
557 1 4  

JG- 1 a )  

元 素 比
Y/Zr Y/Sr Y/Fe 

o. 04 1  o. 063  o . 002  
o. 5 1 5  o .  1 05 o. 0 0 1  
o .  0 0 0  o .  0 0 0  o .  0 0 0  
o .  1 1 7 1 .  0 1 3  o. 0 1 9  
o .  3 1 3  o. 204 o. 0 0 1  
o .  0 0 0  0. 0 0 0  o. 0 0 0  
o. 0 0 0  0. 0 0 0  o . 0 0 0  
o . 0 1 2  o. 0 09 o. 007  
0. 850 o. 493 o. 003 
o. 9 5 1  o . 7 1 5  o .  005  
1 .  3 28  0 .  1 36 o. 058 

o . 000 0. 0 0 0  o. 0 0 0  
9. 9 99  0. 269  0 . 0 0 0  

o. 0 0 0  o. 0 0 0  o . 0 0 0  
o . 0 0 0  o . 0 0 0  o. 0 0 0  
o. 0 2 6  o . 027 o. 664 

o. 220 o. 1 67 o . 0 62 

重 量
(gr) 比 重

9. 92 1 4 1  2 .  9 5 1  
6. 6 1 9 1 5  3 .  0 1 4  
3 .  7 655 1  2 .  682 
4. 1 1 383 2 .  604  

1 0 . 4 0 959  2 .  9 64  
7 .  3 9022  2 .  653  
3. 1 5 1 58 2 .  783 
2. 54897 2 .  856 
3. 1 8059  2 .  773  
2. 49357  2 .  782  

90 .  24370  2 . 832 

4 . 9 0877 2 .  766  
2. 58993  2 .  8 1 7  

2. 8 9 1 4 1  2 .  785 
9 . 47475 2 .  7 0 6  
2. 20437 2 . 6 03  

a) : 標準試料、 Ando, A. , Kurasawa, H. , Ohmori ,  T .  & Takeda, E. 0 974 ) . 
1 974  compi lation of data on the GJS geochemical  reference 
sampl es JG- 1 granodiori te and JB- 1 basal t. 
Geochemical Journal , Vol . 8  1 75 - 1 92. 
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表31 上原遺跡第 1 地点、 戸入村平遺跡、 小の原遺跡出土玉類の原産地分析結果

遺物 遺跡名 分 析 各分類基準に よ る 判定
番号 遺物名 番 号 図 5 判 定 図 6 判 定 図 7 判定 比 重 ＆ 基 準 ( 2 ) N i /Fe 判 定 ＇ ）

上原遺跡第 1 地点

No. 1 , 決状耳飾 55696  HD? HD HD, HK HD, I T, I N, HK, KM 0 .  0 08  
No. 2 . 決状耳飾 55697 HK HD. HK 
No .  3 , 決状耳飾 55698 
No.  4 , 決状耳飾 55699 WK 
No.  5 , 決状耳飾 55700 HK HK HD ,  HK 
No. 6 . 決状耳飾 557 0 1  I T  HD. HK 
No. 7 , 決状耳飾 55702 HK, KM HD. HK 
No. 8 . 決状耳飾 55703 I T  WK 
No. 9 . 決状耳飾 55705 HK  HD. HK 
No. 1 0 , 決状耳飾 55706 HK HD. HK 
No .  1 1 . 垂飾 55707 I T, HK 

戸 人村平遺跡

No. 1 4. 垂飾 557 1 0  HK 
No. 1 5, 垂飾 557 1 1  HK HK, I N  

小の原遺跡

No. 1 6. 管玉 557 1 2  HD. HK 
No. 1 7. 決状耳飾 557 1 3  
No. 1 8, 決状耳飾 557 1 4  

I T : 糸 魚 川 WK : 若桜 OS : 大佐 NG : 長崎 HK : 日 高 I N : 引 佐 OY : 大屋 KM : 神居 コ タ ン HD : 飛騨
a)  : 飛騨産 、 日 高産 を 分 類す る と き の 指標

（ 飛騨産原石、 4 2 個 の 平均 値 士 標準偏差） Ni /Fe = O. 0 9 1 士 0. 030  
（ 日 高産原石、 1 4 個 の 平均値 士 標準偏差） Ni /Fe = O. 065 士 0. 028 

総合判定

不 明
不 明
不 明
不 明
不 明
不 明

I 不 明
不 明
不 明
不 明
不 明

不 明
不 明

不 明
不 明
不 明

注意 ： 近年産地分析 を 行 う 所が多 く な り ま し た が、 判定根拠が曖昧 に も 関 わ ら ず結 果 の み を 報告 さ れ る 場合があ
ま す 。 本報告 で は 日 本 に お け る 各遺跡の 産地分析の 判定基準を 一定 に し て 、 産地分析を行 っ て い ま すが、
判 定 基 準 の 異 な る 研究方法 （土器様式の基準 も 研究方法で異 な る よ う に ） に も 関 わ ら ず、 似 た 産地名 の た
め に 同 じ 結 果 の よ う に 思 わ れ る が 、 全 く 関 係 （ 相 互 チ ェ ッ ク な し ） あ り ま せん 。 本研究結果 に 連続 さ せ る
に は 本研究法で再分析が必要です。 本報告の 分析結果 を考古学資料 と す る 場合 に は 常 に 同 じ 基 準 で判 定 さ
れて い る 結果で古代交流 圏 な ど を 考察 を す る 必要 が あ り ま す。
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第 2 節 上原遺跡 第 1 地点、 戸 入村平遺跡、 小 の 原遺跡 出 土 の 玉類の産地分析

藁科哲男 （京 都大学原子炉実験所）

は じ めに

今 回 分析を行った玉類は決状耳飾 、 垂飾 、 管玉 な どで、 一般的には 肉 眼観察で岩石 の種類を決定し、

そ れが真実のよう思われているのが実態である。 玉類の原材料 と しては滑石 、 軟玉 （角 閃石 ）、 蛇 紋岩、

結晶 片 岩、 碧玉 、 メ ノ ウな どが推測される。 そ れぞれの岩石 の命名 定義 に 従って岩石 名 を決定するが、

非破壊で命名 定義を求めるに は限度があ り 、 若干の傷を覚悟して硬度、 光沢感、 比重、 結晶性、 主成

分組成を求める な どで、 非破壊で命名 の主定義の結晶構造、 屈 折率 な どを正確に は求められない。 原

石 名が決定されたの みでは考古学の資料 と しては不完全 で、 どこの産 地原石が使用されているかの産

地分析が行われて初めて、 考古学に寄与できる資料 と なる。 遺跡から出土 する大珠、 勾玉 、 管玉 の産

地分析と いうのは、 玉類の 製 品が何処の玉 造遺跡で加工された と いうこ と を調査するのでは なくて、

何 ケ 所かある ヒ スイ （硬玉 、 軟玉 ） と か碧玉 の原産 地うち、 どこの原産 地の原石を使用しているかを

明らか に するのが、 玉類の原産 地推定である。 玉類の原石 の産 地を明 らかにすることは考古学上重要

な意味をもっている。 糸 魚川市で ヒ スイが発見されるまでは、 中国 、 雲南、 ビルマ説、 発見後は、 専

ら国 内説で、岩石 学的方法1 )およぴ貴重な考古遺物を非破壊で産 地分析を行った蛍光X 線分析で行う元

素比法2
,

3 ) が報告されている。 また、 碧玉 製 管玉 の産 地分析で系統的に 行った研究は蛍光X 線分析法 と

電子スピン共 鳴法を併用し産 地分析よ り 正確に 行った例 4 )が報告されている。 石 鏃 な ど 石器 と 玉類

の製 品はそ れぞれ使用 目 的が異 なるため、 そ れぞれの産 地分析で得られた結果の意味も異 なる。 (1)石

器の原材産 地推定で明らかになる、 遺跡から石材原産 地までの移動 、 活動範 囲は、 石器は生 活 必需 品

であるため、 生活上必要 な生 活 園と考えられる。 (2)玉類は古 代人が生きるために必ずしもいるもので

はない。 勾玉 、 管玉 は権力の象徴、 お祭、 御守 り 、 占 いの道具、 ア クセサリ ー と して、 精神的な面に

重要な作用を与える と 考えられる。 従って、 玉 類 の産 地分析で、 明 らか に なる ヒ スイ製玉類の原石 の

分布範 囲は、 権力の 象徴 と しての玉類であれば、 権力圏を現わしているかもしれ ない、 お祭、 御守 り 、

占 いの道具であれば、 同じような習 慣を持つ文化 圏が考えられる。 石器の原材産 地分析で得られ ない

貴重な資料を考古学の分野に提供することができる。

今 回 分析を行った玉類は徳山地区、 上原遺跡 第1地点、戸入村平遺跡、 小 の原遺跡出土 の玉類で決状

耳飾 、 垂飾 、 管玉 な どで肉 眼観察で岩石 の種類を推測すると、 滑石 、 軟玉 （角 閃 石 ）、 蛇紋岩、 結晶 片

岩、 碧玉 な どが推測され、 これら玉類の合計16個で、 分析番号 、 遺物番号 、 出土地点な どを表28に 示

した。 これら玉類が軟玉 と か碧玉 製 の可能性を考慮して同定を行い報告する。

非破壊での産 地分析の方法 と 手段

原産 地推定の 第一歩は、 原産 地 間を区別する人間で言えば指紋のよ う な、 その原産 地だけに しか な

いとい う 指標を見つけなければならない。 その区別するための指紋は鉱物組成の組合わ せ 、 比重の違

い、 原石 に 含有されている元素 組成の違い な ど に よ り 、 原産 地同士を区別でき なけれ ば産 地分析はで

きない。 成功するか どうかは、 と にかく行ってみ なければわからない。 原産 地同士が指紋でもって区

別できた ならば、 次に遺跡から出土 する遺物の指紋と原産 地の指紋を比較して、 一致しない原産 地を
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消 去 し て 一致す る 原産地 の 原石が使用 さ れ て い る と 判 定す る 。 ヒ ス イ 、 碧王製勾 玉 、 大珠、 玉 な ど は 、

国 宝 、 重要文化財 級 の も の が 多 く て 、 非破壊 で産地分析が行 え る 方 法 で な け れば発展 し な い 。 石器 の

原材産地分析 で成功 し て い る 4 ) 非破壊 で分析 を 行 う 蛍光 X 線法 を 用 い て 玉類 に 含有 さ れ て い る 元素 を 分

析す る 。

遺跡か ら 出 土 し た 大珠 、 勾 玉 、 管玉 な ど を 水洗い し て 、 試料 ホ ル ダー に 置 く だ け の 、 完全 な 非破壊

で産地分析 を 行 っ た 。 ヒ ス イ 製玉類 は 蛍光 X 線分析法 で元素 の 種類 と 含有量 を 求め 、 試料 の 形や 大 き

さ の 違 い の 影響 を 打 ち 消 す た め に 分析 さ れ た 元素 同 士 で含有贔 の 比 を 測 り 、 こ の 元素比 の 値 を 原産地

を 区別 す る 指紋 と し た 。 碧玉製玉類 は E S R 法 を 併用 す る が試料 を 全 く 破壊す る こ と な く 、 碧玉 に 含

有 さ れ て い る 常磁性種 を 分析 し 、 そ の 信号か ら 碧玉産地間 を 区別 す る 指標 を 見 つ け て 、 産地分析 に 利

用 し た 圧

ヒ ス イ （ 硬玉 ・ 軟玉 ） の 原産地

分析 し た ヒ ス イ 原石 は 、 日 本 国 内 産 で は ( 1 )新潟 県 糸 魚 川 市 と 、 そ れ に 隣接す る 同 県 西頚城郡青海町

か ら 産 出 す る 糸 魚 川 産 、 (2)軟玉 ヒ ス イ と 言 わ れ る 北海道沙 流郡 日 高 町千栄 の 日 高産 6 ) 、 ( 3)鳥取 県 八頭郡

若桜町角 谷 の 若桜産 、 (4) 岡 山 県 阿哲郡大佐町 の 大佐産 、 (5)長 崎 県 長 崎市三重 町 の 長崎産 で あ り 、 さ ら

に (6)西黒 田 ヒ ス イ と 呼ば れ て い る 静 岡 県 引 佐郡 引 佐町 の 引 佐産 の 原石 、 (7)兵庫 県 養 父 郡 大屋町か ら の

原石 、 (8)北海道旭 川 市神居 町 の 神居 コ タ ン 産 、 (9)岐阜 県 大野郡丹生 川 村 の 飛騨産 原 石 、 ま た 、 肉 眼的

に ヒ ス イ に 類似 し た 原石 で玉類 等 の 原材 に な っ た の で は な い か と 考 え ら れ る (I O)長崎 県 西 彼杵郡大瀬戸

町雪浦か ら の 原石 で あ る 。 国 内 産 の ヒ ス イ 原産地は 、 こ れ で ほ ぱつ く さ れ て い る と 思 わ れ る 。 こ れ ら

原石 の 原産地 を 図 1 97 に 示す 。 こ れ に 加 え て 外 国産 と し て 、 ミ ャ ン マ ー 産 の 硬玉 と 台 湾 産軟玉お よ び韓

国 、 春 川 産軟玉 な ど の ヒ ス イ の 分析 も 行 わ れ て い る 。

ヒ ス イ 試料 の 蛍 光 X 線分析

ヒ ス イ の 主成分元素 は ナ ト リ ュ ウ ム ( Na ) 、 ア ル ミ ニ ュ ム ( Al ) 、 珪素 ( Si ) な ど の 軽 元素 ” で 、 次

い で比較 的 含有贔 の 多 い カ ル シ ウ ム ( Ca ) 、 鉄 ( Fe ) 、 ス ト ロ ン チ ウ ム ( Sr ) で あ る 。 ま た 、 ヒ ス イ に

微量含有 さ れ て い る 、 カ リ ウ ム ( K ) 、 チ タ ニ ウ ム ( Ti ) 、 ク ロ ム ( Cr ) 、 マ ン ガ ン ( Mn ) 、 ル ビ ジ ウ ム

( Rb ) 、 イ ッ ト リ ウ ム ( Y ) 、 ジ ル コ ニ ウ ム ( Zr ) 、 ニ オ ビ ウ ム ( Nb ) 、 バ リ ウ ム ( Ba ) 、 ラ ン タ ニ ウ ム

( La ) 、 セ リ ウ ム ( Ce ) の 各 元素 を 分析 し た 。 主成分の珪素 な ど 軽 元素 の 分析 を 行わ な い と き に は 、

励起線源 の X 線が試料に よ っ て 散乱 さ れ た ピ ー ク を 観測 し 、 そ の ピ ー ク の 大 き さ が主 に 試料 の 分析面

積 に 比例 す る こ と に 注 目 し 、 そ の ピ ー ク を 含有元素 と 同 じ く 産地分析 の 指標 と し て 利 用 で き る 。 ナ ト

リ ュ ウ ム 元素 は ヒ ス イ 岩 を 構成す る ヒ ス イ 輝石 に 含有 さ れ る 重要 な 元素 で 、 出 土 し た 遺物か硬玉か 否

か を 判 定す る に は 直接 ヒ ス イ 輝 石 を 観測 す れ ば よ い 。 し か し 、 ヒ ス イ 輝石 を 非破壊 で検 出 き る 方 法か

確立 さ れ る ま では 、 蛍光 X 線分析 で Na 元素 を 分析 し 間 接的に ヒ ス イ 輝石 の 存在 を 推測 す る 方法 に た よ

る 他 な い の では な か ろ う か 。 各 原産地 の 原石 の な か で 、 確実 に Na 元素 の 含有か確認 さ れ る ヒ ス イ 産地

は 糸 魚 川 、 大屋 、 若桜 、 大 佐 、 神居 コ タ ン 、 長崎の 各原産地 の 原 石 で こ れ ら は 硬玉 に 属 す る と 思 わ れ る 。

N a 元素 の 含有量 か分析誤差範 囲 の 産地 は 日 高 、 引 佐 、 飛騨 の 各産地 の 原石 で あ る 。 糸 魚 川 産 原石 の

う ち 緑 色 系 の 硬玉 に 、 肉 眼的 に 最 も 似 た 原石 を 産 出 す る 産地 は 、 他の 硬玉産地 よ り も 後述 し た 日 高 、
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飛騨 、 引 佐 の 原 石 に 見 ら れ る 。 各 原 産地 の 原 石 の他の特徴 を 以下 に 記述す る 。 若桜産 の ヒ ス イ 原 石 は

Sr の ピ ー ク か Fe の ピ ー ク に 比べ て 相 当 大 き く 、 ま た Zr の 隣 に 非常 に 小 さ な Nb の ピ ー ク が見 ら れ 、

Ba の ピ ー ク も 大 き く 、 糸 魚 川 産 で は 見 ら れ な い La、 Ce の ピ ー ク か観測 さ れ て い る 。 こ の Ce の ピ ー

ク は 大佐産 と 長 崎産 ヒ ス イ 原 石 の ス ペ ク ト ル に も 見 ら れ 、 こ れ ら Ce を 含有 す る 原 石 の 産地 は 、 糸 魚 川

の産地 と 区別 す る と き に 有効 な 判 定基準 に な る 。 長崎産 ヒ ス イ は 、 Ti の 含有 量 か 多 く 、 Y の ピ ー ク が

見 ら れ る の が特徴 的 で あ る 。 日 高産 、 引 佐産 、 飛騨産 ヒ ス イ 原 石 は 、 C a ピ ー ク に 比べ て Ti と か K 、

ま た Fe ピ ー ク に 比べ て Sr な ど の ピ ー ク か小 さ い の か特徴 で糸 魚 川 産 の も の と 区別 す る と き の 判 断基準

に な る 。 春 川 軟玉原石 は 、 ｛憂 白 色 の 工芸加工性 に 優 れ た 原 石 で 、 軟玉 で あ る か 、 古代 で は 勾 玉 な ど の

原材料 と な っ た 可能性 も 考 え ら れ る こ と か ら 分析 を 行 っ た 。 こ の 原 石 に は 、 Sr、 Zr の ピ ー ク か全 く 見

ら れ な い た め 、 糸 魚 川 産 な ど の Sr、 Zr を 含有す る 原 石 と 容 易 に 区別 で き る 。 ま た 、 長 崎 県 雪浦 の ヒ ス

イ 類似岩 を ヒ ス イ の 代替 品 と し て 勾 玉 、 大珠 な ど の 原材 料 に 使 用 し て い る 可能性か考 え ら れ 、 分析 を

行 っ た 。 こ の 岩石 は 比重 か2 . 9 1 と 小 さ く 、 比重 で も っ て 他の 産地 の も の と 区別 で き る 。 ま た 砒素 ( As )

の ピ ー ク が見 ら れ る 個体が 多 い の も 特徴 で あ る 。

こ れ ら 各 原 産地 の 原 石 は 同 じ 産地 の 原 石 で あ っ て も 、 原 石 ご と に 元素 の 含有量 に は 異 同 か あ る 。 し

た が っ て 、 一 つ の 原 産地 に つ い て 多数 の 原 石 を 分析 し 、 各 元素 の 含有量 の 変動 の 範 囲 を 求め て 、 そ の

産地の 原石 の 特徴 と し な け れ ば な ら な い 。

糸 魚 川 産 の ヒ ス イ は 、 白 色 系 が 多 い か 、 緑 色 系 の 半 透 明 の 良 質 の も の 、 青 色 系 、 コ バ ル ト 系 、 お よ

び こ れ ら の 色 が 白地 に 縞 と な っ て 入 っ て い る も の な ど 様 々 で あ る 。 分析 し た 糸 魚 川 産 原 石 の 比重 を 調

べ る と 、 硬玉の 3 . 2 - 3 . 4の 範 囲 の も の と 、 3 . 2 に 達 し な い 軟玉に 分類 さ れ る 原 石 も あ る 。 若桜産 、 大佐

産 の 分析 し た 原 石 に は 、 半透 明 の 緑 色 の も の は な い が 、 全体が淡青緑 か か っ た 乳 白 色 の よ う な 原 石 、

ま た 大屋産 は 乳 白 色 か 多 い 。 こ の う ち 大佐産 、 大屋産 の 原石 で は 比重 が3 . 20 に 達 し た も の は な く 、 こ

れ ら の 原 石 は 比重 か ら は 軟玉 に 分類 さ れ る 。 し か し 、 ヒ ス イ 輝石 の 含有 量 が 少 な い 硬玉 と も 考 え ら れ

る 。 長 崎産 の ヒ ス イ 原石 は 3 個 し か 分析 で き な か っ た か良 質 で あ る 。 こ の う ち 1 個 は 濃 い 緑 色 で 、 他

の 2 個 は 淡 い 緑 色 で 、 少 し ガ ラ ス 質 で あ る 。 H 高産 ヒ ス イ の 原 石 は 肉 眼観 察 で は 比較 的 糸 魚 川 産 の ヒ

ス イ に 似 て い る 。 ミ ャ ン マ ー 産 の ヒ ス イ 原 石 は 、 質 、 種類 と も 糸 魚 川 産 の ヒ ス イ 原石 と 同 じ も の が見

ら れ 肉 眼 で両 産地 の 原 石 を 区別 す る こ と は 不可能 と 考 え ら れ る 。 分析 し た 台 湾 産 の ヒ ス イ は 軟玉 に 属

す る も の で 、 暗 緑 色 の ガ ラ ス 質 な 原 石 で あ る 。 こ れ ら 各 原産地 の 原 石 の 分析 結 果 か ら 各 産地 を 区別 す

る 判 断基準 を 引 き 出 し 産地分析 の 指標 と す る 。

ヒ ス イ 原産地の 判 別 基 準

原石産地 の 判 定 を 行 な う と き の 判 断基準 を 原 石 の分析デー タ ー か ら 引 き 出 す が 、 分析個数が少 な い

た め 、 必ず し も そ の 原 産地 の 特徴 を 十分 に 反 映 し た と 言 え な い 産地 も あ る 。 表 29 に 各 原 産地 ご と の 原

石 の 比重 と 元素 比量 を ま と め た 。 元素比量 の数値 は 、 そ の 原産地 の 分析 し た 原石 の 中 で の 最小値 と 最

大値の 範 囲 を 示 し 、 判 定甚 準 ( 1 ) と し た 。 ヒ ス イ で比童か3 . 19未満 の 軽 い 原 石 は 、 硬玉 ヒ ス イ で は な い

可能性 が あ る が 、 糸 魚 川 産 の 原 石 で比重か3 . 19 未満 の も の も 分析 を 行 っ た 。 大 佐 産 の ヒ ス イ は 比重 が

3 . 1 7未満 で あ っ た 。 し た か っ て 、 遺物の 比重が3 . 3以上 を 示す場合 は 判 定基準( 1 ) に よ り 大佐産 の ヒ ス イ

で な い と 言 え る 。 日 高産 、 引 佐産 の 両 ヒ ス イ で は Sr/Fe の 比 の 値か小 さ く て 、 糸 魚 川 産 と 区 別 す る 判
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定基準( 1 ) に な る 。 表 2 の 判 定基準(2) に は Cr、 Mn 、 Rb 、 Y 、 Nb 、 Ba、 L a 、 Ce の 各 元素 の 蛍 光 X 線 ピ ー

ク が観測 で き た 個体数 を ％ で示 し た 表 であ る 。 例 え ば遺物 を 分析 し て Ba の ピ ー ク が観測 さ れ な か っ た

と き 、 そ の 遺物は 、 若桜 、 大 佐 、 長 崎産 の ヒ ス イ で な い と い え る 。

図 198は ヒ ス イ 原石 の Sr/Fe の 比の値 と Sr/Zr の比の値の分布 を 各 原産地 ご と に ま と め て 分布範囲 を

示 し た も の で あ る 。 ● は 糸 魚 川 産 の ヒ ス イ で、 分布 の範囲 を 実線 で 囲 み 、 こ の枠 内 に 遺 物 の 測 定 点 が

入れ ば 糸 魚 川 産 の 原石 で あ る 可能性が高 い と 判 断す る 。 口 は ミ ャ ン マ ー 産 の ヒ ス イ の 分布 で、 そ の範

囲 を 短 い 破 線 で囲 む 。 糸 魚 川 の 実 線 の 範 囲 と ミ ャ ン マ ー の破線 の 範 囲 の 大部分 は 重 な り 両 者 は 区別 で

き な い が 、 ミ ャ ン マ ー と 糸 魚 川 が 区別 さ れ る 部分が Sr/Fe の値 （ 横軸 ） 2 . 5以上の 範 囲 で見 ら れ る 。 こ

の 範 囲 の 中 に 、 遺 物 の 測 定点が入れ ば ミ ャ ン マ ー 産 と 考 え る よ り 、 糸 魚 川 産 で あ る 可能性の 方 が高 い

と 考 え ら れ る 。 ▲ は 大佐産 の 、 △ は 若桜産 の 、 ▽ は 大屋産 の ヒ ス イ の 分布 を 示 し て い る 。 糸 魚 川 と 大

佐 、 若桜 、 大屋 の ヒ ス イ が重 な る 部分 に 遺物の測定点が入 っ た 場合 、 こ れ ら 複数 の 原産地 を 考 え な け

れ ば な ら な い 。 し か し 、 こ の 遺 物 に Ba の蛍光 X 線 ス ペ ク ト ル の ピ ー ク が見 ら れ な か た 場合 、 表29 の 判

定基準 ( 2 ) に 従 え ば 糸 魚 川 産 ま た は 大屋産 の ヒ ス イ で あ る と 判 定 で き 、 そ の 遺物の 比重 が3 . 2以上 あ

れ ば大屋産 で な く て 、 糸 魚 川 産 と 推定 さ れ る 。 ● は 長崎産 ヒ ス イ の 分布 で、 独 立 し た 分布 の 範 囲 を も っ

て い て 他の産地 の ヒ ス イ と 容 易 に 区別 で き る 。 台 湾産 の 軟玉は グ ラ フ の 左下 に 外れ る 。 ＊ 印 の 日 高産

お よ び ＊ 印 の 引 佐産 ヒ ス イ の分布の 一部分が 、 糸 魚 川 産 と 重 な り 区別 さ れ な い 範 囲 がみ ら れ る 。 し か

し 、 C a/Si 比 と Sr/Fe 比 を 指標 と す る こ と に よ り （ 図 1 99 ) 、 糸 魚 川 産 ヒ ス イ は 日 高 産 お よ び 引 佐産 の

両 ヒ ス イ と 区別 す る こ と が で き る 。 Na/Si 比 と Mg/Si 比 を 各原産地 の 原石 に つ い て 分布 を 示 す こ と に

よ り （ 図 200 ) 、 遺物が ど こ の 原産地の分布 内 に 帰属す る か に よ り 、 硬玉か 軟玉か の 判 別 の 手 段 の 一 つ

に な る と 考 え ら れ る 。

上原遺跡 第 1 地点 、 戸 入村平遺跡 、 小 の 遺跡 出 土 の玉類 の 分析結果

こ れ ら 玉類 の 比重 は 3 . 0以下 （ ア ル キ メ デス 法 ） で ヒ ス イ の 可能性 と し て は 軟玉に 属 す る 可能性が大

き く 、 蛍光X線 ス ペ ク ト ル （ 図 10 - 25 ) に は 硬玉の主成分の 一 つ の Na 元素 が全 く 観測 さ れ な い こ と か

ら 、 こ れ ら 玉類が硬玉 の 可能性 は な い と 推測 さ れ る 。 こ れ ら 玉類 の 原石産地 を 明 ら か に す る た め に 、

元素 比 を 求め 表30 に 示 し た 。 特 に 比重 が2 . 7以上の軟玉の 可能性 を 示す 玉類 に つ い て は 、 ヒ ス イ （ 硬玉 ・

軟玉 ） 原石産地判 定 の た め に 、 各原産原石 の 元素 比量 Sr/Fe 対 Zr/Sr の 分布 範 囲 と 玉類 の 元素 比量 を

比較す る と 、 55696 は 飛騨産 ヒ ス イ の 範 囲 に は 入 ら な い が非常 に 近 い 、 日 高産 の 範 囲 に は 55700 、 55702 、

55705 、 55706 、 55707 、 557 1 1 が 入 り 、 糸 魚 川 産 の 範 囲 に 5570 1 、 55703 、 55707が 、 ま た 神 居 コ タ ン に は

55702が入 っ て い る 。 こ れ ら 玉類 は 一 つ ま た は 複数の産地の 重 な る 範 囲 に 入 っ て い て 、 入 っ た 範 囲 の 原

石産地 の 可能性 を 示 し て い る 。 他の玉類 は ど こ の産地 の 範 囲 に も 入 ら な か っ た （ 図201 ) 。 Sr/Fe 対 Ca/

Si では 55696 は 飛騨産 ヒ ス イ の 範 囲 に 入 り 、 日 高産 の 範 囲 に は 55697 、 55700 に 入 り 入 っ た 産地 の 可能性

を 示 し て い る 。 他 の 玉類 は ど こ の産地の範 囲 に も 入 ら な か っ た （ 図202 ) 。 Na/Si 対 Mg/Si では 飛騨 、

日 高産 ヒ ス イ の 範 囲 に 入 る 玉類 は 55696 、 55697 、 55700 、 5570 1 、 55702 、 55705 、 55706 、 557 1 2 番 で、

日 高 、 糸 魚 川 産 に は 557 1 1 が 、 若桜産 の 範 囲 に 55699 、 55703が そ れ ぞれ 入 り 、 入 っ た 産地 の 可能性 を 示

し て い る 。 他 の軟玉様玉類 は ど こ の 原産地の枠 に も 入 ら な い （ 図 203 ) 。 こ れ ら 図 5 、 6 、 7 の 中 で全

て 共通 し て 枠 内 に 入 る 可能性 を 示す玉は 55696番が飛騨産 の 可能性 を 示 し て い る が 、 他 の 分析 し た 玉類
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は 共通 し て 枠 に 入 る 産地 は な く 、 調査 さ れ た ヒ ス イ （ 硬玉 ・ 軟玉 ） 原石 と 異 な る こ と が 明 ら か に な っ

た 。 ま た 、 55696番の玉の Ni/Fe 量 は 0 . 008 で飛騨産 ヒ ス イ の0 . 09 1 士 0 . 030 と 比較 す る と 小 さ く 飛騨 産

の可能性 は 0 . 6% と 低 く 、 図 5 で55696 は 飛騨産 ヒ ス イ の 範 囲 に は 近 い か 、 入 ら な い と い う こ と か ら 、

飛騨産 で な い と 推定 し 、 他 の 玉類 に つ い て の 結果 を 表 4 に 示 し た 。 産地が特定 で き な か っ た No. 1 0 の 結

品 片 岩様緑 色岩使用 の快状耳飾 に つ い て は 、 南 九朴l で 多 用 さ れ て い る 玉材 で あ る 結 晶 片 岩様緑 色岩 と 、

比較 し た 結果 を 次 に 示 す 。

結晶 片 岩様緑色No. IO映状耳飾 の E S R 法 に よ る 産地分析

南 九 、州 地域 で 多用 さ れ て い る 結 晶 片 岩様緑色玉類 の E S R 分析 は 、 玉類石材 に 含有 さ れ て い る イ オ

ン と か 、 玉材 か 自 然 界 か ら の放射 線 を 受 け て で き た 色 中 心 な ど の常磁性種 を 分析 し 、 そ の 信号か ら 玉

材産地間 を 区別 す る 指標 を 見つ け て 、 産地分析 に 利 用 し た 。 E S R の 測 定 は 、 完全 な 非破壊 分析 で 、

直径が1 1 mm 以 下 の 管玉 な ら 分析 は 可能 で 、 小 さ い 物 は 胡 麻粒大 で分析 が で き る 場合 か あ る 。 分析 さ れ

た E S R 信号 は 非常 に 複雑 で 同 じ 信号 を 示す遺物は 非常 に 少 な く 遺物個 々 に 異 な る E S R ス ペ ク ト ル

を 示 し て い る 。 こ れ は E S R 信号 を 出 す 常磁性種が一種類 では な く 4 種類以上 あ り 、 ま た 、 各玉 と か

石材毎 に 4 種類以上の 常磁性種 の 混合比か異 な っ た 状 態 の 遺物 を E S R 分析す る 結果 、 こ れ ら 各常磁

性種の E S R 信号 を 合成 し た 形 で ス ペ ク ト ルが得 ら れ る た め と 推測 さ れ る 。 E S R 信号 を 出 す 常磁性

種の個数 の 同 定 を 鹿 児 島 県加世 田 市上加世 田 遺跡 出 士 の 緑 色 片 岩様玉類 の 分析結果 を 用 い て 試み 図 204

に 示 し た 。 図 204 - ( 1 ) の バ ッ ク グ ラ ウ ン ド 信号 と 名 付け た 信号 II は 玉 に よ っ て は 信号形 が 異 な る こ と

か ら 複数 の 鉄 イ オ ン の 信 号 で構成 さ れ て い る 可能性が推測 さ れ る が幅広 い 信号 で あ る 。 図 204 - ( 2 ) は

幅 の 広 い バ ッ ク グ ラ ウ ン ド 信号 と 上加世 田 遺跡 出 土玉類 に 特徴的 な Y 、 X 、 W 、 Z 、 III の 一 組 に な っ

た ピ ー ク 信号 を 出 す 常磁性種 と で構成 さ れ 、 こ の信号か南 九朴l で 多 用 さ れ る 玉材 の 特徴 と な っ て い る 。

信号 III に は S i 02 に 関係 し た 信号が含 ま れ て い る 可能性か推測 さ れ る 。 W→ III 、 III →W 、 W→ X の ピ ー

ク 間 に 見 ら れ る 小 さ な 常磁性種 は 玉 に よ っ て は 非常 に 大 き な 信号 に な り 、 W 、 Y 、 III の ピ ー ク と 重 な っ

た 部分 は 相互 に 変 形す る 。 ま た 、 一 組 に な っ た ピ ー ク 信号 は 、 例 え ば一 方 の Y か測 定 さ れ れ ば 、 残 り

の他方 の Y の ピ ー ク も 他の 信号 と 合成 さ れ て 変形 し て 確認が 困 難 な 場合 も あ る が必ず 存在す る 。 図 204 -

( 3 ) は 幅 の 広 い バ ッ ク グ ラ ウ ン ド 信号 に 、 マ ン ガ ン イ オ ン に よ る と 思 わ れ る P 、 Q 、 R 、 S 、 T 、 U

の 同 じ 信号 強 度 の 6 本 で一 組 の 信号が合成 さ れ て で き た E S R ス ペ ク ト ル で あ る 。 M n イ オ ン 濃 度 が

低 い 状 態 で 、 ( 2 ) の 信号 と 合成 さ れ る と P と か P 、 Q ( W と 重 な り 変形 ） の ピ ー ク の み 確 認 さ れ R 、

S 、 T 、 U が変形 し た た め に W 、 III 、 X が確認 で き な い と 推測 さ れ る 場合か 多 い 。 図 204 - ( 4 ) は 幅 の

広 い バ ッ ク グ ラ ウ ン ド 信号 に 、 少械 の ( 2 ) か爪 な っ て い る 状態 が確 認 で き 、 ま た 、 信号 を 出 す 常磁性

種は 同 定 出 来 て い な い か 、 0 、 V の ピ ー ク 信号 は 2 : 1 の 比 で1 000 ガ ウ ス ( G ) 間 隔 で対 に な っ て 構成

さ れ て い る 。 以上最低 4 種類 の 常磁性種 の 存 在か確認で き た 。 ま た 、 W→ III 、 III →W 、 W→ X の ピ ー

ク 間 に 見 ら れ る 信号が何種類 の 常磁性種 で構成 さ れ て い る か 不 明 で 、 ま だ上加世 田 遺跡 出 士玉類 の E

S R 1言号 を 完全 に 説明 で き な い 部分か残 っ て い る 。 分光学 的 に 説明 が で き な く て も 、 Y 、 X 、 W 、 Z 、

III の ピ ー ク を 出 す常磁性種か上加世 田 遺跡 出 土玉類 に 共通 し て 存 在 す る こ と を 利 用 す れ ば玉類石材 の

産地分析 に 応 用 で き る 。 今 回 分析 し た 結 晶 片 岩様緑色No.10快状耳飾 の E S R 信号 を 図 205 に 示 す 。 信号

は 図 204 - ( 3 ) に 一 致す る 信 号 で 、 南 九J小I で 多用 さ れ る 玉材 の 特徴 と な っ て い る Y 、 X 、 W 、 Z 、 III の
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ピ ー ク が一 つ も 観測 さ れ な か っ た こ と か ら E S R 分析か ら は 、 南九少I、 i の 玉材 に 限定 で き な い が 、 し か

し 、 図 205 の信号 を 示す 玉 は 各地 で見 ら れ る こ と か ら 、 例 え ば 、 産地 は 不 明 で あ る か佐 賀 県 長 尾 倉 富 遺

跡 出 土 の 結 品 片 岩様緑色玉の信号 で も Y 、 X 、 W 、 Z 、 III の ピ ー ク が観測 で き ず 、 分析 し た 耳飾 の E

S R 信 号 に 一 致 し 同 質 の 玉材 の 可能性か推測 さ れ る 。 産地分析 で は 玉類 の 蛍光 X 線分析結果 と E S R

信号結果が 同 じ 石材 群 に 同 定 さ れ た と き 総合的 に 判 定 し 、 玉類 か そ こ の群の 原石 と 同 じ も の が使用 さ

れ て い る と 推定す る 。

結 論

今 回 分析 し た 玉類 は 軟玉 、 蛇紋岩、 頁 岩様の玉顆 で 、 調杏 さ れ て い る ヒ ス イ （ 硬玉 、 軟玉 ） の 原石

と 一 致 し な か っ た こ と か ら 、 他の産地の岩石 の可能性か推測 さ れ る 。 蛍光 X 線分析 の 結果 か ら Mg が

主成分 的 に 含有量が 多 い 上原遺跡 第 1地点 出士の遺物番号 1 ( 55696 ) 、 2 ( 55697 ) 、 5 ( 55700 ) 、 6 ( 5570 1 ) 、

7 ( 55702 ) 、 9 ( 55705 ) 、 1 0 ( 55706 ) 、 戸 入村平遺跡 の 14 ( 557 10 ) 、 1 5 ( 557 1 1 ) 、 小 の 原 遺跡 の 1 6 ( 557 1 2 ) 、

1 7  ( 557 1 3 ) は カ ン ラ ン 岩起源 の変成岩の 可能性が推測 さ れ る が 、 他の玉類 が カ ン ラ ン 岩起源 で な い と

は 言 え な い 。 ま た 、 C a 元素 の 含有塁か 多 い 玉は 1 、 2 、 5 で、 B a 元素 は 検 出 限 界 以 下 を 示 し 、 こ

れ ら 3 個 の 玉 は 同 質 の 岩石 の 可能性 か推測 さ れ る 。 ま た 、 K 元素 の 含有量 の 多 い 玉類 は B a の 含有量

も 多 い 関係 に あ り 、 同 じ 鉱物 を 含有 し た 岩石 の 可能性が推測 さ れ る 。 ま た 、 緑 色 結 品 片 岩様 の 9 、 10

の 玉 は 、 E S R 信号が P 、 Q 、 R 、 S 、 T 、 U の み で あ る こ と か ら 、 南 几州 で使用 さ れ て い る 結晶 片

岩様緑色岩 の 可能性 は 低 い と 思 わ れ る 。 今 回 の 分析 で は 産地 は 特定 で き な か た が 、 今後分析数 を 増や

す こ と に よ り 遺跡 間 で 同 じ 元素 組成 と か E S R 信号 を 持つ 原材料の玉類が使用 さ れ て い る か を 明 ら か

に す る こ と に よ り 、 遺跡間 交 流 に 関 す る 情報 を 得 る こ と が で き る と 推測 さ れ る 。
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ill : S i 0 2 に 関 係 す る と 思わ れ る 信 号
y .  x .  w .  z :  上 加 世 田 遺 跡 出 土 玉 類 石 材 に

特 徴 的 に 見 ら れ る 信 号 ．

( 2 ) 信 号 ( II ) と 出 土 玉 類 石 材 の 信 号

p
 

W X 

ll
 

( 3 ) 信 号 ( II ) と M n イ オ ン に よ る 信 号

゜
u 

゜
( 4 )  0 :  V は 2 : 1 の 強 度 比 の 組 信 号 で

イ オ ン 種 は 不 明 ．
V 

._ _ ..,  _ _  ... _ _  . _ _ _  ._ _ _  
I 2 3 4 5 6 

Mn 2 十イ オ ン ： 標 準 試料 (3 : i2 = 2 .  0 3 4 ,  ← 8 6 .  9G→ 4 : g , = 1 .  9 8 1 )  

第2 0 4 図 上加世田遺跡出土玉類石材のESR信号 （結晶片岩様緑色玉類石材 比重 、 3 .0 - 2 .7 )
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( 3 : g 2 = 2 .  0 3 4 .  ← 8 6 . 9G→ 4 : g 1 = l .  9 8 1 )  : : ! : . '  
._ _ _. _ _  ,. _ _  L _ _  ..._ _ ..; Mn 2 •  イ オ ン ： 標 準 試料
I 2 3 4 S 6 

第2 0 5 図 上原遺跡第 1 地点出土No.10 : 決 状耳飾のESR信号
（結晶片岩様緑色 、 比重2.7 8 2 )

55696 

／ 
K a  N a  M g  A l  S i  K Ca T i  Cr CrMnFe  N i  
K /l K Ca T i  F e  
: K o ,  K ll 刃 — ス • で 考 え ら れ る 元 素 名

R b  S r  Y Z r  N b  
Rb S r  Y 

第2 0 6 図 上原遺跡第 1 地点出土決状耳飾 、 1 (5 5 6 9 6 ) の蛍光X線 ス ペ ク ト ル

55697 

BaLaCe  

／ 
K O N a  M g  A l  S i  K Ca Ti Cr CrMnFe  N i  
K 8 K Ca T i  F e  
: K a ,  K 8 シ り ー ス いで 考 え ら れ る 元 素 名

R b  S r  Y Z r  N b  
R b  S r  Y 

第2 0 7 図 上原遺跡第 1 地点出土決状耳飾 、 2 ( 5 5 6 9 7 ) の蛍光X線 ス ペ ク ト ル

BaLaC e 

331  



332 第 8 章 自 然科学分析

K a  N a  M g A l  S i  K C a  T i  C r  C r M n F e  N i  
K {3 K Ca T i  F e  
: K a ,  K f3 刃 — ス ゜

で 考 え ら れ る 元 素 名

55699 

Rb Sr Y Zr N b  
Rb  S r  Y 

B a L a C e  

第 2 0 8 図 上原遺跡第 1 地点出土決状耳飾、 3 ( 55698 ) の蛍光X線ス ペ ク ト ル

K n : N a M g  A l  S i  K C n  T i  C r  C r M n F e  N i Cu Z n  
K /3 : K Ca T i  F e  C u Z、 u
L a  : BaBaBa  P b  
L er . /3 : B a B a B a  
: K a , K /l . L a , /l シ リ ー ス

＊

で 考 え ら れ る 元 素 名

R b  S r  Y Z r  N b  
R b  S r  Y 

Pb Pb Pb  Pb  
Il g Il g 

55699 

Sn Sb BaLaCe  
S 11 S b  

第209図 上原遺跡第 1 地点出土決状耳飾、 4 (55699 ) の蛍光X線 ス ペ ク ト ル

K er N a  M g A l  S i  K C a  T i  C r  C r M n F e  N i  
K /l K Ca T i  F e  
: K er ,  K /l シ リ ー ス いで 考 え ら れ る 元 素 名

R b  S r  Y Z r  N b  
Rb  S r  Y 

55700 

J/ 
B a L a C e  

第 2 1 0図 上原遺跡第 1 地点 出土決状耳飾、 5 (55700 ) の蛍光X線ス ペ ク ト ル
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K "  : N a M g Al  S i  K C a  T i  C r  C r M n F e  N i C u Z n  R b  S r  y Z r  N b  K /3 : K Ca T i  F e  C u Z u  R b  S r  Y L "  : B a B a B a  Pb  Pb  P b  Pb P b  L a , /3 : B a B a B a  H g Il g : K " ,  K /3 , L " ,  /3 シ リ ー ス
暑

で 考 え ら れ る 元 素 名

55701  

S n  S b  B a L a C e  
S n S b  

第 2 1 1 図 上原遺跡第 1 地点出土決状耳飾、 6 (5 5 7 0 1 ) の蛍光X線 ス ペ ク ト ル

K C a  T i  C r  C r M n r e  N i C u Z n  K a  : N a M g  A l  S i  
K /l : K Ca T i  r e  C u Z ,』

P b  P b  P b  Pb  B a B a B a  L a : 
B a B a B a  \ l g  I l g L a , /l : 

: K a . K /l . L a . /l シ ') · ス
＇

で 考 え ら れ る 元 素 名

R b  S r  Y Z r  N b  
R b  S r  Y 
P b  

55702 

S n  S b  B a L a C e  
S n S b  

第 2 1 2 図 上原遺跡第 1 地点 出土決状耳飾、 7 ( 5 5 7 0 2 ) の蛍光X線ス ペ ク ト ル

K a  : N a  M g A l  S i  K C a  T i  Cr  C r M n F e  N i  C u  Z n  
K (3 : K Ca T i  F e  C u Z u  
L a  : B a B a B a  P b  P b  P b  Pb  

B a B a B a  I l g I l g L a . /l : 
: K " ,  K /l ,  I. a ,  /l シ ，} ー ス

＇

で 苺 え ら れ る 元 素 名

R b  S r  Y Z r  N b  
R b  S r  Y 
P b  

55703 

S n  S b  BaLaC e 
S n S b  

第 2 1 3 図 上原遺跡第 1 地点出土決状耳飾、 8 ( 5 5 7 0 3 ) の蛍光X線 ス ペ ク ト ル
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K a  : N a  Mg Al  S i  K C a  T i  C r  C r M n F e  N i  C u  Z n  R b  S r  Y Z r  N b  
K fJ : K Ca T i  F e  C u Z u  R b  S r  Y 
L a : B a B a B a  Pb  Pb  P b  Pb P b  
L a , fJ : B a B a B a  H g H g 
: K a ,  K fJ , L a , fJ シ リ ー ス ＊ で 考 え ら れ る 元 素 名

S n  Sb  BaLaCe  
S n S b  

第2 1 4図 上原遺跡第 1 地点出土決状耳飾、 9 ( 55705 ) の蛍光X線 ス ペ ク ト ル

K a  : N a  M g A l  S i  K C a  T i  C r  C r M n F e  N i Cu Z n  R b  S r  Y Z r  N b  
K /3 : K Ca T i  F e  C u Z u  R b  S r  Y 
L a : B a B a B a  Pb Pb P b  Pb Pb  
L a , /3 : B a B a B a  I lg  I l g  
: K a , K /3 , L a . /3 シ リ ー ス • で 考 え ら れ る 元 素 名

55706 

S n  Sb  BaLaCe  
SnSb  

第2 1 5図 上原遺跡第 1 地点出土決状耳飾、 1 0 ( 55706 ) の蛍光X線 ス ペ ク ト ル

K a  : N a  M g  A l  S i  K C a  Ti C r  C r M n r e  N i  Cu  Zn  
K /l : K Ca T i  F e  C u Z u  
L o  : B a B a B a  Pb 
L a  , /l : B a  Ba  Ba  
: K o , K /3 , L o , /3 刃 — ス

令

で 考 え ら れ る 元 素 名

R b  S r  Y Z r  N b  
Rb  S r  Y 

Pb Pb Pb Pb 
Il g I lg  

55707 

S n  Sb BaLaCe  
SnSb  

第2 1 6図 上原遺跡第 1 地点出土垂飾、 1 1 ( 55707 ) の蛍光X線 ス ペ ク ト ル
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K a  N a  M g  Al S i  K C a  T i  C r  C r M n F e  N i  
K /l K Ca Ti F e  
: K a ,  K /l シ 9 ー ス • で 考 え ら れ る 元 素 名

Rb S r  Y Z r  N b  
Rb Sr  Y 

第2 1 7 図 戸入村平遺跡出土垂飾、 1 4 ( 5 5 7 1 0 ) の蛍光X線 ス ペ ク ト ル

557 1 0  

V 
BaLaC e 

557 1 1  

／ 
K o  N a  M g  A l  S i  K Ca T i  Cr C r M n F e  N i  
K 8  K Ca T i  F e  
: K o ,  K 8 シ リ ー ス

’
で 考 え ら れ る 元 素 名

R b  S r  Y Z r  N b  
Rb S r  Y 

第2 1 8 図 戸入村平遺跡出土垂飾、 1 5 ( 5 5 7 1 1 ) の蛍光刈晨 ス ペ ク ト ル

K o  N a  Il g A l  S i  K C a  T i  C r  CrMnFe  N i  
K B  K C a  T i  F e  
: K o ,  K B シ リ ー ス いで 考 え ら れ る 元 素 名

R b  S r  Y Z r  N b  
Rb S r  Y 

第2 1 9 図 小の原遺跡出土管玉、 1 6 ( 5 5 7 1 2 ) の蛍光X線 ス ペ ク ト ル

BaLaCe 

557 1 2  

／ 
BaLaCe  
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K o  : N a M g  Al  S i  K C a  T i  C r  CrMnFe  N i Cu Z n  Rb  S r  Y Z r  N b  
K fJ : K Ca T i  F e  C u Z u  Rb S r  Y 
L o  : BaBaBa  Pb Pb Pb  Pb P b  
L o , fJ : BaBaBa  H g Hg 
: K o , K fJ , L o , fJ シ リ ー ス

’

で 考 え ら れ る 元 素 名

557 1 3  

S n  Sb BaLaCe 
S n S b  

第220図 小の原遺跡出土決状耳飾、 1 7 ( 5 57 1 3 ) の蛍光X線 ス ペ ク ト ル

� 
K a  N a  M g A l  S i  K C a  T i  C r  CrMnFe  N i  
K (3 K Ca T i  F e  
: K a ,  K (3 シ リ ー ス • で 考 え ら れ る 元 素 名

R b  S r  Y Z r  Nb  
Rb S r  Y 

557 1 4  

／ 
BaLaC e 

第2 2 1 図 小の原遺跡出土決状耳飾、 1 8 ( 557 1 4 ) の蛍光刈晨ス ペ ク ト ル
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第 9 章 考察
近 藤 大典 • 鈴木隆雄 ・ 堀 田 一 浩

上原遺跡の調在 は、 平 成 2 年度より始 ま り平成 8 年度に 幕 を 閉 じ た 。 足かけ 7 年に も 及 ぶ、 徳山地

区 最大級の調査であ っ た 。 調査面 積 も25 ,866 rrlだ 最大で、他に 例 を 見 な い 。 ま た 整理及 び報告書作成

業務 も 5 年間 費や さ れ た 膨 大 な ものであ っ た 。 本書に 先行して 刊 行 さ れ て いる 『上原遺跡 I 』 では 第

2地点に つ い ての み 記載 さ れ て いる か、 上原遺跡の 報告 は 本 書と 併せ も っ て 完結する 。 以 下に 本書で

報告した 5地点の 考察と 第 2地点 も 含め た上原遺跡 全体に 及 ぶ まと め を 記す 。

各地点の考察

本書に 記載 さ れ た 第1 · 3 · 4 · 5 · 6地点に つ い て、各地点の 様相 ま た は調査の 結果 明 ら かに な っ

た成果 な ど を 各地点別に 記述する 。

第 1 地点

本地点の調杏で得 ら れ た 成 果 を 箇 条 書 きにして まと めると 以下のよ う に なる 。

A 縄文 時代前期後葉の 集 落 跡 が確認でぎ た。

B 徳山地 区 における 縄文 時代前期 後葉の士器群の 様相が明 ら かに な っ た 。

C 縄文 時代前期後築 を 主と する 装飾 品の 様相が明 ら かに な っ た 。

D 上原遺跡における 切目 石錘の 初現が確認でき た。

E 徳山地 区 の 発掘調査で初 め て 弥 生 時代 中 期の土器か出土した 。

そ れ ぞ れに つ い て は、 本編 中で若干 触 れ たり詳細に 後述したりするので、 重 複 を 避け こ こでは Aの

みに つ い て 説 明 を加 える ことにした 。 なお Bに つ い て は 「上原遺跡出土の 突帯 文土器」 で後述する 。

A に つ い て

本地点では 竪 穴住居 跡 を 8 軒 検出した 。 共通する 特徴 は 長径4 - 5 m 前 後と 標 準 的 な 大 き さである

こと、 掘形 が は っ き りせ ず な だ ら かに 床面 中 央部に 向かっ て い く 皿状の 断面形 を 持つ、 な どである 。

どの 住 居 跡 も 前 期 後 築の 縄文土器を その 埋土およ び床面 付近に 包 含してお り、 営 ま れ て い た 時 期 は

あ ま り隔 た ら な い（詳細 は 後述） 。 ま た S B04 以 外 は 屋内 炉 を 持 た な い 。 床面 近 く で硬化した部分 を 検

出した住居 も ある か、地 床炉 な ど も はと ん ど確認でき て い な い 。 基本 的に 屋内 施設 を 持 た な い 構造と

考 え ら れる 。 た だ出土した遺物 量の点で他と 異 なるの は S B05である 。 他の 7 軒の 住 居 跡 が数十 ～数

百点であるのに対して S B05 か らの出士 は2 ,000点 を 超 える 。 床面 も他に 比べ 深 く 掘 ら れ て いる 。 出土

した土器様相（詳細 は 後述） か らして も他 住居より長 期 間 住居して い た 可能性 も ある 。 その は かに 住

居 跡に 近 い 竪 穴状遺構 を 3 甚確認して いる 。 中でも S X02 は出土した遺物の状況 か ら 判 断して も、 限

り な く 住居 跡の 可能性が高 いと 言 える 。 第 4地点でも 前期後葉の土器が出土した住居跡 を1 軒 検出し

て いる 。 下 層での 検出の た め 詳細 は 不 明 な点 も ある が、 第1地点で検出した住居 跡と 似 た 特徴 を 示し

て いるとお り、 お そ ら く 同 時期に 営 ま れ て い た可能性 は 高 い 。 第1地点と あ わ せると 9 軒と なる 。 こ

れ ら 9 軒 は い ず れ も調査区 の 山 側で検出してお り、 A H 4 � S B0 l が若干離れ て は いる ものの、 集 中
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が見 ら れ る 。 川 側 では ビ ッ ト ・ 土坑 は 検 出 で き た が 、 住居跡 は 検 出 で き て い な い 。

本 地 点 及 ぴ隣接す る 第 4 地 点 の 一部 で検 出 し た 縄文時代前期後葉 の 集 落跡 （ 以下 「 前 期 集 落 」 ） に つ

い て は 3 つ の 検討課題が あ る 。 1 つ は 住居跡や土坑 な ど の 遺構配置 に つ い て で あ る 。 こ れ ら 前 期 集 落

の 遺構配置 の 特徴 と し て 挙 げ ら れ る の は 、 住居跡が 山 側 部 分 に 集 中 し て い る こ と で あ る 。 堆積状況 と

の 関 係 も 否 定 で き な い が 、 川 側 部分では 住居跡が検 出 で き ず 、 土坑 そ の 他が点在 し て い る 。 第 3 章 第

2 節 で も 触 れ た が 、 時 期 が あ る 程度特定で き る S K 03 · 04を 土塘 （ 墓 ） と 判 断す る と 、 そ れ ら の 配置

か ら 居 住 区 と 墓域 を 区別 す る 意 識 が あ っ た の では な い か と い う 仮 説が成 り 立つ 。 当 然 の こ と な が ら 遺

物の 出 土 量 も 住居跡集 中 区 で 多 い 。 し か し 、 墓域 を 決定 で き る 確証 は S K 03 · 04以 外 に は ほ と ん ど な

く 、 そ の 可能性 が あ る に す ぎ な い 。

2 つ 目 の 課題 は 、 そ れ ぞれ の 住居 の 営 ま れ た 時期 で あ る 。 出 土 し た 土器 を 大別 す る と 、 やや古相 を

示 す 縄文 突 帯 土器 を 伴 う 住居 と 、 新相 を 示す特殊突帯文土器 を 主体 と す る 住居 が あ る 。 突 帯 文土器に

つ い て は 後述す る が 、 縄文突 帯 ＝ 古段 階 、 特殊突帯 ＝ 新段 階 と い う 報告者 の 理解 を 前提 と す る な ら ば 、

A H 1 - S B 0 2 · 03 · 07が古段 階 に 属 し 、 S B O 1 · 08 · 06 · A H 4 - S B O 1 が新段 階 、 S B 05 は 両段

階 に ま た が る 時期 と 考 え ら れ る ( S B 04に つ い て は 第 3 章 第 2 節 で報告 し た よ う に 、 他時期 の 遺構の

影響 を 受 け て い る 可能性が あ る の で こ の 区分か ら は 除 外 し た ） 。 住居跡 と し て で は な い が 、 S X 0 2 に つ

い て も 言 及 す る な ら ば新段 階 と い え る で あ ろ う . S X 0 2 を 含め た 遺構 の う ち 、 最 も 古 い 様相 を 示 す も

の は S B 02 · 03 で あ ろ う 。 口 縁部外面 に 多 条化 し た 縄文突帯 を 有す る 土器が比較 的 良 好 な 状態 で伴 っ

て い る 。 そ し て 最 も 新 し い 様相 を 示 す も の は 前期 末葉 の鍋屋町式土器 を 伴 う S B 0 1 で あ る 。 鍋 屋 町 式

土器 を 客体 と し て 捉 え る な ら ば 、 北 白 川 下 層 III 式土 器が主体 と な る 。 こ こ に 若干 の 時期差 を 設定 し 、

新古 二段 階 と し て 記述 し て き た が 、 こ れ ら 二段 階 は 明 確 に 時期差が あ る と い う よ り む し ろ 連続 し て い

る と 捉 え た 方 が無理が な い よ う に も 思 わ れ る 。 そ れ は S B 05 の 出 土状況か ら も い え る 。

3 つ 目 の 課題は 、 第 2 地点 ( A H 2 ) で検 出 し た S B 05 と の 関係 で あ る 。 『上原遺跡 I 』 で報告 し た

よ う に 、 A H 2 - S B 05 は 北 白 川 下 層 II 式 を 主体 と す る 住居 跡 で 、 周 辺 か ら も 含め て 約3 , 000点 の 前期

の 土 器が 出 土 し て い る 。 『上原遺跡 I 』 に よ る と 、 主体 は 北 白 川 下 層 Il a - Il e 式 で あ る 。 本地点か ら は

第 2 地点 で確 認 し た よ う な 北 白 川 下層 II C 式 は 見 あ た ら ず 、 土器 を 見 る 限 り で は 同 じ 北 白 川 下層 II 式

と い え ど も そ こ に 時期 差 が感 じ ら れ る 。 詳細 は 後述す る 。 第 2 地点 と 第 1 地点 の 北 白 川 下 層 II C 式 を

区別 し て 考 え る と 、 そ こ に 断絶 も し く は 住 み 替 え が想定 で き る 。 他 の 土器 を 見渡 し て も 共通す る も の

は あ ま り な く 、 石 器 の 様相 で も そ う し た 面が う か が え る 。 何故 の 断絶 も し く は 住 み 替 え で あ る の か は

不 明 で あ る が 、 西 谷 の 小 の 原 遺跡 と は い づめ遺跡 で も 同 様 な こ と が言 え る 。 晩期 が主体 で あ る は い づ

め遺跡か ら も 少量 の 前期 後葉 の 遺物が 出 土 し て お り 、 そ れ ら は 報告書作成 時 に は 小 の 原遺跡か ら の 流

入 と 考 え ら れ て い た が 、 そ の 土 器様相 は 共通項が ほ と ん ど な く 、 第 2 地点 と 第 1 地点 に 見 ら れ る よ う

な 差が あ る 。 徳 山 地 区 で 出 土 し て い る 前期 の 遺物は あ ま り 多 く な く 、 こ の 断絶 も し く は 住 み 替 え が こ

の 2 例 だ け で な く 、 こ の 地 区 に 共通す る 現象 で あ る か 否 か は 判 然 と し な い が 、 可能性 は 指摘 で き 、 今

後検討 を 加 え て い く 余地が あ ろ う 。

本地点 の 集 落構造 及 ぴ時期差 に つ い て は さ ら な る 追究が可能 であ る か も し れ な い が 、 報告者 の 能 力

の 限 界 を 超 え て い る の で 、 本書では こ こ ま で と し 、 後 は 研究者諸氏 に 譲 り た い 。
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第 3 地点

本地点 の調査 では 、 旧 石器時代 の ナ イ フ 形石器 に 始 ま り 、 縄文時代 の 土 器 · 石 器類 、 古代以 降 の 灰

釉 陶 器 な ど の 多 く の 遺 物 が 出 土 し た 。 し か し 、 旧 石 器 ～ 縄文時代 の も の と 特定 で き る 遺構 は 確認 で き

な か っ た 。 検 出 し た の は 平安時代 の遺構だけ であ る 。

本地点 よ り 出 土 し た 縄文土 器 は 約260点 ほ ど であ る が 、 そ の 多 く が序滅 し て い る 。 そ の た め 詳 細 は 不

明 で あ る が 、 帰属す る 時期 は は と ん ど の も の が 中 期 以 降 と 思 わ れ る 。 時期 的 に は 限定 さ れ る が 、 出 土

し た 個体全体 に は ま と ま り が な く 、 本地点 で埋 没 し た と は 考 え に く い 。 ま た 出 土 し た 石 器類 は 採集 的

色彩が強 い 組成 で あ る （ 「 各地点 に お け る 石器の考察」 で後述 ） 。 土 器 ・ 石 器類 の 存 在 か ら 縄文 時代 に

も 本地 点 へ の 人 々 の 訪 れ が あ っ た こ と は ま ず 間 違 い な い 。 し か し 縄文 時代 の 遺物 を 見 る 限 り で は 、 当

時本地点が生 活 の 拠 点 で あ っ た 可能性 は 低 く 、 根菜類採集地 と し て の性格が強 い と 考 え ざ る を え な い

面 が あ る 。
一 方 、 縄文時代 と は 異 な り 、 古代 以 降 の 上器は 比較 的 良 好 な 状 態 で 出 土 し て い る し 、 わ ず か では あ

る が遺構 も 検 出 で ぎ た 。 特 に S K O l は 灰釉 掬 器 を 伴 う 土壌墓 で 、 徳 山 地 区 に お い て 初 め て の 検 出 で あ

る 。 こ れ ま で徳 山 地 区 の 古代遺構に つ い て は 各遺跡 で遺物 を 確認 し て い る も の の 、 遺構 は 寺屋敷遺跡

で平安時代 の礎石建物跡 を 検 出 し て い る ほ か 、 本遺跡 の 第 2 地点 で も 掘 立柱建物跡 を 、 山 手 宮前遺跡

で も 同 様 に 掘 立柱建物跡 を 検 出 し て い る に す ぎ な い 。 徳 山 地 区 では 縄文時代 の 遺構 ・ 遺物 に つ い て 大

き く 焦 点 が 当 て ら れ て い る が 、 古代以 降 に つ い て は 未 だ不明 な 点 が 多 い 。 そ う し た 中 で 、 今 回 の 土壌

墓 は 新資料の 追加 と な り 、 こ の 地 区 の 古代以 降 の 歴 史 を 解 明 し て い く 上 で手がか り の 一 つ と な る 。

第 4 地点

第 5 章 第 2 節 で記述 し た よ う に 、 本地点 の調査では 第 1 地 点 に 隣接す る 川 側 部 分 に お い て の み 成 果

か あ が っ て い る 。 本地点 の 特徴 を 端 的 に 表現す る と 、 第 1 地点 と 第 2 地 点 の 中 間 的 な 存在 で あ る と 言

え る 。 本地点 中 央部付近 で は 縄文時代前期後葉の住居跡 を 1 軒検 出 し た 。 ま た そ の 川 側 では 北 白 川 下

層 III 式土器 を 出 土 し た 土坑 も 確認 し て い る 。 土器か ら 判 明 す る 時期 そ の 他 を 検討す る と 、 本地点独 自

の も の と 判 断す る よ り 、 第 1 地点 に 形成 さ れ て い る 前期 集 落 の 一 部 と 考 え る 方 が妥 当 で あ る 。 前期 の

遺物は こ の S B 0 1 付近 を 中 心 に 出 土 し て お り 、 他へ あ ま り 広 が り は みせ な い 。 一 方 、 下 流側 の 第 2 地

点 に 近 い 箇 所 では 、 中 期船 元 ・ 里 木式上 器 を 伴 う ピ ッ ト 群 を 検 出 し て い る 。 出 土 し た 中 期 以 降 の 土 器

に つ い て も 、 第 1 地点 よ り 良 好 で あ る 。 中 期 の遺物は 第 2 地 点 か ら の 流れ 込 み で は な く 、 本地点 の も

の と 言 え よ う 。 つ ま り 上流側 は 隣接す る 第 1 地 点 の 前期 集 落 の 一 部 で あ り 、 下 流側 は 第 2 地 点 で そ の

中 核 を な す 中 期 以 降 の 集 落 に 連 な る と い う 、 両 地 点 の 橋渡 し 的 な 存 在 で あ っ た と 考 え ら れ る 。 本地点

は 位置 的 に も 両 地 点 の 中 間 に 当 た り 、 ま さ に そ の 立地条件が遺跡 の性格 に 反 映 さ れ て い る と 言 え る 。

し か し そ れ だ け で は な く 、 本地点 は 上原遺跡 の 縄文時代早期 を 考 え る 上 で も 重 要 な 意 味 を 持 っ て い

る 。 上原遺跡 では 、 数 点 の 早期 の 遺物が 出 土 し て い る か 、 そ の 中 心 が ど こ に あ る の か は 不 明 で あ る 。

第 1 地点 か ら は 高 山 寺式土器が、 第 5 地点 か ら は さ ら に 古相 を 示 す 押 型 文土 器が 出 土 し て い る 。 本地

点 か ら も 高 山 寺式土器が出 土 し て い る が 、 そ の 質 ・ 量 と も に 本遺跡 内 では 最 も 良 好 で あ る 。 ま た 焼礫

集積遺構 も 確認 し て い る 。 早期 全体 を ま と め て し ま う に は 無理が あ る が、 少 な く と も 高 山 寺 式 土器 の

分布 の 中 心 は 本地点 に あ る と い っ て も 過 言 で は あ る ま い 。
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第32表 本書に お け る 土器分類 と 『縄文土器大観』 編年の対応表
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第33表 上原遺跡の各地点に お け る 縄文土器出土量 と 遺構

時期
第 1 地点 第 2 地点 第 3 地点 第 4 地点 第 5 地点 第 6 地点

土器 遺構 土 器 遺構 土器 遺構 土器 遺構 土器 遺構 土 器 遺構

早期
S I  ゜ △ △ ゜ 集石 1 △ 
S II △ （ 焼礫 2 ) △ 

前期
Z I △ ゜ 住居 l △ 
Z II ◎ 住居 7 . 土坑 3 △ ◎ 住居 1 . 土坑 l △ 
C I  △ ゜

中 期 C II △ ◎ ゜

c m  △ ◎ 住居 2 . 炉 5 ゜

K I  ◎ 
後期 K II ◎ 炉 2

K ill  △ 
晩期

B I  △ △ △ 
B II △ ◎ 土 器棺墓 6 △ 
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第 5 地点

本地点における調査の 目 的は、 第2 地点の範囲確認の際に行ったトレンチ掘削によって確認された

ア カホ ヤ火山灰を含む黒褐色土中の遺構・ 遺物の確認であった。 トレンチ掘削による調査の結果、 縄

文時 代早期の押型文土器と焼礫集積遺構か確認できた。 早期の土器は 第1 · 2 · 4 地点か ら 出土して

いる山形押型文土器や高山寺式土器より 型式編年上古く、 上原遺跡最古のもので徳山地区では小の原

遺跡の表裏縄文士器に次 ぐ ものであることが判 明した。 本地点の現状は 中位段丘上にあるといえども

背後には高位段丘を控え、 生 活 の拠点とするにはいささか不向き な面もある。 しかし縄文時 代早期の

時期においては適した環境下にあり 、 何らか の営みか行われており 、 それかア カ ホ ヤ火山灰降灰後、

度里 なる崩 落により 移動を余儀 なくされることになったと思われる。 第6章にプ ラントオパー ルの分

析結果に甚づく古環境について記したが、 当時は森林の下 草的存在であり 水利に 富 ん だ 好環境であっ

たと思われる。

第 6 地点

本地点の調査によって得られた成果は、 数度にわたる 自然災 害の影響を受け、 縄文時 代には生活 の

拠点とする環境ではなかったとい う ことである。 本地点は隣接する 第1地点を初めとする 中位段丘に

付随する根菜類採集地としての性格が強 かったのではないかと思われる。 その点では 第3地点と同様

である。 ただ違 う 点は古 代以降も近現 代に至るまで、 土地の利用度は低か ったと いうことである。 本

地点から 出土した早期末 ～ 前期初頭に帰属すると考えられる 「オセンベ土器」 は、 第5 地点で 出土し

た摩滅が激しい土器と似ていることから、 第5地点からの流 入が考えられる。

縄文時代の上原遺跡

上原遺跡の縄文時 代については、『縄文上器大観』における土器編年 などを参照し、 表32のよ う に時

期区分を行った（詳細については『上原遺跡I』を参照）。 ここで次の 1 点のみ解説を加えておきたい。

前期について、 前期末 、 北 白川下層 III 式 （大歳山式を含む） を Z II 期に、 それ以前を Z I 期とした。

区分の分量に問題がある。 これは前期前半 （型式 名 でい う と北 白川下層I式以前） が確認されなかっ

たこと、前期末に 第1地点を 中心に大き な ピ ー クが認められたこと、などによってこのよ う な形になっ

た。

さて その時期区分にもとづき、 各地点において 出土した土器量、 主 な遺構の種類とその数を合わせ

て 示したのが表33である。 なお土器贔については、 多量を◎ 、 少鼠を△ 、 その 中 間をOとあらわした。

その 基準については、 本来個体数 などを利用すべぎであ ろ う が、 大半か破 片 で 出土し正確な個体数の

把握が不可能であったため、 ある程度感覚に頼ら ざるを得 なかった。

第33表をみながら、 各時期につい て 簡 単 に 概観 し たい。

早期 各地点で土器が確認されて いるか、 第1 · 4 地点を除いては少械 の 出土である。 大半はSI 

期、 押型文土器であるが、 第5 . 第6 地点においてはS II 期の条痕文士器も確認されている。 遺構と

しては、 第4 地点で集石遺構が 1 基 (SI期）、 第5地点で焼礫梨積遺構が 1 基 (S II 期と思われる）

が確認されている。
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前期 前期後半以 降 の 土器が、 第 3 • 第 5 地点 を 除 く 各地点 で確認 さ れ て い る 。 興味深 い の は 、 地

点 に よ っ て 1 期 、 II 期 の い ず れか に 出 土 量 の ピ ー ク が偏 る 点 で あ る 。 1 期 （ 北 白 川 下層 II 式 ） は 第 2

地 点 、 II 期 （ 北 白 川 下層 田 式 以 降 ） は 第 1 . 第 4 地点 であ る 。 遺構に つ い て は 、 竪穴住居跡が 1 期 に

は 第 2 地点 で 1 軒 、 II 期 に は 第 1 地点 で 8 軒 、 第 4 地点で 1 軒 検 出 さ れ て お り 、 土坑が第 1 . 第 4 地

点 で見 つ か っ て い る （ い ず れ も Z II 期 ） 。 Z I 期 か ら Z II 期 に か け て の 時期 に お い て 、 遺跡 の 中 心が 第

2 地点 か ら 第 1 地点 に 移 っ た と い う 現象が想定 で き そ う な こ と は 前述 し た 。

中期 第 5 • 第 6 地点 を 除 く 各地点 で 中 期 の初頭 を 欠 く が、 中 期 前半 か ら の 土器が確認 さ れ て い る 。

第 2 地 点 は こ の 時期 、 と く に 中 期 後 半 (C II 期· C III 期 ） に 土 器量 の ピ ー ク が あ り 、 そ れ は こ れ ま で

調査 さ れ た 徳 山 地 区 の 遺跡 中 で も 屈 指 の 出 土量 を 誇 る 。 第 2 地点 以 外 の 中 期 の 土 器 は 、 第 2 地点 に 比

べ る と 圧倒 的 に 少 な い 。 主 な 遺構 に つ い て は 、 第 2 地点 に お い て 竪穴住居跡 2 軒 と 炉跡 5 基 が確認 さ

れ て い る 。 ま た 第 2 地 点 で は 中 期 後半 の 土 器が集 中 し て 出 土 し た 範 囲 と 、 1 , 700基以上検 出 さ れ た ピ ッ

ト • 土坑 の 分布 範 囲 と は 大 ま か に 重 な り 、 そ れが半円 形 あ る い は 環状 を か た ち 作 る 状態 が観察 さ れ る 。

竪 穴 住居 跡 、 炉 跡 は 円 形 ま た は 環状 の 中 に 存 在す る 。 こ の こ と か ら 中 期 後半 に は 、 第 2 地 点 に お い て

円 形 あ る い は 環状 を 意 識 し た 状態が存在 し た 可能性が考 え ら れ る （ た だ し 、 全 て の ピ ッ ト • 土坑が そ

の 時期 の も の と い う わ け で は な い 。 後期 ・ 晩期 と も 同 じ 地 区 を 利 用 し て い る か ら で あ る 。 こ こ で示 し

た の は 、 総体 と し て 上記の 可能性が高 い と い う 見解 で あ る ） 。 こ の よ う に 中 期 、 と く に 中 期 後 半 に は 遺

跡 の 中 心 は 第 2 地点 に あ っ た と 考 え ら れが 、 そ の 状態 は C I 期 （ 船元 ・ 里 木土 器 第 3 様式併行期 ） か

ら 認め ら れ る 。 な お 、 第 1 地点 では C I 期 内 で も そ れ よ り 遡 る 船元 ・ 里 木土 器 第 2 様式併行 （ 船元 I

式 ） と 考 え ら れ る 土器が 出 土 し て い る 。 同 時 期 の も の は 他地点 で は 確 認 さ れ て お ら ず 、 中 期 に お け る

遺跡 の 開 始 は 、 そ の 後 の 第 2 地点へ の 発展 に 連続 的 に 移行 し た も の で は な い と 想定 さ れ る 。

後期 第 2 地点 と 第 4 地 点 に お い て 土 器が確認 さ れ る が 、 第 4 地点 は 少量 で あ る 。 第 2 地点 ではK

1 期-KIi 期 （ 中 津 • 福 田KIi 式土器～ 縁帯文土器第 1 様式 ） の 土 器が連続 し て ま と ま っ た 量 出 土 し

て い る 。 主 な 遺構 と し て は 、 第 2 地点 に お い てKIi 期 と 考 え ら れ る 炉跡が 2 基 検 出 さ れ て お り 、 小期

は 不 明 で あ る が土器棺墓 も 1 基検 出 さ れ て い る 。 K ID 期 に つ い て は 、 第 2 地点 に お い て わ ず か に 土器

が確認 さ れ る の み で あ る 。 後期 前半 に お け る 遺跡 の 中 心 は 、 中 期 に 引 き 続 き 第 2 地点 に あ っ た 。

晩期 第 5 • 第 6 地点 を 除 く 各地点 で土器が 出 土 し て い る 。 B I 期 の 土器 は 第 2 • 第 3 • 第 4 地点

で確認 で き る が 、 い ず れ も 少量 で あ る 。 B II 期 に は 第 2 地 点 に お い て ま と ま っ た 量 が 出 土 し て い る 。

主 な 遺構 と し て は 、 第 2 地点 に お い て 土 器棺墓 を 6 基検出 し て い る 。

な お 、 第 2 地点 の 遺跡状況の 詳細 に つ い て は 、 「上原遺跡 I 」 を 参照 さ れ た い 。

弥生時代 の 上原遺跡

第 1 • 第 2 地点 で 、 弥生土器が 出 土 し て い る 。 弥生前期 に は 遠 賀 川 式 系 ・ 条痕文系 ・ 沈線文系土器

が 、 中 期 に は 朝 日 式土 器が確認 で き た 。 出 土 量 は 、 第 2 地点 に 多 く 、 第 1 地点 で少 な い 。 遺構 と し て

は 、 第 2 地 点 に お い て 、 土坑 の 中 か ら 遠 賀 川 式 系 の 甕 が 出 土 し て お り 、 「 は い づめ 遺跡」 s z の状況 を

鑑 み る と 、 土 器棺墓 の 可能性が考 え ら れ る 。

徳 山 地 区 に お い て は 、 弥 生 時代 の 遺跡 は 縄文時代の遺跡に 比べ 激減 し て い る 。 上原遺跡 では 、 量 的
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に は 少 な い が 、 こ れ ま で徳 山 地 区 で確認 さ れ て い な い 中 期 の遺物が出 土 し て お り 、 当 該期 に お け る 地

域の状 況 を 考 え る 材料 を 提供 し た と 評価 で き る 。

歴 史 時代 の 上 原 遺跡

徳 山 地 区 で は 、 弥生時代 中 期 以 降 奈 良 時代末 ま での 遺構 ・ 遺物は 未 発 見 で あ る 。 上 原 遺跡 に お い て

も や は り 確認 さ れ て い な い 。

奈良 時代末 に な る と 第 2 地 点 で 、 礫集石遺構が 1 基確 認 さ れ て い る 。 平安時代 に は い る と 、 第 1

第 2 • 第 3 地 点 に お い て 灰釉 陶 器 が ま と ま っ て 出 土 し て お り 、 第 2 地 点 で は 当 該期 の 大型 の 堀 立柱建

物跡か検 出 さ れ て い る 。 遺物 を 詳細 に 見 る と 、 第 2 地 点 で は 広 口 壺や越州 窯産 の 青磁椀が 、 第 3 地点

では 転 用 硯、 朱墨 の つ い た 転用 硯な ど か 出 士 し て お り 注 目 さ れ る 。

中世以 降 に つ い て は 、 第 2 地点 で 山 茶碗 を 中 心 に 陶磁器類が若干 出 土 し て い る か 、 当 時 の 状 況 を 復

原 で き る ほ ど は 資料 に 恵 ま れ て い な い 。

上原遺跡 出 土 の 突帯文上器 に つ い て

上原遺跡か ら は 、 縄文 時 代 前 期 後築 に 帰属す る と 考 え ら れ る 突 帯 を 有す る 土器が 多 く 出 土 し て い る 。

そ の 主体 は 縄文突帯文土器 • 特殊 突帯文土器 と 、 少量 な が ら 指頭 成 形 突帯文上 器 で あ る 。 縄文突帯文

土器に は 北 白 川 下層 II 式 c 式 末に み ら れ る 口 縁部外面 に 2 - 3 条 の 縄文 突帯 を 貼 付す る も の や そ れが

多 条化 し た も の が あ る 。 2 - 3 条 の も の は 第 2 地点 と 第 1 地 点 で 出 上 し て い る 。 共 通す る 点 は 多 く 、

同 時期 の も の と 考 え ら れ る が、 違 う の は 内 面肥厚の有無であ る 。 第 2 地点か ら 出土 し た 北 白 川 下層 II C 式

の も の に は 内 面 肥 厚 が な い 。 し か し 第 1 地点 か ら 出 土 し た も の の 中 に は す でに 内 面 肥 厚 が始 ま り 、 多

条化 し た 縄文 突 帯 上 器 に 似 て い る 。 縄文時代前期後葉 の 時期 に 第 2 地 点 か ら 第 1 地 点へ は 断絶 も し く

は 住 み 替 え か あ っ た 可能性 に つ い て は 前述 し た か 、 こ の 点 か ら も そ の 可能性が高 い こ と が指摘 で き る 。

多 条化 し た 縄文 突帯 を 有す る 土器 は 第 2 地点 か ら は 出 土 し て い な い 。 第 1 地 点 か ら 出 土 し た 多 条 化 し

た 土器 は 比較 的 ま と ま っ て お り 、 第 1 地点 固 有 の も の と 言 え る 。

第 1 地点 固 有 と い う 点 では 、 指頭成 形 突 帯文土器 も 同 様 で あ る 。 上原遺跡 で は 本地 点 に の み 分布す

る 。 上原遺跡 だ け で な く 、 徳 山 地 区 全体 で 出 土例 か な い 。 し か し こ の 指頭 成 形 突 帯文 土 器 は A H l ­

S X 02か ら は 良 好 な 状 態 で 1 個体か 出 土 し て い る が 、 他に は あ ま り な く 、 縄文 突帯文土器や特殊突帯

文土器 と 比較す る と 、 鼠 的 に 占 め る 割 合は か な り 低 い 。 従 っ て 第 1 地 点 固 有 と い い な が ら も 、 そ の 拠点

が第 1 地点 に あ っ た と は 考 え に く く 、 客体 で あ る 可能性 も 否 定 し き れ な い 。 そ し て 何 よ り 問 題 な の は

そ の 帰屈時期 で あ る 。 多 条化 し た 縄文突 帯文土器が比較 的 古 相 を 示 し 、 特殊突帯文土器か そ れ よ り 新

し い と い う 前提 に 立つ と 、 こ の 指頭 成 形 突 帯文土器 は 両 者 の 様相 を と も に 有 し て い る 。 古 相 と 思 わ れ

る 点 は 文様 モ チ ー フ であ る 。 縄文突帯文士器 に よ く 見 ら れ る ラ グ ビ ー ボ ー ル状 の モ チ ー フ を 有す る も

の が 多 い 。 ま た 文様帯 も 口 縁部か ら 頸部 に 限 ら れ 、 胴部以下へ 降 り て い か な い 。 そ れ に 比べ 、 口 縁端

部 が 内 面 肥厚 さ れ 、 さ ら に 端部が さ ざ波状 を 呈 し て い る こ と は 、 特殊突帯文土器 に 通 じ る 。 ま た 指頭

成形突帯の 断面が三角 形 で あ る こ と を 特殊突帯の 発展形か断面三角 で あ る こ と と 結 びつ け て 考 え る と 、

新 し い 様相 と 捉 え る こ と が で き る 。 こ れ ら の 土器は S X 02か ら 特殊突帯文土器 と と も に 出 土 し て い る 。
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そ の点に 重 き を 置 き 、 本 書 で は こ の 土 器 は 比較 的新相 を 呈す る と 理解 し て お く 。

特殊突帯文土器に つ い て は 、 突 帯 状 に 施 さ れ た 押 し 引 き の様相か ら 細 分 を 試 み た が 、 連続的 な 変化

で あ る 故 に 判 別 は 困 難 で あ っ た 。 し か し 基本 的 な 変遷 に つ い て は 成果か挙げ ら れ た よ う な 気 がす る 。

た だ今 回 の 分類 は 、 器形 ・ 文様 な ど は ま っ た く 考慮せ ず 、 突帯上の施文 お よ び 突 帯 の 断 面 形 の み に よ

り 行 っ た の で 、 他 の 基 準 と の 関連 を 究 明 し て い く 課題が残 さ れ た 。

各地点に お け る 石器 の 考 察

徳 山 谷 に お い て は 、 縄文時代前 期 以 前 の 遺跡 と し て 小 の 原遺跡や下 開 田 村平 遺跡 W 層 な ど が報告 さ

れ て い る 。 し か し 、 小 の 原遺跡 は 草創 期 ～ 前期 と い う 時代幅 を 有す る 遺跡 で あ り 、 ま た 、 下 開 田 村平

遺跡 W 層 は 早期 の 文化層 と さ れ る が 、 出 士 し た 石器は 2 点に 留 ま る こ と か ら 、 そ の性格 を と ら え る に

は やや不十分 の 感 は 否 め な い 。 今 回 の 上原遺跡 第 1 地点出 土 の 石器組成 は 、 出 土 し た 土器型 式 か ら あ

る 程度縄文時代 前 期 に 時 期 限定 で き る と い う 点で有効性 の あ る 資料 と な り 得 る と 考 え る 。

上 原 遺跡 に お い て 使用 さ れ た 石材 は 、 チ ャ ー ト を は じ め 、 砂岩 、 泥 岩 な ど の堆積 岩や安 山 岩 、 流紋

岩系 の 火 成岩がほ と ん ど を 占 め る 。 こ れ ら は 、 ど れ も 在地の 川 原 石 を 素材 と し た も の で あ り 、 現在 で

も 揖斐 川 本 流や支 流 の 西 谷 川 で容 易 に 採集 す る こ と か で き る 。 チ ャ ー ト は 数量 的 に は 多 く み ら れ る と

は い え 、 石 器 を み る 限 り 節理 の 入 る 粗雑 な も の を 素材 に し て い る 例 か 多 く 良 質 の も の は 少 な い 。 砂岩

は 肌理 の 細 か い も の か ら 粗 い も の ま で 多様 で あ り 、 用 途 に 従 っ て そ れ ら を 使 い 分 け て い る 。 泥 岩 は 板

状 に 剥 離 さ れ た も の を 使 用 し て い る 例 が 多 い 。 し か し 、 打製石斧 な ど の 製作 に 使用 さ れ た 砂岩や泥岩

の よ う な 石 材 の 剥 片 は 少 な い 。 こ れ ら は 、 川 原 石 と い う 天然の素材や砥石 、 そ し て 水 の 便 に 恵 ま れ た

場所 で の 作業 で あ っ た と 推 測 さ れ る 。 遺跡 か ら 砥石 の 出 土 が な い こ と も 、 そ の裏付け と な っ て い る 。

打 欠石錘や切 目 石錘 も 同 様 の場所での 製作作業 で あ っ た と 思 わ れ る 。 流紋岩質溶岩 （ 下 呂 石 ） と 黒 曜

石 は 、 こ れ ら 在地 の 石材 を 補填 し て い る 。 花 こ う 岩 （ ア プ ラ イ ト ） は 、 フ レ イ ク は み ら れ て も 製 品 は

少 な く 、 削 器 と 打製石 斧 に 1 点み ら れ る に 留 ま っ た 。 ま た 、 水 晶 の 石核 が 第 1 地点お よ び 第 4地点で

出 土 し て い る が 、 製 品 は 確認 で き な か っ た 。

石 器 の 製 作 方 法 に 関 し て い え ば 、 打製石 斧 や ス ク レ イ パー 類 、 石箆 、 石錐 、 石鏃 な ど の 器種 に お い

て 、 背 面 に 自 然面 を 残 す 初期 剥 片 を 素材 と す る も の か 目 を 惹 く 。 こ れ ら の 多 く は 、 横位 に 剥 離す る 横

長剥 片 を 用 い て い る 。 中 で も 、 打製石斧 に お い て 顕著 で あ り 、 片 面 の み に 自 然面 を 残 す も の と 両 面 に

自 然面 を 残す も の が共 存す る 。 今 回 、 短冊形 と 撥形 、 分銅 形 と い う 形態分類 を 行 っ た が 、 分銅 形 に 整

形 さ れ た も の は 、 作業量 を 効率化す る た め に 装着 を 安定 さ せ る 意 図 か ら 、 打点付近 の バ ル ブ に よ る 厚

み を 減 ず る た め の 調 整剥 離 と 考 え ら れ る 。 短冊形や撥形の も の で も 装着 目 的 で原 み を 調 整 し た 痕跡 が

認め ら れ る こ と か ら 、 こ れ ら の 形態 も 素材剥 片 の 形態 に 左右 さ れ る も の と 考 え る こ と か で き る 。 今後

は 、 形 態 分類 よ り も 製 作方法か ら の 分 類 の 必要性 に 迫 ら れ る で あ ろ う 。 他 の 器種 に つ い て も 同 様 の こ

と が言 え る と 思 わ れ る 。

今 回 の 調 査 に お い て は 、 総計10 , 183点の石器お よ び剥 片 類 か 出 土 し た が 、 そ の種類 と 点数 は 第 34表

の と お り で あ る 。 成 業 に か か わ る 生産用具や工具に 決状耳飾や垂飾 な ど の 装 身具が付加 さ れ 、 多 彩 な

組成 を 示 し て い る 。
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石 鏃

石鏃未 製 品

石 槍

有舌尖頭器

石 錐

ス ク レ イ パー 類

• つ ま み 部付 き ス ク レ イ パー

・ 削 器

． 掻器 I

・ オ蚤器 II

． 掻器 III

• ノ ッ チ ド ス ク レ イ パー

• 複合 ス ク レ イ パー
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点

l

l
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く さ び形石器

両 側 縁調 整剥 片 石 器

種 点 数

6 点

43点

204点

49点

7 , 377点

422点

256点

590点

321 点

302点

25点

2 点

1 0点

1 点

10 , 183点

打製石 斧

磨製石斧

石核 ・ 剥 片 類

R F  

U F  

打 欠 石錘

切 目 石錘

凹 ． 敲 ・ 叩 ． 磨石類

石 皿

異形石器

決状耳飾

垂 飾

合 計

こ れ ら を 、 ①狩猟具 （ 石鏃 • 石槍 • 有舌尖頭器 ） 、 ②漁労具 （ 切 目 石錘 ・ 打 欠 石錘 ） 、 ③採集 A く 根

茎 類 〉 （ 打製石 斧 ） 、 ④採集 A B 〈 根茎 類 ・ 座果類〉 （ 凹 ． 敲 ． 叩 ． 磨石 類 、 石 皿 ） の よ う に 分類 （ 長屋

1996 ) し た 結果 、 第 35 表 の よ う な 傾 向 かみ ら れ た 。

第35表 上原遺跡第 1 地点他出土石器群の機能系列別点数

上 原 第 1 地点 小 の 原遺跡 下開 田 村平 N 層

狩 猟 具 2 1 1 点 ( 12 . 8% ) 1 , 424点 ( 74 . 0% ) 2 点 ( 100% )

漁 労 具 9 1 1 点 ( 55 . 1 % ) 24点 ( 1 . 2% ) 

採 集 A 204点 ( 1 2 . 3% ) 28点 ( 1 . 4% )

採集 A B 327点 ( 19 . 8% ) 466点 ( 24 . 0% )

合 計 1 , 653点 1 , 942点 2 点

小 の 原遺跡 で は 石鏃 な ど 狩猟具か圧倒 的 に 多 く 、 狩猟活動へ の 依 存 度 の 高 さ か う か が え る 。 次 い で

凹 • 敲 ・ 叩 · 磨石類 、 石 皿 な ど の 根茎 ・ 堅果類 の粉砕 • 製粉具が24% を 占 め て い る 。 下 開 田 村平 遺跡

N 層 は 対象 と な る 石器 は 少 な く 、 組成 を 明 ら か に す る こ と は で き な い が 、 狩猟具の石鏃 2 点か 出 土 し

て い る 。 こ れ ら に 対 し て 上原 遺跡 第 1 地点では 、 漁猟具か全体の55% は ど を 占 め 、 次 い で凹 ・ 敲 ． 叩 ・

磨石類 、 石 皿 が19 . 8% 、 狩猟具は 1 2 . 8% に 留 ま る と い う 点で、 同 じ 徳 山 谷 の 前 記 2 遺跡 と は 明 ら か に

性格 を 異 に し て い る 。 上原遺跡 第 1 地点では 、 特 に 石錘 か 多 贔 に 出 士 し て お り 、 こ の地点を 特徴づけ

て い る 。 お そ ら く 、 漁 労 に よ っ て 動物性 蛋 白 質 を 獲得 し 、 根 茎 類 ・ 堅 果 類 の 採集 に よ っ て 熱量 を 供給

す る 澱粉 を 獲 得 し た も の と 推測 さ れ る 。
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次 に 、 上原遺跡 に お け る 他の地点で の 様相 は 第36表 に 示す と お り で あ る 。

第36表 上原遺跡第 3 "' 6 地点出土石器の機能系列別点数

第 3 地点 第 4 地点 第 5 地点 第 6 地点

狩 猟 具 3 1点 (25 . 2% )  7点 ( 8 . 6% ) 1 点 ( 50 . 0% ) 1 点 ( 3 . 0% )

漁 労 具 1 0点 ( 8 . 1% ) 25点 ( 30 . 9% )  6 点 ( 18 . 2% )

採 集 A 68点 (55 . 3%)  34点 ( 42 . 0% ) l 点 ( 50 . 0% )  26点 ( 78 . 8% )

採集 A B 14点 ( 1 1 . 4%) 15点 ( 18 . 5% )

合 計 1 23点 81 点 2 点 33点

第 1 地点は 漁 労 に 用 い た 石器が圧倒 的 で 、 次 い で根茎類 ・ 堅果類の粉砕 • 製 粉 に 用 い た 石器が 多か っ

た の に 対 し て 、 第 3 - 6地点では 打製石 斧 を 基 本 に き わ め て 採集 的 色彩 の 強 い 組成 か展 開 す る 。

第 3地点では 、 根茎 類 の 採集 に 使用 し た 石器が55 . 3% と 最 も 多 く 、 次 い で狩猟具が25 . 2 % と な っ て

お り 、 漁労具は わ ず か8 . 1 % と 副 次 的 な 石器 と な っ て い る 。 第 4地点で も 根 茎 類 の 採集具が 多 く み ら れ 、

打製石斧 を 基本 に 凹石や石皿 な ど植物の加工具が重要視 さ れ て い る の が わ か る 。 こ の地点に お い て も

漁労具 は 30 . 9% と い う も の の 副 次 的 な 石器 と な っ て い る 。 第 5地点は 出 土遺物が少 な く 、 そ の性格 を

見 出 す ま で に は 至 ら な か っ た 。 第 6地点は 根茎類 の採集具 と 思 わ れ る 打製石 斧 が圧倒 的 に 多 く 、 そ れ

ら と 漁 労具がお よ そ 8 : 2 の 割 合 で 出 土 し て い る 。 第 3 · 4 · 6地点か ら 出 土 し た 打製 石 斧 は 、 刃 部

が最大幅 を 有 し 両側 縁が基部に 向 か っ て 収 束 す る 撥形 を 呈す る も の が 多 い 。 そ の 中 で も 刃 幅が狭 く 鈍

角 な も の は 根茎 類 の 掘 り 起 こ し 作業 を 示唆す る も の で あ る 。

第 1 地点に お い て 漁 労具が数量 的 に 多 い の は 、 こ の 遺跡が河岸段丘上 に 位置 す る こ と に よ る も の と

考 え ら れ る 。 第 3地点に 漁労具が少 な い の は 、 こ の地点が高位段 丘上 に 立地す る た め で あ ろ う か 。 し

か し 、 中 位段 丘上 に 立地す る 第 4地点は 別 に し て 、 低位段丘上 に 立地す る 第 6地点に お い て 採集具が

漁労具 を 数量 的 に 上 回 る と い う 現象 も み ら れ 、 単 に 土地条件か ら だ け では 判 断す る こ と は で き な い 。

い ず れ に せ よ 、 根茎類や堅果類 と い っ た 植物質食料 を 基本 と し な が ら 、 徳 山 谷 の 自 然環境 に 応 じ た 漁

労 お よ び狩猟 が組 み 合 わ さ れ て の 生 活 が展開 さ れ た と 考 え る 。

次 に 、 第 1 地点お よ び 第 4 · 5地点と 同 様 、 中 位段丘上 に 位 置 す る 上 原 遺跡 第 2 地点と の 比較 を 試

み る こ と に す る 。 第 2 地点は 縄文 中 期 後葉 を 主体 と す る 遺跡 で あ る 。 第 37表 を み る と 、 第 1 地点以上

に 漁労具が量 的 に 抜 き ん 出 て い る の が わ か る 。 3 , 198点の 内 訳 は 、 打 欠石錘 が1 , 295点、 切 目 石錘 が1 , 894

点、 有溝石錘が 8 点、 礫石錘 が 1 点で あ る 。 第 1 地点の 漁労具 は 9 1 1点で あ り 、 そ の 内 訳 は 打欠石錘が

第37表 上原第 2 地点出土石器の機能系列別点数

上原第 2 地点

狩 猟 具 614点 ( 12 . 5% )

漁 労 具 3 , 198点 ( 65 . 1 % )

採 集 A 676点 ( 13 . 8% )

採集 A B 422点 ( 8 . 6% )

合 計 4 , 9 10点

590点、 切 目 石錘 か3 2 1点で あ る こ と か ら 、 縄文前

期 か ら 時代が下 る に つ れ て 打欠石錘か ら 切 目 石錘

へ と 主 流が変化 し た こ と と 同 時 に 、 有溝石錘や礫

石錘 と い っ た バ リ エ ー シ ョ ン も 付加 さ れ 、 漁労活動

の 一 層 の 活 発化 を う か か う こ と か で き る 。 因 み に

草 創 期 か ら 前期 の 時代幅 を も つ 小 の 原 遺跡 出 土 の

石錘 は 24点すべ て が打欠石錘 で あ っ て 、 切 目 石錘

の報告は さ れ て い な い 。 第 2 地点に お け る 狩猟具
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および採集 Aの全体に 占 める割合は 第1地点とよく似通っている。 採集AB の割合は 第1地点にくら
べ約6 割減であるが、 狩猟や漁猟 の効率化 は採集の効率化 をも促したものと思 わ れる。 第1地点と 第
2 地点では、 時 代差があり 気候や 自然環境の変化 もあったと思 わ れるか、 基 本的に 第2 地点は前期末
葉のあり 方を継承している。 共通の生活立地を有する場合の生業は時 代差にか か わらず 自ず と似通っ

この点では、 川辺 の生産 活動 の組成のあり 方を示しているといえる。たものになるのであ ろ う。

この は か 、 第2 地点では、 蛇紋岩を素材とした磨製石 斧か多くを 占 めるのに対し、 第1地点では砂
これは前期においては製 作技術の上で蛇紋岩のよう岩や安山岩のよう な軟質の石材を選択している。

な硬質の石材は効率よく加工できなかったことを物語っている。 装 身具に費やす手 間はともかく、 消耗

また、 石 槍が 第2 地品である磨 製 石 斧 などに は長時 間の手 間をかけることはなか ったと推測される。
点ではみられ なかったのに対して、 第1地点では11点か 出土 しており 、 石 鏃を含め前期における狩猟

さらに、 第2 地点では、 縄文晩期に盛行する石 冠や石 棒 の具のセ ッ ト関係をうかかうことができる。

ような宗教的遺物が 出土 しているのに対して 第1地点では全 くみられず 、 第3地点で石 刀が 1 点 出土

それとは逆に、 第2 地点ではみられ なかった装 身具が 第1地点では確認でき、

本遺跡における 代表的な石 器となっている。 この点からいうと、前述の狩猟具や漁労具、採集具 などの

成業にか か わる石 器は時 代的にも普遍であるが、 宗教的遺物や装身具 などはその 出現に時 代差を認め

ざるを得 ない。 上原遺跡は、早期以来前期・ 中期を通じて漁労具を重要な用具とし、他の遺跡と比較し

ても、成業にか か わる器種は時期的な変化 の少 ない安定した石 器組成を有する遺跡であったといえる。

なお、 本稿では従来の研究における統計資料と比較するために打 欠石錘を漁 労具に含めたが、 もじ

り 編みの錘具であるという説も有力になっている。 取り 敢えず 、 打 欠石錘か漁網錘であるという前提

にたっての考察であることを付記しておく。

したに過ぎなかった。

付記

脱稿後、 第3地点から 2 点の縄文士 器か 出士 していたことか判 明した。 詳細な説明を省き 、 図のみ

を以下に掲載することにした。
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